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P L35 第78号住居跡,第82号住居跡,第83号
住居跡,第83号住居跡貯蔵穴内遺物出

土状況,第83号住居跡炭化材出土状況

P L36 第85号住居跡,第 86・ 87・ 88号住居跡,
第88・ 89号住居跡,第90号住居跡,

次

表35 鉄製品一覧表 ………………………・656

表36 古銭一覧表 …………………………・657

目次

第90号住居跡カマド, 第90号住居跡
遺物出土状況

P L37 第91号住居跡,第91号住居跡遺物出土
状況,第92・ 93号住居跡,第 103号住
居跡,第104号住居跡・カマド

P L38 第97号住居跡,第97号住居跡出入 り口

部施設,第97号住居跡遺物出土状況,
第97号住居跡カマド内遺物出土状況

P L39 第100・ 101号住居跡,第100号住居跡
カマド,第 100。 101号住居跡遺物出土
状況

P L40 第102号住居跡,第102号住居跡遺物出
土状況,第102号住居跡貯蔵穴内遺物
出土状況

P L41 第105号住居跡,第109号住居跡,第110
号住居跡,第■1号住居跡

P L42 第112号住居跡,第112号住居跡カマ

ド,第 1lⅢ■2号住居跡遺物出土状況,

第115号住居跡

P L43 第116号住居跡,第116号住居跡遺物出
土状況,第 117号住居跡,第 117号住居

跡カマド,第■7号住居跡遺物出土状
況

P L44 第118号住居跡,第120号住居跡,第119

号住居跡,第 121号住居跡,第 124号住

居跡,第121号住居跡遺物出土状況 ,
第126号住居跡,第130号住居跡

P L45 第131号住居跡,第135号住居跡,第 138

号住居跡,第 155号住居跡,第 158号住

居跡,第165号住居跡,第168号住居跡,

第174号住居跡

P L46 第 3号住居跡,第 4号住居跡,第 5号
住居跡,第 8号住居跡,第10号住居跡,

第14号住居跡

P L47 第15号住居跡,第 18号住居跡,第 19号



住居跡,第25号住居跡,第26号住居跡 ,

第27・ 28・ 29号住居跡

P L48 第29号住居跡,第29号住居跡カマド,
第29号住居跡遺物出土状況

P L49 第30号住居跡,第30号住居跡カマド,
第30号住居跡遺物出土状況

P L50 第40号住居跡,第42号住居跡,第48号

住居跡,第50号住居跡,第59号住居跡,

第107号住居跡

P L51 豪族居館跡
P L52 豪族居館跡南北堀張出部,豪族居館跡

東西堀

P L53 豪族居館跡南北堀土層断面,豪族居館

跡南北堀遺物出土状況,豪族居館跡東

西堀遺物出土状況

P L54 第 2・ 3号溝,第 4号溝,第 5号濤,

第 6号濤

P L55 第 7号濤,第 8号濤,第 9号濤,第 1

号井戸

P L56 第53号土坑,第71号土坑,第90号土元,

第265号土坑,第95号土坑,第174号土

坑,第175号土坑,第179号土坑
P L57 第189号土坑,第197号土坑,第198号

土坑,第201号土坑,第202号土坑遺物

出土状況,第202号土坑,第210号土坑

遺物出土状況

P L58 第214号土坑土層断面,第 194・ 215号

土坑,第216号土坑,第246号土坑,第

253号土坑,第255号土坑,第258号土

坑,第263号土琥
P L59 第 2号土坑,第15号土坑,第16号土坑,

第18号土坑,第19号土坑,第23号土坑,

第58号土坑,第212号土坑
P L60 第131号土坑,第143号土坑,第220号

土坑遺物出土状況,第235号土坑遺物

出土状況,第236号土坑遺物出土状況,

第242号土坑,第243号土坑遺物出土状

況,第243号土坑
P L61 第13号土坑,第 20・ 52・ 62号土坑,第
26号土坑,第35号土坑遺物出土状況,

第84号土坑遺物出土状況,第99号土坑

遺物出土状況,第 146・ 147・ 148号土

坑,第 169号土瓦
P L62 先生器時代石器 (1)
P L63 先土器時代石器 (2)
P L64 先土器時代石器 (3)
P L65 先土器時代石器 (4)
P L66 先土器時代石器 (5)

P L67 先土器時代石器 (6)
P L68 先土器時代石器 (7)
P L69 先土器時代石器 (8)
P L70 先土器時代石器 (9)
P L71 先土器時代石器 (10)
P L72 第106・ 143・ 148号住居跡出土土器
P L73 第12・ 16・ 17・ 20・ 27号住居跡出土土

器

P L74 第21・ 33号住居跡出土土器

P L75 第37・ 39・ 44・ 47・ 49号住居跡出土土

器

P L76 第53・ 54・ 55・ 62・ 64・ 67号住居跡出

土土器

P L77 第56・ 80・ 81・ 82・ 86号住居跡出土土器

P L78 第70・ 83号住居跡出土土器
P L79 第78・ 87・ 88・ 89。 90号住居跡出土土器
P L80 第91・ 97号住居跡出土土器
P L81 第100・ 101・ 102号住居跡出土土器

P L82 第103・ 104。 105・ 108・ 109・ ■0号住

居跡出土土器

P L83 第111・ 115。 116・ 118・ 119。 120・ 121

号住居跡出土上器

P L84 第117・ 126・ 130号住居跡出土土器

P L85 第131・ 135・ 136・ 138号住居跡出土土

器

P L86 第147・ 155・ 174号住居跡出土土器

P L87第 1・ 2・ 3・ 4・ 8・ 9・ 10・ ■・
13・ 14・ 15号住居跡出土土器

P L88 第18・ 19・ 23・ 25・ 30・ 34・ 35。 43・

50・ 59・ 66・ 98・ 114・ 156号住居跡出

土土器

P L89 第29号住居跡出土土器

P L90 第 7号濤,第 1号道路跡,第 26・ 35・
99・ 133・ 166・ 179。 189。 202・ 210。

243・ 254・ 260・ 272号土坑,遺構外出
土土器
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弥生時代

第106号住居跡出上土器観察表

図版番 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第284

1

壺形土器

弥生式上器

A  l1 6

B 183
C 59

底部は平底で,布目痕を有し,柳

の圧痕がみられる。胴部は内彎し

ながら立ち上がり,頸部に至る。

日縁部は頸部から外傾して外上方

に開く。最大径は日縁部にもつ。

回線部に片日をもつ。

内面丁寧なナデ。国唇部

キザミロ。日縁部に5本櫛

歯の波状文6～ 7段。頸部

隆帯 1条。縦区画内に波

状文充壊。胴部上半に波

状文1段。以下付加条2種

の縄文を羽状構成。

砂粒・長石・雲母

灰白色

普通

90% P778 PL72
床面

2

壷形土器

弥生式土器

B(171)
C 64

口縁部欠損。底部は平底。胴

部は外傾気味に立ち上がり,

口縁部は頸部から外上方に緩

やかに外反する。

内面横ナデ。日縁部に6本櫛

歯の波状文2段。頸部に段あ

り。横・縦区画内に波状文を

一つおきに充填。胴部は付加

条2種の縄文を羽状構成。

砂粒・雲母・

白色針状物質

褐灰色

普通

70% P779 PL72
覆土中層

3

壷形土器

弥生式上器

A[150]
B(74)

口縁部片。国縁部は綬く外反

気味に開く。

内面横ナデ。国唇部刺突。

口縁部 6本櫛歯の波状

文。頸部隆帯 4条,縦区
画内に波状文充娯。

砂粒・雲母・

白色針伏物質

にぶい褐色

普通

5% P775 PL72
覆土

4

壷形土器

弥生式土器

B(207) 胴部片。胴部は緩く内彎しな
がら頸部に至る。

内百横ナデ。頸部隆帯2条。

縦区画内に6本櫛歯による

波状文充填。胴部上半に連孤

文。以下は付加条 2種の縄文

による羽状構成。

砂粒・雲母・

白色針状物質

にぶい橙色

普通

10% P776 PL72
床面

P775と は同一個体と

考えられる。

5

重形土器

弥生式上器

B (53)
C 85

底部は平底で布目痕を有する。

胴部は外傾しながら外上方に

立ち上がる。

内面ナデ。胴部下半に付

加条 2種の縄文を羽状構

成。

砂粒・雲母・

白色針状物質

にぶい橙色  普通

10% P780
覆土

第143号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調。焼成 備 考

第285図

1

壷形土器

弥生式上器

A[132]
B (84)

口縁部 は頸部か ら外反 しなが

ら立ち上がった後,外傾 して

開 く。

内面横ナデ。日唇部に付加条

2種の縄文。日縁部5本櫛歯

による波状文。日縁部下半に

隆帯3条。頸部は縦区画内に

波状文充壊。

砂粒・雲母

にぶい黄橙色

普通

10% P976 PL72
床面

2

壺形上器

弥生式土器

B(186) 胴部下半・口縁部欠損。頸部
は胴部から緩やかに内彎した

後,外上方に開く。

内面ナデ。頸部に隆帯2条。

6本櫛歯による縦区画内に

波状文を充填。胴部上半に連

弧文。下半は付加条2種の縄

文を羽状構成。

砂粒 。雲母・

白色針状物質

赤褐色

普通

30% P977 PL72
床面

二次焼成を受ける。

第148号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第285図

1

壷形土器

弥生式土器

B (82)
C[150]

底部は平底で砂粒を多く含み,

端部はやや突出する。胴部は

外傾しながら外上方に立ち上

がる。

内面横ナデ。胴部下半に

付加条 2種の縄文を羽状

構成。

砂粒・長石・雲母

灰褐色

普通

5% P995 PL72
覆土

2

三形土器

弥生式上器

B(51)
C[72]

底部は平底で砂粒を多く含み,

端部はやや突出する。胴部は

外反気味に立ち上がった後,

やや内彎する。

内面ナデ。胴部下半に付

加条 2種の縄文を羽状構

成。

砂粒・長石・雲母

白色鉢状物質

褐色

普通

10% P996
覆土

-554-



図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第285図

3

壷形土器

弥生式上器

B(29)
C [96]

底部は平底で砂粒を多 く合み,

端部 はやや突出する。胴部 は

外傾 しなが ら外上方に開 く。

内面ナデ。胴部下半に付

加条 2種の縄文を羽状構

成。

砂粒・長石・雲母

浅黄橙色

普通

5% P997
覆土

4

塔

土 師 器

B (59)
C 30

日縁部欠損。平底。胴部は偏

平な球形状を呈する。頸部は

再調整して片口を付けている。

胴部内外面ナデ,外面下

半は箆ナデ。

砂粒・パミス

橙色

普通

80% P998
覆上

流れ込み

古墳時代

第 6号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

1

鉢

土 師 器

B(57)
C 79

平底。胴部は内彎気味に立ち

上がり,外上方に開く。

内面ナデ,外面箆肖」り。 砂粒・雲母
にぶい赤褐色

普通

20% Pl
カマド内覆上下層

2

イ

土 師 器

A[113]
B 48
C 30

平底。体部は内彎しながら外

上方に立ち上がり,国縁部は

直立する。

口縁部横ナデ。体部内外

面ナデ。

砂粒・長石

明褐色

普通

50% P2
覆土

3

不

土 師 器

A[■ 2]
B 47
C 46

底部は歪んだ平底。体部は内

彎しながら外上方に立ち上が

り,国縁部は外反する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外

面ナデ。底部箆肖」り。

砂粒 。長石

明褐色

普通

25% P3
覆土

4

蓋

須 恵 器

A[109]
B (20)

天丼部 は丸みをもってなだ ら

かイこ下が り, 端言БIま丸 �ゝ。 内

面にかえりを有する。

水挽き整形。天丼部は回

転箆削り調整。口縁部横

ナデ調整。

砂粒・パ ミス

灰白色

良好

10% P塑

流れ込み

第12号住居跡出土上器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第286図

1

甕

土 師 器

A 300
B 338
C 97

上げ底。胴部は球形状を呈し,

最大径は中位からやや上にも

つ。口縁部は頸部から「くJ

の字状に外反する。

口縁部内外面横ナデ。ロ

縁部外面縦位の箆ナデ。

胴部内面ナデ後箆磨き,

外面箆ナデ。

砂粒 。礫・ パ ミス

にぶい橙色

普通

85% P5 PL73
ピット内覆土

胴部外面煤付着

2

賓

上 師 器

A 217
B(250)

底部欠損。胴部は内彎しなが

ら外上方に開き,最大径は中

位から上位にもつ。国縁部

「く」の字状に外反。

口縁部内面横ナデ。外面

縦位の箆ナデ。胴部内面

箆ナデ,外面ナデ。

砂粒・長石・礫

にぶい橙色

普通

70% P6
覆上下層

第287図

3

甕

土 師 器

A[151]
B 133

丸底。胴部は球形状を呈し,

最大径は中位にもつ。口縁部

は外傾して開く。

口縁部内面横ナデ。胴部

内面ナデ,外面剣離が進

み,整形不明。

砂粒・長石・スコリア

褐灰色

やや不良

80% P9
貯蔵穴内覆上

4

甑

土 師 器

A 284
B 288
孔径 79

無底式の甑。胴部は緩く内彎

しながら立ち上がり,日縁部

に至る。胴部中位に角状の把

手を有する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ後横位の箆磨

き,外面ナデ後斜位の箆

磨き。

砂粒 。長石。パミス

明赤褐色

普通

95% P7 PL73
覆土中層

5

甑

土 師 器

A 263
B(212)

胴部は内彎気味に外上方に開

き,日縁部に至る。胴部中位

に把手を嵌め込んだものと思

われる孔が安つてある。

口縁部内外面横 ナデ。胴

部内面ナデ後箆磨 き,外

面箆削 り。

砂粒 。長石・パミス

明赤褐色

普通

60% P8
カマド内覆上下層

胴部外面煤付着

6

高  杯
土 師 器

A 155
B 128
D E12 0]

E 48

イ部は半球状を呈し,内彎しなが

ら立ち上がり,日縁部に至る。日

縁部は内彎気味に立ちあがる。脚

部は「ハ」の字状に開く。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ,一部に磨

きの痕跡が残る。脚部内

外面ナデ。

砂粒・長石・礫

にぶい橙色

やや不良

80% P10 PL73
覆上下層
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器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第287図

7

高  イ
土 師 器

14 4

(129)

(67)

Ａ

Ｂ

Ｅ

不部は半球状を呈し,内彎し
ながら外上方に開き,日縁部
に至る。口縁部は直立する。

脚部はラッパ状に開く。

口縁部内外面横ナデ。邪

部内面ナデ,外面ナデ後
箆磨き。脚部内面ナデ,

外面ナデ後箆磨き。

砂粒・長石・パミス

にぶい橙色

普通

90% Pll PL73
覆上下層

8

筑

土 師 器

A ■ 7
B 88
C 45

上げ底。体部は緩く内彎しな

がら立ち上がり,中位で大き
く張る。国縁部は内傾し,口
唇部 |ま尖る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ後丁寧な箆

磨き。

砂粒 。長石

明赤褐色

普通

60% P12
覆土

9

士冗

土 師 器

A l1 5
B 76
C 39

平底。体部は内彎しながら外

上方に立ち上がり,上位で張
る。国縁部は直立し,国唇部
は尖る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ。

砂粒 。長石 。礫

暗褐色

普通

98% P13
ピット内覆土

第288図

10
士完

土 師 器

(76)

43

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎しながら外

上方に立ち上がり,中位で張
る。口縁部はほぼ直立する。

内面ナデ後箆磨き。外面

丁寧なナデ。

砂粒 。長石・パミス

橙色

普通

90% P14 PL73
床面

ナ兌

土 師 器

A 134
B 68
C 64

平底。体部は内彎 しなが ら外

上方に立ち上が り,国縁部 は

外反する。

日縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後縦位の寛磨

き,外面ナデ。

砂粒・長石・スコリア

にぶい橙色

普通

95% P15 PL73
覆上下層

上宛

土 師 器

A 100
B(60)

底部欠損。体部は緩く内彎し

ながら外上方に開き,日縁部
は内彎する。

口縁部横ナデ。体部内面

ナデ後箆磨き,外画ナデ。

砂粒・長石・雲母

にぶい赤褐色

普通

Ｐ％

上

５０

覆

13

ナ宛

土 師 器

A[120]
B 56
C [39]

平底。体部は内彎気味に外上

方に立ち上がり,日縁部は外
傾する。

口縁部内外面積ナデ。体

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒 。長石

にぶい褐色

普通

20% P543
覆土

14

杯

土 師 器

A[146]
B 58
C 50

平底。体部は肉彎 しなが ら外

上方に立ち上が り,日縁部 は
ほぼ直立する。

内外面ナデ。 砂粒 。長石

橙色

普通

50% P16
覆上下層

第16号住居跡出土土器観察表

図版 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

1

甕

土 師 器

A[178]
B(49)

口縁部は頸部からほぼ直立

し,上位で大きく外反する。

口縁部内面横ナデ,外面
横ナデ後縦位の箆磨き。

砂粒・長石

明赤褐色

普通

Ｐ％

土

５

覆

2

l免

土 師 器

A 124
B 60
C 42

平底。体部は内彎して外上方

に立ち上がり,国縁部は内彎
する。

口縁部内外面横ナデ。

都内面ナデ後覚磨 き,

面ナデ。

体

外

砂粒。長石・スコリア

橙色

良好

100% P18 PL73

床面

3

上宛

土 師 器

[176]

80

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎気味に外上

方に開き,日縁部で大きく内
傾する。

日縁部内外面横ナデ。体

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒・長石

浅黄色

普通

40% P19
覆土上層

4

不

土 師 器

139

57
41

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は,肥厚な底部か
ら内彎して外上方に立ち上が

り,国縁部はほぼ直立する。

口縁部内外面横ナデ。

部内面ナデ後箆磨 き,

面ナデ。

体

外

砂粒 。長石・雲母

赤色

良好

100%P20 PL73
床面

5

イ

土 師 器

A[150]
B 51

丸底。体部は器厚を減じなが

ら,内彎して外上方に開き,
口縁部は内彎気味に立ちあが

る。

口縁部内外面横ナデ。

部内面ナデ後箆磨き,

面丁寧なナデ。

体

外

砂粒・長石

明赤褐色

普通

40% P21
覆土中層

6

不 (脚付)

土 師 器

8 (25) 脚部片。脚部は「ハ」の字伏
に開く。

脚部内面ナデ,外面縦位
の箆磨き。

砂粒・長石

橙色

普通

％

土

５

覆
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第17号住居跡出土土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第289図

1

密

土 師 器

[199]

(127)

Ａ

Ｂ

胴部は内彎し頸部に至る。日

縁部は外反し,上位で大きく
開く。

口縁部内外百横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒・長石・礫

橙色

普通

10% P22
覆土

2

甑

土 師 器

A[278]
B(146)

胴部下半欠損。胴部は外傾し

て口縁部に至る。口縁部は外

反して開く。

口縁部横ナデ。胴部内面

ナデ後箆磨き,外面ナデ。

砂粒 。長石

にぶい黄橙色

普通

Ｐ％

土

２０

覆

3

J4N

土 師 器

A 122
B 47

丸底。体部は内彎して外上方

に立ち上がり,上位で強く張
る。国縁部は内彎し,国唇部
は尖る。

口縁部横ナデ。体部内面

ナデ後放船伏の箆磨き,

外面ナデ後横位の箆磨

き。

砂粒・長石・雲母

橙色

普通

95% P24 PL73
覆土上層

第20号住居跡出上土器観察表

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

1

密

上 師 器

A 186
B(223)

胴部下半欠損。胴部は長胴を

呈し,口縁部は外反する。口

唇部は丸くおさめる。

口頸部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ,外面縦位の

箆削り。

砂粒・長石・礫

にぶい赤褐色

普通

60% P677 PL73
床面

2

甕

土 師 器

A[210]
B(247)

胴部は長胴を呈し,国縁部は

外反する。口唇部は丸くおさ

める。

口頸部横ナデ。胴部内面

箆ナデ,外面縦位の箆削
り。

砂粒・長石・礫

褐色

普通

30% P678
覆上下層

第290図

3

甕

土 師 器

A[210]
B(■ 0)

胴部下半欠損。胴部は長胴を

呈し,国縁部は大きく外反す

る。

口頸部横ナデ。胴部内面

ナデ,外面縦位の箆ナデ。

砂粒・ 長石・礫

橙色

普通

20% P679
覆上下層

4

甕

土 師 器

A[178]
B (70)

胴部下半欠損。胴部は長胴を

呈し,日縁部は短く外反する。

口頸部横ナデ。胴部内面

箆ナデ,外面ナデ。
砂粒・長石・礫

灰褐色

普通

5% P680
覆土中層

5

郷

器師

高

土

A[155]
B 87
D 93
E 44

不部は脚部から緩く外傾しな

がら外上方に立ち上がる。脚

部は基部で円筒状を呈し,裾
部は大きく外下方に開く。

不部内面ナデ後箆磨き,

外面ナデ。脚部内外面箆

ナデ。裾部横ナデ。杯部

内面黒色処理。

砂粒・スコリア

浅黄橙色

普通

ＬＰＰ％

土

５５

覆

筑

土 師 器

A 136
B 86

丸底。体部は内彎しながら外

上方に立ち上がり,日 縁部は

短く直立する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ,外面箆ナデ。

砂粒 。長石・雲母

灰褐色

普通

75% P682 PL73
床面

7

不

土 師 器

A[175]
B (49)

体部は浅い皿状を呈し,日縁

部は外傾する。体部と口縁部

の境に稜を有する。

口縁部内外面横ナデ。体

部外面箆削り。

砂粒 。長石・雲母

橙色

普通

Ｐ％

面

２０

床

杯 (脚付)

土 師 器

(32)

[47]

17

Ｂ

Ｄ

一Ｅ

脚部は「ハ」の字状を呈して

外下方に外反する。

外面ナデ後箆磨きの痕跡

が残る。内面ナデ。

砂粒

浅責橙色

普通

15% P684
覆上

第21号住居跡出土土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第290図

1

賓

土 師 器

A 144
B(170)

底部欠損。胴部は球形状を呈

する。日縁部は頸部で強く外

反して外上方に開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒・雲母

にぶい赤褐色

普通

80% P25
床面

2

密

土 師 器

13 0

16 1

55

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は球形状 を呈する。

国縁部 は外傾気味に立ち上が

り,上位で外反する。

日縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ,外面ナデ後
一部箆磨き。

砂粒・長石・雲母

明赤褐色

普通

65% P26
カマド内覆土

第291図

3

甕

土 師 器

(232)

59

Ｂ

Ｃ

日縁部欠損。上げ底。胴部は

やや長胴を呈する。

胴部内面ナデ,外面斜位
の箆ナデ。

砂粒 。長石・礫

にぶい褐色  普通
50% P27
カマド内覆土
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

第 291図

4 土 師 器

B (93) 日縁部欠損。丸底。胴部は内
彎しながら立ち上がり,中位
で強く張る。

胴部内面箆ナデ,外面ナ

デ後箆磨き。胴下半は箆

肖」り。

砂粒・長石・雲母

にぶい赤褐色

普通

80% P28 PL74
覆土上層

5

高  不
土 師 器

A 137
B (94)
E (41)

不部は半球状を呈し,日縁部

はやや内彎する。脚部は「ハ」

の字状に開き,裾部で大きく

開く。

不部内外面ナデ後箆磨

き。脚部内面箆ナデ,外
面ナデ後箆磨き。裾部横

ナデ。

砂粒 。長石

橙色

普通

90% P29 PL74
カマド内覆土

6

高  不
土 師 器

A 128
B 103
D ■ 4
E 45

邪部は半球状を呈し,緩 く内

彎する。国縁部は直立する。

脚部は柱状を呈し,裾部で外
反気味に大きく開く。

日縁部横ナデ。不部内外面・

脚部外面ナデ後箆磨き。坪

部下端指頭により押圧。脚

部内面箆ナデ。裾部横ナデ。

砂粒・礫

赤色

普通

85% P30 PL74
床面

7

高  邪
上 師 器

A 139
B 98
D 97
E 36

不部は半球状を呈し,緩 く内

彎する。口縁部は直立する。

脚部は「ハ」の字状に開き,

裾部でやや外反する。

口縁部横ナデ。不部内外

画・脚部外面ナデ後箆磨

き。脚部内面箆ナデ。裾

部横ナデ。

砂粒 。長石

明赤褐色

普通

90% P31
カマド内覆土

8

高  坪
土 師 器

B (88)
D 130
E 65

イ部欠損。脚部はラッパ状を

三し,裾部で大きく開く。

脚部内百箆削り,外面ナ

デ後縦位の箆磨き。裾部

横ナデ。

砂粒・雲母・パミス

赤褐色

普通

50% P32
ピット内覆土

9

ナ充

土 師 器

A ■ 5
B 79
C 30

平底。体部は緩く内彎しなが

ら立ち上がり,口縁部は緩く

外反する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面箆ナデ,外面箆削
り。内外面赤彩。

砂粒 。長石・パミス

にぶい橙色

普通

100%P33 PL7J
カマド内覆上

10

琉

土 師 器

A 126
B 67

体部 は内彎 しなが ら立ち上が

り,上位で張 る。日縁部 は頸

部か ら外反。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ。

砂粒 。長石

橙色

普通

50% P34
カマド内覆土

11

士完

土 師 器

A 131
B 70

体部は丸底気味の底部から内

彎しながら立ち上がり,国縁

部は内傾する。

口縁部横ナデ。体部内面

ナデ後箆磨き,外面ナデ。

砂粒 。長石・パミス

赤褐色

やや不良

98% P37
覆土上層

12

筑

土 師 器

B (55) 口唇部欠損。丸底。体部は内彎
しながら外上方に立ち上がる。

体部内面箆ナデ,外面ナ 砂粒・長石

明赤褐色  普通
70% P41
覆土上層

13

不

土 師 器

A 139
B 66

体部は底部から内彎しながら立ち

上がり,日縁部は緩く外反する。

日縁部内外面横ナデ。全体に

剣離が著しく整形不明。

砂粒・スコリア

赤色    不良
95% P35
カマド内覆土

第292図

14
不

土 師 器

A 149
B 66

体部は平底気味の底部から内

彎しながら立ち上がる。日縁

部はほぼ直立する。

回縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面粗いナデ。

砂粒・長石

明赤褐色

やや不良

95% P36 PL74
覆土上層

15

不

土 師 器

A 150
B 66

体部は丸底気味の底部から内

彎しながら立ち上がり,日縁

部はやや内傾する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内百箆ナデ後箆磨き,

外面ナデ。

砂粒・長石

明赤褐色

普通

40% P38
床面

16

不

土 師 器

A 128
B 50
C 44

平底。体部は内彎しながら立

ち上がり,日縁部は外反する。

口唇部は尖る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ後箆磨き。

体部下端・底部箆肖」り。

日縁部内外面に漆付着。

砂粒・雲母

明赤褐色

普通

95% P39
貯蔵穴内覆土

17

不

土 師 器

A[132]
B 58

丸底。体部は皿状を呈し,日

縁部はやや外傾する。体部と

の境に稜を有する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面箆ナデ,外面箆削
り。

砂粒。長石・雲母

橙色

普通

60% P40
カマド火床面

18

イ

土 師 器

B(33) 口唇部欠損。体部は皿状を呈
し,日縁部は直立する。体部

との境に稜を有する。

口縁部内外面積ナデ。体

部内面放射状の箆磨き,

外面箆削り。内外面赤彩。

砂粒・長石・パミス

赤色

普通

60% P42
カマド内覆土上層

郷

土 師 器

A[130]
B (35)

口縁部片。口縁部は内傾する。 口縁部内外面横ナデ。 砂粒

橙色    普通
15% P43
覆土

イ(脚付)

土 師 器

B (44)
D 48
E 20

不部は緩く内彎気味に外上方

に開く。脚部は短く「ハ」の

字状に開く。

不部内外面丁寧なナデ。

脚部内外面横ナデ。

砂粒。長石・スコリア

赤褐色

普通

20% P44
覆上下層
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第27号住居跡出土土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第292図

1

甕

土 師 器

A 178
B 244
C 65

平底。胴部は内彎気味に立ち

上がり,最大径は上位にもつ。

口縁部は垂直に立ち上がり,

上位で外反する。

口縁部内面積ナデ,外面

縦位の箆ナデ。胴部内外

面箆ナデ。

砂粒・長石・雲母

橙色

普通

80% P48
床面

第293図

2

甕

土 師 器

A 192
B(221)

胴部下半欠損。胴部は球形状

を呈し,国縁部は頸部から「く」

の状に強く外傾する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒 。長石・パミス

にぶい橙色

不良

50% P49
貯蔵穴A覆土上層

3

甕

土 師 器

A 151
B 323
C 86

平底。胴部は,球形状を呈す

る。日縁部はほぼ垂直に立ち

上がり,上位で外反する。

口縁部内外面ナデ後箆磨

き。胴部内面ナデ,外面

箆ナデ。外面は剣離が著

しい。

砂粒・長石

明赤褐色

普通

90% P50 PL73
覆上下層

4

甕

土 師 器

A 156
B(234)

胴部下半欠損。胴部は球形状を呈

し,日頸部は外傾気味に立ち上が

り,中位から大きく外反する。日

縁部中位に稜をもつ。

口縁部内外面横ナデ,外
面は縦位の箆ナデ。胴部

内外面箆ナデ。

砂粒・長石

赤色

普通

40% P51
貯蔵穴A覆上上層

第294図

5

甑

土 師 器

A 255
B 272
孔径 90

無底式の甑。胴部は内彎しな

がら外上方に立ち上がり,国

縁部は強く外反する。

口縁部内面箆ナデ,外面

ナデ後箆磨き。胴部内面

箆ナデ,外面丁寧な箆削

り,一部箆磨き。

砂粒 。長石

浅黄褐色

普通

80% P52 PL73
床面

6

不

土 師 器

A 152
B 65
C 49

平底。体部は内彎気味に立ち

上がり,口縁部は外反する。

口縁部内外面横ナデ。体部内

面箆ナデ後一部箆磨き,外面

箆磨き下半部箆削り。

砂粒

赤色

普通

90% P53 PL73
貯蔵穴B覆土

7

不

土 師 器

A 126
B 54

体部は平底気味の底部から内

彎しながら立ち上がり,口縁

部は内彎する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面箆磨き。下半部

箆削り。内面黒色処理。

砂粒 。長石・パミス

灰責褐色

普通

95% P54 PL73
貯蔵穴A覆土

第33号住居跡出土土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

第294図

1

甕

土 師 器

A 253
B 248
C 91

平底。胴部は内彎しながら外

上方に開き,中位で張る。日

縁部は外反しながら立ち上が

り,上位で開く。

口縁部内外面ナデ後箆磨

き。胴部内面ナデ,外面

丁寧な箆ナデ。

砂粒・ 長石

にぶい褐色

普通

50% P55
床面

甕

土 師 器

A 182
B 302
C 84

平底。胴部は内彎気味に立ち

上がり,やや長胴を呈する。

日縁部は外反しながら開く。

口縁部内面横ナデ後箆磨

き,外面箆ナデ。胴部内

外面箆ナデ。

砂粒 。長石・雲母

にぶい黄橙色

普通

95% P58
床面

第295図

3

甕

土 師 器

A 153
B(134)

胴部下半欠損。胴部は内彎し

口縁部に至る。日縁部は外反

しながら大きく開く。

口縁部内外面積ナデ。胴

部外面ナデ。胴部は全体

に劉離が進む。

砂粒 。長石・礫

赤色

普通

40% P57
覆上下層

4

甕

土 師 器

A 179
B(234)

底部欠損。胴部は球形状を呈

し,国縁部は大きく外反しな

がら開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆削り,外面箆ナ

デ。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

60% P56
床面

胴部外面煤付着

5

密

土 師 器

A 170
B 270
C 72

上げ底。胴部は球形状を呈し,

最大径を中位にもつ。国縁部は

「く」の字状に外反して開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ,外面箆ナデ。

砂粒・長石 。雲母

橙色

普通

90% P59 PL7電

床面

胴部外面煤付着

6

甕

土 師 器

A 175
B 264
C 79

平底。胴部は,球形状を呈す

る。国縁部は「く」の字状に

開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ,外面上

半部箆磨き。

砂粒・長石

にぶい赤褐色

普通

60% P60
覆上下層

胴部外面煤付着

7

甕

上 師 器

A 164
B 272
C 75

平底。胴部 はやや長胴 を呈 し,

最大径 を中位 にもつ。日縁部

は「 くJの字状 に外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒・長石・礫

にぶい黄橙色

普通

70% P61
床面

胴部外面媒付着

-559-



図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第296図

8

甕

土 師 器

A 169
B 232
C 78

平底。胴部は外傾気味に外上

方に立ち上がり,国縁部は「く」

の字状に外反して開く。

口縁部内外巨債ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒 。長石

橙色

普通

80% P62
貯蔵穴A覆土上層

密

土 師 器

A 148
B 211

丸底。胴部は,球形状を呈す
る。日縁部はほぼ垂直に立ち

上がり,中位で外反する。

国縁部内外面横ナデ。胴

部内外面ナデ。

砂粒・スコリア

にぶい赤褐色

普通

90% P63
床面

10

甕

土 師 器

A 128
B 215
C 47

上げ底。胴部は緩く内彎しな

がら立ち上がり,日縁部は外

反する。

日縁部内面積位の箆ナ

デ,外面横ナデ。頸部縦
位の箆磨き。胴部内面ナ

デ,外面箆ナデ。

砂粒・長石・スコリア

橙色

普通

60% P制
床面

11

養

土 師 器

A 102
B(122)

底部欠損。胴部は球形状を呈

し,日縁部はやや内傾気味に

立ち上がる。

日縁部内面横ナデ。口頸

部外面縦位の箆削り。胴

部内面箆削り,外面ナデ。

砂粒・長石・スコリア

切赤褐色

普通

20% P66
覆土

12

観

土 師 器

A 234
B 251
孔径 82

無底式の観。胴部はやや内彎

し,国縁部は直立する。胴部

中位に角状の把手を有する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ後箆磨 き,外
面ナデ。

砂粒・長石・パミス

橙色

普通

60% P67 PL74
床面

第297図

13
重

土 師 器

A 96
B 151
C 45

平底。胴部は内彎しながら立

ち上がり,中位で張る。日縁
部は頸部から外反して開き,端

部で内彎気味に立つ。

口縁部内面箆ナデ,外面
横ナデ。胴部外面丁寧な

箆削り。

砂粒 。長石・パミス

にぶい赤褐色

普通

98% P68 PL74
覆上中層

14

重

土 師 器

A 85
B 142
C 43

平底。胴部は内彎しながら立

ち上がり,中位で張る。口縁
部は頸部から外反した後,緩
く内彎して口唇部に至る。日

縁部は中位に稜を有する。

口縁部内面横ナデ,外面
ナデ後縦位の箆磨き。胴

部外面ナデ後箆磨きの痕

跡が残る。

砂粒 。長石・パミス

橙色

普通

70% P69 PL74
貯蔵穴B覆土

15

高 不

土 師 器

A[197]
B (50)

不部片。不部は下位に稜を有

し,外傾して開く。日縁端部
は横に開く。

口縁部内外面横ナデ。イ

部内面ナデ,外面箆削り。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

30% P70
覆土

16

士宛

土 師 器

A 125
B 93

丸底。体部は内彎しながら立

ち上がり,上位で張る。口縁
部は短く外傾して立つ。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面ナデ,下半部は箆削り。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

100%P72
覆上

17

筑

土 師 器

A 101
B 67

丸底。体部は緩く内彎しなが

ら立ち上がり,国縁部は外傾

気味に立つ。

口縁部内外面積ナデ。体

部内外面ナデ。

砂粒・長石・スコリア

にぶい橙色

普通

50% P73
覆土

18

邪

土 師 器

A[149]
B 66

丸底。体部は内彎しながら立

ち上がり,日縁部はやや内彎

気味に立つ。口唇部は尖る。

口縁部内外面積ナデ。体

部内面ナデ後一部箆磨

き,外面ナデ。

砂粒・長石・スコリア

橙色

普通

80% P75
床面

不

土 師 器

A 178
B 71
C 55

平底。体部は器厚を減じなが

ら,内彎して立ち上がり,日
縁部に至る。

口縁部内外画横ナデ。体

部内面ナデ後放射状の箆

磨き,外面ナデ。

砂粒・ パ ミス・ 雲母

にぶい橙色

普通

98% P74 PL74
貯蔵穴A覆上中層

不

土 師 器

A 136
B 52
C 44

平底。体部は緩く内彎しなが

ら立ち上がり,国縁部は外反

気味に開く。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面ナデ後粗い箆磨き。

砂粒・長石・礫

にぶい橙色

普通

50% P76
床面

21

不

土 師 器

A[141]
B 57

丸底。体部は内彎して立ち上

がり,国縁部は直立する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒 。長石・パミス

にぶい黄橙色

普通

50% P78
覆土

イ

土 師 器

A 148
B 60
C 46

平底。体部は綬く内彎して立

ち上がり,口縁部に至る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆削り。

砂粒・長石・雲母

赤色

普通

70% P79
覆土中層

23

不

上 師 器

A 162
B 54
C 48

平底。体部は緩く内脅して立

ち上がり,国縁部に至る。

国縁部内外面積ナデ。体

部内面箆ナデ,外面箆ナ
デ,下端箆削り。

砂粒 。長石

橙色

普通

70% P80
覆土中層

-560-



器  種 法量 (ctn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第297図

24
lTN(脚付)

土 師 器

A 137
B 57
D 44
E 15

不部は底部から直線的に外上

方に開き,日縁部に至る。脚

部は短く「ハコの字状に開き,

端部は尖る。

口縁部内外面横ナデ。不

部内外面箆ナデ。脚部内

面横ナデ,外面横ナデ後

縦位の箆磨き。

砂粒・長石・雲母

淡橙色

普通

100%P71 PL74
貯蔵穴A覆上中層

把手付琉?

土 師 器

B (48) 把手片。 把手は体部に貼り付けた

後ナデ。

砂粒・長石・パミス

明赤褐色  普通
5% P77  PL74
覆土

第37号住居跡出上上器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

第298図

1

甕

土 師 器

A 168
B 302
C 75

平底。胴部は内彎しながら立

ち上がり,最大径を中位にも
つ。日縁部は頸部から「く」

の字状に外反する。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内面ナデ,外面箆ナデ,

一部に箆磨き。

砂粒・長石・礫

にぶい橙色

普通

80% P81
床面

2

甕

土 師 器

A 179
B 264
C 58

平底。胴部は球形状を呈する。

口縁部は頸部から外傾して開

く。

日縁部内外面積ナデ。胴部内

外面箆ナデ。胴部外面に輪積

み痕が明瞭に残る。

砂粒 。長石

明赤褐色

普通

70% P82 PL75
覆土

胴部外面煤付着

3

甕

土 師 器

A[220]
B 253
C [76]

平底。胴部は球形状を呈する。

口縁部は頸部から外反して立

ち上がり,中位で大きく開く。

口縁部内面横ナデ,外面
ナデ後箆ナデ。胴部内面

箆ナデ,外面箆削り。

砂粒・長石・パミス

黒褐色

普通

20% P83
床面

4

甕

土 師 器

A 172
B(156)

胴部下半欠損。口縁部はほぼ

垂直に立ち上がり,中位で外

反する。胴部は頸部から外下

方に開く。

口頸部内外面横ナデ。口

縁部内面一部箆磨き。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ

後一部箆磨き。

砂粒・長石・礫

灰白色

普通

30% P84
床面

5

甕

土 師 器

A 185
B(139)

胴部下半欠損。胴部は内彎し,中

位でやや張る。日縁部は折り返し

日縁で外傾気味に立ち上がる。

胴部内面箆ナデ,外面ナ

デ。頸部内外面指頭によ

る押圧痕が残る。

砂粒 。長石

赤橙色

普通

40% P85
床面

墾

土 師 器

B(159)
C 79

胴部上半欠損。平底。胴部は

内彎しながら立ち上がる。

胴部外面箆ナデ,内面劉

離が著しく整形不明。

砂粒・長石

灰褐色   不良
40% P87
床面

第299図

7

密

土 師 器

B(155)
C 58

胴部上半欠損。平底。胴部は

内彎しながら立ち上がる。

胴部内外面箆ナデ。 砂粒・長石・雲母

にぶい橙色 普通
50% P88
床面

土 師 器

A 162
B(212)

底部欠損。胴部は内彎して球

形状を呈し,日縁部は強く外

傾して口縁部に至る。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒。長石・スコリア

橙色

普通

90% P90
覆土上層

9

童

土 師 器

B(184) 胴部下半・日縁部欠損。胴部
は内彎して球形状を呈する。

胴部内外面箆ナデ。 砂粒 。長石・パミス

赤褐色   普通
40% P91
床面

壺

土 師 器

A[■ 3]
B 148

丸底。胴部は内彎しながら球

形状を呈し,中位で張る。口

縁部は頸部から外反気味に立

ち上拘ゞる。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ

後箆磨きの痕跡が残る。

砂粒・長石・パミス

にぶい橙色

普通

98% P92
床面

11 土 師 器

A 90
B 150
C 50

平底。胴部は内彎気味に外上

方に開き,中位で強く張る。

国縁部は頸部から外傾して立

ち上がった後,緩 く内彎して

端部に至る。

口縁部内外面ナデ後箆磨

き。胴部内面ナデ,外面
ナデ後箆磨き,下半箆削

り。

砂粒 。長石 。雲母

橙色

やや良好

98% P108 PL75
ピット覆土中層

12

lll

上 師 器

A[101]
B(129)

胴部下半欠損。胴部は内彎し

て頸部に至る。口縁部は外傾

して立ち上がり,端部に至る。

口縁部内外面ナデ。胴部

内面ナデ,外面ナデ後箆

磨き。

砂粒 。長石・雲母

赤褐色

普通

20% P93
床面

18

増

土 師 器

△ [97]
B (99)

胴部下半欠損。胴部は内脅し

ながら頸部に至る。日縁部は

外傾して立ち上がり,端部に

至る。

器表全体が剖離し,整形

不明。

砂粒・長石・礫

橙色

やや不良

10% P94
床面
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土。色調・焼成 備 考

第300図

14 土 師 器
A 165
B(192)

胴部下半欠損。胴部は球形状

を呈し,日縁部は「コ」の字

状に外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

40% P89
床面

15

鉢

上 師 器

A 297
B 203
C 104

上げ底。胴部は緩く外傾しな

がら立ち上がり,上位で張る。

日縁部は頸部から外傾し,上
位で開く。

口縁部内面横ナデ。胴部

内外面箆ナデ。

砂粒・長石

浅黄橙色

普通

60% P109 PL75
床面

高 不

土 師 器

A 183
B (71)

脚部欠損。イ部は下位に弱い

稜を有し,不部は外傾しなが
ら立ち上がる。国縁部は上位

で軽く外反する。

口縁部内外面横ナデ。不

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆ナデ。

砂粒 。長石

橙色

普通

50% P95
床面

17

筑

土 師 器

A 108
B 72
C 60

体部は内彎しながら立ち上が

り,日縁部はほぼ直立する。

底部には高台状に粘上を賠り

付け,上十力嵐。

体部内外面箆ナデ。底部

外面箆削り。

砂粒・長石・パミス

にぶい橙色

普通

90% P103
覆上下層

18

筑

土 師 器

A[102]
B 60
C 47

平底。体部は内彎しながら外上方

に立ち上がる。底部には高台状に

粘土を賠り付けている。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆ナデ。底部外面ナデ。

砂粒・パミス

にぶい橙色

普通

70% P104
覆上下層

筑

土 師 器

A 164
B 89

丸底。体部は平底気味の底部

から内彎しながら立ち上がり,

上位でやや張る。国縁部は短

く直立する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆ナデ。

砂粒 。長石・パ ミス

にぶい橙色

普通

70% P96  PL75
床面

士宛

土師 器

A 135
B 72
C 44

平底。体部は内脅しながら立

ち上がり,上位で張る。口縁
部は短く外反する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ。

砂粒 。長石・礫

にぶい橙色

普通

60% P97
床面

ナ完

土 師 器

A 125
B 56

丸底。体部は内彎しながら立

ち上がり,口縁部は外傾する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面ナデ。

砂粒 。長石

橙色

普通

98% P99
床画

筑

土 師 器

A 197
B 94
C 53

平底。体部は内彎しながら立

ち上がり,日縁部に至る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
画箆ナデ。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

60% P100
覆土

士宛

土 師 器

A 133
B 61
C 46

平底。体部は内彎しながら立

ち上がり,国縁部はほぼ直立

する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面粗いナデ。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

70% P102
床面

不

土 師 器

A 133
B 54

丸底。体部は平底気味の底部

から内脅しながら立ち上がり,

上位で張る。国縁部はほぼ直

立する。

日縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ,外面ナデ後
箆磨き。

砂粒 。長石・パミス

明赤褐色

普通

80% P98
床面

不

土 師 器

A 138
B 55

丸底。体部は内彎しながら立

ち上がり,日縁部は直立する。

日縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後一部箆磨

き,外面ナデ後箆磨き。

砂粒 。長石

赤色

普通

80% P101
床面

イ

土 師 器

A 145
B 52

丸底。体部は緩く内彎しなが

ら立ち上がり,国縁部はほぼ

直立する。

口縁部内外面横ナデ。体

部は内外面共剣離が著し

く整形不明。

砂粒・長石・パミス

橙色

不良

98% P105 PL75
床面

27

邪

土 師 器

A 140
B 52

丸底。体部は緩く内彎しなが

立ち上がり,口縁部はほぼ直

立する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面箆ナデ,外面箆削
り。

砂粒・長石・礫

にぶい褐色

普通

100%P■ O PL75
覆上下層

第301図

28
不

土 師 器

A 134
B 54
C 49

平底。体部は緩く内彎しなが

立ち上がり,日縁部は短くや

や外反する。口唇部は尖る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ後箆磨き。

砂粒 。雲母

明赤褐色

普通

98% P106
床面

不

土 師 器

A 133
B 48
C 52

平底。体部は緩く内彎しなが

ら立ち上がり,国縁部は短く

外傾する。国唇部は尖る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面ナデ後粗い箆磨き。

砂粒 。長石

赤色

普通

85% P107
床面
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第38号住居跡出土上器観察表

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第301図

1

小 形 奏

土 師 器

A 128
B 197
C 70

平底。胴部は内彎気味に立

ち上がり,長胴形を呈する。

日縁部は軽く外反し,日唇

部を丸くおさめる。

輪積み痕を明際に残す。国

縁部内外面横ナデ。胴部外

面縦位の箆肖」り,内面積位

の箆ナデ。

砂粒

橙色

普通

90% P669

床面

2

甕

土 師 器

B (70)
C 71

平底。胴部は内彎気味に立

ち上がる。

胴部外面縦位の箆磨き,内
面横位の箆ナデ。

砂粒

にぶい赤褐色

普通

30% P670

床面

甕

土 師 器

A[248]
B (57)

頸部は「くっの字状に屈曲

し,日唇部は丸くおさめる。

口頸部内外面横ナデ。日縁

部内面一部箆磨き。

砂粒・スコリア

黒褐色

普通

5% P672
覆土

4

鉢

上 師 器

A[134]
B (68)

体部は内彎しながら立ち上

がり,日縁部は短く外反す

る。

口縁部から胴部上位にかけ

て内外面横ナデ。

砂粒・長石

にぶい褐色

普通

10% P671

覆土

第39号住居跡出上土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第301図

1

寮

上 師 器

A 197
B 314
C 52

底部は狭い平底。胴部は内

彎気味に立ち上がり,長胴

形を呈する。日縁部は外反

して,日唇部を丸くおさめ

る。

口縁部内外面積ナデ。胴部

外面縦位の箆削り,内面横

位の箆ナデ。

砂粒 。長石・礫

にぶい橙色

普通

80% P695 PL75

覆上下層

2

甕

土 師 器

A 212
B(209)

張 りの弱い胴部か ら,国縁

部 は外反 して立ち上が り,

国唇部 を丸 くおさめる。

口縁部から頸部にかけて内

外面横ナデ。胴部外面箆削

り,内面箆ナデ。

砂粒 。長石・雲母

赤褐色

普通

70% P696
カマド覆上下層

第302図

3

甕

土 師 器

A 195
B(248)

やや張 りのある胴部か ら,

国縁部 は外反 して立ち上が

り,口唇部 を丸 くおさめる。

口縁部から頸部にかけて内

外面横ナデ。胴部外面箆削

り,内面箆ナデ。

砂粒・ 雲母

暗褐色

普通

50% P697

覆上下層

4

密

土 師 器

B(162)
C 94

平底。胴部は内彎しながら

立ち上がる。全体的に器厚

は薄い。

胴都外面縦位の箆削り,内

面は劉離が著しい。

砂粒 。長石・雲母

暗赤褐色

普通

30% P698
床面

5

筑

土 師 器

A 135
B 80

丸底。体部は内彎しながら

立ち上がり,口縁部でやや

内傾する。底部に「×」状

の線刻がなされる。

口縁部内外面横ナデ。体部

外面横位の寛磨き,内面箆

磨き。

砂粒

にぶい赤褐色

普通

95% P699 PL75

床面

6

高  不
土 師 器

A[134]
B(50)

脚部 は欠損。郷部 は内彎気

味 に立 ち上が り,口縁部で

直立する。

口縁部内外面横ナデ。内面

箆磨き。

砂粒・雲母

赤褐色

普通

15% P700

覆上下層

7

高  郭
土 師 器

A[141]
B (42)

脚部欠損。不部は内彎気味

に立ち上がり,日縁部で直

立する。

口縁部内外面横ナデ。 砂粒・雲母

明褐色

普通

20% P701

覆上下層

8

高  不
土 師 器

B (68) 脚部片。円筒状を呈し,裾
部で開く。

脚部外面縦位の箆磨き,内

面箆ナデ。

砂粒 。長石・雲母

にぶい褐色

普通

20% P703

覆土

高  不
土 師 器

B(47) 脚部片。やや開き気味に下
がった後,裾部で大きく開

く。

脚部外面縦位の箆磨き,内

面箆ナデ。

砂粒・雲母

浅黄橙色

普通

20% P704

覆土

10

不(脚付)

上 師 器

B (40)
D 42
E 17

「ハ」の字状に開く脚が付

く。不部は外傾して立ち上

がる。

不部内面箆磨き。脚部貼り

付け後内外面積ナデ。

砂粒・雲母

にぶい赤褐色

普通

30% P702

覆上下層
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第41号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上。色調・焼成 備 考

第303図

1

莞

土 師 器

B(124)
C 55

平底。胴部は内彎気味に外傾

して立ち上がる。

胴部外面縦位の箆削り,

内面横位の箆ナデ。

砂粒・雲母

黒褐色

普通

30% P705
カマド覆上下層

第44号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

第303図

1

甕

土 師 器

16 1

26 5

59

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は緩く内彎しなが

ら立ち上がり,最大径を中位
よりやや下にもつ。日縁部は

「コ」の字状を呈し,上位で
大きく開く。

口縁部内面積ナデ,外面
横ナデ後箆ナデ。胴部内

外面箆ナデ。

砂粒・長石・パミス

にぶい橙色

普通

98% P■l PL75
カマド内覆土

胴部外面煤付着

2

鉢

土 師 器

A[291]
B 199
C 73

平底。胴部は内彎しながら立

ち上がり,国縁部は外傾する。

日縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ後一部箆磨

き,外面上半部ナデ後箆
磨き,下半部箆削り。

砂粒・長石・礫

にぶい赤褐色

普通

40% P■ 2
カマド内覆土

3

増

土 師 器

A 99
B 162
C 44

平底。胴部は球形状を呈する。

国縁部は外傾する。

日縁部上端横ナデ。日縁部内

外面縦位の箆磨き。胴部内面

ナデ,外面箆磨き。

砂粒 。長石・雲母

橙色

普通

98% P■3 PL75
カマド内覆土

第45号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第3側

1

不

土 師 器

A[■ 3]
B (45)

丸底。体部は内彎しながら立

ち上がり,日縁部はほぼ垂直
に立ち上がる。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面箆ナデ,外面ナデ,

下半箆削り。内面黒色処

妥里。

砂粒・パミス

灰褐色

良好

Ｐ％

土

３０

覆

2

郵

土 師 器

A[136]
B (38)

体部は歪んだ底部から内彎気

味に立ち上がり,日縁端部は

短く外反する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ。

砂粒

にぶい褐色

普通

Ｐ％

土

３０

覆

第47号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第304図

1

甕

土 師 器

A 207
B(148)

胴部下半欠損。胴部は内彎しなが

ら頸部にいたる。日縁部は外反し,

日唇部は平坦である。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ
後一部箆磨き。

砂粒 。長石・パミス

にぶい橙色

普通

30% P■ 6
覆上下層

甕

土 師 器

A[192]
B (98)

胴部下半欠損。国縁部は外傾

する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒・パミス・雲母

にぶい橙色 普通
30% P■ 7
床面

3

甕

土 師 器

Ｂ

Ｃ

(176)

80
胴部上半欠損。平底。胴部は

緩く内彎しながら外上方に立

ち上がる。

胴部内外面箆ナデ。 砂粒 。長石。礫

にぶい橙色

普通

Ｐ％

面

３０

床

4

不

器師

一局

土

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

17 5

114
123

68

不部は下位に弱い稜を有し,

内脅しながら立ち上がる。端

部は短く外反する。脚部は円

柱状を呈し,裾部で外反する。

口縁部内外面横ナデ。全

体に摩滅が著しく,整形
不明。

砂粒 。長石・パミス

明赤褐色

不良

90% P120
カマド内覆土

5

不

器

一局

土

A[165]
B (63)

不部片。不部は下位に稜を有

し,外傾して立ち上がる。端
部は短く外反する。

不部内面ナデ後箆磨きの

痕跡が認められる。外面

ナデ。

砂粒 。長石

明赤褐色

普通

P121A％

土

２０

覆
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第304図

6

高  不
土 師 署

B (90)
D 127
E 80

脚部片。脚部は中実の円柱状

を呈し,下半部で「ハコの字

状に開く。据部は外反する。

脚部内面箆ナデ,外面ナ
デ後縦位の箆磨き。裾部

横ナデ。

砂粒・長石

明赤褐色

普通

30% P121B
覆土

P121Aと 同一個体

第305図

7

甑

土 師 器

A 286
B 327
孔径 94

無底式の甑。胴部は外傾して

立ち上がり,長胴を呈する。中

位は張る。国縁部は外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒・長石・礫

明赤褐色

普通

70% P■ 9 PL75
床面

高 不
土 師 器

A 170
B(83)
E(31)

不部は下位に稜を有し,外上

方に開く。脚基部は中実の円

柱状を呈する。

口縁部横ナデ。杯部内面

ナデ後箆磨き,外面ナデ。

砂粒・長石

明赤褐色

普通

60% P122
覆土

高 郷
土 師 器

A 147
B (52)

脚部欠損。不部は外傾する。 口縁部内外面横ナデ。邦

部内外面ナデ。不部内面

|こ「×」の線刻が施され

ている。

砂粒・長石・スコ リア

橙色

やや不良

50% P123
覆上下層

10

高 不
土 師 器

A 156
B (55)

脚部欠損。不部は下位に稜を

有し,やや内彎気味に外上方
に開く。端部は短く外反する。

口縁部内外面横ナデ。不

部内外面箆ナデ。

砂粒・長石・パミス

赤色

普通

50% P124
床面

11

ナ完

上 師 器

A 132
B 63
C 49

平底。体部は緩く内彎気味に

立ち上がり,国縁部は短く外

傾する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ,外面箆削り。

砂粒。長石・スコリア

にぶい橙色

普通

80% P126
覆上下層

不

土 師 器

A 162
B 64

丸底。体部は内彎しながら立

ち上がり,国縁部は外傾する。

口縁部・イ部内外面ナデ

後箆磨き。日縁部外面横

ナデ。

砂粒・スコリア

明赤褐色

普通

80% P125
床面

不

土 師 器

A 142
B 66

丸底。体部は内彎しながら立

ち上がり,上位で張る。口縁

部はほぼ直立する。口唇部は

尖る。

口縁部内外面積ナデ。体

部内面ナデ,外面丁寧な
ナデ後一部箆磨き。

砂粒 。長石

赤色

普通

40% P127
床面

不

土 師 器 B
C

136
51
33

A 平底。体部は緩く内彎しなが

ら立ち上がり,口縁部はほぼ

直立する。口唇部は尖る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ後箆磨き。

砂粒 。長石

灰白色

普通

90% P128
覆上下層

15

不

上 師 器

A[156]
B 50
C 40

丸底。体部は内彎しながら外

上方に開き,日縁部に至る。

日縁部内面箆磨き,外面横ナ

デ。体部内面ナデ後放射状の

箆磨き,外面ナデ。

砂粒・スコリア

明赤褐色

普通

60% P129
覆上下層

不

土 師 器

A 127
B 49

丸底。体部は内彎しながら立

ち上がり,国縁部はほぼ垂直
|こ立ち上がる。

日縁部横ナデ。体部内面ナデ

後箆磨き,外面箆削り。体部

内面劉離が著しい。

砂粒・長石・雲母

明赤褐色

普通

70% P130
覆上下層

不

土 師 器

A[142]
B (47)

体部は皿状を呈し,口縁部は

やや内傾する。体部との境に

稜を有する。

口縁部内外面横ナデ。底

部内外面箆ナデ。

砂粒・長石・スコリア

橙色

普通

35% P131 PL75
床面

第49号住居跡出土上器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第306図

1

甕

土 師 器

A[250]
B 313
C 86

平底。胴部は球形状を呈し,

最大径を中位にもつ。国縁部

は強く外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面縦位
の箆削り。

砂粒 。長石・礫

明赤褐色

普通

90% P132 PL75
覆上下層

2

甕

土 師 器

A 213
B 296
C 36

丸底。胴部 は長胴 を呈する。

国縁部 は外反する。口唇部は

丸 くおさめる。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒・長石・雲母

浅黄褐色

普通

99% P570
覆 土

3

小 形 甕

土 師 器

A 138
B 103
C 60

平底。胴部は内脅しながら立

ち上がり,口縁部は外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒・長石・雲母

にぶい赤褐色

普通

100%P573 PL75
覆土
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図版番 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土。色調。焼成 備 考

第306図

4

観

土 師 器

A 248
B 261
孔径E66]

無底式の甑。胴部は緩く内彎

しながら立ち上がり,国縁部
は外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆削り。

砂粒・礫

浅黄橙色

普通

40% P133
覆土中層

5

観

土 師 器

A[224]
B 272
孔径[92]

無底式の観。胴部は緩く内彎

し,日縁部は大きく外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴部内

画ナデ後箆磨きの痕跡が残

る。胴部外面箆ナデ。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

35% P135
覆上下層

6

高  イ
土 師 器

A 136
B (57)

脚部欠損。不部は器厚を減ず

るとともに内彎しながら立ち

上がり,国縁部は直立する。

口縁部外面横位の箆磨

き。不部内面ナデ後放射

状の箆磨き,外面ナデ。

砂粒・長石

にぶい栓色

良好

50% P136 PL75
覆土下層

7

鉢

土 師 器

A ■ 9
B 77
C 68

平底。胴部は内彎しながら外

上方に開く。口縁部は内傾気

味に立ち上がり,上位で直立

する。胴部との境に明瞭な稜

を有する。

口縁部・胴部内面ナデ後

横位の箆磨き。口縁部外

面横ナデ。胴部外面ナデ。

内面黒色処理。

砂粒・ 雲目

灰白色

普通

45% P137
覆上下層

第307図

8

甑

土 師 器

A 236
B 245
孔径 87

無底式の観。胴部は緩く内彎

しながら立ち上がった後,直
線的に外上方に開き,日縁部

は外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ,外面ナデ後

縦位の箆磨き。

砂粒 。長石・礫

にぶい橙色

普通

90% P134 PL75
覆土中層

9

不

上 師 器

A 141
B 58

丸底。体部は緩く外傾しなが

ら立ち上がり,国縁部は内傾

気味に直立する。

口縁部内外面横ナデ後箆

磨き。体部内外面ナデ後

箆磨き。

砂粒 。長石・雲母

にぶい橙色

普通

60% P138
覆上下層

10

不

土 師 器

A 156
B 52

丸底。体部は内彎しながら立

ち上がり,回縁部は直立する。

口縁部内外面ナデ後箆磨

き,体部内面ナデ後箆磨
き,外面ナデ。

砂粒・長石

浅黄橙色

普通

55% P139
覆上下層

ll

不

土 師 器

A 133
B 53

丸底。体部は皿状を呈し,日

縁部は緩くやや内傾する。体

部との境に稜を有する。

口縁部内外面横位の箆磨

き。体部内外面ナデ後箆

磨き。

砂粒 。長石

灰白色

良好

100%P141
覆上下層

不

土 師 器

A 135
B 48

丸底。体部は皿状を呈し,日

縁部はやや外反する。体部と

の境に稜を有する。

口縁部内面横ナデ後箆磨

き,外面検ナデ。体部内

面ナデ後箆磨き,外面ナ

デ。内面黒色処理。

砂粒 。長石

にぶい黄橙色

普通

60% P142
覆上下層

不

土 師 器

A[138]
B (49)

丸底。体部は皿状を呈し,国

縁部はやや内傾する。体部と

の境に明瞭な稜を有する。

口縁部内面横ナデ後箆磨

き,外面横ナデ。体部内

面ナデ。内面黒色処理。

砂粒

灰白色

普通

30% P143
覆上下層

14

不

土 師 器

A[120]
B (41)

丸底。体部は皿状を呈し,ロ

縁部は内傾する。体部との境

に明瞭な稜を有する。

口縁部内外面横ナデ後横

位の箆磨き。体部内面ナ

デ後箆磨き,外面ナデ。
内面黒色処理。

砂粒

明褐灰色

普通

30% P144
覆上下層

L
土 師 器

B (63) 口縁部欠損。丸底。体部は球形
状を呈し,最大径は中位より

やや下位にもつ。上半部に径

1 5clnの 円孔が安たれている。

胴部内面箆ナデ,外面箆

肖」り。

砂粒・長石

褐灰色

普通

70% P145
覆土中層

第52号住居跡出上土器観察表

図版番 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

1

密

土 師 器

A[209]
B(167)

胴部下半欠損。胴上半部から

緩く内彎して立ち上がり,ロ

縁部は頸部から「く」の字状

に外傾する。口縁部上端で器

厚を減じ,口唇部は丸くおさ

める。

口縁部内外面横ナデ。口

縁部下半部・頸部外面箆

ナデ。胴部内・外面箆ナ

デ。

砂粒 。雲母・長石

褐灰色

普通

30% P146
覆土下層
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第307図

2

小 形 甕

土 師 器

A 105
B(100)

胴部下半欠損。胴部は球状を

呈し,頸部から口縁部にかけ
て緩く外反する。

口縁部内外面横ナデ,胴
部内外面ナデ。頸部に輪

積み痕を明瞭に残す。

砂粒・雲母・長石

にぶい橙色

普通

60% P147
覆土

胴部外面煤付着

第308図

3

士允

土 師 器

A[108]
B 58
C 44

上げ底。体部は底部から内彎

ぎみに外上方へ立ち上がり,

日縁部はわずかに内彎する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ,外面丁寧な

ナデ。

砂粒・雲母・スコリア

橙色

普通

Ｐ％

土

５０

覆

4

不

土 師 器

A[166]
B (58)

体部は底部から緩やかに内彎

しながら立ち上がり,日唇部
に至る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面共に丁寧なナ

デ。

砂粒 。長石・パミス

橙色

普通

％

土

３０

覆

5

イ (脚付)

上 師 器

A 150
B 66
D 44
E 17

体部はやや内彎しながら大き

く開いて立ち上がり,国縁部に

至る。脚部は器厚を減じなが

ら外下方へのびる。

回縁部内外面横ナデ。体

部内面丁寧な箆ナデ,外
面ナデ後箆磨き。脚部内

外面横ナデ。

砂粒・ 雲母・ 長石・

石英・ パ ミス

にぶい橙色

普通

％

面

７０

床

第53号住居跡出土土器観察表

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴

胴部下半欠損。胴部はやや内

彎しながら立ち上がり,口縁

部は頸部から外反する。胴下

半部に円孔が穿たれている。

国縁部内面横位の箆磨

き,外面横ナデ。胴部内

外面ナデ後箆磨き。

丸底。胴部は内彎気味に立ち

上がり,国縁部は外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面丁寧な箆ナデ。

砂粒 。長石・雲母

橙色    普通
小 形 甕

土 師 器

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面丁寧な箆ナデ,外
面箆肖」り。

A[174]
B 236
C 68

胴部 は長胴 を呈 し,底部か ら

やや内彎 しなが ら立ち上が り,

口縁部 は頸部か ら外反する。

底部欠損。体部は大きく内彎

しながら回縁部に至る。

砂粒・長石・雲母

にぶい橙色 普通

A[100]
B 36

底部は丸底を呈している。

縁部でやや内彎する。

口縁部内外面積ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外

面丁寧なナデ。

砂粒・雲母・パミス

にぶい橙色

普通

90% P153
カマド内覆土

80% P152
カマド内覆土

45% P151
カマド内覆上

PL76

％

土

２０

覆

％

土

５０

覆

P154 PL76

第54号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第309図

1

甕

土 師 器

Ａ
一

Ｂ

15 6

(167)

胴部は中位から緩く内彎して

立ち上がる。国縁部はやや外

傾して立ち上がり,上位で大
きく開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ,外面丁寧な

箆ナデ。

砂粒 。長石

浅黄橙色

普通

30% P158
覆上下層

第310図

2

甕

土 師 器

A[153]
B(254)

胴部 は下半部か ら緩 く内彎 し

て立 ち上が る。 国縁部 はやや

外傾 して立 ち上が り,上位で

強 く外反する。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内面丁寧なナデ,外面
箆ナデ。

砂粒・長石・パミス

黒褐色

普通

％

面

２５

床

3

甕

上 師 器

174
29 9

65

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は球形状を呈し,

日縁部は頸部から緩く外反し

大きく開く。日縁部下位には

粘上を二重に貼り付け,日縁

部中位に明瞭な稜をもつ。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ,外面箆ナデ。

内外共全体的に摩滅が進

む。

砂粒・長石・パミス

橙色

普通

ＰＰ％

面

８５

床

4

甕

土 師 器

129

158
60

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部 は球形状 を呈 し,

最大径 を中位にもつ。日縁部

は外反 して立ち上が り,上位
で大 きく開 く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ,外面丁寧な

覚ナデ。底部箆肯」り。

砂粒・雲母 。長石

灰褐色

普通

65% P159
覆上下層
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第3

5 土 師 器

A 101
B 155

丸底。胴部は扁平な球形状を

呈し,最大径を中位にもつ。
国縁部は外1頃して開く。

口縁部内面横ナデ,外面
ナデ後丁寧な箆磨き。胴

部内面ナデ,外面ナデ後
丁寧な箆磨き。胴部外面

赤彩。

砂粒・長石・パミス

赤褐色

普通

70% P160
貯蔵穴覆土上層

6 土 師 器

92
140

50

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は痛平な球形状を

呈し,最大径を中位にもつ。
国縁部は緩く内彎して開き,

胴部上位に孔を穿こうとした

痕跡が認められる。

口縁部内外面ナデ後丁寧

な箆磨き。胴部内面丁寧

なナデ,外面ナデ後箆磨
き。底部箆ナデ。

砂粒 。長石・パ ミス

明赤褐色

良好

98% P161 PL76
カマド内覆上下層

7

不

土 師 器

A 150
B  68

丸底。体部 は内彎 して立 ち上

が り,日 縁部で大 きく外反 し

て開 く。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ後箆磨き。

砂粒・長石

明褐色

普通

Ｐ％

面

９８

床

8

不

土 師 器

131

54

Ａ
一

Ｂ

丸底。体部 は内彎 して立ち上

がる。国縁部 はわずかに内傾

し,国唇部 は丸 くおさめる。

口縁部内外面積ナデ。体

部内外面丁寧なナデ。

砂粒 。雲母・長石

橙色

普通

100%P163 PL76
覆上下層

第311図

9

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[141]

48
29

平底。体部は器厚を減じなが

ら内彎して開き,国縁部はわ

ずかに内傾する。

口縁部内外面積ナデ。体

部内面ナデ後一部箆磨

き,外面丁寧なナデ。底
音Fttg肖」り。

砂粒 。長石。パミス

明赤褐色

普通

Ｐ％

土

９０

覆

10

邪

土 師 器

Ａ

Ｂ

一じ

[160]

56
34

平底。体部は器厚を減じなが

ら,緩 く内彎して外上方に開
く。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面丁寧なナデ,外面
ナデ。底部ナデ。

砂粒・雲母・長石

橙色

普通

50% P165
貯蔵穴覆土

11

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

138

49
45

平底。体部は器厚を減じなが

ら,内彎して外上方に開き,
日縁部は垂直に立ち上がる。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆ナデ。底部箆ナデ。

砂粒 。長石

橙色

普通

90% P166
覆上下層

第55号住居跡出上上器観察表

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第31

1

甕

土 師 器

A 190
B 279
C 65

平底。胴部は内彎しながら立

ち上がり,中位に最大径をも
つ。頸部は「く」の字状に屈

曲し,日唇部を丸くおさめる。

口縁部から頸部にかけて

内外面横ナデ。胴部外面

斜位の箆ナデ,内面横位
のナデ。

砂粒・雲母

黒褐色

普通

80% P629 PL76
貯蔵穴内覆土

2

甕

土 師 器

Ａ

一Ｂ

185

(27 0)

胴部は内彎しながら立ち上が

り,上位に最大径をもつ。頸

部は「くJの字状に屈曲し,
口唇部を平坦に仕上げる。

口縁部から頸部にかけて

内外面横ナデ。胴部外面

上位糾位の箆ナデ,下位
箆磨き。胴部内面横位の

箆ナデ。

砂粒

暗褐色

普通

80% P630
覆上下層

3

養

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

15 7

24 0

[76]

底部は平底で突出する。胴部

は内彎しながら立ち上がり,

球形を呈する。口縁部はやや

外傾した後,外反して開く。

口縁部から頸部にかけて

内外面横ナデ。胴部外面

斜位の箆ナデ後一部箆磨

き,内面横位の箆ナデ。

砂粒 。雲母

明褐灰色

普通

45% P631

覆土

4

甕

土 師 器

B(204)
C 72

底部は平底 で突出する。胴部

は内彎 しなが ら立ち上が り,

球形 を呈す る。

胴部外面斜位の箆ナデ後

一部箆磨き,内面横位の

箆ナデ。

砂粒・雲母

にぶい赤褐色

普通

％

面

３０

床

5 土 師 器

Ａ

Ｂ

[148]

(76)

胴部は内彎しながら立ち上が

り,国縁部で直立する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒 。長石・雲母

褐色

普通

10% P633

覆土

6

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

[138]

44
底部は丸底気味で皿状を呈す

る。体部は内彎しながら立ち

上がり,国縁部で直立する。

口縁部内外面積ナデ。体

部内外面箆ナデ。

砂粒 。雲母

橙色

普通

Ｐ％

面

４０

床

-568-



第56号住居跡出土上器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 者

第313図

1

賓

上 師 器

A 175
B 389
C 74

平底。胴部は球状を呈し,最

大径を中位にもつ。口縁部は

ほぼ垂直に立ち上がり,上位
で外反する。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒・長石・パミス

黄橙色

普通

90% P167
覆上下層

2

甕

土 師 器

A 179
B 265
C 78

平底。胴部は球形状を呈し,

最大径を中位にもつ。口縁部

は緩く外傾して開く。

口縁部内外面横ナデ後箆

磨き。胴部内面箆ナデ,

外面ナデ。

砂粒 。長石・際

浅責橙色

普通

95% P168 PL77
覆土

胴部外面煤付着

3

奏

土 師 器

B(190)
C 84

平底。胴部は内彎して球形状

を星する。

胴部内外面箆ナデ。 砂粒 。長石

浅黄橙色  普通
50% P169
貯蔵穴覆土上層

4

甕

上 師 器

A[123]
B 155
C 50

底部はやや丸底状を呈する。胴部

は球形状を呈し,日縁部は外反し

て開く。器形に歪みをもつ。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面丁寧
なナデ。

砂粒・長石・スコリア

橙色

普通

90% P170
床面

5

小 形 甕

上 師 器

A 127
B 166
C 38

平底。胴部は底部から内彎して立

ち上がり,日縁部は外傾しながら

開く。最大径は胴部中位にもつ。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ,外面丁寧な

ナデ,一部箆磨き。

砂粒・長石・スコリア

橙色

普通

100%P171
カマド内覆上下層

6

甑

土 師 器

A 182
B 194
孔径 27

胴部は内彎して立ち上がり,

日縁部は直立する。底部には

ガ▼しを穿つ。

口唇部内外面指頭による

圧痕を有する。胴部内外

面ナデ後一部箆磨き。

砂粒 。長石

浅黄橙色

普通

100%P178 PL77
カマド内覆上下層

第314図

7

観

土 師 器

A 234
B 200
孔径 93

無底式の甑。胴部は外傾して

立ち上がり,日縁部に至る。

口縁部は直立する。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆削り。

砂粒・長石

橙色

普通

60% P172
カマド内覆上下層

高  不
土 師 器

A 215
B 186
D 168
E l1 5

邪部は下位に稜を有し,外傾

して立ち上がる。日縁部は外

反して開く。脚部はラッパ状

を呈し,裾部で大きく開く。

口縁部内外面横ナデ。不

部内外面ナデ後箆磨き。

脚部内面箆ナデ,外面ナ

デ後箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒・長石・雲母

橙色

普通

90% P174 PL77
カマド内覆土

高  不
土 師 器

A 203
B 175
D 162
E 106

郷部は下位に稜を有し,外傾

して立ち上がる。国縁部は外

反して開く。脚部はラッパ状

を呈し,裾部で大きく開く。

口縁部内外面横ナデ。不

部内外面ナデ後箆磨き。

脚部内面箆ナデ,外面ナ

デ後箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒・長石・スコリア

灰褐色

普通

95% P175
覆上下層

10

高  郷
土 師 器

A 200
B 164
D 143
E 98

不部は下位に稜を有し,外傾

して立ち上がる。口縁部は外

反して開く。脚部はラッパ状

を呈し,裾部で大きく開く。

目縁部・裾部横ナデ。邪部肉

面丁寧な箆ナデ,外面ナデ後

箆磨き。脚部内面箆ナデ,外

面ナデ後箆磨き。

砂粒・長石・スコリア

褐色

普通

95% P176
貯蔵穴覆土上層

11

重

土 師 器

A 104
B 159

丸底。胴部は痛平な球形状を

呈し,最大径を中位にもつ。
国縁部は外傾して開き,国唇

部は尖る。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内外面丁寧なナデ。

砂粒・雲母・スコリア

橙色

普通

98% P182 PL77
覆土

12

高  郷
土 師 器

A 188
B 175
D 142
E 105

不部は下位に稜を有し,外傾
して立ち上がる。国縁部は外

反して開く。脚部はラッパ状

を呈し,裾部で大きく開く。

口縁部内外面積ナデ。不

部内外面丁寧な寛ナデ。

脚部内面箆ナデ,外面ナ

デ後箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒・長石・スコリア

にぶい橙色

普通

70% P178
カマド内覆上下層

第315図

13
高  郭
土 師 器

A 159
B 134
D 123
E 81

郷部は下位に稜を有し,器厚

を減じながら,外傾して開く。

脚部は円筒状を呈し,裾部は

大きく外反して開く。

口縁部・裾部内外面横ナ

デ。イ部内外面ナデ後箆

磨き。脚部外面縦位の箆

磨き,内面箆ナデ。

砂粒・雲母・長石

灰白色

普通

80% P179 PL77
床面

14

高  邪
土 師 器

A 200
B (73)

脚部欠損。不部は下位に弱い

稜を有し,外傾して立ち上が

る。日縁部は外反して開く。

口縁部内外面積ナデ。不

部内外面丁寧な箆ナデ。

砂粒 。長石・パミス

橙色

普通

50% P180
カマド内覆上下層

15

高  杯
土 師 器

A 167
B 130
D 134
E 78

不部は下位に弱い稜を有し,外傾

して立ち上がる。日縁部は緩く外

反する。脚部は円筒状を呈し,裾

部は横に開く。端部は外反する。

回縁部内外面積ナデ。イ

部内外面ナデ後箆磨き。

脚部外面ナデ後箆磨き。

裾部横ナデ。

砂粒・雲母・スコリア

浅黄橙色

普通

100%P181
床面
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第315図

16
邪

器師

盲回

土

20 6

176
14 8

10 4

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

不部は下位に稜を有し,外傾して

立ち上がる。日縁部は緩く外反す

る。脚部はラッパ状を呈し,裾部

で大きく外反して開く。

口縁部内外面横ナデ。イ

部内外面ナデ後箆磨き。

脚部内面箆ナデ,外面ナ
デ後箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒・長石・スコリア

にぶい褐色

普通

70% P177
貯蔵穴覆土上層

17

ナ完

土 師 器

107

73
38

Ａ

Ｂ

Ｃ

上げ底。体部は内彎しながら

立ち上がり,頸部から口縁部
にかけて外傾する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ後箆磨き。

砂粒 。長石・パミス

橙色

普通

99°/。  P186
覆土

18

筑

土 師 器

A 125
B 64

丸底。体部は器厚を減じなが

ら,大きく内彎して立ち上が
り,日縁部は内傾する。

体

外

口縁部内外面積ナデ。

部内面ナデ後箆磨き,

面丁寧なナデ。

砂粒・長石・パミス

暗赤褐色

普通

80% P187
床面

19

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

13 3

(6 5)

底部欠損。体部は器厚を減じ働ち,

内彎して立ち上がり,日縁吉印ま内彎

しながら垂直気味に立ち上がる。

口縁部内外面積ナデ。体

部内面丁寧なナデ,外面
ナデ後覚磨き。

砂粒・雲母・長石

淡橙色

普通

Ｐ％

土

６０

覆

不

土 師 器

A l1 8
B 58

丸底。体部は内彎して外上方

に開き,上位で強く内彎して口

唇部に至る。

口縁部外面横ナデ。体部

内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒・礫・ パ ミス

浅黄橙色

普通

80°/O P 185

貯蔵穴覆土上層

不

土 師 器

A 160
B 69
C 70

体部は,丸底気味の底部から内彎

して外上方に開き,上位で緩やか

に立ち上がる。日縁部は外反する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面箆ナデ。底部箆

肖」り。

砂粒・パミス・礫

にぶい橙色

普通

100%P188 PL77
床面

22

不

土 師 器

A 122
B 54
C 20

上げ底。体部は緩く内彎気味

に外上方に開き,上位で強く
内彎して国唇部に至る。

口縁部内外面積ナデ。体

部内外面ナデ。

砂粒・長石・パミス・礫

にぶい責橙色

普通

60% P190
床面

23

不

土 師 器

A 130
B 54

丸底。体部は内彎しながら立ち上

がり,日縁部に至る。日縁部はや

や内彎し,日唇部は丸くおさめる。

口縁部内外面横ナデ。体

きF内面ナデ,外面箆ナデ。

砂粒。長石・スコリア

にぶい橙色

普通

90% P191
覆上下層

不

土 師 器

A 138
B 60
C 43

平底。体部は外傾して立ち上

がり,口縁部はやや外傾気味
に立ち上がる。

口縁部・体部内外面ナデ

後箆磨き。体部下端箆ナ

デ。

砂粒・長石・石英

明赤褐色

普通

80% P192
覆土

不

土 師 器

12 8

49
42

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎して外上方

に開く。体部上端で強く内傾

し,日縁部に至る。国唇部は

丸くおさめる。

口縁部内外面横ナデ。

部内面丁寧な箆ナデ,

面ナデ。

体

外

砂粒・長石・スコリア

灰白色

普通

100%P196
床面

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[132]

47
[61]

平底。体部は内彎して立ち上がり,

中位から器厚を滅じながら,日縁

部に至る。日縁部は緩く内彎する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面丁寧なナデ,外面
箆ナデ。

砂粒 。長石・ 雲母

赤褐色

普通

100%P197
覆土

第316図

27
不

土 師 器

A 166
B 55
C 42

体部は,丸底気味の底部から

内彎しながら外上方に開き,

国縁部は緩く外反する。

体部内面は中位まで横ナデ

後,不定方向の箆磨き。外面

箆ナデ。内面黒色処理。

砂粒・雲母・パミス

黒褐色

普通

Ｐ％

面

８０

床

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

13 8

49
38

平底。体部は内彎しながら立

ち上がり, 回縁部に至る。日

縁部は垂直に立ちあがり,日唇

部を丸くおさめる。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面箆ナデ。

砂粒・スコリア・パミス

にぶい橙色

普通

100%P193
床面

不

上 師 器

A 133
B 49

丸底。体部は緩く内鸞しなが

ら外上方に開き,国縁部は直
立気味に立ち上がる。

口縁部内外面横 ナデ。

部内面ナデ後箆磨 き,

面箆ナデ。

底

外

砂粒・長石・スコリア

灰白色

普通

100%P194 PL77
覆上下層

不

土 師 器

A 133
B 49
C 47

平底。体部は内彎しながら立ち上

がり,日縁部に至る。日縁部は緩

く内傾し,日唇部を丸くおさめる。

口縁部内外面指頭による

押圧後横ナデ。体部内外

面ナデ。

砂粒・ スコリア・礫

橙色

普通

100%P195
床面

31

甦

上 師 器

96
10 0

丸底。胴部は球形状を呈し,最大

径を中位にもつ。口縁部は頸部か

ら大きく外反する。胴部上半に径

1 6cmの 円孔が穿たれている。

口縁部内面横ナデ,外面
横ナデ後縦位の箆磨き。

胴部内面ナデ,外面丁寧
なナデ。

砂粒・長石・パミス

橙色

普通

70% P198 PL77
覆土中層

-570-



図版 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第316図

32
寇

上 師 器

A[104]
B 93
C 29

平底。胴部は球形状を呈し,

中位で張る。口縁部は頸部か

ら外傾し,上位で外反する。

胴部上位に径1 3cmの 円孔が

穿たれている。

口縁部内面ナデ後箆磨

き,外面縦位の箆削り。

胴部内面ナデ,外面上半

部ナデ後箆磨き,下半部

箆肖」り。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

70% P199 PL77
覆上下層

鉢

上 師 器

A 242
B 155
C 67

平底。胴部は緩く内彎して立

ち上がり,国縁部は外傾する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面横位の箆ナデ,外

面箆ナデ。

砂粒・長石・スコリア

にぶい橙色

普通

loo%P200
覆土

第60号住居跡出土上器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第317図

1

密

土 師 器

A 209
B(156)

胴下半欠損。胴部は長胴を呈

し,国縁部は外反する。最大

径は国縁部端部にもつ。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面箆削

り。

砂粒・長石・礫

にぶい橙色

普通

50% P201
床面

2

甕

土 師 器

A 168
B(140)

胴下半欠損。胴部は上半部から緩

く内彎しながら頸部に至る。口縁

部は頸部から外反する。

口縁部内外面積 ナデ。胴

部内面丁寧なナデ,外面

箆ナデ。

砂粒 。長石・礫

にぶい赤褐色

普通

35% P202
床面

3

高  イ
土 師 器

B (66) 不部は下位に稜をもち,外上

方に立ち上がる。脚部は器厚

を減じながら,外下方に開く。

不部内外面ナデ。脚部外

面ナデ後縦位の箆磨き,

内面箆ナデ。

砂粒・長石・パミス

にぶい橙色

普通

30% P203
覆上中層

4

高  不
上 師 器

B(45) 不部欠損。脚部は器厚を減じ
ながら,外下方に大きく開く。

脚部外面ナデ後箆磨き,

内面丁寧なナデ。

砂粒・長石・礫

橙色    普通
25% P204
覆土中層

不

土 師 器

A[140]
B (32)

体部は浅い皿状を呈し,日縁

部との境に稜をなす。国縁部

は垂直に立ち上がる。

体部内面・口縁部内外面

横ナデ。体部外面ナデ。

砂粒・長石・スコリア

にぶい橙色

普通

5% P205
覆土

第62号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

第3

1

甕

土 師 器

A 165
B 279
C 69

平底。胴部は緩く内彎気味に

立ち上がり,最大径は中位よ

りやや上にもつ。回縁部は外

反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面箆ナ

デ。全体に剣離が進む。

砂粒・長石・パ ミス

明赤褐色

普通

60% P206
下層

2

甕

土 師 器

A 197
B(236)

底部欠損。胴部は球形状を呈

する。国縁部は外反する。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内外面丁寧なナデ。

砂粒・長石・雲母

浅黄橙色  普通
50% P207 PL76
床面

3

甕

上 師 器

A 248
B(251)

胴部下半欠損。胴上半部は緩

く内彎し,日縁部は外反する。

口縁部外面横ナデ。胴部

外面箆ナデ。内面剣離が

著しく整形不明。

砂粒・長石・礫

にぶい赤褐色

普通

35% P208
覆土

第319図

4

甕

土 師 器

B(225)
C 74

胴部上半部欠損。底部は突出

する。胴部は球形状を呈する。

内面ナデ。外面票」離が著

しく整形不明。

砂粒・礫・パ ミス

赤色 普通

60% P209
覆土

5

甕

土 師 器

A[161]
B(199)

底部欠損。胴部は球形状を呈

し,最大径を中位にもつ。口

縁部は外反し,上位で大きく

開く。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内面丁寧なナデ,外面

箆ナデ。外面は剣離著 し

砂粒・礫

赤黒色

普通

25% P210
覆上下層

6

甕

上 師 器

B(114)
C 66

口縁部欠損。平底。胴部は内

鷲しながら立ち上がり,中位

で強く張る。

胴部内外面丁寧な箆ナ

デ。外面一部剥離が進む。

砂粒・長石・パミス

橙色

普通

50% P215
床面

7

観

土 師 器

A 253
B 246
孔径 90

無底式の甑。胴部は内傾して

立ち上がり,国縁部は外反す

る。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ後一部に箆磨

き,外面箆ナデ。

砂粒・長石

灰白色

普通

95% P21l PL76
覆土

-571-



図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第319図

8

甑

土 師 器

A 227
B 268
孔径 93

無底式の甑。胴部は緩く内彎

しながら立ち上がり,日縁部
は外傾する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒 。長石・ 雲母

浅黄橙色

不良

Ｐ％

面

９５

床

9

観

土 師 器

A 256
B 247
孔径 71

無底式の甑。胴部 は内彎 しな

が ら立ち上が り,日縁部 は外
傾する。

国縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ後一部箆磨

き,外面箆ナデ。

砂粒 。長石・パミス

にぶい赤褐色

普通

Ｐ％

面

６０

床

第320図

10
甑

土 師 器

A 166
B 130
C 54
孔径 27

単孔式の甑。胴部は内彎しな

がら立ち上がり, 日縁部は短

く外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ。

外面は剥離が進む。

砂粒 。長石

明赤褐色

普通

Ｐ％

面

９８

床

11

不

土 師 器

A  14 2

B 65
C 48

歪みのある肥厚な不。平底。

体部は綬く内彎しながら外上

方に開き,国縁部に至る。

国縁部内外面横ナデ。体

部内外面箆ナデ。底部箆

肖」り。

砂粒 。長石・パミス

にぶい橙色

普通

80% P216
床面

体部外面に焼きひびが

ヌくる。

第63号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 者

第320図

1

高  イ
土 師 器

E (47) 不部・脚裾部欠損。脚部は「ハコ
の字状に開く。

外面ナデ後箆磨き,外面

箆ナデ。

砂粒・長石・パミス

にぶい橙色 普通
15% P217
流れ込み

第64号住居跡出上土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調。焼成 備 考

第321図

1

甕

上 師 器

[177]

(199)

Ａ

Ｂ

胴部下半欠損。胴部は緩く内

彎し,頸部から口縁部にかけ
て外傾して開く。

口縁部外面横ナデ,内面
箆ナデ。胴部内面箆ナデ,

外面丁寧なナデ。

砂粒・長石・スコリア

にぶい橙色

普通

30% P218

覆土

胴部外面に一部煤付着

2

甕

器

形

師

小

土

13 2

136

[43]

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は,肥厚な底部から

器厚を減じながら,内彎して
立ち上がる。国縁部は外反し

て開く。頸部下端には,横ナ
デ整形による稜が見られる。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面横位の箆ナデ,外
面ナデ。胴部外面剣離が

著しい。

砂粒・長石

明赤褐色

普通

ＬＰ％

面

７０

床

密

土 師 器

B (60)
C 72

平底。底部は肥厚であり,胴
部下半は引き締まる。

内面箆ナデ,外面ナデ。底部

及び胴部下半部に本葉痕。

砂粒・雲母・パミス

灰黄褐色  普通
10% P220

覆土中層

4

重

上 師 器

(103)

64

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は強く内彎して立

ち上がり,最大径を中位にも

つ。日縁部は頸部から外傾し

て開く。

胴部内面箆ナデ,外面ナ
デ後箆磨き。

砂粒・長石・スコリア

橙色

普通

60% P221 PL76
覆上中層

5

高  邪
土 師 器

A[186]
B(126)
D 134
E 74

不部は内彎して外上方へ開

き,口縁部で大きく外反する。

脚部はラッパ状に開き,裾部
で大きく外反する。

日縁部内外面横ナデ。郷部

内面ナデ,外面箆肖」り後―

部箆磨き。胴部内面箆削り,

外面箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒・雲母・長石

浅黄橙色

普通

70% P222

床面

6

高  不
土 師 器

B (80)
D[146]
E 72

不部欠損。脚部は円柱状を呈

し,下半部で屈曲し,外反し
ながら大きく開く。

脚部内面ナデ,外面ナデ
後箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒 。長石

浅責橙色

普通

30% P223

覆土中層

7

筑

土 師 器

A[146]
B 69
C 50

平底。体部は内彎して外上方に開

き,日縁部は緩く外傾する。

口縁部外面横ナデ,内面
ナデ後箆磨き。体部外面

ナデ,内面の剰離が進む。

砂粒・長石・礫

灰褐色

普通

70% P224

覆土

8

士宛

土 師 器

A[160]
B(91)

体部は内彎気味に立ち上が

る。頸部で強く内彎し,口縁
部は直立する。体部と頸部の

境に稜をもつ。

口縁部から頸部にかけて

横ナデ。体部内外面ナデ

後箆磨き。

砂粒・長石・パミス

にぶい橙色

普通

20% P225

覆土中層

-572-



図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第321図

9

不

土 師 器

A 146
B 45

浅い丸底を呈し,緩 く内彎し
て外上方に立ち上がる。体部

と口縁部の境には稜をなし,

国縁部は直立する。

内面及び口縁部外面横ナ

デ。体部外面箆削り。

砂粒・雲母・パミス

にぶい橙色

普通

98% P226 PL76
覆土上層

イ

土 師 器

128
42

Ａ

Ｂ

浅い丸底を呈し,緩 く内彎し
て外上方に立ち上がる。体部

と口縁部の境に稜をなし,ロ
縁部は直立する。

口縁部内外面横ナデ後箆

磨き。体部内面ナデ後一

部箆磨き。体部外面箆削

り。

砂粒・雲母・長石

にぶい橙色

普通

98% P227 PL76
床面

不

土 師 器

[139]

50
50

Ａ

Ｂ

Ｃ

上げ底。体部は器厚を減じな

がら,外上方に開き,国縁部
はやや内彎する。国唇部は丸

くおさめる。

内面ナデ後放射状の箆磨

き。外面丁寧なナデ,体
部下端は一部箆削り。

砂粒・長石・パミス

橙色

普通

Ｐ％

面

６０

床

甕

須 恵 器

A[194]
B(110)

頸部は外傾して立ち上がる。日縁

部は外反し,端部は凹面となる。

日縁直下に1条の凸線が巡る。肩

部は張る。

水挽き整形。回縁部横ナ

デ。胴部外面平行タタキ。

砂粒・礫

褐灰色

普通

10% P718A PL76
覆土

口縁部内面 。肩部外面

に自然釉付着

墾

須 恵 器

B(162) 丸底。胴部は緩く内彎気味に
立ち上がる。

胴部外面平行タタキ。 砂粒・礫

褐灰色

普通

P718B

底部内面に自然

着

％

土

付

２０

覆

釉

14

モ室

器

頸

恵

長

須

Ａ

Ｂ

73
(65)

胴部欠損。国頸部は緩く外反

して立ち上がり回縁部に至

る。日縁端部には一条の沈線

を巡らす。

巻き上げ,水挽き整形。
内面に輪積み痕が残る。

砂粒・礫

褐灰色

普通

20% P229
覆土中層

第67号住居跡出上土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 者

第328図

1

甕

土 師 器

163
198
69

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部はやや長胴を呈し,

最大径は中位にもつ。国縁部

は外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面ナデ後箆磨き。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

80% P231 PL76
覆土

胴部外面煤付着

2

甕

土 師 器

A 165
B 214

丸底。胴部は球形状を呈し,

最大径を中位にもつ。国縁部

は頸部からほぼ垂直に立ち上

がり,上位で大きく開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面横位の箆ナデ,外
面丁寧な箆ナデ。

砂粒・長石

にぶい赤褐色

普通

90% P232
貯蔵穴

胴部外面煤付着

3

上宛

土 師 器

A 132
B 83
C 50

平底。体部は緩く内彎しながら開

き,上位で強く内傾する。日縁部は

顕部から外反気味に立ち上がる。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面丁寧な箆ナデ。

底部箆ナデ。

砂粒 。雲母・長石

にぶい橙色

普通

Ｐ％

土

８０

覆

4

士完

土 師 器

A 138
B 78
C 58

歪みのある平底。体部は緩く内彎

しながら立ち上がり,日縁部で直

立する。日唇部は丸くおさめる。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面丁寧なナデ,外面

丁寧な箆ナデ。

砂粒 。長石・パミス

にぶい橙色

普通

Ｐ％

土

８０

覆

5

士完

土 師 器

A[150]
B(70)

丸底。体部は緩く内彎しなが

ら外上方に開き,口唇部は丸

くおさめる。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒・雲母・パミス

にぶい橙色

普通

P235％

土

４０

覆

6

ナ宛

上 師 器

A 121
B 66
C 40

平底。体部は内彎しながら立

ち上がり,国縁部は綬く外反

する。日唇部は丸くおさめる。

口縁部内外面横ナデ

部内面丁寧な寃ナデ

面ナデ後一部箆磨き

体

外

砂粒・長石

明赤褐色

普通

Ｐ％

面

８０

床

7

イ

土 師 器

A 136
B 55
C 42

平底。体部は緩く内彎しなが

ら外上方に開き,口縁部は強

く外傾する。

口縁部外面積ナデ。口縁

部・体部内面ナデ後箆磨

き。体部外面ナデ。

砂粒・雲母・長石

明赤褐色

普通

ＬＰ院
面

１０

床

不

土 師 器

A 153
B 60
C 52

平底。体部は器厚を滅ずると

ともに緩く内彎しながら立ち

上がる。国縁部は直立する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後縦位の箆磨

き,外面箆ナデ。

砂粒 。長石

明赤褐色

普通

Ｐ％

面

９０

床

郷

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[152]

52
42

平底。体部は器厚を減ずると

ともに綬く内彎しながら立ち

上がり,日唇部を丸くおさめ

る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面ナデ。底部から体部に

かけて,箆状工具による

沈線が十文字に施される。

砂粒・長石・パミス

浅責橙色

普通

Ｐ％

面

６０

床

-573-



第70号住居跡出土土器観察表

図版番 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第329図

1

甕

土 師 器

18 4

(20 2)

Ａ

Ｂ

胴部下半欠損。胴部は球形状

を呈する。国縁部は外傾しな

がら立ち上がり,上位で開く。

口縁部内面ナデ,外面横
ナデ。胴部内外面ナデ。

砂粒・長石・スコリア

灰褐色

普通

40% P240
床面

胴部外面煤付着

2

甕

土 師 器

A 166
B(218)

胴部下半欠損。胴部 はやや長

胴 を呈 し,口縁部 は直立 し,
上位で外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ。

粒

色

通

砂

褐

普

40% P241 PL78
床面

胴部外面煤付着

3

甕

上 師 器

[152]

(70)

Ａ

Ｂ

口縁部は頸部か ら外反する。 口縁部内外面横ナデ。 砂粒・長石

明赤褐色  普通
P242A％

土

１０

覆

4

甕

上 師 器

B(120)
C 46

平底。胴部は球形状を呈し,

底部から器厚を減じながら立

ち上がる。最大径は,中位に

もつと思われる。

胴部内外面ナデ。 砂粒・長石

明赤褐色

普通

20% P242B
P242Aと 同一個体 と

思われる。

密

土 師 器

A 184
B (54)

口縁部は頸部から外反する。 口縁部内外面積ナデ。胴

部内面ナデ,外面箆ナデ。

砂粒 。長石・礫

にぶい赤褐色 普通

Ｐ％

面

・５

床

第330図

6

甕

土 師 器

[160]

(197)

Ａ

Ｂ

底部欠損。胴部は球形状を呈する。

日縁部は頸部から強く屈曲し,内

彎気味に立ち上がって開く。

口縁部・胴部内面ナデ。

口縁部外面横 ナデ。胴部

外面ナデ。

砂粒・長石・パミス

にぶい褐色

普通

Ｐ％

画

２０

床

7

奏

土 師 器

B(153)
C 52

胴部上半・口縁部欠損。上げ

底。胴部は外上方に開き,中
位で内彎する。胴下半部は引

き締まる。

胴部内面箆ナデ,外面ナ 砂粒・長石・礫

明赤褐色

普通

Ｐ％

面

４０

床

甕

土 師 器

B(121)
C 73

上げ底。胴部は底部から緩く

内彎しながら外上方に立ち上

がる。

胴部内面箆ナデ,外面ナ 砂粒・スコリア・礫
橙色

普通

20% P246
覆上下層

小 形 甕

上 師 器

12 5

(12 7)

Ａ

Ｂ

底部欠損。胴部は緩く内彎し,

最大径をやや上位にもつ。口

縁部は外傾する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒・長石・パミス

橙色

普通

Ｐ％

面

４０

床

10

甕

土 師 器

[132]

(46)

Ａ

Ｂ

口縁部片。頸部か ら外反する。

口唇部は丸 くおさめる。

口縁部外面横ナデ,外面
劉離が著しく整形不明。

砂粒・礫

赤色    不良
％

面

１０

床

11

小 形 甕

上 師 器

[124]

(8 7)

Ａ

Ｂ

底部欠損。胴部はよく張った

球形伏を呈し,国縁部は大き

く外反する。

胴部内外面ナデ。口縁部

外面横位の箆ナデ。

砂粒・雲母・パ ミス

にぶい赤褐色

普通

20% P249
床面

12

士軍

器

形

師

小

土

(166)

64

Ｂ

Ｃ

口縁部欠損。上げ底。胴部は

球形状を呈し,最大径は中位
にもつ。

胴部内面箆ナデ,外面ナ
デ後箆磨 き。

砂粒・雲母・スコリア

にぶい橙色

普通

80% P250 PL78
床面

第331図

13
士電

器

形

師

小

上

B(86) 胴部は中位で強く張り,頸部
にかけて緩く内彎する。

胴部内外面ナデ。 砂粒・長石・礫

明赤褐色  普通
％

面

３０

床

14

甑

上 師 器

A 253
B 253
C 95

平底。胴部は内彎して立ち上

がり,日縁部は直立する。胴部

中位に角状の把手を有する。

底部に6孔穿たれている。

回縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ後一部箆磨

き,外面丁寧なナデ。

砂粒・長石・

白色針状物質

橙色

普通

Ｐ％

面

７０

床

15

観

上 師 器

[222]

(165)

Ａ

Ｂ

胴部は緩く内彎しながら開き,

国縁部に至る。国縁部は直立

する。

国縁部横ナデ。胴部内面

丁寧なナデ。外面箆ナデ。

砂粒・雲母 。長石

明赤褐色

普通

20% P253
覆上下層

甑

土 師 器

B(19) 底部片。 5孔式の甑である。 内外面箆削り。 砂粒・長石

にぶい赤褐色 普通
5% P254
床面

17

甑

上 師 器

B(155)
C 69
孔径 52

胴部上半欠損。胴部は緩く内

彎して立ち上がる。胴部中位

と思われる位置に把手が付く。

胴部内面ナデ,剥離が進
む。外面箆ナデ。把手 は,

胴部 に穿孔 した後,ソ ケ

ット状の先端を嵌め込み,

粘上 を指頭によって押圧。

砂粒・長石・礫

橙色

普通

30% P319
覆上下層
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図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第332図

18
高  不
土 師 器

A 223
B 147
D 151
E 86

脚部は円筒状で,裾部は大き

く開く。不部は下位に稜をも

ち,外傾しながら開き,国縁

部で外反する。

口縁部内外面横ナデ。不

部内外面ナデ後箆磨き。

脚部外面箆磨き。裾部横

ナデ。

砂粒 。長石・パミス

にぶい橙色

普通

9o% P255 PL78
床面

19

高  杯
土 師 器

17 3

16 4

149
10 3

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

不部は下位に稜をもち,外反

ぎみに開く。脚部は中実の円

柱状を呈し,裾部は大きく開

く。

イ部内外面丁寧な箆ナ

デ。日縁部外面横ナデ。

脚部外面丁寧な箆ナデ,

内面箆削り。裾部内外面

横ナデ。

砂粒・ パ ミス

明赤褐色

普通

85% P256 PL78
覆上下層

高  不
上 師 器

A 196
B(65)

脚部欠損。野部は下位に稜をもち,

外傾しながら立ち上がり,日 縁部

で更に大きく外反する。

口縁部内外面横ナデ。内

外面ナデ後箆磨 き。

砂粒 。長石・パ ミス

明赤褐色

普通

50% P257
床面

不

器師

一局

土

A 193
B(78)

脚部欠損。lTN部は下位に稜をもち,

外傾して開く。日縁部は内彎する。

口縁部内外面横ナデ。内

外面ナデ後箆磨き。

砂粒・長石・パミス

黄橙色   普通
％

面

４０

床

22

杯

器師

一局

土

A 220
B (66)

脚部欠損。イ郡は下位に稜を

もち,器厚を減じながら外上

方に開く。

国縁部内外面横ナデ。不

部内面横位の箆ナデ後縦

位の丁寧な箆ナデ,外面

箆ナデ後箆磨き。

砂粒・雲母 。長石

にぶい橙色

普通

40% P259
床面

イ

器師

一局

土

A 173
B(73)

脚部欠損。杯部は下位に稜を

もち,器厚を減ずるとともに

外傾しながら開く。

口縁部内外面横ナデ。邪

部内外面箆ナデ。脚部 (外

面)上端箆ナデ。

砂粒・パミス・際

橙色

普通

Ｐ％

面

５０

床

24

不

器師

古口
土

A[161]
B(59)

脚部欠損。邪部は下位に稜をもち,

器厚を減じながら外傾して開く。

内面丁寧な箆ナデ,外面

ナデ後一部箆磨き。

砂粒・長石・礫

明赤褐色  普通
％

面

２０

床

25

高  郷
土 師 器

B (87)
D 155
E 85

不部欠損。脚部は円筒状を呈

し,裾部で大きく開く。

脚部外面箆磨き。

面丁寧な箆ナデ,

ナデ。

外

横

部

部

裾

端

砂粒・長石・礫

にぶい橙色

普通

％

面

４０

床

イ

器師

吉
回

土

B(106)
D 148
E 101

邦部欠損。脚部は円筒状を呈

する。裾部は大きく開き,端

郡で外反する。

脚部外面ナデ後縦位の箆

磨き,内面箆削り。裾部

内外面積ナデ。

砂粒 。長石

燈色

普通

Ｐ％

面

５０

床

27

高  t/h

土 師 器

136

(79)

Ｄ
一
Ｅ

不部欠損。脚部は円筒状を呈

し, 裾部は大きく開く。

外面丁寧なナデ,内面箆

削り。裾部横ナデ。

砂粒 。長石

にぶい橙色 普通
30% P264
床面

イ

器師

高

土

D[164]
E(105)

不部欠損。脚部は円筒状を呈する。

裾部は大きく開き,端部は外反す

る。

外面ナデ後箆磨き,内面

箆ナデ。裾部外面横ナデ。

砂粒・長石・パミス

明赤褐色

普通

Ｐ％

面

３０

床

第333図

29
ナ完

土 師 器

A 101
B 87
C 32

平底。体部は内彎ぎみに外上方に

開き,上位で強く屈曲し回縁部に

至る。日縁部は緩く外反して開く。

口縁部ナデ後箆磨き。体

部内面ナデ,外面寃ナデ。

内面劉離が進む。

砂粒・雲母。長石

橙色

普通

PL78％

面

９５

床

ナ完

土 師 器

[104]

73
36

Ａ

Ｂ

Ｃ^

上げ底。体部は緩く内彎しな

がら外上方に開き,上位で屈

曲する。日縁部は外傾する。

日縁部横ナデ後箆磨き。体部

内外面ナデ後箆磨き。底部に

箆状工具による十文字の沈

線が施される。

砂粒・長石・パミス

橙色

普通

Ｐ％

面

５５

床

31

筑

土 師 器

B (72)
C 28

口縁部欠損。上げ底。体部 は

器厚を減 じなが ら,内彎 して

立ち上がる。

体部内外面ナデ後一部箆

磨き,外面下端は箆肖」り。

砂粒・長石・パミス

赤色

普通

Ｐ％

面

４０

床

筑

土 師 器

A 150
B (55)

底郡欠損。体部は器厚を増し

ながら緩く内彎して開き,口

縁部はやや外傾する。日唇部

は丸くおさめる。

国縁部内外面横ナデ。

部内面ナデ後箆磨き,

面箆ナデ。

体

外

砂粒・雲母。長石

明赤褐色

普通

％

面

２０

床

筑

土 師 器

A[147]
B(53)

底部欠損。体部は内彎しながら外

上方に開き,日縁部は外傾する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ後箆磨き。

砂粒・長石・パミス

灰黄褐色  普通

Ｐ％

面

３０

床

筑

土 師 器

A 124
B 72
C 55

平底。体部は内彎しながら立

ち上がり,日縁部は内傾する。

国唇部は丸くおさめる。

国縁部内外面横ナデ。体

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒・雲母・長石

橙色

普通

Ｐ％

面

６５

床
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第333図

35
筑

土 師 器

A[120]
B 67
C 50

平底。体部は内彎しながら立

ち上がり,国縁部はやや内彎
する。体部下端は引き締まる。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面箆ナデ。

砂粒 。雲母 。長石

橙色

普通

80% P273
床面

ナ宛

土師 器

A[146]
B 68
C 62

平底。体部は内彎しながら立

ち上がり,日縁部は大きく外

傾する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面箆ナデ,外面下
端箆削り。

砂粒・雲母・パミス

褐灰色

普通

50% P274
床面

小 形 鉢

土 師 器

A  12 0

B 65
C 32

平底。体部は緩く内彎しなが

ら外上方に開き,国縁部は内
彎しながら立ち上がる。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ,外面箆ナデ。

砂粒・長石・スコリア

明赤褐色

普通

90% P276
覆上下層

不

土 師 器

A[128]
B 60
C 41

平底。体部は緩く内彎しなが

ら外上方に開き,日縁部に至
る。国縁部は内彎気味に立ち

上がる。

口縁部内面横ナデ後箆磨

き,外面横ナデ。体部内
面ナデ後箆磨き,外面箆
ナデ。

砂粒・雲母 。長石

明赤褐色

普通

55% P269
床面

不

土 師 器

A 121
B 53

丸底。体部は内彎しながら立

ち上がり,日縁部は内彎気味
に開く。

内面箆ナデ。口縁部外面

横ナデ。体部外面剣離が

著しく整形不明。

砂粒・長石

明赤褐色

不良

60% P275
床面

不

土 師 器

A 160
B 57
C 51

平底。体部は器厚を減じなが

ら,外上方に立ち上がり,国
唇部は丸くおさめる。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面丁寧なナデ。

砂粒・雲母・礫

明赤褐色

普通

80% P277
覆上下層

41

イ

土 師 器

A[127]
B 51
C 44

平底。体部は内彎ぎみに外上

方に開いて立ち上がる。口縁

部は外傾する。日唇部は尖る。

内外面とも剣離が著しく

整形不明。

砂粒。長石・スコリア

橙色

やや不良

70% P278
床面

不

土 師 器

A 128
B 47
C 40

平底。体部は器厚を減じなが

ら,内彎し外上方に立ち上が
る。口縁部は外傾する。国唇

部は丸くおさめる。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆ナデ。

砂粒 。長石・パミス

橙色

普通

80% P279 PL78
床面

不

土 師 器

A 130
B 51
C 30

平底。体部は器厚を減じなが

ら内彎し,外上方に立ち上が

る。国縁部は外傾しながら開

く。

口縁部内面横ナデ。体部

内面ナデ後箆磨き,外面
箆ナデ。剣離が進む。

砂粒 。長石・ 礫

橙色

やや不良

80% P280
床面

邪

土 師 器

A[133〕

B 53
C 40

平底。体部は器厚を減じなが

ら,外上方に立ち上がり,国
縁部は外反する。日唇部は尖

る。

口縁部内外面積ナデ。体

部内面ナデ後放射状の箆

磨き,外面覚ナデ。劉離が

進む。

砂粒・長石・スコリア

明赤褐色

普通

50% P281
床面

ltr

土 師 器

A 77
B (80)

底部欠損。胴部は球形状を呈

し,中位で強く張る。口縁部
は外傾しながら開く。

口縁部内面箆ナデ,外面
ナデ。体部内面に指頭に

よるナデ。

砂粒・ 長石・パ ミス

浅黄橙色

普通

70% P282 PL78
床面

対

土 師 器

B (60)
C 35

国縁部欠損。上げ底。胴部は

球形状を呈し,中位で強く張
る。

内面ナデ。外面上半部は

丁寧なナデ,中位以下は
箆削り。

砂粒。長石

赤褐色

普通

70% P283
床面

47

増

土 師 器

B (51)
C 20

日縁部欠損。平底。胴部は球

形状を呈し,中位に最大径を
もつ。

内面指頭によるナデ。外

面上半部はナデ,中位以
下は箆削り。

砂粒・雲母・礫

にぶい黄褐色

普通

70% P284
床面

姑

土 師 器

B (45) 底部・口縁部欠損。体部は球
形状を呈する。

内面指頭によるナデ,外
画ナデ。

砂粒・パミス

赤褐色   普通
15% P285
床面

増

土 師 器

B (55) 胴部片。胴部は中位で強く張
り,内彎して頸部に至る。

内面箆ナデ。外面ナデ後,

上半部維位の箆磨き,中
位は横位の箆磨き。

砂粒・長石・スコリア

橙色

普通

15% P286
床面

不 (脚付)

上 師 器

B (22)
D 37
E 19

脚部片。脚部は「ハ」の字伏

に開く。端部は丸くおさめる。

内面横ナデ◇外面横ナデ

後縦位の箆磨き。

砂粒 。長石・パミス

明赤褐色

普通

10% P287
床面
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第73号住居跡出土土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第335図

1

奏

土 師 器

B (34)
C 76

底部片。平底。肥厚な底部か

ら外上方に立ち上がる。

内面丁寧なナデ,外面箆

肖」り。

砂粒・雲母 。長石

にぶい橙色 普通
10% P292
覆土

甑

土 師 器

A[228]
B(220)

胴部はやや内彎しつつ国縁部

に至る。国縁部は軽く外反し

ながら開く。日縁部と胴部の

境に横ナデ整形による稜を有

する。

口縁部内面横ナデ後,横

位の箆磨き,外面横ナデ。

胴部内面ナデ後箆磨き,

外面ナデ後縦位の箆磨

き。

砂粒・スコリア・礫

橙色

良好

30% P291
覆土

第74号住居跡出土上器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

l

不

土 師 器

A[140]
B 41
C[37]

上げ底。体部は緩く内彎しな

がら外上方に開く。口縁部は

ほぼ直立する。

内面口唇部から体部中位

まで横ナデ後箆磨き。外

面口縁部横ナデ,体部箆

ナデ。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

20% P29壇

覆土

2

不

土 師 器

A[162]
B (31)

底部欠損。体部は緩く内彎し

ながら外上方に立ち上がる。

内面ナデ。外面劉離が進

み,整形不明。

砂粒・長石 。パ ミス

橙色 普通

10% P295
覆上

3

不 (脚付)

土 師 器

A[224]
B (49)

脚部欠損。不部は皿状を呈し,

器厚を減じながら,外上方に

立ち上がる。口縁部は綬く内

彎し,口唇部は丸くおさめる。

回縁部内面横ナデ,外面

横ナデ後箆磨き。イ部内

面ナデ後箆磨き,外面箆

肖」り。

砂粒 。長石・礫

橙色

普通

40% P293
覆土

第76号住居跡出上土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

第336図

1

密

土 師 器

B(268)
C 86

口縁部欠損。平底。胴部は球

形状を呈し,最大径を中位に

もつ。

内面ナデ,外面割離が署

しく整形不明。

砂粒 。長石・礫

浅黄色

普通

50% P296
床面

2

チ充

上 師 器

A[124]
B (62)

底部欠損。体部は内彎 しなが

ら外上方に開き,日縁部 は外

反する。

口縁部内外面横 ナデ。体

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒・スコリア

にぶい橙色

普通

20% P297
覆上下層

第77号住居跡出土上器観察表

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 挿 考

1

fTN

土 師 器

A[149]
B (47)

底部欠損。体部は内彎しなが

ら開き,口縁部は外傾する。

内面丁寧なナデ,外面ナ

デ後部分的に箆磨き。

砂粒・雲母・スコリア

にぶい橙色

普通

20% P298
覆土

2

不

土 師 器

A[128]
B (41)

底部欠損。体部は内彎しなが

ら開き,口縁部は直立する。

内面ナデ後箆磨き,外面

箆削り。口縁部外面横ナ

デ。

砂粒・長石・礫

灰白色

普通

20% P299
覆土

3

不

土 師 器

B (48)
C 52

日縁部欠損。平底。体部は内

彎しながら上方に立ち上がる。

内面ナデ,外面ナデ後箆

磨き。

砂粒・雲母・スコリア

灰褐色

普通

20% P300
覆土
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第78号住居跡出土土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第387図

1

甕

土 師 器

A 185
B(190)

胴郡下半欠損。胴部はやや長

胴を呈し,日縁部は「くJの

字状を呈する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒 。長石・パミス

暗褐色

普通

％

面

３０

床

2

甕

土 師 器

18 2

(20 8)

Ａ

Ｂ

胴部下半欠損。胴部は内彎 し

て球形状を呈 し,口縁部は「く」

の字状 を呈する。

回縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒 。長石

暗褐色

普通

40% P302
床面

3

甕

土 師 器

A 171
B(93)

胴部中位以下欠損。国縁部は

頸部から強く外反して開く。

口唇部は丸くおさめる。

回縁部内外面横ナデ。頸

部から胴部上半部ナデ後

縦位の箆磨き。

砂粒。長石・スコリア

明赤褐色

普通

15% P303
床面

4

甕

土 師 器

A 247
B(71)

口縁部片。日縁部は頸部から

強く外傾して開く。中位に段

を有する。

口縁部内外面横ナデ。 砂粒 。長石・スコリア

橙色

普通

10% P304

床面

5

小 形 甕

土 師 器

(150)

58

Ｂ

Ｃ

口縁部欠損。平底。胴部は緩

く内彎しながら外上方に開き,

上半部で強く内彎して頸部に

至る。

胴部内外面箆ナデ。外面

全体的に摩滅が進む。

砂粒・雲母・礫

暗赤褐色

普通

40% P306
床面

外面煤付着

6 土 師 器

A 94
B 145

丸底。胴部は球形状を呈し,

中位で強く張る。国縁部は外

傾して開く。

回縁部ナデ後内面横位の

箆磨き,外面縦位の箆磨
き。胴部内面丁寧なナデ,

外面ナデ後箆磨き。

砂粒・長石・スコ リア

橙色

普通

90% P308 PL79
覆上下層

7

鉢

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

上げ底。胴部はやや内彎しな

がら外上方に開く。

内面覚削 り。外面は,剣
離・ 摩滅が進み,整形不
明。

砂粒・長石・礫

橙色

普通

80% P305
床面

甕からの転用

第338図

8

壷

土 師 器

A[136]
B(211)

胴下半欠損。胴部は球形状を

呈し,国縁部は頸部から内彎
する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒。長石・スコリア

にぶい黄橙色

普通

％

面

３０

床

9

チ宛

土 師 器

A[■ 4]
B 51
C 30

上の嵐。体部は緩く外上方に

開き,国縁部で立ち上がる。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後縦位の箆磨

き,外面箆ナデ。

砂粒・長石・雲母

明赤褐色

普通

Ｐ％

土

６０

覆

10

不

土 師 器

[164]

63
Ａ

Ｂ

丸底。体部は緩く内彎しなが

ら外上方に立ち上がり,口縁

部は外傾する。

口縁部外面ナデ後箆磨

き。体部内外面丁寧なナ

デ。

砂粒・長石・スコリア

にぶい橙色

普通

30% P309
覆上下層

11

イ

土 師 器

A 142
B 55

丸底。体部は内彎しながら外

上方に開き,上半部で立ち上
がる。口縁部は内彎する。

内面ナデ後斜位の箆磨

き。外面ナデ後不定方向

の箆磨き。

砂粒・雲母・スコリア

切赤褐色

普通

％

面

６０

床

12

不

土 師 器

[146]

54

Ａ

Ｂ

丸底。体部は緩く内彎しながら外

上方に開き,日縁部は直立する。

日唇部は,丸 くおさめる。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後縦位の箆磨

き,外面横位の箆ナデ。

砂粒 。長石・パミス

橙色

良好

P312 PL79％

面

８０

床

13

不

土 師 器

A 144
B 56

丸底。体部は緩く内彎しなが

ら外上方に開き,国縁部は直

立する。口唇部は丸くおさめ

る。

内面は日縁部から体部上

半横ナデ後縦位の箆磨

き。口縁部外面積ナデ。

体部外面箆ナデ。

砂粒・長石・スコリア

橙色

良好

穴

％

蔵

６０

貯

1」

不

土 師 器

A[151]
B 46
C 58

平底。体部は緩く内彎しなが

ら外上方に開き,国縁部は弱

く外傾する。体部と口縁部の

境に稜をもつ。

回縁部内外面横ナデ。体

部内外面箆ナデ。底部箆

肖」り。

砂粒・スコリア・パミス

橙色

普通

Ｐ％

土

４０

覆

不

土 師 器

A[137]
B 48
C 52

平底。体部は緩やかなカーブ

を描いて外上方に開き,日縁

部はやや内彎して立ち上がる。

内面ナデ後箆磨き。外面

ナデ後口縁部・体部上半

横位の後,縦位の箆磨き。

砂粒・スコリア・パミス

橙色

普通

Ｐ％

面

６０

床

不(脚付)

土 師 器

(26)

51
13

Ｂ

Ｄ

Ｅ

不部欠損。脚部は「ハJの字

状に開き,端部は尖る。
脚部内外面横ナデ。外面

縦位の箆磨き。

砂粒 。長石・雲母

灰白色

普通

10% P316

覆上下層
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第79号住居跡出土上器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第338図

1

甕

上 師 器

A[210]
B (52)

口縁部片。口縁部は大きく外

反しながら開く。口唇部は丸

くおさめる。

器表は劉離が進み,整形
は不明。

砂粒・礫

黒褐色

普通

5% P317
覆土

2

不

土 師 器

A[126]
B (49)

底部欠損。体部は内鸞しなが

ら立ち上がり,口縁部はほぼ

直立する。

口縁部内外面積ナデ。体

部内外面ナデ後箆磨き。

砂粒・スコリア・雲母

赤褐色

普通

10% P318
覆土

第80号住居跡出土上器観察表

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第338図

1

不

土 師 器

A[134]
B (40)

底部欠損。体部は,内彎しな

がら外上方に開き,国縁部は

大きく外反する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ。

砂粒・パミス

にぶい黄橙色

普通

5% P289
覆土

2

高台付坑

須 恵 器

A 137
B 67
D 88
E 25

体部は,丸底気味の底部から

緩く内彎しながら立ち上がり,

体部上位で外傾する。脚部は

「ハ」の字状に開き,端部で

外反する。

水挽き整形。脚部は体部

整形後貼り付け。

砂粒・スコリア

(内面)灰白色

(外面)白色

焼成不十分。

95% P288 PL77
床面

第81号住居跡出土土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第339図

1

甕

土 師 器

A 180
B(195)

胴部下半欠損。胴部は緩く内

彎する。日縁部は肥厚で,頸

部から外反気味に立ち上がり,

上半部で大きく開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ

後斜位の箆磨き。

砂粒・雲母・パミス

明赤褐色

普通

40% P290 PL77
覆土

第82号住居跡出土上器観察表

器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

第339図

1

甕

上 師 器

A 189
B(189)

胴部下半欠損。胴部はやや長

胴を呈し,口縁部は外反しな

がら開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ,外面下

引rは留g肖」り。

砂粒・長石・雲母

橙色

普通

60% P321
覆土

2

密

上 師 器

A 147
B(105)

胴部下半欠損。胴部は緩く内

彎して頸部に至る。口縁部は

頸部から強く外反し,上半部
で器厚を減じる。

胴部内面箆ナデ。他は,

全体的に剖離が進み,整
形不明。

砂粒 。長石・パミス

にぶい橙色

やや不良

40% P322
覆土

3

甕

土 師 器

B (53)
C 7_8

平底。胴部は緩く内彎しなが

ら立ち上がる。

胴部内外面箆ナデ。 砂粒 。長石・雲母

明赤褐色  普通
10% P323
カマド内覆上下層

第340図

4

観

土 師 器

A[215]
B(245)

胴下端部欠損。胴部は緩やか

なカープを描いて立ち上がり,

日縁部は頸部から大きく外反

する。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内面丁寧なナデ,外面

縦位の箆削り。

砂粒・礫多量

にぶい橙色

普通

40% P324
覆上下層

甑

上 師 器

A E23 8]

B(194)
胴部下半欠損。胴部はやや外

傾しながら立ち上がり,国縁

部は頸部から外反する。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内面ナデ後縦位の箆磨

き,外面縦位の箆肖」り。

砂粒。長石・スコリア

浅黄橙色

普通

30% P325
覆上下層

6

高  不
上 師 器

B (58)
D 99
E 43

不部上半欠損。雰部は平底気

味の底部から緩く外上方に開

く。脚部は円筒状を呈し,裾

部で大きく開く。

不部内面丁寧なナデ。脚

部外面ナデ後箆磨き。裾

部内面横ナデ。

砂粒 。雲母・パミス

橙色

普通

60% P326 PL77
床面

脚・不部外面に煤付着
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第340図

7

不

土 師 器

A[144]
B (53)

底部欠損。体部は緩く外上方

に開き,国縁部で内彎する。
口唇部は丸い。

体部外面ナデ。内面は劉

離が著しく,整形不明。
砂粒・長石・パミス

浅黄橙色

普通

Ｐ％

土

３０

覆

8

不

土 師 器

A[114]
B 44

丸底。体部は内彎しながら立

ち上がる。口縁部は外傾し,

口唇部は尖る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ,外面箆ナデ。

砂粒・長石

浅黄橙色

普通

Ｌ％

上

４０

覆

9

イ

土 師 器

A[137]
B 53

丸底。体部は緩くカープを情

いて外上方に開く。日縁部は

やや外傾し,体部と口縁部の
間には稜をもつ。

体

外

国縁部内外面横ナデ。

部内外面丁寧なナデ,

面箆削り。

砂粒・長石・スコリア

明褐灰色

普通

Ｐ％

面

３０

床

第83号住居跡出土上器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

第341図

1

甕

上 aT器

A 183
B 221
C 79

上げ底。胴部は内彎しながら

立ち上がり,日縁部は外反し
て開く。

国縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面寛ナ
デ後箆磨き。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

95% P330 PL78
床面

2

甕

土 師 器

18 5

31 8

85

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は球形状を呈し,最大

径を中位よりやや上にもつ。日縁

部は外傾しながら立ち上がる。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒 。長石。パミス

橙色

普通

Ｌ％

面

７０

床

3

寮

土 師 器

A 180
B(218)

胴部下半欠損。胴部は球形状を呈

し,日縁部は外傾しながら立ち上

がり,上位で外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面横位の箆ナデ,外
面斜位の箆ナデ。

砂粒 。長石

橙色

普通

60% P332 PL78
貯蔵穴内底面

4

甕

土 師 器

A 167
B(196)

胴部下半欠損。胴部は球形状

を呈し,口縁部は頸部から大
きく外反しながら開く。

口縁部内外顧横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面は劉
離が進行し整形不明。

砂粒・雲母・スコリア

灰褐色

普通

30% P333
床面

5

甕

土 師 器

18 5

(24 9)

Ａ
一

Ｂ

底部欠損。胴部は内彎しなが

ら外上方に開き,頸部に至る。

日縁部は顕部から「くJの字
状に外反する。

胴部内外面ナデ。全体的

に器表は摩滅しており,

国縁部の整形不明。

砂粒。長石・スコリア

橙色

普通

40% P334
床面

胴部表面煤付着

6

甕

土 師 器

[158]

(123)

Ａ

Ｂ

胴部下半欠損。胴部は内彎して頸

部に至り,日縁部は頸部から器厚

を減じ,外反しながら開く。

国縁部内外面横ナデ。頸

部縦位の箆ナデ。胴部内

外画ナデ。

砂粒・長石・礫

赤色

やや不良

20% P335
床面

第342図

7

甕

土 師 器

18 8

(9 2)

Ａ

Ｂ

日縁部は大きく外反し,端部
で器厚が薄くなる。胴部は外

下方に開く。

口頸部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒・礫・パミス

暗赤褐色

普通

10% P336
貯蔵穴内底面

8

甕

土 師 器

B(202)
C 6_9

口縁部・胴部上半欠損。上げ

底。胴部は内彎し外上方に立

ち上がる。

胴部内面箆ナデ,外面ナ
デ後箆磨き。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

Ｐ％

面

２０

床

9

寮

土 師 器

B(185)
C 80

口縁部・胴部上半欠損。平底。

胴部は内彎しながら外上方に

開く。

胴部内外面箆ナデ。 砂粒・礫・パミス

橙色

普通

20% P338
床面

胴部表面の一部に煤付着

10

鉢

土 師 器

A 188
B 97
C 62

平底。胴部は内彎しながら外上方

に開く。日縁部は緩く内彎しなが

ら立ち上がる。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆削り。

砂粒・長石・雲母

明赤褐色

普通

80% P340 PL78
床面

ll

不

器

一局

土

A 248
B 167
D[lo l]

E 65

イ部は下位に稜をもち,直線
的に開き,上位で緩く外反す
る。脚部はラッパ状を呈し,

裾部で大きく開く。

不部内外面ナデ後箆磨

き。脚部内面箆ナデ,外
面ナデ後縦位の箆磨き。

裾部内外面横ナデ。

砂粒・長石

橙色

普通

Ｌ％

面

６０

床

12

高  邦
土 師 器

15 0

11 1

10 3

56

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

不部は半球状を呈し,日縁部
は直立する。脚部はラッパ状

を呈し,裾部で大きく開く。

不部内面ナデ後斜位の箆

磨き,外面ナデ後箆磨き。

脚部内面ナデ,外面ナデ
後箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒 。長石・雲母

橙色

良好

ＰＰ％

面

９５

床
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図版 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

13

高  邪
土 師 器

A 140
B 98
D 91
E 40

不部は半球状を呈し,国縁部
でやや内傾して立ち上がる。

脚部はラッパ状を呈し,裾部
で大きく開く。

回縁部内外面横ナデ。イ

部内外面ナデ後箆磨き。

脚部内面箆ナデ,外面ナ
デ後箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒・長石・雲母

赤色

良好

80% P343
貯蔵穴内底面

高  不
土 師 器

A 146
B l1 3

D[106]
E 55

不部は半球状を呈し,日縁部
は直立する。脚部はラッパ状

を呈し,裾部で大きく開く。

不部内外面丁寧なナデ。

脚部内面ナデ,外面ナデ

後縦位の箆磨き。裾部横

ナデ。

砂粒・長石・雲母

明赤褐色

良好

90% P344
床面

高  不
土 師 器

A 134
B 100
D 100
E 48

郷部は半球状を呈し,器厚を

減じながら,内彎して立ち上

がる。国縁部は直立する。脚

部はラッパ状を呈し,裾部で

大きく開く。

不部内面ナデ,外面箆削
り。脚部内面箆ナデ,外
面ナデ後箆磨き。裾部横

ナデ。

砂粒 。長石

橙色

普通

70% P345
ピット内

第343図

16
高  不
土 師 器

A 142
B(■ 2)
E (55)

不都は半球状を呈し,日縁部
は直立する。脚部はラッパ状

に開く。

口縁部内外面横ナデ。イ部内

面ナデ後箆磨き,外面箆ナ元

脚部外面箆磨き。

砂粒・長石・雲母

明赤褐色

普通

80% P346
ピット内

17

高  不
上 師 器

A 139
B (82)
E (28)

不部は半球状を呈し,国唇部
は丸くおさめる。脚部は外下

方に開く。

口縁部外面横ナデ。不部

内外面箆磨き。不部外面

下端箆削り。脚部外面箆

ナデ。坪部内面具色処理。

砂粒 。長石・雲母

赤色

普通

70% P347
床面

18

高  不
土 師 器

A ■ 6
B 90
D 88
E 46

不部は半球状を呈し,器厚を

減じながら,内彎して立ち上

がり。国縁郡は直立する。脚

部はラッパ状を呈し,裾部で

大きく開く。

口縁部内外面積ナデ。邦

部内面ナデ後箆磨き,外
面丁寧なナデ。脚部外面

ナデ後箆磨き。裾部横ナ

デ。

砂粒・長石・ 雲母

明赤褐色

良好

70% P348
床面

高  不
土 師 器

A[154]
B (60)

脚部欠損。不部は半球状を呈

し,器厚を減じながら,外上
方に開く。

口縁部内外面横ナデ。イ

部内外面丁寧な箆ナデ。

砂粒 。長石・雲母

暗赤褐色

普通

65% P349
貯蔵穴内底面

二次焼成で内面に煤付

着

高  不
土 師 器

A 142
B(60)

脚部欠損。邪部は半球状を呈し,

器厚を減じながら,外上方に開く。

日縁部はやや内彎する。

口縁部内外面横ナデ。邦

部内外面丁寧な箆ナデ。

砂粒・長石・雲母

明赤褐色

普通

60% P350
貯蔵穴内底画

21

高  不
上 師 器

A 141
B(63)

脚部欠損。不部は半球状を呈し,

外上方に立ち上がり,日縁部は内

彎する。不底部に脚部を嵌め込ん

だと思える窪みがみられる。

口縁部外面横ナデ。不部

内外面ナデ。

砂粒 。長石

褐色

普通

65% P351
貯蔵穴内底面

内外面共二次焼成

22

高  不
土 師 器

D[136]
E (75)

イ部欠損。脚部はラッパ状に

大きく開く。

内面箆ナデ,外面ナデ後縦位

の箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒・長石

明赤褐色  普通
20% P352
覆上

高  不
土 師 器

B (56)
D 103

邪部欠損。脚部はラッパ状に

大きく開く。

内面箆ナデ,外面ナデ後
縦位の箆磨き。裾部横ナ

デ。

砂粒 。長石 。雲母

赤色

普通

20% P353
貯蔵穴内底面

高  lTN

土 師 器

A[156]
B (53)

脚部欠損。郷部は緩く内彎し

て立ち上がり,口縁部に至る。

回縁部内外面横ナデ。体

部内面丁寧なナデ,外面
ナデ。下端は箆削り。

砂粒 。長石

橙色

普通

30% P394
ピット内

ナ宛

土 師 器

A 104
B 95
C 45

平底。体部は球形状を呈し,

中位で張る。日縁部は直立す

る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒 。長石・礫

明赤褐色

やや不良

90% P354
貯蔵穴内底面

士宛  ィ
土 師 器

A[81]
B 90
C 52

平底。体部は内彎して立ち上

がり,上端で直立する。口縁
部はやや外反して開く。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面丁寧なナデ,外面
ナデ。

砂粒・長石・パミス

橙色

普通

80% P355
覆上

27

ナ宛

土 師 器

A 146
B 99
C 42

平底。体部は器厚を減じなが

ら,強 く内彎して立ち上がる。

日縁部は垂直に立ち上がり,

端部で外反する。

口頸部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ後不定方向

の箆磨き。

砂
'舷

・ スコ リア・

雲母

明赤褐色

良好

95% P356 PL78
床面
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図版番 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第343図

28
筑

土 師 器

A[122]
B 71
C 55

平底。体部は内彎しながら立

ち上がり,上位で張る。日縁
部は直立し,日唇部は丸くお

さめる。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面ナデ。

砂粒 。長石・パミス

明赤褐色

普通

％

上

７０

覆

不

土 師 器

14 1

63
Ａ

一Ｂ

丸底。体部は内彎しながら外上方

に立ち上がり,上位で強く張る。

日縁部は外傾して開く。

口縁部内外面・体部上半

部内面横ナデ。体部内面

ナデ。外面箆ナデ。

砂粒・スコリア

橙色

普通

80% P357
床面

不

土 師 器

15 8

69
50

Ａ

Ｂ

Ｃ^

平底。体部 は緩 く内彎 しなが

ら外上方に開 き,国縁部はや

や内彎する。

口縁部から体部上位内外

面積ナデ。体部内面縦位

の箆磨き,外面丁寧な箆
磨き。

砂粒 。長石・雲母

にぶい赤褐色

良好

100%P359 PL78
貯蔵穴内底面

8ユ

不

土 師 器

15 3

64
42

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は緩やかなカーブ

を描いて立ち上がり,日縁部
は直立する。

回縁部内外面・体部上半

部内面積ナデ。体部内外

面箆ナデ。

砂粒・雲母・礫

浅黄橙色

普通

80% P360 PL78
貯蔵穴内底面

第344図

32
不

土 師 器

A 138
B 66
C 42

平底。体部は緩やかなカーブ

を描いて立ち上がり,日縁部
は内彎する。

口縁部外面横ナデ。体部

内面ナデ後箆磨き,外面
剣離が著しく整形不明。

砂粒・雲母・礫

橙色

普通

95% P361
ピット内底部

郷

土 師 器

[120]

52
48

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は器厚を減ずると

ともに内彎しながら開き,上

位で直立する。口縁部はやや

内彎する。

口縁部内外面・体部上半

部内面横ナデ。体部内外

面丁寧なナデ。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

70% P362
床面

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は緩く内彎しなが

ら外上方に開き,国縁部は内

傾する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面横位の箆磨き。体部下

端箆削り。

砂粒・長石

橙色

普通

65% P368
覆土

不 (脚付 )

上 師 器

160

64
43
12

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

不部は綬やかなカープを描い

て,外上方に立ち上がる。脚

部は「ハJの字状に開く。

口縁部内外巨横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面丁寧なナデ。脚部内外

面横ナデ。

砂粒・長石・雲母

赤色

普通

90% P364 PL78
貯蔵穴内底面

第85号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 者

第344図

1

甕

上 師 器

A[134]
B(60)

口縁部は,頸部から緩く外反
して上位で大きく開く。

口頸部内外面積ナデ。胴

部内外面箆ナデ,外面ナ
デ。

砂粒・長石・スコリア

にぶい橙色

普通

％

土

５

覆

2

不

土 師 器

[165]

(41)

Ａ

Ｂ

底部欠損。体部はやや内彎気

味に外上方に開き,日縁部に

至る。

口縁部横ナデ。体部内面

丁寧なナデ,外面箆削り。

砂粒 。長石

にぶい黄橙色

普通

％

土

５

覆

3

不

土 師 器

A[132]
B (25)

口縁部片。口縁部は外傾しな

がら立ち上がる。

口縁部内外面 。体部内面

横ナデ。体部外面箆肖」り。

砂粒・長石・雲母

褐灰色   普通
5% P366
覆土

第86号住居跡出土土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

第345図

1

甕

土 師 器

A 195
B(237)

胴部下半欠損。胴部は緩く内彎

し,日縁部は大きく外反する。

口縁部内外面積ナデ◇胴

部内外面箆ナデ。

砂粒 。長石・雲母

にぶい赤褐色 普通
60% P367
カマド内火床部

2

甕

土 師 器

A 204
B(148)

胴部下半欠損。胴部は緩く内

彎して頸部に至る。日縁部は

大きく外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ,外面一

部箆磨き。

砂粒・長石・礫

橙色

普通

30% P368
覆上中層

3

小 形 甕

土 師 器

A 106
B 137
C 49

平底。胴部は球形状を呈し,

最大径を中位にもつ。日縁部

は頸部から外反して開く。

口縁部内面横ナデ,外面
横ナデ後箆ナデ。胴部内

面箆削り,外面箆ナデ。

砂粒・長石・礫

淡赤橙色

普通

100%P369
覆土
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器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上。色調・焼成 備 考

第345図

4 上 師 器

B(200)
C 62

口縁部欠損。上げ底。胴部 は

良 く張った球形状 を呈 し,最
大径 は中位 にもつ。

胴部内外面箆ナデ。 砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

40% P370
覆土中層

5

甑

上 師 器

A 246
B 259
孔径[90]

胴部は綬く内彎して立ち上が

り,日縁部は頸部から強く外

反する。

回縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆肖」り,外面箆ナ

デ。

砂粒・長石

橙色

普通

55% P371
カマド内中層

6

高  郷
上 師 器

A 147
B 106
D ■ 0
E 52

不部は下位に稜をもち,内彎

しながら外上方に立ち上が

る。国縁部は直立する。脚部

はラッパ状を呈し,裾部で大
きく開く。

口縁部内外面横ナデ。不

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆削り。脚部内外面箆

ナデ。裾部横ナデ。

砂粒 。長石・雲母

にぶい橙色

普通

90% P372 PL77
床面

7

不 (脚付 )

土 師 器

B (36)
D 53
E 29

不部欠損。脚部は円柱状の基

部から「ハ」の字状に開く。

端部は丸くおさめる。

脚部内面横ナデ,外面縦
位の箆磨 き。

砂粒・長石・パミス

橙色

普通

20% P373
覆土中層

第87号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

第346図

1

甕

土 師 器

A[162]
B 268
C 84

平底。胴部は内彎しながら立

ち上がり,国縁部は外反して

開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面剣離
が著しく整形不明。

砂粒・長石・礫

にぶい橙色

普通

50% P374
床面

2

甕

土 師 器

A 156
B(187)

底部欠損。胴部は球形状を呈

し,最大径を中位にもつ。日

縁部は頸部から外反し,上位
で大きく開く。

口頸部内外面横ナデ。胴

部内面積位の箆削り,外
面斜位の箆削り。劉離が

進む。

砂粒・長石・パミス

浅黄橙色

普通

60% P375 PL79
床面

3

甕

土 師 器

A[168]
B 185
C 78

平底。胴部は肥厚な底部から

器厚を減じながら,緩 く内彎
しながら立ち上がる。日縁部

は強く外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面箆削
り。

砂粒・長石・礫

明灰褐色

普通

75% P376
床面

4

密

土 師 器

A 150
B(180)

底部欠損。胴部は内彎しなが

ら外上方に立ち上がり,口縁

部は外反しながら大きく開

く。

口頸部内外面横ナデ。胴

部内面横位の箆ナデ,外
面摩滅しており整形不

明。

砂粒 。長石・礫

赤褐色

やや不良

70% P377

床面

5

小 形 密

土 師 器

A 163
B 142
C [54]

平底。胴部は内彎気味に立ち

上がり,口縁部は器厚を減じ

ながら外反する。口縁部は歪

む。

口頸部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒 。長石・礫

にぶい赤褐色

普通

70% P378 PL79
覆上下層

6

小 形 密

土 師 器

A ■ 9
B 158
C 52

平底。胴部は内彎して外上方

に開き,日縁部は外傾気味で

ある。

口縁部内外面横ナデ。頸

部外面箆ナデ。胴部内面

箆ナデ,外面丁寧なナデ。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

100%P379
カマド内火床部

第347図

7

小 形 甕

土 師 器

B(103)
C 66

上げ底。胴部は器厚を減じな

がら,内彎して立ち上がる。

胴部内面箆ナデ,外面箆

肖」り。

砂粒・長石

浅黄橙色  普通
50% P380
覆上下層

士宛

土 師 器

A 143
B 77

丸底。体部は内彎しながら立

ち上がり,日縁部はほぼ直立

する。体部と口縁部との境に

明瞭な稜をもつ。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面横位の箆ナデ。

砂粒・長石・雲母

にぶい褐色

普通

70% P381
床面

上宛

土 師 器

A[130]
B 61
C [56]

体部は,丸底気味の底部から

器厚を減じながら,外上方に

開く。口縁部は直立し,端部
で軽く外反する。

口縁部内外百横ナデ。体

部内面丁寧な箆ナデ,外
面ナデ。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

60% P382 PL79
覆土

不

土 師 器

A 130
B 60

丸底。体部は器厚を滅じなが

ら,緩 く内彎して開く。体部
と口縁部の境に稜をもつ。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面箆ナデ。

砂粒・長石・雲母

赤褐色

普通

90% P383
覆土

-583-



図版番号 器   種 法量 (cFn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第347図

11
イ

土 師 器

A[174]
B 45
C 77

平底。浅い皿状を呈し,体部は緩

く内彎気味に外上方に開く。日縁

部はほぼ直立する。日唇部は尖る。

口縁部内外画横ナデ。体

部内面上半横ナデ,外面
箆ナデ。

砂粒 。雲母・パミス

暗赤褐色

普通

70% P384 PL79
覆上下層

郷

土 師 器

A[144〕

B (29)
底部一部欠損。浅い皿状を呈

し,体部は外上方に開く。口縁

部は外反気味に立ち上がる。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後一部箆磨

き,外面ナデ。

砂粒・パ ミス

にぶい橙色

普通

20% P385
覆土

第88号住居跡出土土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土。色調・焼成 備 者

第347図

1

不

土 師 器

A[128]
B (40)

体部は内彎気味に外上方に開き,

日縁部は直立する。体部と日縁部

の境に明瞭な稜をもつ。

日縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後,箆磨き,
外面丁寧な箆削り。

砂粒・ 長石・ 雲母

にぶい赤褐色

普通

20% P386
覆上

2

高  邦
須 恵 器

D[119]
E(53)

脚部片。基部は細く,下半で

大きく外反する。端部は短く

内彎する。長方形の透かし孔

を3方向に穿ち,透かしの上

下に2条の四線がめぐる。

水挽 き整形。裾部 は横ナ

デ調整。

砂粒・細砂

暗青灰色

良好・堅緻

20% P387 PL79
床面

3

蓋

須 恵 器

B (19) 天丼部は丸く浅く,外周部で
軽く内彎する。

水挽き整形。 砂粒

灰色    良好
10% P388
覆土

第89号住居跡出土土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第348図

1

高  邪
土 師 器

A 179
B 70

脚部欠損。イ部は下位に稜を

もち,外上方に開き,国縁部
に至る。

口縁部内外面横ナデ。不

部内面ハケロ整形後箆磨

き,外面ナデ。

砂粒・長石・礫・

白色針状物質

赤色    普通

40% P389 PL79
床面

2

高  不
土 師 器

D[130]
E (61)

郷部欠損。脚部は基部から器厚を

減じながら,「ハJの字状に開く。

BHl部内面箆削り,外面ナ
デ後箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒・礫

にぶい赤褐色 普通
20% P390
床面

3

ナ宛

土 師 器

A[123]
B(72)

底部欠損。体部は内彎しながら外

上方に開き,日縁部は外反する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ,外面箆ナデ。

砂粒・長石・雲母

橙色    普通
20% P391

覆土

4

不

上 師 器

A 120
B 50
C 48

平底。体郡は内彎気味に外上

方に立ち上がり,日縁部は外

傾して開く。

日縁部内外面横ナデ。体部内

面丁寧な箆ナ尤外面箆ナ尤

体部下半は箆削り。

砂粒・長石

褐色

普通

100%P392 PL79
床面

5

不

土 師 器

A ■ 9
B 32
C 31

平底。浅い皿状を呈し,体部
は内彎気味に外上方に立ち上

がる。口縁部は緩く内彎しな

がら開く。体部下位に径5mlの

円孔が2か所穿たれている。

口縁部内面横ナデ。体部

内面丁寧なナデ後箆磨

き。口縁部外面横ナデ後

箆磨き。体部外面ナデ。

砂粒・雲母

橙色

普通

60% P393
覆上下層

第90号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土,色調・焼成 備 考

1

甕

土 師 器

A 214
B 312
C 76

上げ底。長胴を呈し,内彎しなが

ら立ち上がる。最大径は中位より

下がる。日縁部は大きく外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面縦位
の箆肖」り。

砂粒 。長石・礫

にぶい赤褐色

普通

98% P395 PL79
床面

2

甕

土 師 器

A 192
B 275
C [67]

平底。やや長胴を呈し,胴部
下半は引き締まる。国縁部は

外傾し,上位で大きく開く。

口頸部内外面横ナデ。胴

部内面横位のナデ,外面
箆削り。

砂粒・長石・礫

にぶい赤褐色

普通

85% P397 PL79
床面

第349図

3

甕

土 師 器

A 190
B 331
C 70

平底。長胴を呈し,緩 く内彎する。

国縁部は大きく外反し,胴部との

境に横ナデによる稜を有する。

日縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒・長石・礫

にぶい赤褐色

普通

90% P396
床面
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

4

甕

土 師 器

A 164
B(285)

底部欠損。長胴を呈し,緩 く

内彎しながら口縁部に至る。

日縁部は大きく外反し,端部
は横に開く。

口縁部外面横 ナデ。胴部

内外面箆ナデ。

砂粒・長石・礫

赤色

普通

70% P398
覆上下層

5

鉢

土 師 器

A[206]
B 128
C[118]

底部は,浅い丸底。胴部は内彎気

味に立ち上がり,外上方に直線的

に開く。口縁部は外反する。

口頸部内外面積ナデ。胴

部内面ナデ後縦位の箆磨

き,外面箆削り。

砂粒・長石・礫

明赤褐色

良好

50% P399
床面

6

不

器師

一局

土

B (50)
D[102]
E 40

脚部片。脚部は「ハ」の字状

に開き,裾部は軽く外反する。

脚部内面箆ナデ,外面箆

削り。裾部横ナデ。端部

に木葉痕が残る。

砂粒・長石

橙色

普通

20% P400
覆上下層

7

邪

土 師 器

A 138
B (45)

底部欠損。体部は内彎気味に

外上方に開き,口縁部はやや

内傾しながら立ち上がる。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面寛ナデ,外面箆削

り。

砂粒・ 長石

暗灰責色

普通

Ｐ％

土

・５

覆

不

上 師 器

A[120]
B (47)

底部欠損。体部 は外上方に開

き,口 縁部は外反気味 に立ち

上がる。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ,外面箆肖」り。

砂粒・長石・礫

にぶい橙色

普通

Ｐ％

土

‐５

覆

9

不

土 師 器

A 152
B 40

体部は浅い皿状を呈し,緩 く

内彎する。口縁部は外反気味

に立ち上がる。

口縁部・体部上半内外面

横ナデ。体部内面丁寧な

ナデ,外面箆ナデ。

砂粒・雲母

淡橙色

普通

％

面

５０

床

不

土 師 器

A 120
B (33)

体部は内彎気味に外上方に開

き,国縁部は直立する。

口縁部内外面横ナデ。底

部内外面ナデ。

砂粒・長石

橙色    普通
％

土

３０

覆

11

不

土 師 器

A 140
B 51

体部は緩く内彎しながら外上

方に開き,日縁部は内傾気味

に立ち上がる。体部と口縁部

の境に稜をもつ。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面横ナデ後箆磨き,

外面箆ナデ。

砂粒・雲母・スコリア

灰褐色

普通

100%P405 PL79
覆上下層

12

不

土 師 器

14 5

43
Ａ

Ｂ

体部は緩く内彎しながら外上

方に開き口縁部は外反気味に

立ち上がる。体部と口縁部の

境に稜をもつ。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆ナデ。内面黒色処理。

砂粒・雲母

黒褐色

普通

100%P406 PL79
床面

13

不

須 恵 器

114

46
66

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部は歪んだ丸底。体部は外

上方に開き,端部は尖る。

水挽き整形。回転箆切り

後箆ナデ。

砂粒・長石

責灰色

普通

％

土

９０

覆

14

不

須 恵 器

B (26)
C 62

体部は歪んだ丸底。体部は外

上方に開く。

水挽き整形。回転箆切り

後箆ナデ。

砂粒 。長石

灰色    普通

Ｐ％

土

２０

覆

第91号住居跡出土上器観察表

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第350図

1

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は内彎しながら外上方

に開き,やや長胴を呈する。日縁

部は外傾しながら開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面ナデ,外面箆ナ

デ。

砂粒。長石・礫

橙色

普通

ＬＰＰ％

土

６０

覆

2

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[173]

32 6

89

平底。胴部は球形状を呈し,

最大径は中位にもつ。日縁部

は外傾する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面丁寧
なナデ。

砂粒 。長石・パミス

赤色

普通

50% P410
覆土

胴部外面煤付着

3

奏

土 師 器

A 134
B (92)

胴部は球形状を呈し,口縁部

は外反する。

日縁部内面ナデ,外面横ナ

デ。胴部内面ナデ,外面ナデ。

砂粒・長石・パミス

赤色    普通
P4■△％

上

４０

覆

4

寮

土 師 器

B (38)
C 48

底

る

平

が

胴部は内彎して立ち上 胴部内外面箆ナデ。 砂粒・長石・パミス

赤色    普通
10% P41lB
P4■Aと は同一個体

第351

5

観

土 師 器

A 158
B 157
C 40
孔径 29

無底式の甑。胴部は器厚を減

じながら,外上方に立ち上が

り,国縁部は直立する。胴部

下半は]|き締まる。

国縁部内外面横ナデ。胴

部内外面ナデ。

砂粒・礫 。スコリア

にぶい橙色

普通

Ｐ％

面

９５

床
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図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第351図

6

甑

土 師 器

A 261
B(209)

胴部下半欠損。胴部は内彎気

味に立ち上がり,口縁部は外
傾しながら大きく開く。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒・長石・パミス

明赤褐色

普通

70% P414
覆上下層

7

鉢

土 師 器

A[220]
B (86)

底部欠損。胴部は内彎しなが

ら外上方に立ち上がる。口縁

部は外反して開く。胴部と口

縁部の境に稜をもつ。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面箆削
り。

砂粒・長石

にぶい褐色

普通

30% P412
覆上

8

高  不
土 師 器

△ 133
B 125
D ■ 4
E 57

不部は半球状を呈し,器厚を減じ

ながら,内彎気味に外上方に開く。

日縁部は内彎する。脚部は円筒状

を呈し,裾部で大きく開く。

不部内外面ナデ後箆磨

き,内面一部劉離する。
脚部内面ナデ,外面ナデ
後箆磨き。

砂粒 。長石・雲母

赤色

普通

80% P415
覆上下層

9

高  郷
土 師 器

A[132]
B 88
D 92
E 40

不部は半球形を呈し,外上方
に立ち上がる。国縁部は内彎

しながら開く。脚部は「ハ」

の字状を呈し,裾部で大きく
開く。端部は外反する。

口縁部横ナデ。不部内面

ナデ後箆磨き,外面ナデ。

脚部内面箆削り,外面ナ
デ後箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒・長石・雲母

明褐灰色

普通

60% P416 PL80
覆上

10

高  不
土 師 器

A 146
B (91)

脚部下半欠損。外部は器厚を

減じながら,外上方に開き,
国縁部に至る。脚部は外下方

に開く。

口縁部内外面積ナデ。不

部内外面ナデ後箆磨き。

脚部内面箆削り,外面ナ
デ。

砂粒 。長石・雲母

橙色

普通

65% P417
覆土中層

高  不
土 師 器

D 84
E (37)

脚部片。脚部は「ハ」の字状

に大きく外反して開く。

脚部内面箆ナデ,外面ナ
デ後箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒・礫・パミス

明赤褐色  普通
40% P418
貯蔵穴覆土

12

坑

土 師 器

B (94)
C[68]

口唇部欠損。底部は肥厚な平

底。体部は内彎して立ち上が

り,中位で強く張る。国縁部
は外傾して開く。

日縁部外面横ナデ。体部

内面ナデ,外面箆削り。
砂粒・礫・パミス

灰褐色

普通

35% P419 PL80
床面

ナ宛

土 師 器

A 106
B (58)

底部欠損。体部は大きく張り,

日縁部 tま外反して開く。日唇

部は尖る。

口縁部内外百横ナデ。体

部内外面ナデ。

砂粒

にぶい褐色

普通

35% P420
床面

不

土 師 器

A[183]
B (48)

底部欠損。体部は内彎気味に

外上方に立ち上がり,国縁部
は大きく外反して開く。

口縁部内外面横ナデ後箆

磨き。体部内面ナデ後箆

磨き,外面ナデ。

砂粒・雲母・スコリア

明赤褐色

普通

15% P421
覆土

15

不

土 師 器

A[160]
B(45)

底部欠損。体部は緩く内彎し

て口縁部に至る。国唇部は丸

くおさめる。

体部内面ナデ後箆磨き。

体部外面 。日唇部摩滅。

砂粒・長石・パミス

橙色

普通

10% P422
覆上下層

第352図

16
甦

須 恵 器

B (69)
孔径 13

口頸部欠損。丸底。体部は内

彎気味に外上方に立ち上がり,

上位で強く張る。体部最大径

は上位に位置し,その位置に

円孔が穿ってある。

水挽き整形。体部内面箆削り

調整。体部外面。ナデ調整。

円孔を扶んで6本 1条の波

状文が施されており,その上

に1条の凸線,その下に1条

の細い凹線がめぐる。

砂粒

青灰色

良好

70% P723 PL80
貯蔵穴内覆土

体部外面上半・体部内

面の一部に自然釉付着

17

亀

須 恵 器

A [94]
B (43)

口頸部片。日頸部は外傾しな

がら立ち上がり,中位で明瞭
な稜をなした後,内彎して外
上方に開く。端部は内斜する

凹面をなす。

水挽き整形。内外面ナデ

調整。口頸部中位の段

には,外面に断面三角形
の鋭い凸線を有し,上下
に波状文を施す。

砂粒

青灰色

良好

10% P742
覆土

内面に自然釉付着

P723と 同一団体の可

台ヒ性がある。

18

高  郭
須 恵 器

D [9o]
E (38)

脚部片。器厚は厚く,外下方に開

き,端部付近に凸線を有する。端

部は凹面を呈する。四方に方形状

の透かしが施されている。

水挽 き整形。内面ナデ調

整 。

砂粒・長石

灰色

良好

5% P740
覆土

19

重

須 恵 器

A[170]
B (33)

口縁部は内彎して下がり,端
部で短く外反する。端部内面

に明瞭な凹面を有する。天丼

部との境に稜をなす。

水挽 き警形。内外面ナデ

調整。

砂粒

掲灰色

良好

5% P741
覆土
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第92号住居跡出土上器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第352図

1

褒

土 師 器

A[274]
B(59)

口縁部片。口縁部 は外反する。 口縁部内外面横ナデ。 砂粒
。長石

浅黄橙色  普通

Ｐ％

面

５

床

2

甑

土 師 器

A[214]
B 144
孔径 [80]

無底式の甑。胴部 は内彎 しな

が ら立ち上が り,日縁部 は緩

く外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面箆削

り。

砂粒 。長石

灰黄褐色

普通

30% P637
覆土上層

3

甑

土 師 器

A[288]
B(141)

胴部は外傾しながら口縁部に

至り,日縁部はほぼ直立する。

日縁部内外面横ナデ。

部内面ナデ後箆磨き,

面箆削り。

胴

外

砂粒 。長石・

白色針状物質

にぶい赤褐色 普通

20% P638
床面

4

不

器師

一局

上

Ａ

Ｂ

[232」

(62)

不部片。イ部は内彎しながら

立ち上がり,口縁部で外反す

る。

口縁部内外面積ナデ。邪

部内外面ナデ後箆磨き。

砂粒・長石

橙色

普通

10% P640
流れ込み

第94号住居跡出土上器観察表

図版 器  種 法量 (cnI) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 傭 考

第353図

1

甕

上 師 器

A[152]
B (46)

口縁部片。日縁部は頸部から

ほぼ直立し,上位で大きく外

反する。

口縁部内面積ナデ,外面

横ナデ後縦位の箆磨き。

砂粒・礫・パミス

にぶい褐色

普通

5% P743
覆上

2

不

土 師 器

[136]

(25)

Ａ

Ｂ

体部は内彎気味に外上方に開

き,口縁部は緩く外反する。

体部と口縁部の境に明瞭な稜

をもつ。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ,外面箆削り。

砂粒・長石・雲母

橙色

普通

5% P744
覆土

第96号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第 353図

1

高  不
土 師 器

B (44) 脚部片。脚部は外下方に開く 内面箆削り,外面ナデ後
箆磨き。

砂粒・長石

浅黄橙色  普通

Ｐ％

土

５

覆

第97号住居跡出土土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第353図

1

甕

土 師 器

17 6

30 2

75

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は内彎しながら外

上方に立ち上がる。口縁部は

頸部から外傾し,上位でやや

外反する。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面丁寧
なナデ。

砂粒 。長石・礫

橙色

普通

75% P427
床面

胴部外面煤付着

2

甕

土 師 器

B(138)
C 71

胴部上半欠損。上げ底。胴部

は球形状を呈する。

胴部内面ナデ,外面箆ナ 砂粒・長石

赤褐色   普通

Ｐ％

土

４０

覆

3

壷

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

12 0

15 8

59

平底。胴部は球形状を呈し,

器厚を減じながら,外上方に

立ち上がる。口縁部は頸部か

ら外傾し,上位で大きく開く。

口縁部内外面横ナデ。

部内面ナデ後箆磨き,

面丁寧なナデ。

胴

外

砂粒。長石・スコリア

赤色

普通

95% P429 PL80
カマド内火床部

4

甑

土 師 器

B (32)
C 61
孔径 13

底部片。平底。中央部に円孔

が穿たれている。

内外面箆ナデ。底部箆削

り。

砂粒・長石

橙色

普通

lo% P430
覆土

5

高  イ
土 師 器

A 204
B (80)

脚部欠損。不部は下位に不明

瞭な稜をもち,器厚を減じな

がら,外上方に開き口縁部に

至る。

口縁部内外面積ナデ。

部内面ナデ後箆磨 き,

面丁寧 なナデ。

不

外

砂粒・長石

赤橙色

普通

50% P431 PL80
カマド内火床部
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第353図

6

不

器師

高

土

(75)

18 6

73

Ｂ

Ｄ

Ｅ

不部欠損。脚部はラッパ状を

呈し,裾部で大きく開く。内
面に輪積み痕が明瞭に残る。

内面ナデ,外面ナデ後縦
位の箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒。長石・スコリア

にぶい橙色

普通

40% P432   PL80

覆上

7

高  不
土 師 器

94
(47)

Ｄ

Ｅ

不部欠損。脚部はラッパ状を

呈し,裾部で大きく開く。端
部は僅かに外反する。

内面ナデ,外面ナデ後箆
磨き。裾部横ナデ。

砂粒

にぶい赤褐色

普通

Ｐ％

面

４０

床

8

高  不
上 師 器

E(91) イ部欠損。脚部は円筒状を呈
し,裾部で大きく開く。

内面箆ナデ,外面ナデ後
箆磨き。裾郡横ナデ。

砂粒・長石

にぶい赤褐色 普通

Ｐ％

面

４０

床

9

ナ完

土 師 器

A[136]
B (70)

底部欠損。体部は強く内脅し

て外上方に立ち上がり,口縁

部は外傾する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面丁寧なナデ。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

30% P435  PL80
覆土

イ

土 師 器

A[154]
B(43)

底部欠損。体部は内彎しなが

ら立ち上がり,上位から回縁
端部にかけて外反する。口縁

端部は平坦におさめる。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面丁寧なナデ。

砂粒。長石・スコリア

橙色

普通

30% P436
覆土

第354図

11
甕

須 恵 器

A 187
B 282

丸底。胴部は内彎しながら外上方

に立ち上がり,上半部で強く張る。

最大径は胴部の上位に位置する。

日頸部は基部から外反気味に立ち

上がり,上位で大きく開く。端部

は垂直気味に内彎し,日唇部は丸

立ゝ。

水挽き整形。内面箆ナデ調

整,底部内面に同心円タタキ

目あり。外面平行タタキ後ナ

デ調整。胴部上位には,10本

の波状文が 1条施されてお

り,その上下に凹線が2条巡

る。日縁部直下から日頸部に

断面三角形の凸線が3条巡

る。各凸線下に10本の波状文

が施されている。

砂粒

オ リーブ灰色

良好

70% P437  PL80
床面

口頸部・胴部上半部に

自然釉付着

第100号住居跡出土上器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

第354図

1

甕

土 師 器

A[256]
B(160)

胴部は内彎しながら頸部に至

り,国縁部はやや外反して開
く。

口縁部内面横ナデ。国額

部外面・胴部内外面箆ナ

デ。

砂粒 。長石・礫

にぶい橙色

普通

P438A PL81％

面

・５

床

2

甕

土 師 器

B(124)
C 81

平底。胴部は内彎気味に外上

方に開く。

胴部内外面箆ナデ,下端
外面箆削り。

砂粒 。長石・礫

にぶい橙色 普通
10% P438B
P438Aと 同一個体

第355図

3

甕

土 師 器

B(143)
C 72

平底。胴部は内彎しながら外

上方に立ち上がる。

胴部内面箆ナデ,外面丁
寧なナデ。

砂粒 。長石

明赤褐色  普通

Ｐ％

土

２０

覆

4

墾

土 師 器

Ａ

Ｂ

[204]

(57)

口縁部片。 口縁部 は頸部か ら

器厚 を減 じなが ら外傾 し,上
位で大 き く外反する。

口縁部内外再横ナデ。 砂粒 。長石

明赤褐色

普通

5% P440
覆土中層

5

小 形 甕

土 師 器

A[101]
B (53)

胴部は顕部から外下方に開き,

中位で強く張る。国縁部は器

厚を減じながら外傾し,端部
は尖る。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。頸部内

面に指頭による圧痕。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

20% P442
覆土

6

甑

土 師 器

[266]

(163)

A 胴部下半欠損。胴部はほぼ垂

直に立ち上がり,日縁部は頸

部から大きく外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ後縦位の箆磨

き,外面縦位の箆削り。

砂粒。長石・スコリア

浅黄橙色

普通

10% P441
ピット内上層

7

不

器師

高

土

D[118]
E (68)

脚部片。脚部は器厚を減じな

がら,ラ ッパ状に外下方に開
く。基部付近の外面に円形の

刺突がみられる。

内面ナデ,外面ナデ後箆
磨き。裾部横ナデ。

砂粒・長石・雲母

にぶい橙色

普通

Ｐ％

土

２０

覆

邪

器師

一局

土

E (75) 脚部片。脚部はラッパ状に外
下方に開く。

内面ナデ,外面ナデ後箆
磨き。内面には,輪積み
痕を明瞭に残す。

砂粒・スコリア

にぶい赤褐色

普通

20% P444
覆土中層
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第355図

9

高  不
土 師 器

D 89
E(34)

脚部片。脚部は「ハ」の字状

を呈し,裾部で大きく開く。

内面横ナデ,外面ナデ後
箆磨き。

砂粒・雲母

橙色    普通
30% P445
覆土

10

筑

土 師 器

A[128]
B (58)

底部欠損。体部は器厚を減じ

ながら内彎し,外上方に立ち

上がる。日縁部は内腎する。

口縁部 内外画横ナデ。体

部内面丁寧 なナデ,外面
箆削 り。

砂粒・長石・スコリア

灰 白色

普通

30% P447
覆土

11

不

土 師 器

A 138
B 65

丸底。体部は内彎しながら立

ち上がり,日縁部は外反して

開く。体部と口縁部の境に稜

をもつ。

国縁部横ナデ。体部内面

ナデ後箆磨き,外面丁寧
なナデ。口縁部内外面赤

彩。

砂粒・長石

橙色

普通

50% P446 PL81
覆土中層

12

不

土 師 器

A 133
B(51)

体部は浅い皿状を呈し,内彎
する。口縁部は強く外反して

外上方に開く。体部と口縁部

の境に稜をもつ。

内面劉離が進むが,体部
に箆磨き。国縁部外面横

ナデ。体部外面ナデ。

砂粒・長石

明赤褐色

普通

40% P448
覆土中層

13

不

土 師 器

A 128
B 52

体部は皿状を呈し,緩 く内彎
する。日縁部は外反して開く。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面箆ナデ後箆磨き,

外面箆削り。内外面赤彩。

砂粒・長石

赤褐色

普通

70% P449
覆土

14

イ

土 師 器

A[152]
B 56
C 40

体部は浅い皿状を呈し,内彎

気味に立ち上がる。口縁郡は

外反して開く。体部と口縁部

の境に稜をもつ。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ,外面箆削り。

内面赤彩。

砂粒 。長石

橙色

普通

50% P450
覆土

15

イ

土 師 器

A[134]
B (46)

体部は器厚を減じながら,外
上方に立ち上がり,日縁部は

やや外傾して開く。体部と口

縁部の境に稜をもつ。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ,外面箆ナデ。

内外面赤彩。

砂粒 。長石

赤褐色

普通

30% P451
覆土

杯

土 師 器

A 134
B 55

丸底。体部は器厚を減じなが

ら,内彎して立ち上がり,日
縁部は内彎する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ。

砂粒 。長石・礫

明赤褐色

普通

80% P452 PL81
貯蔵穴

17

不(脚付)

土 師 器

B (20)
D [62]
E ll

脚部片。脚部は器厚を減じな

がら,「ハ」の字状に開く。

内外面積ナデ。 砂粒・長石・雲母

灰褐色

普通

5% P453
覆土

第101号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第357図

1

餐

土 師 器

A[128]
B 300
C 55

平底。胴部は球形状を呈して

いる。日縁部はやや外傾し,

上位で外反して開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒 。長石

黒褐色

普通

50% P454 PL81
覆上上層

胴部外面煤付着

2

甕

土 師 器

B (49)
C 83

底部片。平底。胴部は外上方

に立ち上がる。

内面ナデ後箆磨き,外面
ナデ。底部箆削り。

砂粒 。長石・礫

にぶい赤褐色

普通

10% P455
覆土上層

3

高  邦
上 師 器

A[220]
B (81)

脚部欠損。不部は下位に弱い

稜を有し,器厚を減じながら,

外上方に外傾して開く。

口縁部内外巨僕ナデ。不

部内外面ナデ後箆磨き。

砂粒 。長石・パミス

橙色

普通

30% P456 PL81
覆土上層

4

高  郷
土 師 器

A[204]
B (69)

不部片。不部は下位に稜を有

し,外上方に開く。口縁部は

軽く外反する。

口縁部内外面横ナデ。不

部内外面ハケロ整形後ナ

デ。

砂粒 。長石

明赤褐色

普通

10% P457
覆土上層

5

高  不
土 師 器

D 155
E (98)

イ部欠損。脚部は円筒状を呈

し,裾部で大きく外下方に開
く。裾部は外反する。

内面ナデ,外面ナデ後縦
位の箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒。長石・スコリア

にぶい褐色

普通

50% P458
覆上上層

6

高  不
土 師 器

E (92) 脚部片。脚部は円筒状を呈し,
裾部で大きく開く。

内面ナデ,外面ナデ後箆

磨き。裾部横ナデ。

砂粒・長石

橙色

普通

30% P459
覆上上層
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第102号住居跡出上土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第358図

1

甕

土 師 器

A 271
B 295
C 78

平底。胴部は球形状を呈し,

最大径は中位にもつ。日縁部

は「く」の字状に外反し,上
位で大きく開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面丁寧
なナデ。

砂粒・パミス・礫

にぶい橙色

普通

80% P460
覆上下層

胴部外面煤付着

2

甕

土 師 器

B(293)
C 73

口縁部欠損。平底。胴部は球

形状を呈し,最大径は中位に
もつ。

内外面ナデ。内外面共に

剣離が著しい。

砂粒。長石・スコリア

にぶい橙色

普通

60% P461 PL81
覆土

3

甕

土 師 器

B(200)
C 59

口縁部欠損。丸底。胴部は球

形状を呈する。

内面ナデ,外面箆ナデ。 砂粒 。長石・パミス
にぶい橙色 普通

40% P462
覆土中層

第359図

4

甕

土 師 器

A 178
B(148)

胴部下半欠損。国縁部は,頸
部から器厚を滅じながら,大
きく外反する。胴部は外下方

に開く。

口縁部内面横ナデ,胴部
内面箆ナデ。国縁・胴部

外面ナデ後縦位の箆磨

き。

砂粒・長石

褐灰色

普通

40% P463
覆土上層

5

甕

土 師 器

B(221)
C 69

口縁部欠損。平底。胴部は球

形状を呈し,最大径は中位に
もつ。

内外面ナデ。外面剣離が

進む。

砂粒・長石・雲母

にぶい黄橙色

普通

30% P464
覆上下層

胴部外面煤付着

6

甕

土 師 器

A[206]
B(146)

底部欠損。胴部は内彎しなが

ら立ち上がり,口縁部は内彎

気味に外上方に開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面ナデ。

砂粒・長石

にぶい褐色

普通

30% P465
床面

胴部外面媒付着

7

甕

土 師 器

A ■ 7
B(62)

口縁部は頸部から外傾しなが

ら立ち上がる。

口縁部内面横ナデ後横位

の箆磨き。日頸部外面横

ナデ後縦位の箆磨き。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒 。長石・礫

にぶい橙色

普通

20% P466
貯蔵穴内底部

8

甕

土 師 器

B (98)
C 72

平底。胴部は内彎気味に外上

方に開く。

胴部内面丁寧なナデ,外
面ナデ。胴部下端箆肖」り。

砂粒・長石

にぶい責橙色 普通
30% P467
床面

9

甕

土 師 器

B (79)
C 71

平底。胴部は内彎しながら外

上方に立ち上がる。

内面箆ナデ,外面丁寧な
ナデ。

砂粒。長石・スコリア

明褐色   普通
20% P468
床面

10 土 師 器

A 135
B 148
C 59

平底。胴部は内彎気味に外上

方に立ち上がり,中位で強く
張る。日縁部は緩く外傾して

開く。

胴部内面箆ナデ,外面丁

寧な箆ナデ。日縁部器表

が摩滅し整形不明。

砂粒・長石・パミス

橙色

普通

90% P469 PL81
貯蔵穴内覆土

第360図

11
甑

土 師 器

A 311
B 253
C 94
孔径 86

無底式の甑。胴部は,外上方
に外傾しながら立ち上がり,

口縁部に至る。口縁部は端部

で器厚を減じ,直立する。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内面箆ナデ,一部 に箆
磨 き。胴部外面箆削 り。

砂粒・長石 。パミス

にぶい橙色

普通

90% P471 PL81
覆上下層

12

甑

土 師 器

A[246]
B 243
孔径 96

無底式の甑。胴部は内彎しな

がら立ち上がり,上位からほ
ぼ直立する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面斜位の箆ナデ,外
面箆肖」り。

砂粒 。長石・礫

灰黄褐色

普通

40% P472
床面

13

甑

土 師 器

A 191
B 145
C 56
孔径 39

単孔式の観。平底。胴部は外

上方に開き,口縁部で緩く内

彎する。

内面箆ナデ後箆磨き,外
面ナデ。外面は劉離が進

む。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

100%P473 PL81
覆上下層

14

鉢

土 師 器

A 251
B 83
C 90

平底。胴部は内彎して外上方

に開く。

口縁部内外面箆ナデ。外

面摩滅が進む。

砂粒・長石

褐灰色

普通

100%P470
貯蔵穴内底部

甕からの転用

15

高  坪
土 師 器

A 200
B 162
D 171
E 94

郷部は下位に稜をもち,内彎
しながら外上方に立ち上がる。

脚部は円筒状を呈し,裾部で

大きく開く。

口縁部内外面機ナデ。イ部内

外面ナデ後箆磨き。脚部内面

ナデ,外面ナデ後縦位の箆磨

き。裾部横ナデ。

砂粒 。長石・パミス

にぶい赤褐色

普通

90% P474 PL81
床面

第361図

16
高  イ
土 師 器

B(110)
D l1 6

E 92

イ部欠損。脚部は「ハ」の字

状に外下方に開く。内面に輪

積み痕が明瞭に残る。

内面ナデ,外面ナデ後縦
位の箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒 。長石・ パ ミス

にぶい橙色

普通

50% P475
覆上下層
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第361図

17
筑

土 師 器

A 145
B 74

丸底。体部は器厚を減じなが

ら,内彎して外上方に開き,
上位で強く張る。国縁部は緩

く外反して開く。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ後箆磨き,

外面丁寧な箆ナデ。底部

箆削り。

砂粒・長石・雲母

明赤褐色

普通

70% P476
貯蔵穴内底部

18

坑

土 師 器

14 2

77
48

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は大きく内留しな

がら立ち上がり,国縁部は外

反する。国唇部は尖る。

日頸部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後縦位の箆磨

き,外面ナデ。体部下端
箆削り。

色

粒

白

通

砂

灰

普

70% P478
貯蔵穴内底部

体部外面媒付着

坑

土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は器厚を減じなが

ら,大きく内彎して立ち上が

る。口縁部は外反気味に開く。

口縁部内外面積ナデ。

部内面ナデ後箆磨き,

面丁寧な箆削り。

体

外

砂粒・長石・礫

赤橙色

普通

100%P479 PL81
貯蔵穴内底部

士完

土 師 器

110

82
54

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎しながら立

ち上がり,中位で強く張る。
日縁部は外傾して開く。

回頸部横ナデ。体部内面

ナデ後縦位の箆磨き,外
面ナデ。底部箆削り。

砂粒 。長石・雲母

明赤褐色

普通

100%P481
貯蔵穴内底部

ナ宛

上 師 器

A 120
B 78
C 52

平底。体部は内彎しながら外

上方に立ち上がり,口縁部は

短く外反する。

口頸部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面横位の箆削り。

砂粒・長石

浅黄橙色

普通

100%P482
貯蔵穴内上層

坑

土 師 器

116

75
44

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部 は内彎 しなが ら外

上方に立ち上が り,口縁部 は

短 く外反する。

日縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面積位の丁寧な箆削り。

砂粒・長石・雲母

にぶい橙色

普通

95% P483
貯蔵穴内底部

23

坑

土 師 器

A 109
B 75
C 48

平底。体部は内彎気味に外上

方に開き,上位で強く張る。
日縁部は短く外反する。

口縁部内外面積ナデ。

部内面ナデ後箆磨き,

面横位の箆ナデ。

体

外

砂粒・長石・パミス

淡橙色

普通

90% P484 PL81
貯蔵穴内上層

上宛

土 師 器

A 101
B 73
C 29

平底。体部は内彎しながら外

上方に立ち上がり,上位で強

く張る。口縁部はほぼ直立す

る。口唇部は尖る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面丁寧なナデ,外面
ナデ後横位の箆磨き。

砂粒 。長石・雲母

淡橙色

普通

90% P485 PL81
貯蔵穴内底部

25

ナ完

土 師 器

A 95
B 81
C 43

平底。体部は肉脅しながら外

上方に立ち上がり,中位で張
る。日縁部は外反して開く。

口頸部内外面横ナデ。体

部内面箆削り,外面上位
は箆磨き,中位以下箆ナ

デ。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

60% P487 PL81
覆土上層

不

上 師 器

A 166
B 61
C 59

平底。体部は器厚を減じなが

ら,内彎して立ち上がる。日

縁部は外傾して開く。

回縁部内外面横ナデ。

部内面丁寧な箆ナデ,

面ナデ。

体

外

砂粒・長石・パミス

明赤褐色

普通

90% P477
覆土

内外面煤付着

27

不

上 師 器

132

(62)

Ａ
一
Ｂ

底部欠損。体部は大きく内彎

しながら外上方に開き,国縁

部は外傾する。国唇部は尖る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面ナデ後横位の箆磨き。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

60% P480
覆土

不

土 師 器

[130]

59
38

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎しながら外

上方に立ち上がり,日縁部は

器厚を減じながら,短 く外反

する。国唇部は尖る。

口頸部横ナデ。体部内面

ナデ後箆磨き,外面ナデ

後箆磨き。体部下端箆削

り。

砂粒・スコリア

橙色

普通

50% P486
覆上下層

邪

土 師 器

14 9

64
54

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎しながら外

上方に立ち上がり,国縁部は

やや内彎する。

体

外

口縁部内外面横ナデ。

部内面ナデ後箆磨き,

面丁寧なナデ。

砂粒・長石・ 雲母

橙色

普通

Ｐ％

面

７０

床

不

土 師 器

14 3

62
47

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は器厚を減じなが

ら,外上方に立ち上がり,ロ

縁部は緩く内彎する。

口縁部横ナデ。体部内面

ナデ後箆磨き,外面丁寧
なナデ。体部下端箆削り。

砂粒 。長石

にぶい黄橙色

普通

80% P489
覆上中層

31

イ

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

上げ底。体部は内彎気味に外

上方に開き,国縁部に至る。
国唇部は尖る。

回縁部内外面横ナデ。体

部内面丁寧なナデ,一部
寛磨き。体部外面箆ナデ。

砂粒・長石・スコリア

浅黄橙色

普通

90% P490 PL81
貯蔵穴内底面

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

一Ｃ

平底。体部は内彎して外上方

に開き,口縁部はほぼ直立す

る。

回縁部内外面積ナデ。体

部内外面箆ナデ後一部箆

磨き,外面箆削り。

砂粒 。長石

褐色

普通

100% P491 PL81

貯蔵穴内上層
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第361図

33
不

土 師 器

A 154
B 42
C 60

平底。浅い皿状 を景 tン ,体部
は綬 く肉彎 して外上方に開き,

回縁部 に至 る。国唇部は尖 る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面ナデ。

砂粒・ パ ミス

橙色

普通

95% P492
床面

第362図

34
邦

土 師 器

A[153]
B 58
C 48

上げ底。体部は器厚を減じな

がら,内彎して外上方に開く。

日縁部は垂直に立ち上がり,

国唇部は尖る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面ナデ。体部下端箆削り。

砂粒・長石・ パ ミス

にぶい橙色

普通

60% P498
貯蔵穴内上層

不

土 師 器

A 143
B 46
C 38

平底。体部は内彎して外上方

に立ち上がる。日縁部は短く

外傾し,端部は丸くおさめる。

国縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ,一部箆磨
き。外面ナデ。

砂粒 。長石・礫

明赤褐色

普通

50% P494
覆土

不

土 師 器

A 182
B 51
C 24

平底。体部は内彎して外上方

に立ち上がり,国縁部に至る。

日縁部はほぼ垂直に立ち上が

る。国唇部は尖る。

口頸部横ナデ。体部内面

ナデ後箆磨き,外面箆ナ
デ。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

95% P495
覆土

37

不

土 師 器

A 139
B 56
C 59

平底。体部は内彎気味に外上

方に開き,口縁部に至る。国
唇部は丸くおさめる。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆ナデ。

砂粒 。長石・ パ ミス

にぶい褐色

やや不良

70% P496
床面

増

土 師 器

A[96]
B 91
C 48

平底。胴部は内彎しながら外

上方に立ち上がる。国縁部は

やや内彎気味に外反して開き,

日縁部に至る。日唇部は丸く

おさめる。

国縁部内面横ナデ,外面
斜位の箆ナデ。頸部外面

斜位の箆ナデ。胴部内面

指頭によるナデ,外面箆
肖」り。

砂粒・長石

橙色

普通

70% P497
覆上下層

第103号住居跡出土土器観察表

器   種 法量 (ctn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第 362図

1

甕

土 師 器

A 167
B(140)

口縁部 はやや外反気味に立ち

上が り,日唇部 は丸い。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒 。長石

灰褐色   普通
20% P499
覆上中層

第363図

2

奏

土 師 器

A 166
B(246)

底部欠損。胴部は球形状を呈

する。国縁部は外反して立ち

上がり,上位で大きく開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。一部剣

離が進む。

砂粒 。長石・礫

にぶい橙色

不良

80% P498 1L82
覆土中層

3

甕

土 師 器

A 167
B (78)

国縁部片。口縁部は外反気味

に立ち上がり,上位で大きく
開く。

国頸部内面横ナデ後横位

の箆ナデ,外面横ナデ。
砂粒・長石・スコリア

橙色

普通

20% P500
覆上下層

4

甕

土 師 器

B (51)
C 48

平底。胴部は器厚を減じなが

ら,外上方に開く。
胴部内面箆ナデ,外面ナ 砂粒 。長石

黒褐色   普通
10% P724
床面

5

甕

土 師 器

B (67)
C 68

上げ底。胴部は外上方に開く 胴部内面ナデ,外面箆削
り。

砂粒・長石

褐灰色   普通
10% P725
覆上中層

6

甕

土 師 器

A 141
B(89)

口縁部は中位で器厚を増して,

外傾気味に立ち上がる。胴部

は緩く内彎して下がる。

口縁部内面横位の箆ナ

デ,外面剣離が著しく整
形不明。

砂粒 。長石・パミス

明赤褐色

不良

20% P726
覆上中層

7

小 形 甕

土 師 器

A[130]
B 93

丸底。胴部は内彎しながら外上方

に立ち上がり,中位で張る。口縁

部は頸部から外反して開く。

口頸部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ。

胴部下端箆削り。

砂粒・長石・礫

明赤褐色

普通

90% P727
覆上下層

甑

土 師 器

A[242]
B 245
孔径 [82]

無底式の甑。胴部は外上方に

外傾しながら立ち上がり,中
位で緩く内彎して口縁部に至

る。口縁部はやや外傾する。

口頸部内外面横ナデ。胴

部外面箆肖」り,内面摩滅
して整形不明。

砂粒・長石

灰白色

普通

20% P728 PL82
覆土中層

高  不
土 師 器

A[142]
B 101
D [82]
E 38

不部は半球状を呈し,下位に

僅かに稜をもつ,日縁部は強
く外反する。脚基部は円柱状

を呈し,裾部で大きく外反す
る。

日縁部内面横ナデ,外面僚ナ

デ後縦位の箆磨き。不部内面

ナデ後箆磨き,外面ナデ。脚

部ナデ。裾部横ナデ。郵部内

外面赤彩。

砂粒 。長石

赤色

普通

50% P729 PL82
床面
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器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上。色調・焼成 備 考

第363図

10
高  イ
土 師 器

B (63) 不部は外上方に開く。脚部は
円筒状を呈し,裾部で大きく

開く。

不部内外面ナデ。脚部内

面箆削り,外面ナデ後箆

磨き。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

40% P730
床面

第364図

11
高  不
上 師 器

B(59)
D [93]
E 44

不部欠損。脚部は器厚を減じ

ながら,ラ ッパ状を呈し,裾

部で大きく開く。

脚部内外面ナデ。裾部横

ナデ。

砂粒 。長石・パミス

にぶい橙色

普通

30% P731
覆土上層

不

土 師 器

A[127]
B 55

丸底。体部は内彎して外上方

に開き,日縁部はやや外反す

る。

口縁部横ナデ。体部内面

ナデ後箆磨き,外面ナデ。

砂粒・長石

暗赤褐色

普通

60% P732
覆土上層

不

上 師 器

A 140
B 53

体部は浅い皿伏を呈し,国縁

部は外傾する。体部と口縁部

の境に稜を有する。

口縁部内面箆磨き,外面
箆ナデ。体部内面ナデ後

箆磨き,外面箆ナデ。

砂粒・スコリア

明赤褐色

普通

95% P733
床面

14

不

土 師 器

A 142
B 53

体部は浅い皿状を呈し,口縁

部は外反気味に開く。体部と

口縁部の境にH/1瞭な稜を有す

る。

内面ナデ後箆磨き。口縁

部外面横ナデ。体部外面

箆削り。日縁部内外面。

体部内面赤彩。

砂粒 。長石・礫

にぶい橙色

普通

70% P734
床面

不

土 師 器

A[151]
B(54)

体部は浅い皿状を呈し,日縁

部は外反しながら外上方に開

く。体部と口縁部の境に稜を

有する。

口縁部横ナデ。体部内面

ナデ後箆磨き,外面ナデ。

国縁部内外面・体部内面

赤彩。

砂粒・長石・スコリア

赤色

普通

40% P735
覆土上層

16

不

土 師 器

A 133
B 49

体部は皿状を呈し,国縁部は

ほぼ直立する。体部と口縁部

の境に明瞭な稜を有する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆ナデ。日縁部内外

面・体部内面赤彩。

砂粒。長石・スコリア

赤色

普通

100%P736
床面

17

不

上 師 器

A[■ 9]
B 42

体部は浅い皿伏を呈し,日縁

部は外反気味に立ち上がる。

体部と口縁部の境に弱い稜を

有する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ,外面箆削り。

砂粒・雲母 。長石

にぶい赤褐色

普通

90% P737 PL82
覆土上層

18

不

土 師 器

A[118]
B 44

丸底。体部は外上方に開き,

国縁部は外反気味に立ち上が

る。体部と口縁部の境に僅か

に稜をもつ。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆肖」り。日縁部内外面

体部内面赤彩。

砂粒。長石・スコリア

赤色

普通

70% P738 PL82
覆上下層

19

不

土 師 器

A[126]
B 44

丸底。体部は緩く内彎しなが

ら外上方に立ち上がり,口縁

部はやや外傾気味に開く。体

部と口縁部の境に横ナデによ

る稜を僅かに有する。

口縁部内外面積ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆ナデ。

砂粒。長石・スコリア

にぶい橙色

普通

25% P739
覆土中層

第104号住居跡出土上器観察表

図版巻号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第364図

1

密

土 師 器

A[176]
B(201)

底部欠損。胴部は長胴を呈し,

内彎気味に立ち上がる。日縁

部は「く」の字状に外反する。

口頸部内外面横ナデ。胴

部内外面ナデ。

砂粒・長石・スコリア

橙色

やや不良

40% P745 PL82
床面

2

不

土 師 器

A ■ 6
B 39

体部は浅い皿状を呈し,回縁

部は外反気味に立ち上がる。

体部と口縁部の境に弱い稜を

有する。

口縁部内外面。体部内面

横ナデ。体部外面箆削り。

砂粒 。長石

にぶい責橙色

普通

70% P746 PL82
覆土
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第105号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第365図

1

甕

土 師 器

18 3

34 6

80

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は球形状を呈し,

内彎して外上方に開く。国縁

部は外傾して立ち上がり,上
位で大きく開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面ナデ,剣離が進

む。

砂粒・長石

浅黄橙色

普通

Ｐ％

面

７０

床

2

甕

土 師 器

184

32 0

67

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は球形状を呈し,

内彎しながら外上方に開く。

国縁部は外反気味に立ち上が

り,大きく開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ,外面箆ナデ。

砂粒 。長石

にぶい赤褐色

普通

60% P749 PL82
床面

3

甕

土 師 器

B(236)
C 72

口縁部欠損。平底。胴部は球

形を呈し,最大径は中位にも
胴部内外面箆ナデ。 砂粒・長石・スコリア

にぶい赤褐色

普通

60% P750 PL82
床面

外面煤付着

第 366図

4

密

土 師 器

B(222)
C 75

口縁部欠損。平底。胴部は球

形状を呈し,内彎して外上方
に開く。

胴部内外面ナデ。劉離が

進行し,特に内面で著し
砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

40% P751
床面

5

甕

土 師 器

[182]

(32 7)

Ａ

Ｂ

底部欠損。胴部は球形状を呈する。

日縁部は垂直に立ち上がった後,

大きく外傾して開く。

口縁部外画陵ナデ。胴部

内面横位の箆ナデ,外面
ナデ後箆磨き。

砂粒 。長石・礫

明赤褐色

普通

％

面

４０

床

6

甕

土 師 器

B(233)
C 68

口縁部欠損。平底。胴部は球

形状を呈する。

胴 部 内外面丁寧 な箆 ナ 砂粒・長石

橙色    普通
30% P753
床面

7

甑

土 師 器

A 257
B 261
子し径 94

無底式の観。胴部は底部から

ほぼ直線的に外傾して口縁部

に至る。胴部中位に角状の把

手を有する。

口縁部内外面横ナデ。

部内面ナデ後箆磨き,

面箆ナデ。

胴

外

砂粒・パミス・礫

橙色

普通

ＰＰ％

面

９０

床

第367図

8

観

上 師 器

A 311
B 256
孔径 77

無底式の甑。胴部は内彎気味に外

上方に立ち上がり,日縁部に至る。

胴部中位に,把手を嵌め込んだも

のと思われる孔を穿つ。

胴部内面丁寧なナデ,外
面丁寧な箆ナデ。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

ＬＰＰ％

面

４０

床

9

イ

器師

一局

土

Ａ

Ｂ

198

(6 4)

脚部欠損。郷部は下位に稜をもち,

内彎気味に外上方に立ち上がる。

日縁部はやや外反して開く。

不部内面ハケロ整形後ナ

デ。国縁部外面横ナデ。不

部外面ナデ。

砂粒 。長石

明赤褐色

普通

ＬＰＰ％

面

７０

床

10

娩

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

131

73
47

平底。体部は内彎しながら外

上方に開き,日縁部は内彎す

る。

口縁部横ナデ。体部内面

ナデ後箆磨 き,外面ナデ ,

中位 は横位の箆磨 き。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

Ｐ％

面

９０

床

11

ナ冗

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

124

57
37

平底。体部は緩やかなカーブ

を描いて上方に開き,日縁部
は内彎する。日唇部は尖る。

口縁部内外面横ナデ。

部内面ナデ後箆磨き,

面丁寧なナデ。

体

外

粒

色

通

砂

橙

普

70% P758
床面

坑

土 師 器

Ａ

Ｂ

13 4

(54)

底部欠損。体部は外上方に立

ち上がり,口唇部は丸くおさ

める。

日縁部横ナデ。体部内面

丁寧なナデ,外面箆ナデ。

砂粒・パミス

橙色

普通

％

土

６０

覆

筑

上 師 器

A[118]
B 70
C 43

平底。体部は内彎気味に外上

方に開き,口縁部は内傾する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面丁寧なナデ後一部

箆磨き,外面箆ナデ。

砂粒・長石・パミス

淡橙色

普通

Ｐ％

面

５０

床

不

土 師 器

A[144]
B 56
C[42]

上げ底。体部は緩く内彎しな

がら外上方に開き,口縁部は

直立する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面丁寧なナデ,外面
箆ナデ。

砂粒・長石・雲母

にぶい橙色

普通

25% P761
仄面

不

上 師 器

[157]

65
55

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は緩く内彎しなが

ら外上方に開き,上位で直立
する。国縁部は外傾して開く。

口頸部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後縦位の箆磨

き,外面丁寧なナデ。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

Ｐ％

面

３０

床

不

土 師 器

A 161
B 63
C 76

歪んだ平底。体部は器厚を減

じながら,内彎気味に外上方
に開き,中位で大きく内彎す
る。国縁部は外反する。

口縁部内外面横ナデ。

部内面ナデ後箆磨き,

面箆ナデ。

体

外

砂粒

にぶい栓色

普通

90% P763 PL82
床面
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図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第367図

17
不

土 師 器

A 152
B 57
C 68

平底。体部 は内彎気味に外上

方に立ち上が り,上位で直立

する。口縁部 はやや外傾する。

口縁部内外面横 ナデ。体

部内面ナデ後箆磨 き,外
面丁寧 なナデ。

砂粒・ 長石

橙色

普通

70% P764
覆土

18

不

土 師 器

A 148
B 56
C 52

平底。体部は内彎して外上方

に立ち上がり,日縁部は直立

する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面ナデ。

砂粒・長石・パミス

橙色

普通

95% P765
床面

19

邪

土 師 器

A 147
B 58
C 47

平底。体部 は内彎 しなが ら外

上方に立ち上が り,口縁部 は

やや内彎する。日唇部 は尖 る。

日縁部内外面横ナデ。体部内

面ナデ後縦位の箆磨き,外面

ナデ,体部下半箆削り。

砂粒 。パ ミス 。礫

にぶい橙色

普通

90% P766
床面

第368図

20
邪

上 師 器

A[134]
B 55
C [54]

平底。体部は器厚を減じなが

ら,外上方に内彎気味に開く。

口縁部は内傾する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面丁寧なナデ。

砂粒・長石・スコリア

にぶい橙色

普通

40% P767
覆土

21

不

土 師 器

A 148
B 53
C 55

平底。体部は内彎気味に外上

方に立ち上がり,国縁部は内

彎する。

口縁部内外面積ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面ナデ。

砂粒。長石・雲母

にぶい橙色

普通

95% P768 PL82
床面

不

土 師 器

A[140]
B 48
C 56

平底。体部は器厚を減じなが

ら,内暫して立ち上がり,国
縁部で直立する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面横位の箆削り。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

60% P769
床面

23

不

土 師 器

A 151
B 53
C 60

平底。体部は内彎気味に立ち

上がり,口縁部はやや内彎す

る。

内外面ナデ。全体に摩滅

している。

砂粒。長石・雲母

にぶい橙色

不良

60% P770
床面

不

土 師 器

A 138
B 63
C 50

平底。体部は内彎気味に立ち

上がり,図縁部はほぼ直立す

る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後放射状の箆

磨き,外面ナデ。

砂粒・長石・パ ミス

橙色

普通

95% P771
床面

不

土 師 器

A[141]
B 46
C 50

平底。体部は内彎気味に外上

方に立ち上がり,口縁部はほ

ぼ直立する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後一部箆磨

き,外面箆ナデ。

砂粒 。長石・パミス

にぶい橙色

普通

75% P772 PL82
床面

不

上 師 器

A 91
B 31
C 50

平底。体部は器厚を減じなが

ら,外上方に開く。国縁部は

ほぼ直立する。口唇部は尖る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆削り。

砂粒 。長石

浅責橙色

普通

80% P773
床面

27

不

須 恵 器

A[108]
B(52)

たちあがりは,内傾して高く

立ち上がり,端部は内側に段
を有する。受部はやや外下方

にのび,端部は尖る。底部は

内腎気味に立ち上がり,外方
に屈曲して受部に至る。

水挽き整形。回転ナデ調

整。底部回転箆削り調整。

砂粒

明褐灰色

良好

40% P774
床面

第108号住居跡出土上器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第368図

1

寮

土 師 器

A 180
B (85)

口縁部は外反して立ち上がる。

胴部は内彎して外下方に開く。

口縁部内面横ナデ,外面

横ナデ後縦位の箆磨き。

胴部内面箆ナデ,外面ナ

デ。

砂粒・長石・雲母

にぶい赤褐色

普通

15% P781
床面

胴部外面煤付着

2

高 郷

土 師 器

A 140
B 92
D[118]
E 46

不部は内彎しながら外上方に

立ち上がり,国縁部はほぼ直

立する。脚部は器厚を減じな

がら,大きく「ハ」の字状に

開く。

口縁部内外面懐ナデ。不

部内面丁寧な箆ナデ,外
面ナデ後箆磨き。脚部外

面ナデ。裾部横ナデ。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

70% P782 PL82
床面

第369図

3

邪

上 師 器

A 158
B 59
C 50

平底。体部は内彎気味に外上

方に開き,日縁部は内彎する。

日縁部内外面榛ナ茂体部内

面ナデ後箆磨き,外面ナデ,

上半部には箆磨き。

砂粒・長石・スコリア

橙色

普通

90% P783
覆上下層
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第109号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第 369図

1

密

土 師 器

A[124]
B(141)

胴部は内彎し,肩部で張る。
国縁部は外傾し,中程に稜を
もつ。

回縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒 。長石

赤色

普通

40% P784
床面

2

甕

土 師 器

A 166
B(191)

胴部は内彎し,口縁部はやや

外傾して大きく開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面ナデ後箆磨き。

砂粒 。長石・礫

明褐灰色  普通
40% P785
床面

3

甕

土 師 器

B(153)
C 80

上げ底。胴部は内彎して外上

方に開く。

胴部内面ナデ,下位は箆
削り,外面箆ナデ。

砂粒・長石・パミス

灰責褐色  普通
40% P786
カマド内底面

4

甑

土 師 器

A 210
B 270
孔径 76

無底式の甑。胴部は内彎気味

に立ち上がり,中位からほぼ

直立し,日縁部は外反する。
中位に角状の把手を有する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ後箆磨き,

外面箆ナデ,下半は箆削
り。

砂粒 。長石

褐灰色

普通

95% P787
床面

第370図

5

観

土 師 器

A 198
B 158
孔径 63

無底式の甑。胴部は緩く内彎

して立ち上がリロ縁部に至る。

回縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面箆削
り。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

85% P788 PL82
床面

6

高  不
土 師 器

A 147
B(108)
E (52)

郷部は内彎しながら外上方に

立ち上がり,国縁部は直立す
る。脚部は肥厚で,ラ ッパ状
に外下方に開く。

口縁部内外面横ナデ。不

部内外面ナデ。脚部内面

箆ナデ,外面ナデ後箆磨
き。

砂粒 。長石・パミス

にぶい橙色

普通

80% P789 PL82
カマド内底面

7

高  不
土 師 器

A E14 0]

B (87)
E(42)

イ部は内彎気味に立ち上がり,

日縁部はほぼ直立する。脚部

は内彎気味に外下方に開く。

口縁部外面横ナデ。不部

内面ナデ後箆磨き。脚部

内面ナデ,外面ナデ後箆
磨き。

砂粒・礫

橙色

普通

60% P790
ピット内底面

琉

土 師 器

A 142
B 70
C 60

平底。体部は内彎 しなが ら立

ち上が り,日縁部 はやや内彎
する。

口縁部内外面積ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面ナデ。

砂粒・長石

灰白色

普通

90% P791
覆土

士宛

土 師 器

A[184]
B (71)

底部欠損。体部は内彎しなが

ら立ち上がり,国縁部は外傾
して開く。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ後箆磨き,

外面箆削り。内面黒色処

"里

。

砂粒

褐灰色

普通

20% P793
床面

10

不

土 師 器

A 134
B 60

丸底。体部は内彎しながら外

上方に立ち上がり,日縁部は

内彎する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面箆ナデ,底部箆
肖」り。

砂粒 ,長石

にぶい赤褐色

普通

70% P792
覆土上層

11

不

土 師 器

A[140]
B 42
C 46

平底。体部は器厚を減じなが

ら,内彎して立ち上がり,日
縁部は直立する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆削り。

砂粒

橙色

普通

40% P794
覆土

12

増

土 師 器

B (54)
C 28

口縁部欠損。平底。胴部は内

脅気味に立ち上がり,下位で

強く張る。

体部内面ナデ,外面箆ナ 砂粒・ スコリア
にぶい黄橙色

普通

70% P795 PL82
覆土

第110号住居跡出上土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第371図

1

甕

土 師 器

A[184]
B(232)

底部欠損。胴部は球形状を呈

し,日縁部は外反して立ち上

がり,大きく開く。

口頸部内面横ナデ,外面
横ナデ後縦位の箆磨き。

胴部内外面丁寧なナデ。

砂粒・長石・礫

にぶい黄橙色

普通

60% P796
覆上下層

2

甕

土 師 器

A E22 2]

B(131)
口縁部片。国縁部は大きく外

反し,中位に稜を有する。胴部

は内彎しながら外下方に開く。

口頸部内面横ナデ,外面
ナデ後縦位の箆磨 き。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒・長石

橙色

普通

20% P797
床面

3

甕

上 師 器

A[164]
B(184)

胴部は内彎し,中位で張る。
口縁部は外反気味に立ち上が

る。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒・長石・雲母

にぶい褐色

普通

30% P798
覆上下層

胴部外面煤付着
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第 371図

4

密

土 師 器

A[188]
B(118)

胴部は内彎し,口縁部は外傾

気味に立ち上がり,端部で外
反する。

内面ナデ後箆磨き,外面
丁寧なナデ。

砂粒・長石

褐灰色

普通

15% P799
覆土中層

第372図

5

甑

土 師 器

A 223
B 229
孔径 73

無底式の甑。胴部 は内彎気味

に立ち上が り,日縁部 に至 る。

国縁部は大 きく外反 して開 く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面ナデ後箆磨き。

砂粒・長石・礫

明褐灰色

普通

90% P800 PL82
床面

6

高  郷
土 師 器

A 211
B(103)
E (23)

脚部欠損。イ部 は器厚 を減 じ

なが ら,外上方に立ち上が り,

回縁部で大 きく外反する。

口縁部内外面横ナデ。内

面ナデ後箆磨き,外面ナ
デ,下端は箆削り。

砂粒 。長石

にぶい責褐色

普通

55% P801
覆上下層

7

高  不
土 師 器

A 150
B 99
D 94
E 40

郷部は二次加熱を受け大きく

歪み,内彎気味に外上方に開

く。口縁部はほtま直立する。

脚部は「ハ」の字状を呈し,

裾部で外反して開く。

国縁部内外面横ナデ。不

部内外面丁寧なナデ。脚

部内面箆削り,外面ナデ

後箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒・長石

橙色

普通

95% P802 PL82
覆上下層

口縁部に鉱津付着

高  不
土 師 器

A 146
B 95
D [97]
E 38

不部は内彎気味に外上方に開

き,日縁部は直立する。脚部
は「ハ」の字状を呈し,裾部
で大きく外反する。

口縁部内外面横ナデ。不

部内面ナデ後箆磨き,外
面丁寧なナデ。脚部内外

面ナデ。裾部横ナデ。

砂粒・長石・雲母

浅黄橙色

普通

65% P808 PL82
覆土

筑

上 師 器

B (66)
C 50

平底。体部は内彎しながら立

ち上がり,国縁部で外反する。

体部内面ナデ後箆磨き,

外面ナデ。

砂粒。長石・パミス

にぶい明赤褐色

普通

50% P804
床面

不 (脚付 )

土 師 器

A 155
B 61
D 43
E 15

不部は内彎気味に外上方に開

き,日縁部はやや内彎する。

脚部は「ハ」の字状に開く。

日縁部内面懐ナデ後箆磨き。

イ部内面ナデ後箆磨き,外面

ナデ後箆磨き。脚部内面横

位,外面縦位の箆磨き。

砂粒・長石

明赤褐色

普通

100%P805 PL82
床面

11

不 (脚付 )

上 師 器

A 202
B 59
D E50]
E 16

不部は浅い皿状を呈し,日縁

部は内彎気味に開く。脚部は

「ハ」の字状に開き,端部は

尖る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面箆削り。脚部内

外面横ナデ。

砂粒・長石

灰褐色

普通

85% P806 PL82
覆上下層

不 (脚付)

上 師 器

A 163
B 61
D 41
E 15

不部は内彎気味に外上方に開

き,日縁部はやや内彎する。

脚部は「ハ」の字状に開く。

口縁部外面横ナデ。不部

内面ナデ後箆磨き,外面
丁寧なナデ。脚部横ナデ。

外面縦位の箆磨き。

砂粒・長石・ パ ミス

橙色

普通

90% P807
床面

第111号住居跡出土土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第373図

1

甕

上 師 器

A 178
B 327
C 68

平底。胴部は球形状を呈し,

最大径は中位にもつ。国縁部

は外傾気味に立ち上がり,上
位で大きく開く。

回縁部内外面横ナデ。胴

部内外面ナデ。口縁部に

箆ナデによる整形痕が残

る。

砂粒 。長石・ パ ミス

灰白色

普通

70% P808 PL83
貯蔵穴内底面

2

密

土 師 器

A 176
B 267
C 70

平底。胴部は球形状を呈し,

最大径は中位にもつ。日縁部

は「く」の字状に外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面ナデ。

砂粒。長石・雲母

にぶい橙色

普通

95% P809 PL83
覆土上層

3

甕

土 師 器

A 180
B 255
C 68

平底。胴部下半は引き締まり,内

彎しながら外上方に立ち上がる。

日縁部は大きく外反して開く。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内面ナデ,外面丁寧な

箆ナデ。

砂粒。長石・礫

明赤褐色

普通

75% P810
床面

胴部外面煤付着

4

甕

土 師 器

A 166
B(174)

胴部下半欠損。胴部は球形状

を呈し,国縁部は外傾して開

く。

回縁部内面横ナデ,外面憐ナ

デ後箆磨き。胴部内面箆ナ

デ,外面ナデ後箆磨き。

砂粒・スコリア

にぶい橙色

普通

30% P811
覆土

胴部外面煤付着

第374図

5

甕

上 師 器

A 170
B(102)

口縁部は外反 して開 く。胴部

は頸部か ら内彎気味 に外下方

に開 く。

口縁部内面ナデ,外面横
ナデ。胴部内面箆ナデ。

砂粒 。長石

明赤褐色

普通

20% P812
覆上下層
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第374図

6

密

土 師 器

B(157)
C 54

平底。胴部は球形状を呈し,

最大径は中位にもつ。胴部は

歪む。

内面箆ナデ,外面剖離が

進み,整形不明。
砂粒 。長石・礫

にぶい褐色

普通

80% P813
覆上中層

7

高  不
土 師 器

B (94)
D 149
E 80

不部欠損。脚部はラッパ状を

呈し,裾部で大きく開く。

内面箆ナデ,外面ナデ後
縦位の箆磨き。裾部横ナ

デ。

砂粒・長石・雲母

にぶい橙色

普通

55% P814 PL83
覆上下層

8

ナ完

土 師 器

A 121
B 87
C 51

平底。体部は内彎して外上方

に立ち上がり,上位で張る。
日縁部は短くやや外反する。

口縁部内外面積ナデ。体

部内面箆ナデ,外面ナデ。

底部に箆状工具による沈

線が 1条施される。

砂粒 。長石

明赤褐色

普通

95% P815 PL83
覆上下層

9

筑

土 師 需

A[139]
B 71
C 47

平底。体部は内彎気味に外上

方に開き,日縁部は内傾する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆ナデ。

砂粒・長石

赤色

普通

60% P818
覆土

坑

土 師 器

A[136]
B 59
C 42

平底。体部は内彎して外上方

に立ち上がり,日縁部は内脅

する。

口縁部内外画横ナデ。体

部内外面ナデ後箆磨き。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

40% P819
床面

不

土 師 器

A 144
B 61

丸底。体部は器厚を減じなが

ら,内彎して立ち上がる。口

縁部は外反して開き,日唇部
は尖る。

口縁部内外面積ナデ。体

部内面箆ナデ,外面丁寧
なナデ。底部箆削り。

砂粒。長石・スコリア

灰褐色

普通

98% P816
覆上下層

不

土 師 器

A 153
B 64
C 64

平底。体部は内彎気味に外上

方に開き,上位で張る。口縁
部は短く外傾する。

口縁部外面横ナデ。体部

内面箆ナデ,外面ナデ。
口縁部内面劉離が進む。

砂粒 。長石

褐灰色

不良

60% P817
床面

邦 (脚付)

土 師 器

A 169
B (58)
E (16)

不部は浅い皿状を呈し,外傾
して外上方に開き,国縁部に

至る。日唇部は尖る。脚部は

「ハ」の字状に開く。

口縁部内外面横ナデ。不

部内外面丁寧なナデ。脚

部外面箆磨き。

砂粒 。長石・礫

橙色

普通

50% P820
床面

第112号住居跡出上土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第375図

1

不

土 師 器

B (21) 口縁部は外傾して開き,体部
との境に稜を有する。

口縁部内外面横位の箆磨

き。体部内面箆磨き。

砂粒

黒色

普通

3% P822
覆土

2

不

土 師 器

A[170]
B (44)

体部は内彎気味に外上方に立

ち上がり,日縁部は外傾して

開く。

水挽き整形。体部内面箆

磨き。

砂粒・雲母

橙色

普通

20% P821
覆土

流れ込み

第115号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

l

甕

土 師 器

A 202
B 313
C 79

平底。胴部は球形状を呈し,

最大径は中位にもつ。国縁部

は「く」の字状に外反して開

く。

国縁部内外面横ナデ。胴

部内外面ナデ,外面箆ナ
デ。

砂粒・長石・礫

にぶい橙色

普通

80% P823 PL83
覆上下層

2

甕

土 師 器

A[200]
B (80)

口縁部は頸部から大きく外反

して開く。

日縁部内外面積ナデ。胴

部外面箆ナデ。

砂粒 。長石・パミス

にぶい橙色

普通

5% P824
覆土

3

高  イ
土 師 器

B (55)
D[105]

イ部欠損。脚部はラッパ状を

呈し,裾部で大きく開く。

脚部内面ナデ,外面ナデ

後箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒 。長石・パミス

にぶい橙色

普通

30% P825
床面
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第116号住居跡出上土器観察表

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第376図

1

密

上 師 器

A 175
B(320)

底部欠損。胴部は球形状を呈

し,最大径は中位にもつ。ロ

縁部は外反気味に立ち上がり,

上位で大きく開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面丁寧なナデ,外面
箆ナデ。

砂粒 。長石

明赤褐色

普通

90% P826 PL83
覆土

2

甕

土 師 器

A 183
B 276
C 68

平底。胴部は内彎しながら外上方

に立ち上がり,下位で張る。日縁

部は頸部から外反して開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒・長石・礫

にぶい褐色

普通

70% P827
床面

3

甕

土 師 器

A 161
B(285)

底部欠損。胴部は内彎しながら外

上方に立ち上がり,下位で張る。

日縁部は外反して開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒・長石・礫

橙色

普通

85% P828
床面

4

甕

土 師 器

B(235)
C [90]

口縁部欠損。胴部は内彎気味

に外上方に立ち上がる。胴都

下半は歪む。

胴部内面箆肖」り。胴部外

面箆状工具による肖Jり ,

下半部 はその後ナデ。

砂粒。長石・スコリア

赤色

普通

30% P829
覆上下層

高  郭
土 師 器

A 138
B 100
D ■ 4
E 45

郭部は内彎気味に外上方に立

ち上がり,中位で強く内彎し

た後,日縁部は強く外反して

開く。脚部は円柱状を呈し,

裾部で外反気味に大きく開く。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面箆ナデ,外面ナ

デ。脚部外面ナデ後箆磨

き。裾部横ナデ。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

95% P830 PL83
カマド内上層

6

高  不
上 師 器

B (70)
D El1 4]

イ部欠損。脚部は円柱伏を呈し,

裾部で外下方に大きく開く。

脚部外面ナデ後箆磨き。

裾部横ナデ。

砂粒 。長石・雲母

暗赤褐色  普通
30% P831
覆上下層

第377図

7

坑

土 師 器

A[106]
B 59
C 44

平底。体部は内彎して立ち上

がり,口縁部は短くやや外反

する。

口縁部内面横ナデ。体部

内外面箆ナデ,外面箆削
り。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

80% P832
覆上下層

8

邪

土 師 器

A 144
B 60
C 45

平底。体部は内彎気味に立ち

上がり,日縁部はほ|ま直立す

る。

国縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ,外面箆削り。

砂粒

赤褐色

普通

50% P833
覆土上層

9

不

土 師 器

A 109
B 46

丸底。体部はやや内彎しながら外

上方に開き,日縁部は内傾する。

体部と口縁部の境に稜をもつ。

日縁部内外面横ナデ。体部内

面箆磨き,外面ナデ後一部箆

磨き。下端箆肖」り。

砂粒・長石・雲母

橙色

普通

90% P834 PL88
覆上下層

10

高  イ
須 恵 器

A[160]
B(72)
E (07)

体部は緩く内彎しながら立ち上が

る。日縁部は外反し,端部は尖る。

体部と日縁部の境に断面三角形の

鋭い凸線を2条有し,下部には羽

状文が施されている。羽状文の上

下には把手を貼り付けた痕跡が認

められる。脚部には四方向に方形

のスカンが穿ってある。

水挽き整形。日縁部横ナ

デ調整。底部外面回転ナ

デ調整。

砂粒 。長石

褐灰色

普通

20% P836 PL83
床面

不部内面に自然釉付

着

第117号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第378図

1

甕

上 師 器

A 184
B 272
C 87

平底。胴都は球形状を呈し,

最大径は中位にもつ。口縁部

は頸部から外傾気味に立ち上

がり,上位で大きく外反する。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面丁寧
なナデ。

砂粒。長石・スコリア

責橙色

普通

95% P837 PL84
床面

胴部外面煤付着

2

甕

土 師 器

A 222
B 229
C 72

平底。胴部は内彎して立ち上

がり,最大径は中位よりやや

上にもつ。口縁部は頸部から

外反して開く。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ

後一部に箆磨き。

砂粒。長石・パミス

にぶい橙色

普通

90% P838
覆上下層

胴部外面煤付着

3

甕

土 師 器

A 196
B 315
C 71

平底。胴部はやや長胴を呈し,最

大径は中位にもつ。日縁部は頸部

から「く」の字状に外反する。

口縁部内面横ナデ。胴部

内外面箆ナデ。外面は劉

離が進む。

砂粒 。長石・スコリア

にぶい橙色

普通

90% P839 PL84
床面
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第378図

4

甕

土 師 器

A 150
B(211)

底部欠損。胴部は内彎して立ち上

がり,最大径はやや中位より下が

る。日縁部は外反して開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面横位の箆ナデ,外
面ナデ。

砂粒 。長石・パミス

にぶい赤褐色

普通

40% P840
床面

胴部外面煤付着

第379図

5

甕

土 師 器

A 162
B(174)

胴部下半欠損。胴部は球形状

を呈し,日縁部は外反する。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内面ナデ,外面丁寧な
ナデ。

砂粒 。長石・雲母

赤褐色

普通

40% P841
覆土

6

甕

土 師 器

A 172
B(170)

胴部下半欠損。胴部 は球形状

を呈 し,国縁部 は外反 して大

きく開 く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒・長石

にぶい褐色

普通

40% P842
床面

7

甕

土 師 器

A 145
B (93)

日縁部は頸部から外反気味に立ち

上がり,胴部は外下方に開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒 。長石・パミス

橙色 普通

20% P843
覆上下層

8

甕

土 師 器

A 154
B (81)

口縁部は外反し,胴部は外下
方に開く。

国縁部内外面横ナデ。胴

部内外面ナデ。

砂粒 。長石

橙色    普通
20% P844
覆土

9

甕

土 師 器

B(110)
C 78

平底。胴部は内彎気味に外上

方に立ち上がる。

胴部内面横位の箆ナデ,

外面ナデ。

砂粒・長石

橙色    普通
30% P845
覆上下層

第380図

10
甕

土 師 器

B(174)
C 78

平底。胴部は内彎しながら外

上方に立ち上がる。

胴部内面箆ナデ,外面ナ
デ後一部箆磨き。

砂粒・長石・礫

橙色 普通

30% P846
覆土

小 形 密

土 師 器

A l1 2
B 164
C 59

平底。胴部は内彎しながら立

ち上がり,最大径は中位にも
つ。口縁部は外反して開き,

中程に凹線を巡らす。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ,外面箆ナデ。

砂粒・長石・パミス

橙色

良好

100%P847 PL84
貯蔵穴内覆土

小 形 甕

土 師 器

A 144
B 139
C 56

平底。胴部は内彎しながら外

上方に立ち上がり,国縁部は

「く」の字状に外反する。

回縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒 。長石・パミス

暗赤褐色

普通

90% P848
床面

小 形 甕

上 師 器

A 104
B 105
C[58]

平底。胴部は肥厚な球形状を

呈し,国縁部は外傾して開く。

日縁部内百横ナデ,外面横ナ

デ後縦位の箆磨き。胴部内外

面ナデ後箆磨き。

砂粒 。長石

にぶい橙色

良好

90% P849
覆土中層

壺

土 師 器

B(291)
C 91

平底。胴部は球形を呈し,最
大径は中位にもつ。

胴部内面ナデ,外面全体
が剣離し整形不明。

砂粒 。長石・石英

浅黄橙色

普通

95% P850 PL84
貯蔵穴

土 師 器

A 127
B 169
C 58

平底。胴部は球形状を呈し,中位

で張る。日縁部は外上方に外傾し

た後,外反する。中程に凸線が巡

る。日唇部は凹面となる。

日縁部内面横ナデ後縦位の

箆磨き,外面横ナデ。胴部内

面斜位の箆ナデ後箆磨き,外

面箆ナデ後箆磨き。

砂粒 。長石・雲母

橙色

良好

100%P851 PL84
床面

土 師 器

A 89
B 150
C 54

平底。胴部は内彎しながら立

ち上がり,中位で強く張る。
日縁部は外反した後内彎し,

端部は直立する。口縁部中程

には, 1条の沈線を巡らす。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ

後横位の箆磨き。

砂粒・長石・スコリア

浅黄橙色

普通

95% P852 PL84
床面

第381図

17
甑

土 師 器

A 225
B 268
孔径 80

無底式の甑。胴部は内彎して

外上方に立ち上がり,口縁部
は「くJの字状に外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面ナデ後箆磨 き,

外面箆ナデ後箆磨 き。

砂粒 。長石

にぶい赤褐色

普通

80% P853 PL84
床面

高  不
土 師 器

B (94)
D[140]
E 56

不部は下位に稜を有し,内彎気味

に立ち上がる。脚部はラッパ状を

呈し,裾部で大きく開く。

杯部内外面ナデ後箆磨き。脚

部内面ナデ,外面ナデ後縦位

の箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒。長石・スコリア

橙色

普通

60% P854
カマド内覆土

高  不
上 師 器

A 139
B 100
D 96
E 40

邪部は半球状を呈し,内彎し
ながら外上方に立ち上がる。

脚部は「ハ」の字状に開き,

裾部はやや外反して開く。

口縁部内外面横ナデ。イ部ナ

デ後箆磨き,外面箆ナデ。脚

部内面ナデ,外面ナデ後箆磨

き。裾部横ナデ。

砂粒・長石・雲母

にぶい橙色

普通

90% P855 PL84
覆土中層

高  不
土 師 器

A[156]
B(112)
E (35)

郵部は半球状を星し,内彎し
ながら立ち上がる。脚部は外

下方に開く。

口縁部内外面横ナデ。イ

部内面ナデ後縦位の箆磨

き,外面ナデ後箆磨き。
脚部外面箆磨き。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

50% P856
床面
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第381図

21
高  不
土 師 器

A 140
B 91
D 79
E 42

不部は内彎しながら外上方に

立ち上がる。脚部は基部で肥

厚な円筒状を呈し,裾部は外

下方に開く。不部内面に「×」

の線刻がなされている。

回縁部内外面横ナデ。不

部内面箆ナデ後箆磨き,

外面ナデ。脚部内面ナデ,

外面ナデ後箆磨き。裾部

横ナデ。

砂粒 。長石

にぶい責橙色

普通

70% P857
覆土中層

22

高  不
上 師 器

A 134
B (82)
E (30)

不部は器厚を減じながら,外上方

に立ち上がり,日縁部は直立する。

脚部は外下方に開く。

日縁部横ナデ。郷部内面ナデ

後箆磨き,外面箆ナデ。脚部

外面ナデ後箆磨き。

砂粒 。長石・パ ミス

橙色

普通

70% P858
床面

高  不
土 師 器

A[131]
B l1 7
D[■ 2]
E 50

不部は器厚を減じながら,内

彎して立ち上がり,日縁部は

内彎する。脚部は「ハ」の字

状に開く。

口縁部外面横ナデ。邪部

内外面ナデ後箆磨き。脚

部内面ナデ,外面ナデ後

箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒・長石・礫

橙色

普通

80% P859
床面

高  イ
土 師 器

A ■ 7
B ■ 0
D 94
E 53

不部は半球状を呈し,外上方に開

く。日縁部はほぼ直立する。脚部

は基部で円柱状を呈し,裾部は大

きく外反して開く。

口縁部内外面横ナデ。不

部内面ナデ後箆磨き,外
面ナデ。脚部内外面ナデ。

裾部横ナデ。

砂粒・雲母

橙色

普通

9o% P860 PL84
床面

高  不
土 師 器

B (58)
D 99
E 32

郷部は内彎気味に外上方に開

く。脚部はラッパ状を呈し,

裾部で大きく開く。

邪部内外面ナデ後箆磨

き。脚部内面ナデ,外面ナ

デ後箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒・長石

明赤褐色

普通

60% P861
床面

26

士免

土 師 器

A 121
B 70
C 44

平底。体部は器厚を減じながら,

内彎して立ち上がり,上位で張る。

日縁部は外反して開く。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆ナデ。底部に本葉痕。

砂粒。長石・スコリア

にぶい橙色

普通

100%P862
床面

27

坑

土 師 器

A[134]
B (46)

底部欠損。体部は内彎し,上位で

張る。日縁部は外反して開く。

口縁部内外面積ナデ。体

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒 。長石

明褐灰色  普通
20% P865
覆土

第382図

28
不

土 師 器

A[126]
B 64
C 46

上げ底。体部は内彎しながら

外上方に立ち上がり,日縁部

は直立する。口唇部は尖る。

日縁部内面横ナデ。体部内面

ナデ後箆磨き,外面全面的に

劉離し,整形不明。

砂粒 。長石

橙色

普通

70% P863
床面

不

土 師 器

A 128
B 63
C 52

平底。体部は内彎しながら立

ち上がり,日縁部は外反気味

に開く。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後縦位の寧磨

き,外面ナデ後箆磨き。

砂粒 。長石

にぶい橙色

良好

100%P864 PL84
床面

不

土 師 器

A 146
B 58

体部は内彎しながら立ち上が

り,国縁部は外反気味に開く。

回唇部は丸くおさめる。

口縁部内面積位の箆磨

き,外面積ナデ。体部内面

ナデ後箆磨き,外面ナデ。

砂粒・スコリア

明赤褐色

普通

70% P866
床面

31

不

土 師 器

A[141]
B 59
C 36

平底。体部は内彎しながら立

ち上がり,日縁部は外反して

開く。

口縁部内面積位の箆磨

き,外面横ナデ。体部内

外面ナデ後箆磨き。

砂粒・スコリア

明赤褐色

普通

60% P867
床面

イ

土 師 器

A[161]
B 70
C 49

上げ底。体部は内彎して外上方に

開き,日縁部は内彎気味に立ち上

がる。体部と日縁部の境に段をもつ。

口縁部内外面積ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆削り。

砂粒・長石・パミス

橙色

普通

60% P868
覆上下層

不

土 師 器

A[164]
B(54)

底部欠損。体部は内彎気味に

外上方に開き,口縁部に至る。

体部と口縁部の境に段をもつ。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外

面箆削り。

砂粒 。長石

橙色

普通

15% P869
覆上

第118号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第 383図

1

甕

土 師 器

A[150]
B 193
C 58

平底。胴部は緩く内彎しなが

ら外上方に立ち上がり,球形

状を里する。日縁部は頸部か

ら外反して開く。胴部下位に

輪積み痕による段を有する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ハケ

目整形。胴部下位の輪積

み痕の整形は指頭による

押圧。胴部下半はナデ。

砂粒・雲母・スコリア

橙色

普通

60% P870 PL83
床面

2

奏

土 師 器

B(118) 1日部下半欠損。胴部は球形状を呈

し,日縁部は外反して開く。

口縁部・胴部内外面ハケ

目整形。

砂粒・雲母

にぶい橙色 普通
5% P871
覆土
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第383図

3

豆

土 師 器

12 7

(20 1)

Ａ

Ｂ

胴部下半欠損。胴部は球形状

を星する。日縁部は顕部から

強く屈曲し,外反して開く。

日縁部内再横ナデ,外面横ナ

デ後箆磨き。胴部内面箆ナ

デ,外面ナデ後箆磨き。胴部

上半には被籠土器にみられる

格子状の文様を有する。

砂粒・スコリア

橙色

良好

40% P872 PL83
床面

4

壺形土器

弥生式土器

B(220)
C 76

底部は平底。胴部は外傾しな

がら立ち上がり,内彎して頸
部に至る。

内面ナデ。頸部無文帯。

胴部全面に付加条 1種の

縄文を横位に施文。底郡

木葉痕。

砂粒・スコリア・

白色針状物質

にぶい橙色

普通

40% P873 PL83
床面

第H9号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 者

第384図

1

甕

土 師 器

16 9

(57)

Ａ

Ｂ

口縁部は頸部から外傾して立

ち上がり,大きく開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部外面箆ナデ。

砂粒・雲母・スコリア

にぶい橙色 普通
％

面

‐５

床

甕

上 師 器

A[178]
B (85)

口縁部は頸部から外傾して立

ち上がる。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒・長石・パミス

にぶい橙色 普通
10% P875
床面

3

甕

土 師 器

[294]

(152)

Ａ

Ｂ

口縁部は外反気味に大きく開

く。胴部は内彎しながら外下

方に開く。

日縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

15% P876
床面

胴部外面煤付着

4

甑

土 師 器

A[280]
B(187)

胴部下半欠損。胴部は外傾し

ながら外上方に開き,国縁部
はやや内彎する。胴部中位に

角状の把手を有する。

口縁部内外面横ナデ。

部内面ナデ後箆磨き,

面斜位の箆ナデ。

胴

外

砂粒・長石 。パ ミス

にぶい橙色

良好

30% P877
覆土中層

イ

器師

高

土

A[177]
B(119)
E(63)

不部 は下位 に稜 を有 し,器厚
を減 じなが ら,外上方に開 く。

脚部 はラッパ状に開 く。

脚部内面ナデ,外面ナデ

後縦位の箆磨き。イ部器

表が摩滅し整形不明。

砂粒 。長石

橙色

普通

40% P878 PL83
覆上下層

高  邦
土 師 器

(65)

(40)

Ｂ

Ｅ

不部は下位に稜を有し,外上
方に開く。脚部はラッパ状に

外下方に開き,中位に円孔が

四か所穿たれている。

イ部内外面ナデ後箆磨

き。脚部内面ナデ,外面
ナデ後箆磨き。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

25% P883
覆土

流れ込み

7

坑

土 師 器

Ａ

Ｂ

[138]

(5 9)

底部欠損。体部は内彎しなが

ら立ち上がり,日縁部は外傾
して開く。全体に器厚は薄い。

日縁部内外面横ナデ。体部内

外面ナデ後筒磨き,外面ナデ

後部分的に箆磨き。

砂粒 。長石

灰褐色

普通

20% P880
覆土

8

士允

土 師 器

A[105]
B 61
C[50]

平底。体部は肥厚な底部から

内彎しながら立ち上がり,国

縁部は外傾して開く。

口縁部内外面積ナデ。体

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒。長石・スコリア

にぶい橙色

普通

20% P882
覆土中層

9

不

上 師 器

A 161
B 64
C 30

平底。体部は内彎しながら外

上方に立ち上がり,日縁部は

外反して開く。国唇部は尖る。

国縁部内外面横ナデ

部内画ナデ後箆磨き

面粗いナデ後箆磨き

体

外

砂粒・長石・礫

明赤褐色

普通

90% P879
覆土

10

lTN

土 師 器

A[140]
B (57)

体部は内弩しながら立ち上が

り,上位で張る。日縁部は短
く外反して開く。

口縁部内外面横ナデ。体部内

面箆ナデ,外面ナデ。体部下

端。底部箆削り。

砂粒 。長石

明赤褐色

普通

ＬＰＰ％

面

２０

床

11

高14N形土器

弥生式上器

B (36) 脚部片。脚基部は円柱状を里
する。

脚部外面箆ナデ。 砂粒・雲母 。パミス

にぶい黄褐色 普通
P1298

流れ込み

％

土

１０

覆

第120号住居跡出土土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 傭 考

第 386図

1

甑

土 師 器

A 279
B 262
孔径 97

無底式の甑。胴部は内彎気味に立

ち上がり,上位で直立する。日縁

部は外傾して大きく開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ後丁寧な箆磨

き,外面縦位の箆ナデ。

砂粒・長石・礫

にぶい橙色

良好

70% P884 PL83
覆土中層
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第386図

2

甑

土 師 器

A 256
B 231
孔径 77

無底式の甑。胴部は緩やかなカー

ブを描いて内彎し,上位で直立す

る。日縁部は外傾して開く。

口縁部内外面横ナデ。

部内面横位の箆ナデ,

画縦位の箆ナデ。

胴

外

砂粒・長石

明赤褐色

普通

90% P885
覆土中層

3

甑

土 師 器

A 215
B 223
孔径 75

無底式の甑。胴部は内彎気味に立

ち上がり,上位で直立する。日縁

部は外傾して大きく開く。

日縁部内外面横ナデ。胴部内

外面ナデ後箆磨き。内外面共

一部制離が進む。

砂粒・長石・礫

にぶい橙色

普通

70% P886
覆上下層

4

不

器

一局

土

A[178]
B(60)

脚部欠損。イ部は下位に稜を

有し,外傾して外上方に開く。

口縁部内外面横ナデ。不

部内面丁寧なナデ,外面
ナデ。

砂粒・長石

橙色

普通

Ｐ％

土

４０

覆

5

不

器師

高

土

D[142]
E (60)

不部欠損。脚部は「ハJの字

状に開き,裾部は外反する。

端部は平坦である。

脚部内面箆削り,外面摩

滅し整形不明。裾部横ナ

デ。

砂粒 。長石

灰黄褐色

普通

30% P888
覆土中層

ナ冗

土 師 器

A l1 8
B 61
C 45

平底。体部は内彎気味に外上

方に開き,国縁部に至る。日

唇部は丸くおさめる。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面箆ナデ,外面箆削

り。内外面黒色処理。

砂粒・長石・礫

黒色

普通

95% P889
覆上中層

7

不

土 師 器

B(47) 体部は浅い皿状を呈し,内彎気味
に外上方に開く。日縁部は内傾し,

体部との境に稜を有する。

日縁部内外面横ナデ。体部肉

面ナデ後箆磨き,外面箆削

り。内外面黒色処理。

砂粒 。長石・パミス

黒色

普通

70% P890
覆上下層

第121号住居跡出土上器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 傭 考

第387図

1

密

土 師 器

Ａ
一

Ｂ

20 2

(27 3)

胴部は内彎しながら立ち上が

り,長胴を星する。最大径は

下位にもつ。日縁部は外反し

て開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ,外面縦位の

箆削り。

砂粒・長石・雲母

橙色

普通

％

面

６０

床

2

甕

土 師 器

A[208]
B(295)

胴部は内彎しながら立ち上が

り,長胴を呈する。最大径は

下位にもつ。国縁部は大きく

外反して開く。頸部と胴部の

境に横ナデによる段をもつ。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面横位,外面縦位の

箆削り。

砂粒・長石・礫

にぶい赤褐色

普通

70% P892 PL83
床面

3

甕

土 師 器

A 157
B 280
C 58

平底。胴部は内彎して立ち上

がり,長胴を呈する。最大径

は中位より下がる。国縁部は

直立した後,外反する。

国縁部内外面積ナデ。胴

部内面ナデ,外面箆削り。

砂粒・長石・礫

明赤褐色

普通

60% P893 PL83
床面

J

甕

土 師 器

A 148
B(201)

胴部は緩く内彎し,長胴を呈

する。日縁部は緩く外反した

後,大きく開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ,外面縦位の

箆削り。

砂粒 。長石・パミス

にぶい橙色

普通

70% P894
床面

第388図

5

甕

土 師 器

A[204]
B 291
C 72

平底。1同部は内彎気味に立ち上が

り,やや長胴を呈する。日縁部は

直立した後,大きく外反する。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内外面縦位の箆削り。

砂粒 。長石・礫

明赤褐色

普通

50% P895
床面

6

密

土 師 器

A[180]
B(133)

胴部は緩く内彎する。日縁部

は垂直に立ち上がり,外反し

て開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面ナデ。

砂粒 。長石・礫

にぶい橙色

普通

％

面

３０

床

7

小 形 密

土 師 器

A[148]
B ■ 6
C 60

平底。胴部は内彎気味に外上方に

立ち上がる。日縁部は外反して開

く。日唇部は丸くおさめる。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ後一部箆磨

き。外面箆ナデ。

砂粒・長石

褐灰色

普通

ＬＰＰ％

面

７０

床

8

不

器師

一局

上

B(57)
D[101]
E 45

不部欠損。脚部はラッパ状を

呈し,裾部で緩く外反して開

く。

脚部内面箆削り,外面ナ

デ後箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

30% P898
覆土中層

9

不

土 師 器

A[136]
B (40)

体部は浅い皿状を呈し,国縁

部はほぼ壇立する。体部と口

縁部の境に稜を有する。

日縁部内面横位の箆磨き,外

面横ナデ。体部内面ナデ後箆

磨き,外面箆削り。

砂粒

灰白色

普通

Ｐ％

面

１０

床

-603-



図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 者

第388図

10
不

土 師 器

A[146]
B(34)

体部は浅い皿状を呈し,日縁
部は外反気味に開く。体部と

日縁部の境に稜を有する。

口縁部内面横ナデ後箆磨

き,外面積ナデ。体部内
面ナデ後箆磨き,外面箆
音」り。

砂粒・長石

黒褐色

普通

10% P900
覆土

第124号住居跡出土上器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 者

第389図

1

密

土 師 器

A 270
B(130)

胴部は外下方に開く。日縁部

は緩く外反し,国縁端部は四
面となる。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒 。長石・礫

にぶい赤褐色

普通

15% P902

床面

胴部外面煤付着

2

甑

土 師 器

B (79)
C 76
孔径 [66]

無底式の甑。胴部は外傾しな

がら外上方に開く。

胴部内外面箆ナデ後一部

箆磨き。

砂粒・ 長石

にぶい褐色

普通

10% P903
覆上中層

3

鉢

土 師 器

A[121]
B 63
C 70

平底。胴部は器厚を減じなが

ら,外上方に開く。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ。

底部に木葉痕。

砂粒・長石・石英

にぶい橙色

普通

30% P904
床面

4

不

土 師 器

A[■ 6]
B 54
C 36

体部は皿状を呈する。日縁部

は緩く外反気味に立ち上がっ

た後,直立する。体部と国縁
部の境に稜をもつ。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆削り。内外面赤彩。

砂粒 。長石

赤褐色

普通

40% P905
覆土

5

不

土 師 器

A[124]
B(39)

体部は皿状を呈する。日縁部は外

反気味に立ち上がった後,直立す

る。体部と口縁部の境に稜をもつ。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面ナデ。内外面赤彩。

砂粒 。長石・雲母

明赤褐色

普通

15% P906
床面

6

不(脚付)

上 師 器

B(33)
D 65
E 23

杯部欠損。脚部は「ハ」の字

状に開き,裾部は緩く外反す
る。

脚部内外面ナデ。裾部横

ナデ。

砂粒・長石

にぶい褐色

普通

20% P907
覆土

第126号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

1

甕

土 師 器

A[276]
B(220)

胴部は内彎し,口縁部は「く
の字状に外傾して開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面ナデ。

砂粒・礫

明赤褐色  普通
40% P908 PL84
床面

2

甑

土 師 器

B (42)
孔径 31

無底式の甑。胴部は肥厚な底

部から外上方に開く。

胴部内面ナデ,外面ナデ,

下端は箆削り。

砂粒 。長石

明赤褐色  普通
10% P909
床面

3

高  不
土 師 器

A[184]
B(124)
E (74)

裾部欠損。邪部は下位に稜を

有し,外上方に立ち上がる。
口縁部は外反気味に開く。脚

部は円筒状を呈する。

口縁部内外面横ナデ。不

部内外面ナデ。脚部外面

ナデ後縦位の箆磨き。

砂粒・長石・雲母・

白色針状物質

にぶい橙色

普通

60% P910 PL84
床面

4

杯

土 師 器

A 133
B 66
C 35

平底。体部は内警しながら外上方

に開き,上位で張る。日縁部は外

傾して開き,日唇部は尖る。

口縁部内外面積ナデ。体

部内面箆削り,外面箆ナ
デ。体部下端箆削り。

砂粒 。長石・雲母

明赤褐色

普通

95% P91l PL84
覆土

5

不

土 師 器

A 187
B 51
C 41

上げ底。体部は器厚を減じな

がら,内彎しながら立ち上が
り,国縁部は直立する。

日縁で外面横ナデ。日縁部・

体部内面ナデ後箆磨き。体

部外面箆削り。内面赤彩。

砂粒 。長石

明赤褐色

やや不良。

90% P912 PL84
貯蔵穴内底面

第390図

6

不

上 師 器

A 144
B 54

丸底。体部は緩く内彎しなが

ら外上方に立ち上がる。国縁

部はやや内彎する。

口縁部内外百横ナ茂体部内

面ナデ後縦位の箆磨き,外面

ナデ後横位の箆磨き。

砂粒 。雲母

にぶい橙色

普通

60% P913
床百

7

杯

土 師 器

A[130]
B 50
C 47

平底。体部は内鷺しながら立

ち上がり,国縁部はやや内彎
する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面剣離が著 しく,

整形不明。

砂粒。長石・スコリア

橙色

やや不良。

70% P914
床面

-604-



第130号住居跡出上上器観察表

図版 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・廃成 備 考

第390図

1

甕

土 師 器

A 185
B 303
C 86

平底。胴部は球形状を呈する。

国縁部は頸部から「く」の字

状に外反して開く。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒・長石・

スコリア

にぶい橙色

普通

70% P915
床面

2

甕

土 師 器

A 193
B(262)

胴部は球形状を呈し,国縁部
は外反して大きく開く。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内外面丁寧な箆ナデ。

砂粒・雲母・パミス

橙色    普通
40% P916
床面

第391図

3

甕

土 師 器

A 163
B(123)

口縁部は直立した後,外反し
て開く。胴部は内彎気味に外

下方に開く。

口頸部横ナデ。胴部内面

箆ナデ,外面ナデ後一部
箆磨き。

砂粒 。長石

にぶい黄橙色

普通

30% P917
覆上下層

4

密

土 師 器

A[177]
B(148)

口縁部は緩く外反して開き,

胴部は内彎して球形状を呈す

る。

回縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒・長石

灰白色

普通

10% P918
覆土

5

密

土 師 器

A[160]
B (75)

胴部は球形状を呈し,口縁部
は緩く外反しながら開く。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒・長石

灰白色   普通
10% P919
覆土

小 形 甕

土 師 器

A ll l
B 145
C 49

平底。胴部は器厚を減じながら,

外傾して立ち上がり,肩部でやや

張る。日縁部は外傾して開く。

口頸部内外面積ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ

後箆磨き。

砂粒 。長石・雲母

灰褐色

やや良好

98% P920
覆上下層

胴部外面煤付着

7

小 形 甕

土 師 器

A[122]
B 105
C [64]

平底。胴部は内彎気味に外上

方に立ち上がり,日縁部は外

傾して開く。

口縁部内面横ナデ。胴部

内面箆ナデ。外面は摩滅

が進行し,整形不明。

砂粒 。長石・礫

橙色

普通

40% P921
床面

8

豆

土 師 器

A 189
B 348
C 74

上げ底。胴部は球形状を呈す

る。口縁部はほぼ直立した後,

緩く外反する。

回縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ,外面丁寧な
ナデ。

砂粒・長石・礫

浅責橙色

普通

80% P922 PL84
床面

第392図

9 土 師 器

A 172
B(289)

胴部は球形状を呈し,中位で

強く張る。日縁部は垂直に立

ち上がった後,外反して開く。

胴部内面箆ナデ。口縁部

内外面・胴部外面剣離が

著しく整形不明。

砂粒・長石・礫

にぶい橙色

普通

60% P923 PL84
床面

10

甑

土 師 器

A 243
B 225
孔径 75

無底式の甑。胴部は外傾しながら

外上方に開く。胴部中位に角状の

担手が貼り付けられる。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内面箆ナデ後一部箆磨

き,外面箆ナデ。

砂粒 。長石・雲母

灰褐色

普通

95% P924 PL84
床面

11

甑

土 師 器

A[236]
B 268
孔径 59

無底式の甑。胴部は内彎しな

がら外上方に立ち上がり,国

縁部は外反して開く。

口縁部内外面横ナデ。胴部内

外面丁寧なナデ。胴部外面は

劉離が進行する。

砂粒 。長石・雲母

にぶい黄橙色

普通

80°/。 P925
床面

12

鉢

土 師 器

A 204
B 79
C 79

上げ底。胴部は外傾しながら

外上方に開く。

胴部内面箆ナデー部箆肖」

り,外面ナデ後箆磨き。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

70% P926
覆上下層

甕からの転用

第393図

13
高  郷
土 師 器

A 131
B 98
D 101
E 39

郭部は器厚を減じながら,内彎気

味に外上方に開き,日唇部は尖る。

脚部は「ハ」の字状に外下方に開

き,据部は緩く外反する。

口縁部内外面横ナデ。杯部ナ

デ後内面縦位,外面横位の箆

磨き。脚部内面箆ナデ;外面

箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒 。長石・パミス

浅黄橙色

普通

90% P927 PL84
覆上下層

14

高  不
土 師 器

D 136
E (55)

脚部片。脚部は器厚を減じな

がら,「ハ」の字状に外下方に

開く。裾部は外反する。

脚部内面積位の箆ナデ,

外面ナデ後縦位の箆磨

き。裾部横ナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

40% P928
覆土中層

第131号住居跡出上土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備 考

第393図

1

密

土 師 器

A[300]
B(232)

日縁部は緩く外反して開き,打同部

は内彎気味に外下方に開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒。長石 。礫

にぶい橙色 普通
20% P929 PL85
覆上中層

2

4
土 師 器

B (74)
C 27

平底。胴部は内彎しながら立

ち上がり,中位で張る。国縁

部は外反して開く。

日縁部内面横ナデ。日頸部胴

部上半外面箆ナデ。胴部内

面。外面下半箆削り。

砂粒・長石

にぶい赤褐色

普通

80% P930 PL85

覆土上層

流れ込み

-605-



図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第394図

3

不

土 師 器

A[138]
B 52

体部は浅い皿状を呈し,日縁

部は内傾する。体部と口縁部

の境に稜を有する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆�Iり 。

砂粒 。長石・雲母

橙色

普通

70% P931 PL85
床面

4

郭

土 師 器

A[158]
B (36)

口縁部片。国縁部はほぼ直立

し,体部と口縁部の境に稜を

有する。

口縁部内面ナデ後箆磨

き,外面積ナデ。
砂粒・長石

橙色

普通

5% P932
カマド内覆土

第133号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第394図

1

甕

土 師 器

B(91)
C 75

上げ底。胴部は内彎気味に外

上方に立ち上がる。

胴部内外面箆ナデ。 砂粒 。長石

にぶい橙色 普通
15% P933
覆上

2

高  不
土 師 器

A[206]
B (65)

邪部片。不部は下位に稜を有

し,外上方に開く。
不部内面ナデ後箆磨き,

外面箆ナデ。

砂粒 。長石・礫

にぶい橙色 普通
20% P934
覆土

3

高  イ
土 師 器

B (35) 脚部欠損。不部は下位に稜を
有し,内彎気味に外上方に立
ち上がる。

不部内外面ナデ。不部内

面制離が著しい。

砂粒。長石・スコリア

にぶい橙色

普通

40% P935
覆上

第135号住居跡出上土器観察表

器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第394図

1

甕

土 師 器

A[172]
B (69)

口縁部 は頸部か ら大 きく外反

して開 く。

国縁部内外面横ナデ。 砂粒・スコリア

にぶい橙色 普通
5% P936B
貯蔵穴内覆土

甕

土 師 器

B(237)
C 66

平底。胴部は内彎して外上方

に立ち上がり,最大径は下位
にもつ。

胴部内面箆ナデ,外面縦
位の箆削り。

砂粒・スコリア

にぶい橙色

普通

80% P936A PL85
貯蔵穴内覆土

P936Bと 同一個体

3

甕

土 師 器

B (59)
C 68

平底。胴部は内彎しながら外

上方に立ち上がる。胴下半部

に孔径1 0cmの 円孔が穿たれ

ている。

胴部内面箆ナデ,外面箆
肖Jり 。

砂粒・長石・スコリア

にぶい橙色

普通

20% P937
覆土

鉢に再利用している可

能性有

4

甑

土 師 器

B(81)
C 59
孔径 47

胴部は内弩気味に外上方に立ち上

がる。底部は中央部に円孔が穿た

れ,僅かに底面を残す。

胴部内面箆ナデ,外面丁

寧なナデ。

砂粒 。長石

にぶい黄橙色

普通

20% P938
貯蔵穴内覆土

5

高  野
土 師 器

A[130]
B (43)

イ部片。イ部は器厚を減じな

がら,内彎して外上方に開き,

日縁部は直立する。

口縁部内面積ナデ。口縁

部外面・不部内外面ナデ

後箆磨き。

砂粒・長石

橙色

普通

30% P939
覆土

第395図

6

ナ完

土 師 器

A[■ 7]
B 67
C 48

平底。体部は内彎しながら立

ち上がり,日縁部は直立する。

口唇部は尖る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面丁寧な箆ナデ,外
面ナデ。

砂粒 。長石・パミス

にぶい責褐色

普通

50% P942
覆土

7

ナ完

土 師 器

A 126
B 92

底部は歪んだ丸底。体部は内

彎しながら外上方に開き,日

縁部は外反気味に立ち上がる。

口縁部・体部内面箆磨き。

口縁部外面横ナデ。体部

外面箆削り。内外面赤彩。

砂粒・礫

暗赤褐色

普通

98% P952 PL85
貯蔵穴内覆土

8

坑

土 師 器

A[130]
B 79
C 40

平底。体部は外傾しながら外上方

に立ち上がり,日縁部に至る。日

縁部は内傾気味に立ち上がる。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面箆ナデ。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

50% P954
貯蔵穴内覆土

9

不

土 師 器

A 138
B 55

底部は肥厚な丸底。体部は内

彎しながら外上方に立ち上が

り,国縁部に至る。

体部内面ナデ後横位の箆磨

き,外面ナデ後箆磨きの痕跡

が残る。全体に摩滅する。

砂粒・雲母・スコリア

橙色

普通

90% P941
貯蔵穴内覆土

不

土 師 器

A[138]
B 60
C 79

丸底。体部は内彎しながら外

上方に立ち上がり,日縁部は

やや外反して開く。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆ナデ。

砂粒・長石・礫

にぶい橙色

普通

70% P955
貯蔵穴内覆土

-606-



図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上。色調・廃成 備 考

第395図

11
lTh

土 師 器

A[138]
B (41)

口縁部は垂直気味に立ち上が

った後,やや外反する。

口縁部内外面横ナデ。内

外面赤彩。

砂粒・長石

赤色    普通
10% P940
貯蔵穴内覆土

12

装飾器台

土 師 器

B (22) 器受部片。器受部底面は円板
状を呈し,緩 く反りながら外

側に張り出す。

内面ナデ後箆磨き,外面
丁寧なナデ。

砂粒・長石・雲母

明赤褐色

普通

10% P943
覆土

流れ込み

13

姑

土 師 器

B (64)
C 53

口縁部欠損。底部は歪んだ平

底。胴部は内彎して立ち上が

り,中位で張る。

胴部内外面箆ナデ。 砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

Ｐ％

土

６０

覆

14

杯(脚付)

上 師 器

B(35)
D 40
E 25

脚部片。基部は円柱状を呈し,

裾部で外下方に開く。

脚部外面ナデ後箆磨き。

裾部内外面積ナデ。

砂粒 。長石・雲母

にぶい橙色

普通

Ｐ％

土

２０

覆

高不形土器

弥生式上器

B (44) 脚部片。脚部は円柱状を呈す
る。

脚部内外面箆ナデ。 砂粒・パミス

灰白色   普通
％

土

１０

覆

P1299

流れ込み

第136号住居跡出上土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・屍成 備 考

第395図

1

甕

土 師 器

A 125
B 299
C 59

平底。胴部は球形状を呈する。

口縁部は外傾して開く。

口縁部内面横ナデ,外面
ナデ。胴部内外面ナデ。

砂粒・長石・雲母

にぶい橙色

普通

60% P948 PL85
覆土

2

甕

土 師 器

A 170
B(110)

胴部は球形状を呈し,日縁部

は外反して大きく開く。口唇

部は平坦である。

日縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒 。長石・パミス

明赤褐色

普通

30% P950 PL85
覆土上層

3

高  邪
土 師 器

(55)

(3 7)

Ｂ

Ｅ

脚都片。脚部は「ハ」の字状

に外下方に開く。

脚部内面箆ナデ,外面整

形不明。裾部内外面横ナ

デ。

砂粒・礫 。長石

にぶい橙色

普通

％

土

３０

覆

第396図

4

l宛

土 師 器

A[134]
B (62)

体部は内彎気味に外上方に立

ち上がり,国縁部は外傾して

開く。

口縁部 。体部内面ナデ後

横位の箆磨き。国縁部外

面積ナデ。底部外面箆ナ

デ。

砂粒・長石

赤色

普通

40% P956 PL85
覆土

5

邦

土 師 器

A 140
B 59

底部は肥厚な丸底を呈し,体

部は内彎しながら外上方に開

く。口縁部は外反して開く。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面箆ナデ。国縁部内

面・体部外面剣離が著し

ヤゝ。

砂粒・長石・スコリア

橙色

やや不良

ＬＰＰ％

土

９０

覆

第138号住居跡出土上器観察表

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第 396図

1

甕

土 師 器

A 197
B(114)

胴部は内彎して頸部に至る。

口縁部はほぼ直立し,大きく

外反しながら開く。

国縁部内外面積ナデ。胴

部内外面ナデ。

砂粒・長石・スコリア

浅黄橙色

普通

10% P963
覆土中層

小 形 甕

土 師 器

11 3

10 6

72

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は内彎しながら外

上方に立ち上がる。胴部と口

縁部の境に横ナデによる稜を

僅かにもつ。

日縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面創離
が著しく整形不明。

砂粒・長石

にぶい赤褐色

やや不良

ＬＰ％

面

９０

床

3

甑

上 師 器

A[275]
B 235
孔径[89]

無底式の観。胴部は緩く内彎

気味に外上方に立ち上がり,

国縁部は外反しながら開く。

部

面

胴

外

口縁部内面横ナデ。

内面横位の箆ナデ,

縦位の箆ナデ。

砂粒。長石・スコリア

にぶい黄褐色

普通

50% P964 PL85
覆土中層

4

不

器師

一局

上

B (55)
D 100
E 49

不部欠損。脚部は器厚を滅じ

ながら,外下方に開き,裾部
で外反する。

脚部内面箆肖Jり ,外面箆
ナデ。据部外面横ナデ。

砂粒 。長石・パミス

にぶい橙色

普通

％

面

５０

床

-607-



図版番号 器   種 法量 (clm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第396図

5

イ

土師 器

A 156
B (70)

体部は皿状を呈し,日縁部は

ほぼ垂直に立ち上がる。体部

と口縁部の境に明瞭な稜を有

する。

口縁部内外面横ナデ。口

縁部・体部内面箆磨き。

体・底部外面箆削り。内

面黒色処理。

砂粒 。長石・雲母

にぶい黄橙色

普通

80% P967 PL86
覆土

邪

土 師 器

A 150
B 82

体部は浅い皿状を呈し,日縁部は

緩く外反気味に立ち上がる。体部

と日縁部の境に稜を有する。

口縁部内外面積ナデ。体

部内面箆ナデ,外面箆削
り。

砂粒 。長石

灰褐色

普通

100%P968 PL85
床面

7

杯

土 師 器

A 142
B 46

体部は皿状を呈し,日縁部は

内傾しながら立ち上がる。体

部と口縁部の境に稜を有する。

口縁部・体部内面ナデ後

箆磨き。国縁部外面横ナ

デ。体部外面箆削り。

砂粒・長石

灰褐色

普通

90% P969 PL85
覆土

8

イ

土 師 器

A 135
B 41

体部は皿状を呈し,外上方に開く。

日縁部は垂直に立ち上がる。体部

と日縁部の境に稜をもつ。

口縁部・体部内面ナデ後

箆磨き。日縁部外面横ナ

デ。体部外面箆削り。

砂粒・雲母・スコリア

浅黄橙色

普通

100%P970
床面

9

不

土 師 器

A 139
B 36

体部は浅い皿状を呈し,日縁

部は鋭く内傾する。体部と口

縁部の境に稜を有する。

日縁部内面横ナデ後横位の

箆磨き,外面横ナデ。体部内

面ナデ後箆磨き,外面箆磨

き。内面黒色処理。

砂粒

明褐灰色

普通

90% P971 PL85
床面

第 郷

土 師 器

A[156]
B 31

体部は浅い皿状を呈し,日縁

部はほぼ垂直に立ち上がる。

口縁部内外面・体部内面

ナデ後箆磨き。体部外面

箆削り。内面黒色処理。

砂粒・長石

黒褐色

普通

30% P972
覆土

11

不

土 師 器

A[148]
B (36)

日縁部は外上方に外傾して開く。

体部と口縁部の境に稜をもつ。

日縁部内面ナデ後箆磨き,外

画剣離が著しく整形不明。

砂粒・長石

橙色    普通
20% P973
覆土

郷

土 師 器

A[158]
B(38)

日縁部は内彎気味に外上方に開

き,体部との境に稜を有する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ,外面箆削り。

砂粒・雲母。長石

にぶい橙色 普通
20% P974
覆土

壺形土器

弥生式上器

B(134) 胴部 。口縁部欠損。頸部は胴
部から緩やかに内彎した後,

外傾して口縁部に至る。

内面ナデ。日縁部波状文。頸

部に隆帯3条。4本櫛歯による

縦区画内に波状文充壊。胴部

上半に達弧文。下半に付加条

2種の縄文を施文。

砂粒・長石・雲母・

白色針状物質

にぶい褐色

普通

20% P975

床面

流れ込み

第147号住居跡出土土器観察表

図版番 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備 考

l

甕

土 師 器

A 179
B 244
C 60

平底。胴部は球形状を呈する。

口縁部は頸部から外反して開

く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ。全体的に劉

離が進み,整形不明。

砂粒・長石

にぶい黄橙色

普通

90% P980 PL86
床面

2

賓

土 師 器

A 170
B (49)

日縁部片。日縁部はほぼ垂直に立

ち上がり,大きく外反する。

口縁部内面憤ナデ,外面
横ナデ後縦位の箆ナデ。

砂粒 。長石

にぶい褐色 普通
10% P981
覆上下層

3

小 形 密

土 師 器

A 151
B 143
C 73

平底。胴部は内彎しながら外上方

に立ち上がり,最大径は中位にも

つ。日縁部は大きく外反して開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒・長石

橙色

普通

100%P982 PL86
床面

第398図

4

甑

土 師 器

A[252]
B(268)
孔径 [9,0]

無底式の甑。胴部は緩く内彎気味

に外上方に立ち上がり,日縁部に

至る。中位に角状の把手を有す

る。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面横位の箆ナデ,外
面ナデ後縦位の箆磨き。

砂粒 。長石・雲母

橙色

普通

50% P983
覆上下層

5

高  不
土 師 器

A 182
B 135
D 120
E 65

不部は下位に弱い稜を有し,緩 く

内弩しながら外上方に立ち上がる。

脚部は円樺伏を呈し,器厚を減じ

ながら,裾部で大きく開く。

日縁部内外面横ナデ。不部内

外面ナデ後箆磨き。脚部内面

箆ナデ,外面ナデ後箆磨き。

裾部内外面横ナデ。

砂粒 。長石・パミス

橙色

良好

90% P984 PL86
覆上

6

高  不
土 師 器

A 190
B 140
D l1 7
E 69

不部は下位に稜を有し,緩く

内彎気味に外上方に立ち上が

る。脚部は円柱状を呈し,器
厚を減じながら,裾部で外反
して開く。

口縁部内外面横ナデ。不

部内外面ナデ後箆磨き。

脚部内外面ナデ後箆磨

き。裾部横ナデ。

砂粒・長石

にぶい橙色

良好

90% P985 PL86
覆土

-608-―



図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第398図

7

高  不
上 師 器

A 182
B 141
D 122
E 73

不部は下位に稜を有し,緩 く

内彎気味に外上方に立ち上が

る。脚部は円柱状を呈し,裾

部で大きく開く。

口縁部内外面積ナデ。不

部内外面ナデ後箆磨き。

脚部内面箆ナデ,外面ナ

デ後箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒 。長石・パミス

橙色

普通

85% P986
貯蔵穴覆土上層

8

高  邪
土 師 器

A 190
B 135
D ■ 2
E 67

不部は下位に稜を有し,緩 く

内彎しながら立ち上がる。脚

部は円柱状を呈し,裾部で外

反しながら開く。

回縁部内外面横ナデ。イ

部内外面ナデ後箆磨き。

脚部外面ナデ後箆磨き。

裾部横ナデ。

砂粒・長石・パミス

にぶい橙色

良好

90% P987
覆土

第399図

9

筑

土 師 器

A[104]
B (54)

体部は内彎し,日縁部はほぼ

直立する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ。

砂粒 。長石

赤色    普通
10% P988
覆土

10

不

土 師 器

A[136]
B (47)

底部欠損。体部は内彎しながら日

縁部に至る。日縁部は直立する。

口縁郡横ナデ。体部内面

ナデ後箆磨き,外面ナデ。

砂粒・長石

暗赤褐色  普通
10% P989
覆土

11

不

上 師 器

A 136
B 46

丸底。体部は緩く内彎して外上方

に立ち上がる。日唇部は尖る。

日縁部横ナデ。体部内面ナデ

後箆磨き,外面箆ナデ。

砂粒・長石・パミス

にぶい褐色 普通
60% P990 PL86
覆上下層

不

土 師 器

A[125]
B 48

丸底。体部は緩く内彎気味に立ち

上がり,日縁部は内彎する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ後箆磨き。

砂粒 。長石・雲母

にぶい橙色 普通
60% P991 PL86
床面

不

土 師 器

A[130]
B 39

丸底。体部は内彎気味に立ち

上がり,口縁部は外傾する。

口唇部は尖る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面箆ナデ,外面箆削

り。

砂粒・長石・雲母

にぶい赤褐色

普通

95% P992
覆土

イ(脚付)

上 師 器

A 135
B 58
D 40
E 22

不部は器厚を減じながら,緩
く内彎気味に外上方に開く。

日唇部は尖る。脚部は円柱状

を呈し,裾部は外下方に開く。

口縁部内外面積ナデ。不

部内外面T寧なナデ。脚

部外面縦位の箆磨き。裾

部横ナデ。脚部内面に

「×」の線刻を有する。

砂粒 。長石

浅黄橙色

普通

90% P993 PL86
覆上下層

15

不(脚付)

土 師 器

B (30)
D 44
E 20

脚部片。脚部は円柱状を呈し,

裾部で短く開く。

脚部外面ナデ後箆磨き。

裾部横ナデ。

砂粒・長石

橙色

普通

10% P994

覆土

第150号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第400図

1

郷

土 師 器

A[108]
B (38)

口縁部片。日縁部はほぼ垂直

に立ち上がり,体部との境に

稜をもつ。

口縁部内外面横ナデ。底

部内面箆磨き,外面箆削
り。

砂粒

橙色

普通

10% P999
覆土

第155号住居跡出土土器観察表

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土。色調・焼成 偏 考

1

甕

土 師 器

A 182
B(174)

胴部は内彎し,日縁部は大き

く外反しながら開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。輪積み

痕が明瞭に残る。

砂粒 。長石

灰褐色

普通

50% P1002 PL86

覆土

2

棗

上 師 器

B(130)
C 75

上げ底。胴部は緩く内彎しな

がら外上方に立ち上がる。

胴部内外面箆ナデ。 砂粒。長石・スコリア

褐色    不良
35% P1003

貯蔵穴内上層

3

壷

土 師 器

A 104
B(156)

胴部は扁平な球形状を呈する。

口縁部は外傾しながら立ち上

がり,口唇部に至る。

口縁部上半内外面積ナ

デ。口縁部下半内外面箆

磨き。胴部内面ナデ,外
面ナデ後箆磨き。

砂粒 。長石・パミス

橙色

普通

60% P1004 PL86
カマド内覆土

4

高  不
土 師 器

B(48) 脚部片。脚部は円筒状を呈し,
裾部で外下方に開く。

脚部内外面箆ナデ。 砂粒 。長石

にぶい褐色

普通

20% P1005

覆土
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器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第400図

5

高  杯
土 師 器

B (65) 脚部片。脚部は円衛伏を呈し,外
下方に開く。脚上部には邪部との

接合のために沈線が刻まれている。

脚部内面箆ナデ,外面ナ
デ後箆磨き。

砂粒・長石

淡橙色

普通

30% P1006

覆上

l宛

土 師 器

A 86
B 44

丸底。体部は緩く内彎しなが

ら立ち上がり,日縁部は内彎
する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ後箆磨き,

外面箆削り。

砂粒・長石・雲母

浅責橙色

普通

90% P1008 PL86

床面

7

筑

土 師 器

A[110]
B 50

丸底。体部は内脅しながら立

ち上がり,上位で直立する。
日縁部は外反。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ,外面下半箆
肖」り。

砂粒・長石・雲母

橙色

普通

20% P1009

覆土

不

土 師 器

A 121
B 56

丸底。体部は緩く内彎しながら立

ち上がり,日縁部はほぼ直立する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ,外面箆ナデ。

砂粒・長石

明赤褐色  普通
60% P1007

覆上

不

土 師 器

A 153
B 56
C 50

平底。体部は緩く内彎気味に

立ち上がり,日縁部は直立す

る。日唇部は尖る。

日縁部内外面横 ナデ。体

部内外面ナデ後箆磨 き,

外面下半箆削 り。

砂粒・長石・雲母

にぶい橙色

普通

70% P1010 PL86

床面

不

土 師 器

A 120
B 47
C 41

丸底。体部は緩く内彎しなが

ら立ち上がり,国縁部はやや

内彎する。国唇部は尖る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後放射状の箆

磨き,外面箆削り。

砂粒 。長石・雲母

にぶい橙色

普通

80% P101l PL86

床面

第158号住居跡出土上器観察表

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

第402図

1

憂

土 師 器

A [134]

(11 0)B

B同部下半欠損。胴部は球形状

を呈し,最大径は中位にもつ。

口縁部は外反しながら外上方

に開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面ナデ。

砂粒

橙色

普通

30% P1015
床面

甕

土 師 器

A[150]
B (65)

口縁部片。国縁部はほぼ垂直

に立ち上がった後,上位で外
反する。

回縁部内外面積ナデ。 砂粒 。長石

浅黄橙色

普通

10% P1016

覆上下層

第161号住居跡出上上器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第402図

1

高  イ
土 師 器

B (60)
D [87]
E 47

脚部片。脚部は器厚を減じな

がら,「ハ」の字状に開き,裾
部は外反する。

脚部内面箆ナデ。裾部外

面横ナデ。

砂粒 。長石・雲母

明赤褐色

普通

30% P1018

覆土

郷

土 師 器

A[140]
B (37)

体部は浅い皿状を呈し,外上

方に開く。国縁部は内傾する。

内面ナデ後箆磨き。口縁

部外面横ナデ。体部外面

箆削り。

砂粒

にぶい橙色

普通

20% P1019

床面

3

不

土 師 器

A[■ 0]
B (32)

体部は浅い皿状を呈し,緩 く

内彎気味に立ち上がる。日縁

部はやや内傾する。

内面ナデ後箆磨き。口縁

部外面横ナデ。体部外面

箆削り。

砂粒・雲母

浅黄橙色

普通

10% P1020

覆土

第162号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第402図

1

イ

上 師 器

A[104]
B (60)

丸底。体部は緩く内彎しなが

ら外上方に立ち上がり,日縁

部に至る。口縁端部は短く外

反する。

内面ナデ後箆磨き。外面

箆削り。

砂粒・スコリア

淡赤橙色

普通

30% P1021

覆土

不

須 恵 器

B (39) 底部はほぼ平坦で,体部は内
彎気味に立ち上がり,外上方
に開く。

水挽き整形。底部回転箆

肖」り。

砂粒 。長石・ 雲母

灰黄色

普通

20% P1022

覆土
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第165号住居跡出上土器観察表

図版番 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

l

高  不
土 師 器

D [88]
E (42)

脚部片。脚部は器厚を減じな

がら,「ハ」の字状に開き,裾

部は外反する。

内外面箆ナデ。裾部横ナ 砂粒・長石

浅黄橙色

普通

10% P1023

覆土

2

不

土 師 器

A[167]
B (31)

体部は緩く内彎し,日縁部は

器厚を減じながら外反して開

く。

内面ナデ後箆磨き。日縁

部内外面積ナデ。体部外

面箆削り。

砂粒

浅黄橙色

普通

20% P1024

覆土

3

郭

土 師 器

A[142]
B (38)

体部は浅い皿伏を呈し,日縁

部は外傾する。体部と口縁部

の境に稜をもつ。

口縁部内外面横ナデ。体

部外面箆削り。

砂粒

橙色

普通

5% P1025
覆土

4

高  郷
須 恵 器

E (37) 脚部片。脚部は円筒状を呈し,
裾部で外反する。長方形の透

かし孔が 4方向に穿ってある。

水挽き整形。 砂粒

灰色

普通

lo% P1026

覆土

5

高  杯
須 恵 器

A[156]
B (38)

外部口縁部片。外傾しながら

立ち上がり,日縁部に至る。

水挽き整形。日縁部には2条

の凸線が巡り,その下位に波

状文が施されている。

砂粒

褐灰色

普通

5% P1027
覆土

第168号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

第403図

1

不

土 師 器

A[144]
B 40

体部は浅い皿状を星し,日縁

部は強く内傾する。体部との

境に明瞭な稜を有する。

内面ナデ後箆磨き。国縁

部外面横ナデ。体部外面

箆削り。

砂粒 。長石

赤黒色

普通

50% P1028

覆土

2

不

土 師 器

A[124]
B (32)

体部は皿状を呈し,日縁部は

やや内彎する。体部との境に

稜を有する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

10% P1029

覆土

第174号住居跡出上土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 傭 考

第403図

1

密

土 師 器

A[160]
B (64)

日縁部はほぼ垂直に立ち上が

った後,外反する。

口縁部内外画僚ナデ。胴

部内面箆ナデ。

砂粒 。長石・礫

淡橙色  普通
10% P1030

床面

2

甑

土 師 器

A 226
B 233
孔径 79

無底式の甑。胴部は外傾しながら

立ち上がり,中位でやや内彎する。

日縁部は緩く外反しながら開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ後箆磨き,外
面箆ナデ。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

95% P1031 PL86
覆上下層

3

士克

土 師 器

A 9_7
B 53
C 60

平底。体部は内彎しながら立ち上

がり,日縁部は器厚を減じながら

直立する。口唇部は丸くおさめる。

口縁部内外面積ナデ。体

部内面箆ナデ,外面ナデ。

底部に木葉痕を残す。

砂粒・雲母

赤褐色

普通

80% P1032

覆上下層

4

不

土 師 器

A[14,0]

B 50
丸底。体部は内彎しながら外

上方に立ち上がり,日縁部に

至る。

内面ナデ後箆磨き。口縁

部外面積ナデ。体部外面

ナデ。

砂粒 。長石・雲母

黒褐色

普通

60% P1033 PL86

床面

5

不

上 師 器

A[156]
B 48

体部は浅い皿状を呈し,口縁

部は外傾して開く。体部との

境に稜をもつ。

口縁部内面ナデ後箆磨

き,外面横ナデ。体部内

面箆磨き,外面箆削り。

砂粒 。雲母

橙色

普通

60% P1034 PL86
覆上下層

不

上 師 器

A[121]
B 45

体部は皿状を呈し,日縁部は

外反しながら外上方に開く。

体部との境に稜を有する。

内面ナデ後箆磨き。日縁

部外面横ナデ。体部外面

箆削り。内外面赤彩。

砂粒・礫・雲母

赤色

普通

40% P1035

覆上下層

7

不

上 師 器

A E12 6]

B (44)
体部は皿伏を呈し,日縁部は

外傾しながら外上方に開く。

体部との境に稜を有する。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後放射状の箆

磨き,外面ナデ。

砂粒 。長石・雲母

明赤褐色

普通

40% P1036 PL86
覆上下層

8

不

土 師 器

A E12 8]

B 51
体部は平底気味の店部から内

腎しながら立ち上がり,国縁

部は直立する。

口縁部外面債ナデ。体部

外面ナデ。内面剖離が著

しく整形不明。

砂粒

にぶい橙色

普通

40% P1037

床面
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奈良・平安時代

第 1号住居跡出上土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第404図

1

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

[204]

(85)

張りの弱い胴部から,頸部
を外反させて,回縁端部を

外上方へつまみ出す。頸部

及び口縁端部の外面は凹

む。

日縁部から頸部にかけて

内・外画債ナデ。胴部外面縦

位の箆削り。胴部内百横位

の箆ナデ。

砂粒・石英・雲母

にぶい褐色

普通

10% P501
東壁中央部付近の覆土

下層

2

密

土 師 器

A[194]
B (74)

張りの弱い胴部から,頸部
を「く」の字状に屈曲させ

て,口縁端部をほぼ垂直に
つまみ上げる。

口縁部から胴部上位にかけ

て内・外面横ナデ。

砂粒。長石

灰白色

普通

10% P502  PL87
南東コーナー付近の

床面

3

霊

土 師 器

Ｂ

Ｃ

(52)

[86]

底部は平底で,胴部は内彎
気味に立ち上がる。

胴部外面縦位の箆削り。胴

部内面横位のナデ。

砂粒・石英

にぶい赤褐色

普通

20% P503
南東コーナー付近の

覆上下層

4

不

土 師 器

A[147]
B 47
C [90]

底部は平底で,体部は内彎
気味に外傾して立ち上が

り,日縁部で軽く外反する。

水挽き整形。底部回転箆切

り後ナデ。体部下端手持ち

箆削り。

砂粒・雲母

橙色

普通

20% P504
東壁中央部付近の覆土

下層

5

高台付ナ冗

土 師 器

A[156]
B 67
D [86]
E 16

底部と体郡の境に,「ハ」の

字状に開く高台が付く。体

部は内彎気味に外傾して立

ち上がり,口唇部を丸くお

さめる。

水挽き整形。内面箆磨き。

外面の水挽き痕強い。体部

下位回転箆削り(右 )。 高台

貝占り十すイす。

砂粒

褐灰色

良好

20% P505 PL87
南東コーナー付近の

床面

6

高台付不

土 師 器

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(20)

[74]

13

底部は平底で,「ハ」の字状

に開く高台が付く。

水挽き整形。内面箆磨き。

高台貼り付け。

砂粒

浅黄橙色

普通

5% P506
南東部の覆土

第 2号住居跡出土土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第404図

1

甕

土 師 器

A[258]
B (57)

頸部は「く」の字状に屈曲

し,日縁端部をわずかにつ

まみ上げる。

口縁部から頸部にかけて

内・外面横ナデ。胴部外面縦

位の箆削り。胴部内百績位

の箆ナデ。

砂粒・雲母

浅黄橙色

普通

5% P507 PL87
カマド付近の覆上下層

不

土 師 器

B (16)
C [76]

底部は平底で,体部は内彎
気味に外傾して立ち上が

る。

水挽 き整形。内面箆磨 き。

内面黒色処理。底部回転箆

切 り後ナデ。

砂粒。雲母

にぶい赤褐色

普通

10% P508
カマド燃焼部の覆土

中層

不

土 師 器

(11)

65

Ｂ

Ｃ

底部は平底。 水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。底部回転糸

切り。

砂粒・雲母

灰褐色

普通

20% P509
カマド燃焼部の覆土

下層
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第 3号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第404

1

高台付不

土 師 器

A[159]
B (49)
E (09)

底部は平底で,「ハ」の字状

に開く高台が付く。体部は

内彎気味に外傾して立ち上

がり,口縁部で軽く外反す

る。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。底部回転糸

切り。高台貼り付け。

砂粒

にぶい褐色

普通

70% P510 PL87
南東コーナー付近

の覆上下層 正位
墨書「太」

2

高台付不

土 師 器

B (33)
D[84]
E 19

底部はやや上げ底で,「ハ」

の字状に開く高台が付く。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。高台貼り付

け。

砂粒

淡橙色

普通

15% P511

南東部の覆土

3

高台付不

上 師 器

Ｄ

Ｅ

[106]

20
外側へ踏ん張る高台。 砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

10% P512
南東部の覆土

第 4号住居跡出土土器観察表

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

1

甕

土 師 器

A[183]
B(114)

丸く張った胴部から,頸部
を強く外反させて,日縁端

部を外上方へつまみ上げ

る。

口縁部から胴部上位にかけ

て内・外面横ナデ。胴部外面

中位以下縦位の箆削り。

色褐

粒

赤

通

砂

明

普

20% P518 PL87
カマド燃焼部の覆土

2 須 恵 器

(35)

[77]

09

Ｂ

Ｄ

Ｅ

底部と胴部の境に短く外側

へ踏ん張る高台が付く。胴

部は内彎気味に立ち上が

る。

高台貼り付け。

色
嚇
廂
範

5% P519 PL87
南東部の覆土

3

不

土 師 器

A[128]
B (32)

体部は外傾して立ち上が

り,日唇部を丸くおさめる。

体部下位ににぶい稜をも

水挽き整形。体部内。外面箆

磨き。内面黒色処理。

砂粒。雲母

にぶい褐色

普通

30% P516
北東部の覆土

4

不

須 恵 器

(30)

[88]

Ｂ

Ｃ

底部は平底で厚い。体部は

外傾して立ち上がり,底部
との境に偏狭な面をもつ。

水挽き整形。底部回転箆切

り後底部及び体部下端手持

ち箆削り。

砂粒

責灰色

普通

15% P518 PL87
北東コーナー付近

の覆上下層 逆位

5

高台付筑

土 師 器

A[152]
B(49)
E(04)

底部は平底で,体部との境
に高台が付く。体部は内彎

気味に外傾して立ち上が

る。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。高台貼り付

け。

砂粒・雲母

灰褐色

普通

40% P515
中央部付近の覆土中層

正位

第 5号住居跡出土上器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第405図

1

高台付不

須 恵 器

(17)

[84]

05

Ｂ

Ｄ

Ｅ

底部は平底で,短 く直立す
る高台が付く。高台の接地

面は平坦。

水挽き整形。底部回転箆削

り(右 )。 高台賠り付け。

砂粒

責灰色

普通

10% P520
南東部の覆土

第 8号住居跡出土上器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第405図

1

不

須 恵 器

A[140]
B 49
C 74

底部は平底。体部は外傾し

て立ち上がり,国縁部付近

で経く外反する。底部と体部

の境は偏狭な面を有する。

水挽き整形。底部及び体部

下端回転箆削り(右 )。

粒

色

通

砂

灰

普

70% P526 PL87
カマド前方の覆上下層

逆位

-613-



図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第405図

2

高台付不

土 師 器

A 138
B 56
D 78
E 19

底部は平底で,「ハ」の字状

に開く高台が付く。体部は

下位に稜を持ち,外傾して

立ち上がる。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。底部及び体

部下端回転箆肖」り(右 )。 高

モ」貝占り4す 1)。

砂粒・スコリア

浅黄橙色

普通

80% P521 PL87

北 コーナー付近の床面

正位

3

高台付不

土 師 器

B (28)
D 86
E 15

底部は平底で,ほぼ直立す

る高台が付く。底部と体部

の境に明瞭な稜を持つ。

水挽 き整形。内面箆磨 き。

内面黒色処理。底部回転箆

削 り(右 )。

砂粒・スコリア

にぶい橙色

普通

30% P522 PL87
南コーナー付近の床面

正位

墨書有り

4

高台付不

土 師 器

B (20)
D[85]
E 14

底部は平底で,「ハ」の字状

に開く高台が付く。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。底部は摩滅

が著しく調整不明。

砂粒・スコリア

褐灰色

普通

30% P523
南コーナー付近の床面

逆位

第 9号住居跡出土上器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第405図

1

不

土 師 器

A[124]
B 37
C [74]

底部は平底。体部は内彎気

味に外傾して立ち上がる。

国唇部は丸い。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒

にぶい橙色

普通

20% P527
南東部の覆土

2

不

土 師 器

A[120]
B 33
C E56]

底部は平底。体部は内彎気

味に立ち上がり,口縁部で

軽く外反する。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒・雲母

橙色

普通

20% P528
南東部の覆土

3

邪

土 師 器

口縁部片。日唇部 は丸い。 水挽 き整形。 砂粒

灰 白色

普通

5% P530
カマド燃焼部の覆土

墨書有り

4

高台付不

土 師 器

A[130]
B 48
D [58]
E 08

底部は平底。体部は内彎気

味に立ち上がり,国縁部で

軽く外反する。

水挽き整形。内・外面箆磨

き。内面黒色処理。

砂粒

灰 白色

普通

20% P529 PL87
カマド燃焼部の覆土

第10号住居跡出土土器観察表

図版番 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第406図

1

甕

土 師 器

A 227
B 317
C 92

底部は平底。胴部は内彎し

ながら立ち上がり,上位で

丸く張る。頸部は「く」の字

状に屈曲し,日縁端部を外

上方へつまみ出す。

口縁部から頸部にかけて内・

外面横ナデ。胴部外面上位

ナデ。中位以下斜位の箆磨

き。胴部内面横位の箆ナデ。

砂粒・雲母

にぶい褐色

普通

70% P532 PL87
中央部付近の床面

2

奏

上 師 器

A 225
B(261)

丸く張った胴部から,頸部
を丸く屈曲させて,日縁端

部を外上方へつまみ上げる。

口縁部から頸部にかけて内・

外面横ナデ。胴部外面上位

横位の箆ナデ。中位以下縦

位の箆磨き。胴部内面横位

の箆ナデ。

砂粒・雲母

明赤褐色

普通

50% P533 PL87
中央部とカマド付近の

床面

3

甕

土 師 器

A[220]
B(■ 2)

丸く張った胴部から,頸部
を大きく外反させて,国縁

端部を外上方へつまみ出す。

口縁部から頸部にかけて内・

外面横ナデ。胴部内・外面横

位の箆ナデ。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

30% P534 PL87
北東部の床面

4

甕

土 師 器

A[138]
B 125
C 74

小形奏。底部は平底。胴部

は内彎気味に立ち上がり,

口縁部で軽く外反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部

外面縦位の箆ナデ。胴部内

面横位の箆ナデ。

砂粒・スコリア

暗赤褐色

普通

60% P535 PL87
北東部の床面

正位

5

憂

土 師 器

B(101)
C 50

小形奏。底部は平底で,胴
部は内彎しながら立ち上が

る。

胴部外面下位箆削り。内面

横位の箆ナデ。

砂粒・礫

灰褐色

普通

60% P536 PL87
カマド付近の覆上上層

正位

6

不

須 恵 器

B (17)
C [86]

底部は平底で,体部は外傾
して立ち上がる。

水挽 き整形。底部回転箆削

り(左 )。

砂粒

灰白色

普通

5% P541
西壁中央部付近の覆土

―-614-一



図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第406図

7

高台付不

須 恵 器

A 180
B 71
D ■ 4
E 12

底部は平底で,ほぼ直立す

る高台が付く。体部は外傾

して立ち上がり,国縁部付

近で軽く外反する。

水挽き整形。底部回転箆削

り(右 )。 高台貼り付け。

砂粒・礫

にぶい赤褐色

普通

75% P538 PL87
北西コーナー壁直下の

覆上下層

正位

蓋

須 恵 器

A 173
B 42
F 27
G 13

鉦はやや腰高で,上部は平

坦。天丼部は浅く,なだら

かに下降する。国縁部はに

ぶく屈曲し,短 く垂下する。

水挽き整形。天丼部は径12

cmにわたり回転箆削り。内

面に自然釉付着。

砂粒・礫

黄灰色

普通

100% P539 PL87

西壁中央部付近の床面

横位

蓋

須 恵 器

A[138]
B (28)

口縁部はにぶく屈曲し,や

や外傾しながら下降する。

水挽き整形。天丼部に自然

釉付着。

砂粒

灰色

普通

5% P540
西壁中央部付近の覆土

第H号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

1

甕

土 師 器

A[154]
B (73)

小形甕。丸く張った胴部か

ら,頸部を外反させて,日縁

端部を外上方へつまみ出す。

口縁部から頸部にかけて肉・

外面横ナデ。胴部内・外面横

位の箆ナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

5% P715 PL87
中央部付近の覆上下層

第13号住居跡出土土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調。焼成 傭 考

第407図

1

密

土 師 器

B(57)
C[152]

底部は平底で,胴部は外傾

して立ち上がる。底部と胴

部の境は明瞭に屈曲する。

底部及び胴郡外面箆磨き。

内面箆ナデ。

砂粒・長石

赤褐色

普通

10% P673 PL87
南壁中央部からやや西

寄りの床面

2

不

土 師 器

A[140]
B 35
C[70]

底部は平底。体部は内彎気

味に外傾して立ち上がり,

口唇部はやや尖る。

水挽き整形。内画摩滅が著

しく調整不明。底部及び体

部下端回転箆削り(右 )。

砂粒・雲母

にぶい黄橙色

普通

10% P674
南東部の覆土

3

不

土 師 器

B (29)
C [68]

底部は平底で,体部は内彎

気味に立ち上がる。

水挽き整形。底部回転糸切

り後軽いナデ。体部下端手

持ち箆削り。

砂粒

灰白色

普通

10% P675
南西部の覆土

4

不

土 師 器

B (20)
C [71]

底部は平底で,体部は外傾
して立ち上がる。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。底部及び体

部下端回転箆削り(右 )。

砂粒

浅黄橙色

普通

15% P676
北東コーナー付近の

床面

5

不

土 師 器

体部片。 水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。

砂粒

浅黄橙色

普通

5% P544
南西部の覆土

墨書有り

第14号住居跡出土土器観察表

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第407図

1

墾

土 師 器

A 222
B(158)

丸く張った胴部から,頸部

を「く」の字状に屈曲させ

て,口縁端部を外上方へつ

まみ上げる。

口縁部から頸部にかけて内・

外面横ナデ。胴部内・外面積

位の箆ナデ。

砂粒・長石・雲母

にぶい赤褐色

普通

40% P657 PL87
カマド燃焼部の覆土

下層

2

密

上 師 器

B (31)
C 77

底部は平底で,本棄痕有り。

体部は外傾して立ち上がる。

外面斜位の箆磨き。肉面箆

ナデ。

砂粒・長石・雲母

褐色

普通

10% P692
北西コーナー付近の

床面

-615-



図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 者

第407図

3

不

須 恵 器

A 134
B 40
C 83

底部 は平底で,体部 との境
に偏狭な面をもつ。体部 は

直線的に外傾 して立ち上が

り,国 縁部付近でわずかに

外反する。

水挽 き整形。外画水挽 き痕

強い。底部及び体部下端回

転箆削 り(右 )。

粒

色

好

砂

灰

良

70% P658 PL87
カマド西側の床面

正位

4

不

須 恵 器

A[130]
B 42
C 78

底部 は平底。体部 は直線的

に外傾 して立 ち上が り,口

唇部 を丸 くおさめる。

水挽 き整形。底部及び体部

下端回転箆削 り(右 )。

粒

色

通

砂

灰

普

25% P659

南西部の覆土

外面自然釉付着

5

蓋

須 恵 器

Ａ

Ｂ

[144]

(37)

天丼部 は浅 く丸い。口縁部

はにぶ く屈曲して垂下 し,

口唇部 を丸 くおさめる。

水挽き整形。天丼部回転箆

肖」り(右 )。 色

粒

灰

通

砂

褐

普

20% P660
カマド燃焼部の覆土

第15号住居跡出土上器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第407図

1

甕

土 師 器

A[168]
B(82)

やや張りのある胴部から,

頸部を「く」の字状に屈曲

させて,口唇部を丸くおさ

める。

口縁部から頸部にかけて内・

外面横ナデ。胴部外面縦位

の箆削り。胴部内面横位の

箆ナデ。

砂粒・礫

にぶい赤褐色

普通

10% P545
中央部付近の覆上下層

2

甕

土 師 器

A[188]
B (82)

丸く張った胴部から,頸部
を「く」の字状に屈曲させ

て,国縁端部をほぼ垂直に

つまみ上げる。

口縁部から頸部にかけて内・

外面横ナデ。胴部内・外面榛

位の箆ナデ。

砂粒・長石

橙色

普通

10% P546 PL87
中央部付近の覆上下層

第408図

3

甕

上 師 器

(60)

[82]

Ｂ

Ｃ

底部は平底で,胴部は内彎
しながら立ち上がる。

胴部外面縦位の箆ナデ。内

面横位の箆ナデ。

砂粒・雲母

褐灰色

普通

10% P547
カマド燃焼部の覆土

4

杯

土 師 器

A[126]
B 43
C [63]

底部は平底。体部は内彎気

味に外傾して立ち上がり,

口縁部で軽く外反する。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。底部及び体

部下端回転箆肖」り(右 )。

粒

色

通

砂

橙

普

50% P549 PL87
中央部の覆土中層

逆位 墨書有り

5

イ

須 恵 器

A[138]
B 49
C [82]

底部は平底。体部は外傾し

て立ち上がり,日唇部を丸

くおさめる。

水挽き整形。底部回転箆削

り(右 )。

砂粒。長石

橙色

不良

15% P548 PL87
カマド燃焼部の覆土

郭

須 恵 器

A[136]
B 44
C 88

底部は平底。体部は直線的

に外傾して立ち上がり,日

縁部で軽く外反する。

水挽き整形。底部回転箆切

り後手持ち箆削り。

砂粒・長石

灰色

普通

45% P552
カマド西側の床面

正位

7

郷

須 恵 器

B (35)
C [92]

底部は平底で,体部は直線
的に外傾して立ち上がる。

水挽き整形。底部回転箆削

り(右 )。 底吉Б及ぴ体部外面

に自然釉付着。

砂粒

黄灰色

普通

15% P553
東壁中央部付近の覆土

8

不

須 恵 器

A[128]
B (47)

体部は直線的に,外傾して
立ち上がる。国唇部は丸い。

水挽き整形。体部下端回転

箆削り(右 )。

粒

色

通

砂

灰

普

10% P555
北西部の覆土

9

鉢

土 師 器

A[188]
B (83)

体部は内彎しながら立ち上

がり,国縁部でやや内傾す

る。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

20% P550 PL87

北東 コーナー付近の

床面

第18号住居跡出土土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第408図

1

甕

土 師 器

[200]

(100)

Ａ

Ｂ

張 りの弱い胴部か ら,頸部
を「 く」の字状に屈曲させ

て,口縁端部 を外上方へつ

まみ出す。

口縁部から頸部にかけて内・

外面横ナデ。胴部外面縦位

の箆ナデ。胴部内面横位の

箆ナデ。

砂粒・雲母・スコリア

にぶい橙色

普通

10% P556 PL88
中央部付近の覆上下層

-616-



図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

2

密

須 恵 器

胴部片。 胴部外面平行叩き。 砂粒

黄灰色

普通

5% P560
東壁中央部付近の覆土

中層

3

邦

土 師 器

A[149]
B (36)

体部は内彎気味に外傾して

立ち上がり,日縁部で軽く

外反する。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。

珍粒・雲母

浅黄橙色

普通

10% P558
カマド燃焼部の覆土

4

高台付士完

土 師 器

B (64)
D 80
E 13

底部は平底で,ほぼ直立す

る高台が付く。体部は内彎

しながら立ち上がる。

水挽き整形。内面箆磨き。

底部摩滅が著しく調整不

明。高台貼り付け。

砂粒。長石

にぶい褐色

普通

40% P557 PL88
東壁中央部付近の覆土

中層 逆位

5

灯 明 皿

土師質土器

A 91
B 37
C 60

底部は平底。体部は内彎気

味に立ち上がる。口縁部付

近の内面に煤付着。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒・雲母

浅黄橙色

普通

100%P559 PL88
中央部の覆上下層

正位

第19号住居跡出上土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第409図

1

甕

土 師 器

B(229)
C 85

底部は平底。胴部は内彎し

ながら立ち上がる。

胴部外面縦位の箆肖」り。胴

部内面上位横位の箆ナデ。

下位斜位の箆ナデ。

砂粒

淡責色

普通

60% P661 PL88
南東部の床面

2

密

土 師 器

B(138) 胴部 は丸 く張 り,頸部でほ
ぼ垂直 に立ち上が る。

頸部内・外面横ナデ。胴部外

面縦位の箆削り。胴部内面

縦位の箆ナデ。

砂粒。長石

にぶい赤褐色

普通

30% P662
東壁中央部付近の床面

3

郷

土 師 器

A 171
B 86

底部から内彎気味に立ち上

がり,皿状を呈する。国縁
部はやや外傾し,国唇部は

尖る。

口縁部内・外面積ナデ。底部

外面不定方向の手持ち箆肖」

り。

砂粒・雲母

橙色

普通

100% P663 PL88

南西郡の床画

正位

4

郭

土 師 器

A[120]
B 45

底部は丸底。体部は内彎気

味に立ち上がり,国縁部で

直立する。口唇部はやや尖

る。

口縁部内。外面横ナデ。体部

外面雑な箆肖」り。体部内面

箆磨き。

砂粒・スコリア

灰褐色

普通

80% P664 PL88
南璧中央部付近の覆土

上層

5

不

土 師 器

A[124]
B 50

底部は丸底。体部は内彎気

味に立ち上がり,口唇部を

丸くおさめる。

体部外面箆ナデ。体部内面

箆磨き。

砂粒

灰褐色

普通

35% P665
北東部の覆上下層

6

不

土 師 器

A[142]
B (38)

体部は内管気味に立ち上が

り,日縁部で外傾する。日

唇部は丸い。

口縁部内・外面積ナデ。体部

外面箆削り。体部内面箆磨

き。

砂粒

灰黄褐色

普通

15% P666
南壁中央部付近の覆土

中層

7

イ

須 恵 器

A[152]
B 49
C[116]

底部は丸底気味で厚い。体

部は直線的に外傾して立ち

上がり,口縁部で直立する。

水挽き整形。底部回転箆削

り。

砂粒

褐灰色

普通

35% P668 PL88
南壁中央部付近の床面

第23号住居跡出土上器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第409図

1

甑

土 師 器

A[244]
B 280
C[132]

胴部は直立し,回縁部で軽

く外傾する。口唇部は平坦。

底部は五孔式と思われる。

口縁部内・外面横ナデ。胴部

外面上位横位の箆ナデ。下

位横位の寛肖」り。胴部内面

横位の箆ナデ。

砂粒・長石

明赤褐色

普通

40% P687 PL88

中央部及び北西部の

床面

2

甕

土 師 器

A 160
B(108)

張りの弱い胴部から,頸部
を「く」の字状に屈曲させ

て,日縁端部をほぼ垂直に

つまみ上げる。

口縁部から頸部にかけて内・

外面横ナデ。胴郡外面縦位

の箆削り。胴部内面縦位の

箆ナデ。

砂粒・長石・スコリア

浅責橙色

普通

50% P688 PL88

中央部か ら西壁寄 りの

床面

-617-



図版 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第410図

3

甕

上 師 器

A[220]
B(127)

張りの弱い胴部から,頸部
を「く」の字状に屈曲させ

て,国縁端部を外上方へつ

まみ出す。

口縁部から頸部にかけて内・

外面横ナデ。胴部外面箆ナ

デ。胴部内面斜位の箆ナデ。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

10% P689
北西部の覆土中層

4

甕

土 師 器

A[172]
B (66)

頸部は「く」の字状に屈曲

し,国縁端部をほぼ垂直に
つまみ上げる。

口縁部から頸部にかけて内・

外面横ナデ。

砂粒・雲母・スコ リア

にぶい橙色

普通

5% P690
中央部付近の床面

5

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

[176]

(168)

やや張 りのある月同部か ら,

頸部 を「 く」の字状 に屈曲

させて,口縁端部 をわずか

につまみ上げるЬ

口縁部から頸部にかけて内・

外面横ナデ。胴部内・外面ナ

デ。

砂粒・雲母

褐色

普通

10% P691 PL88
カマド東側の袖の前

6

イ

土 師 器

Ｂ

Ｃ

(22)

[58]

底部は平底。体部は内彎気

味に外傾して立ち上がる。

全体的に器厚は薄い。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。底部回転箆

削り(右 )。

砂粒

にぶい橙色

普通

20% P693
北西部の覆土中層

7

不

土 師 器

A[147]
B(43)

体部は外傾して立ち上がり,

国縁部でわずかに外反する。

水挽 き整形。 砂粒 。長石

灰白色

普通

5% P667
北西部の覆土

墨書有り

高台付不

須 恵 器

B(24)
D[102]
E 09

底部は平底で,外側へ踏ん

張る高台が付く。

水挽き整形。高台贈り付け。 砂粒

責灰色

普通

４

土

６９

覆

Ｐ
・　
の部

％

西

Ю

北

9

置きカマド

土 師 器

B(83) 置きカマドの側辺と思われ
る。掛口部は平坦。7 5cm下

がった所に円形の恋が穿た

オ■る。

内・外面横位の箆ナデ。 砂粒

浅黄橙色

普通

5% P720
北西部の覆土

第25号住居跡出土上器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第410図

1

甕

上 師 器

(227)

80

Ｂ

Ｃ

底部は平底で,木葉痕有り。

胴部は内彎しながら立ち上

がる。

胴部外面上位ナデ。中位以

下斜位の箆磨き。内面模位

の箆ナデ。

砂粒・長石

にぶい褐色

普通

30% P562 PL88
北東部の覆上下層

2

墾

土 師 器

B (43)
C 34

底部は平底で,胴部は内彎
しながら立ち上がる。

胴部外面下位斜位の箆磨

き。内面横位の箆ナデ。

砂粒・雲母

橙色

普通

30% P564
西コーナー付近の覆土

下層

第411図

3

甕

須 恵 器

B(170) 底部は丸底で,胴部は内彎
しながら立ち上がる。

胴部外面平行叩き。内面ナ 砂粒。長石・礫

にぶい褐色

普通

20% P566 PL88
カマド付近の床面

4

不

土 師 器

Ａ

一Ｂ

[148]

(51)

体部は内彎しながら立ち上

がり,回縁部で軽く外反す

る。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。

砂粒・雲母・スコリア

にぶい橙色

普通

35% P565 PL88
南西部の覆上下層

第28号住居跡出土土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第411図

1

甕

土 師 器

A[228]
B 255
C[110]

底部は平底。胴部は外傾し

て立ち上がり,頸部から短
く外反する国縁部が付く。

口縁部内・外面横ナデ。胴部

外面上位縦位の箆肖」り。下

位横位の箆削り。内面横位

の箆ナデ。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

30% P568
カマド燃焼部の覆土

2

高台付不

土 師 器

(29)

[54]

04

Ｂ

Ｄ

Ｅ

底部は平底で,短 く直立す
る高台が付く。体部は内彎

しながら立ち上力ゞる。

水挽き整形。内面箆磨き。

底部摩滅が著しく調整不

明。高台貼り付け。

砂粒・長石

浅黄橙色

普通

200/。  P569
カマド燃焼部の覆上

-618-



第29号住居跡出土土器観察表

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上。色調・焼成 備 考

第412図

1

甕

土 師 器

A 245
B 233
C[100]

底部 は平底。張 りの弱い胴

部か ら,大 きく外反する口

縁部が付 く。

口縁部内・外面雑な ナデ。

胴部外面縦位の箆肖」り。胴

部内面横位の箆ナデ。

砂粒。長石

にぶい赤褐色

普通

70% P571 PL89
カマド付近の床面

2

甕

土 師 器

B (60)
C[■ 8]

底部 は平底で厚い。胴部 は

やや外傾 して立ち上がる。

胴部外面縦位の箆削り。胴

部内面横位の箆ナデ。

砂粒・礫

暗赤褐色

普通

10% P572
南東部の覆土

3

奏

須 恵 器

大形の甕の胴部片。 外面弱い平行叩き。 砂粒

暗灰黄色

普通

15% P517
南東部の覆上下層

第 413図

4

置きカマド

土 師 器

B(182)
C[408]

円筒形を呈するカマドの側

辺。体部は内傾して立ち上

がり,底部から17clnの所に

円形の窓が穿たれる。

体部外面ナデ。体部内面横

位の箆ナデ。

砂粒・雲母。長石

外面 灰白色
内面 赤灰色
普通

40% P607 PL89
北東部の床面

内面煤付着

第412図

5

置きカマド

土 師 器

底部から体部にかけての破

片。P607と は別個体。

外面ナデ。 砂粒 。雲母・長石

灰白色

普通

5% P710
東壁中央部付近の覆土

下層

6

羽  釜
土 師 器

鍔の一部分。 ナデ。 砂粒・雲母・長石

浅黄橙色

普通

5% P711
南東部の覆土

第413図

7

不

土 師 器

A 133
B 38
C 58

底部は平底。体部は内彎し

ながら立ち上がり,日縁部

で軽く外反する。

水挽き整形。底部回転糸切

り。内面黒色処理。

砂粒・雲母

浅黄橙色

普通

100%P574 PL89
南東部の床面

正位

8

不

土 師 器

A 129
B 37
C 57

底部は平底。体部は内彎し

ながら立ち上がり,口縁部

で軽く外反する。

水挽き整形。底部回転糸切

り。内面黒色処理。

砂粒・雲母

黒褐色

普通

100%P575 PL89
北東コーナー付近の

床面 正位

9

不

土 師 器

A 134
B 38
C 60

底部は平底。体部は内彎気

味に外傾して立ち上がり,

国縁部で軽く外反する。

水挽き整形。底部回転糸切

り。内面黒色処理。

砂粒・雲母

浅黄橙色

普通

P580

北西コーナー付近の

覆土中層 逆位

100%

第414

10

不

土 師 器

A 138
B 41
C [63]

底部は平底。体部は内彎気

味に外傾して立ち上がり,

口縁部で軽く外反する。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒 。長石

浅黄橙色

普通

45% P578
南東部の覆土

不

土 師 器

A[■ 0]
B 28
C 50

底部は平底で,体部は内彎

気味に外傾して立ち上がり,

口唇部を丸くおさめる。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒

にぶい褐色

普通

40% P606
カマド燃焼部の覆土

筑

土 師 器

A[158]
B 47
C [53]

底部は平底。体部は内彎気

味に外傾して立ち上がり,

日縁部で軽く外反する。

水挽き整形。内面箆磨き。

底部及び体部下端回転箆削

り(右 )。

砂粒

灰白色

普通

50%― P576 PL89

北壁中央部付近の覆土

中層 正位

筑

上 師 器

A 136
B 48
C 51

底部は平底。体部は内彎気

味に外傾して立ち上がり,

日縁部で軽く外反する。

水挽き整形。内面箆磨き。

底部及び体部下端回転箆削

り(右 )。

砂粒

灰白色

普通

70% P577 PL89
中央部の覆上下層

逆位

士完

土 師 器

A 157
B 52
C 54

底部は平底。体部は内彎気

味に外傾して立ち上がり,

口縁部で軽く外反する。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。底部及び体

部下端回転箆削り(右 )。

砂粒。長石

にぶい橙色

普通

95% P579 PL89
北西部の覆土中層

逆位

士宛

土 師 器

A E15 6]

B 45
C 54

底部は平底で,体部は内彎

気味に外傾して立ち上がり,

口縁部で軽く外反する。

水挽き整形。底部及び体部

下端回転箆削り(右 )。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

25% P722
南西部の覆土

琉

土 師 器

A[150]
B 51
C [52]

底部は平底で,体部は内彎

気味に外傾して立ちとがる。

水挽き整形。内面箆磨き。

底部及び体部下位回転箆肖」

り(右 )。

砂粒・雲母

橙色

普通

40% P1053 PL89
P7内覆土
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器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・焼成 備 考

第414図

17

高台付坑

土 師 器

15 5

57
[50]

05

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

底部は平底で,短 く直立す
る高台が付く。体部は内彎

しながら立ち上がり,口縁
部で軽く外反する。

水挽き整形。水挽き痕強い。

内・外面箆磨き。体部下位回

転箆削り(右 )。 高台賠り付

け。

砂粒・雲母

明褐色

普通

80% P588
南東部の覆土

高台付坑

土 師 器

13 4

52
48
05

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

底部は平底で,短 く直立す
る高台が付く。体部は内彎

しながら立ち上がり,口縁

部で軽く外反する。

水挽き整形。水挽き痕強い。

内面箆磨き。体部下位回転

箆削り(右 )。

砂粒・雲母

にぶい黄褐色

普通

55% P589 PL89
南壁中央部付近の床面

逆位

高台付筑

土 師 器

14 3

55
46
04

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

底部は平底で,短 く直立す
る高台が付く。体部は内彎

しながら立ち上がり,口縁
部で軽く外反する。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。体部下位回

転箆削り(右 )。 高台貼り付

け。

砂粒・雲母

黒褐色

普通

95% P592 PL89
南東部の床面

高台付筑

土 師 器

A 153
B 51
D 56
E 06

底部は平底で,短 く直立す
る高台が付く。体部は内彎

しながら立ち上がり,日縁
部で軽く外反する。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。底部及び体

部下位回転箆削り(右 )。 高

台貼り付け。

砂粒・長石・雲母

にぶい黄橙色

普通

100%P1050 PL89
P7内覆土

高台付琉

上 師 器

A[142]
B 55
D E42]
E 04

底部は平底で,短 く直立す
る高台が付く。体部は内彎

しながら立ち上がり,国縁
部で軽く外反する。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。体部下位回

転箆削り(右 )。 高台貼り付

け。

砂粒・雲母

黒褐色

普通

30% P1051
P7内覆土

高台付不

土 師 器

A 154
B 52
D 69
E 18

底部は平底で,「ハ」の字状

に開く高い高台が付く。体

部は内脅気味に外傾して立

ち上がり,国縁部で外反す
る。

水挽き整形。底部摩滅が著

しく調整不明。高台貼り付

け。

砂粒・雲母

にぶい黄橙色

普通

95% P581
北西部の覆上下層

横位

高台付不

土 師 器

A 153
B 52
D 70
E 18

底部は平底で,「ハ」の字状

に開く高い高台が付く。体

部は内彎気味に外傾して立

ち上がり,日縁部で外反す
る。

水挽き整形。底部摩滅が著

しく調整不明。高台賠り付

け。

砂粒。雲母

にぶい責橙色

普通

80% P582 PL89
中央部の覆上下層

逆位

高台付邦

土 師 器

A[148]
B 54
D 66
E 16

底部は平底で,「ハ」の字状

に開く高い高台が付く。体

部は内彎気味に外傾して立

ち上がり,国縁部で外反す
る。

水挽き整形。高台貼り付け。 砂粒・雲母

にぶい黄褐色

普通

50% P586 PL89
北西部の覆土中層

正位

高台付不

土 師 器

13 9

54
70
19

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

底部は平底で,「ハ」の字状

に開く高い高台が付く。体

部は外傾して立ち上がり,

日縁部で外反する。

水挽き整形。高台貼り付け。 砂粒・雲母

にぶい責橙色

普通

70% P583 PL89
南東部の床面

逆位

高台付不

土 師 器

13 9

53
70
17

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

底部は平底で,「ハJの字状

に開く高い高台が付く。体

部は内彎気味に外傾して立

ち上がり,日縁部で外反す
る。

水挽き整形。高台賠り付け。 砂粒・雲母

灰責褐色

普通

70% P584 PL89
中央部の床面

逆位

高台付不

土 師 器

B (33) 底部は平底で,高台欠損。
体部は内彎気味に外傾して

立ち上がる。

水挽き整形。底部回転糸切

り。高台貼り付け。

砂粒・雲母

責灰色

普通

40% P590
北西コーナー付近の

覆上下層 正位
高台付不

土 師 器

A 146
B (35)

体部は外傾して立ち上がり,

国縁部で外反する。高台欠

損。

水挽 き整形。 砂粒・雲母

浅黄橙色

普通

70% P585
北西コーナー付近の

覆上中層

高台付邪

土 師 器

A[141]
B (29)

体部は外傾して立ち上がり,

口縁部で外反する。

水挽 き整形。 砂粒・雲母

褐灰色

普通

30% P587
南東部の覆土

―-620-



図版番号 器   種 法量 (cnl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第414図

30

高台付不

土 師 器

A[150]
B (32)

体部は外傾して立ち上がり,

日縁部で外反する。

水挽 き整形。 砂粒・雲母

にぶい黄橙色

普通

30% P721
南西部の覆土

高台付不

土 師 器

B (30)
D[76]
E 06

底部は平底で,短 く直立す
る高台が付く。体部は内彎

しながら立ち上がる。

水挽 き整形。内・外面箆磨

き。内面黒色処理。高台貼

り付 け。

砂粒

にぶい黄橙色

普通

30% P596
南東部の覆土

高台付不

上 師 器

A [93]
B 32
D [42]
E 07

底部は平底で,「ハ」の字状

に開く短い高台が付く。体

部は内管気味に外傾して立

ち上がり,日唇部を丸くお

さめる。

水挽き整形。内・外面箆磨

き。内・外面具色処理。高台

貼り付け。

砂粒

黒褐色

普通

30% P595
南西部の覆土

第415図

33

高台付邦

土 師 器

B(19)
D 76
E 09

底部は平底で,「ハ」の字状

に開く高台が付く。

水挽き整形。内面箆磨き。

底部回転糸切り。高台貼り

付け。

砂粒・雲母

淡橙色

普通

10% P591
北東部の床面

正位

皿

土師質土器

A 92
B 18
C 45

底部は平底で,体部は外傾
して立ち上がる。体部下位

に稜をもつ。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒

灰黄色

普通

100%P597 PL89

中央部付近の覆土中層

逆位

皿

土師質土器

A 91
B 17
C 44

底部は平底で,体部は外傾
して立ち上がる。体部下位

に稜をもつ。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒

灰黄褐色

普通

100%P598
北東部の覆上下層

逆位

皿

土師質土器

A 89
B 23
C 50

底部は平底で,体部は外傾
して立ち上がる。体部下位

に稜をもつ。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒

浅黄橙色

普通

100%P599 PL89
カマ ドの火床

正位

皿

土師質土器

A 78
B 15
C 41

底部は平底で,体部は外傾
して立ち上がる。体部下位

にあまい稜をもつ。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒

褐灰色

普通

100%P600 PL89
南東部の床面

正位

皿

土師質土器

A 77
B 16
C 42

底部は平底で,体部は外傾
して立ち上がる。体部下位

にあまい稜をもつ。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒

にぶい黄橙色

普通

100%P601 PL89
東壁中央部付近の覆土

中層 正位

皿

土師質土器

A 85
B 17
C 45

底部は平底で,体部は外傾
して立ち上がる。体部下位

にあまい稜をもつ。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒

にぶい黄橙色

普通

80% P602
南東部の覆土

皿

土師質土器

A 79
B 17
C 40

底部は平底で,体部は外傾
して立ち上がる。体部下位

に稜をもつ。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒

にぶい黄褐色

普通

60% P603
南西部の覆土

皿

土師質土器

A [85]
B 18
C 49

底部は平底で,体部は外傾
して立ち上がる。体部下位

にあまい稜をもつ。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒

黄灰色

普通

40% P604
南東部の覆土

皿

土師質上器

A [92]
B 19
C[54]

底部は平底で,体部は外傾
して立ち上がる。体部下位

に稜をもつ。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒

にぶい橙色

普通

50% P605 PL89
南東部の覆土

高台付皿

土師質土器

A [98]
B 25
D 42
E 06

底部は平底で,「ハ」の字状

に開く短い高台が付く。体

部は外傾して立ち上がり,

体部下位に稜をもつ。

水挽き整形。内・外面箆磨

き。内・外面黒色処理。高台

貼り付け。

砂粒

黒褐色

普通

75% P593 PL89
北壁中央部付近の覆上

中層 横位

高台付皿

土師質土器

A[96]
B 25
D 42
E 07

底部は平底で,「ハJの字状

に開く短い高台が付く。体

部は外傾して立ち上がり,

体部下位に稜をもつ。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。高台貼り付

け。

砂粒

灰黄色

普通

50% P594
南西部の覆土

-621-



第30号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第415図

1

羽  釜
土 師 器

A 193
B(143)

胴部上位に突帯が回る。日

縁部は外反して,国唇部を

平垣に仕上げている。

口縁部内・外面横ナデ。突帯

貼り付け。胴部外面横位の

箆削り。内面積位の箆ナデ。

砂粒。長石・スコリア

灰褐色

普通

60% P608 PL88
Pa内覆土

突帯下に媒付着

2

皿

土師質土器

A 90
B 18
C 46

底部は平底で,体部は外傾
して立ち上がる。体部下位

に稜をもつ。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒

橙色

普通

100%P609
カマド前方の床面

正位

3

皿

土師質土器

A 90
B 17
C 50

底部は平底で,体部は外傾
して立ち上がる。体部下位

にあまい稜をもつ。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒

にぶい黄橙色

普通

60% P610 PL88
南西コーナー付近の

床面 逆位

第31号住居跡出上土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調。焼成 備 考

第415図

1

甕

須 恵 器

甕の胴部片。 外面平行叩き。内面同心円

文。

砂粒

黄灰色

普通

5% P712
カマド付近の覆上下層

第34号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

第416図

1

盤

須 恵 器

A[224]
B 45
D[158]
E 12

底部は平底で,直立する高
台が付く。体部は外傾して

立ち上がり,口縁部は外反

する。体部と口縁部の境に

稜を有する。

水挽き整形。底部回転箆削

り(右 )。 高台貼り付け。
砂粒

褐灰色

普通

40% P612 PL88
南西部の床面

蓋

須 恵 器

A[141]
B(24)

天丼部 は上位 に平坦な面 を

もち ,なだ らかに下降する。

国縁部 は屈曲 して,軽 く外
反する。

水挽き整形。天丼部回転箆

肖」り(右 )。

砂粒・長石

灰白色

不良

10% P713
南壁中央部付近の覆土

第35号住居跡出上上器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第416図

1

不

土 師 器

A[134]
B (46)

体部は内彎気味に外傾して

立ち上がり,国縁部で軽く

外反する。

水挽き整形。内面箆磨き。

体部下位回転箆削り(右 )。

砂粒

橙色

普通

30% P613 PL88
南東部の覆土

第40号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第416図

1

高台付イ

土 師 器

B (43)
D[84]
E 20

底部は平底で,「ハJの字状

に開く高い高台が付く。体

部は内彎気味に外傾して立

ち上がる。

水挽き整形。底部回転糸切

り。高台賠り付け。

砂粒

明褐灰色

普通

20% P615
カマド燃焼部の覆土

高台付イ

土 師 器

D 78
E 18

「ハ」の字状に開く高い高 高台貼 り付 け。 砂粒・雲母

にぶい黄褐色

普通

20% P614
カマド付近の覆土

-622-



第42号住居跡出上土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調。焼成 備 考

第4

1

不

土 師 器

A[152]
B (42)

体部は内彎しながら立ち上

がり,国縁部で軽く外反す

る。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。

砂粒・スコリア

浅黄橙色

普通

10% P616
南東部の覆土

2

高台付邪

土 師 器

B 底部は平底で,高台は欠損。

体部は内彎気味に立ち上が

る。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。高台貼り付

イす。

砂粒

灰責褐色

普通

10% P714
北東部の覆土

第43号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第416図

1

密

土 師 器

A 248
B(206)

張りの弱い胴部から,短 く

外反する国縁部が付き,国

唇部を丸くおさめる。

口縁部内・外面横ナデ。胴部

外面縦位の箆削り。胴部内

面積位の箆ナデ。

砂粒・石英・長石

にぶい黄橙色

普通

40% P617 PL88
カマド前方の床面

甕

土 師 器

A[158]
B(■ 5)

張りの弱い胴部から,短 く

外反する国縁部が付き,日

唇部を丸くおさめる。

口縁部内・外面横ナデ。胴部

外面縦位の箆削り。胴部内

面横位の箆ナデ。

砂粒。長石

暗赤禍色

普通

20% P618
カマド北狽1の床面

3

高台付坑

土 師 器

A[155]
B (64)

底部は平底で,体部は内彎
しながら立ち上がり,国縁

部で軽く外反する。

水挽き整形。内・外面箆磨

き。内面黒色処理。高台貼

り付け。

砂粒

にぶい橙色

普通

50% P619 PL88
カマド北側の床面

逆位

第46号住居跡出土土器観察表

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第41

1

不

上 師 器

B (12)
C 51

底部は平底。 水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒。長石

橙色

普通

20% P620
南西部の床面

第48号住居跡出土上器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第417図

1

甕

土 師 器

A[204]
B (62)

頸部 を「 くっの字状 に屈曲

させて,口縁端部 を外上方
へつまみ出す。

口縁部から頸部にかけて

内・外再憤ナデ。

砂粒・雲母・スコリア

にぶい褐色

普通

10% P621
カマド付近の覆上下層

甕

須 恵 器

B (33)
C[152]

底部は平底で,胴部は外傾
して立ち上がる。

胴部内・外面横位のナデ。 砂粒・雲母

にぶい責褐色

普通

10% P623
カマド付近の覆上下層

3

高台付不

土 師 器

A[144]
B 56
D 79
E 15

底部は平底で,「ハ」の字状

に開く高台が付く。体部は

外傾して立ち上がり,日縁

部で軽く外反する。底部と

体部の境に稜有り。

水挽き整形。内面箆暦き。

内面黒色処理。底部回転箆

削り。 高台貼り付け。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

40% P622
カマド付近の覆上下層

逆位

4

不

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[132]

50

[70]

底部 は平底。体部 は直線的

に外傾 して立ち上が り,国

唇部 を丸 くおさめる。

水挽き整形。底部回転箆切

り後ナデ。

砂粒・長石

灰白色

普通

35% P624
南東部の覆土
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第50号住居跡出土上器観察表

図版番号 器  種 法量 (an) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第417図

1

甕

土 師 器

A[228]
B(82)

張りのある胴部から,頸部
を「く」の字状に属曲させ

て,日縁端部を外上方へつ

まみ上げる。

口縁部から頸部にかけて

内・外面横ナデ。胴部外面縦

位の箆削り。胴部内面横位

の箆ナデ。

砂粒。長石

にぶい橙色

普通

10% P626
南東部の床面

2

甕

土 師 器

A E22 8]

B(132)
張りの弱い胴部から,口縁
部を短く外反させて,口唇

部を平坦に仕上げている。

国縁部内・外面横ナデ。胴部

外面縦位の箆ナデ。胴部内

面積位の箆ナデ。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

10% P625 PL88
貯蔵穴内の覆土

3

不

土 師 器

A 143
B 40
C 57

底部は平底。体部は内脅気

味に外傾して立ち上がり,

口唇部を丸くおさめる。

水挽き整形。外面水挽き痕

強い。内・外面箆磨き。内面

全体と外面の一部黒0処
理。底部回転糸切り。

砂粒

橙色

普通

90% P627 PL88
南東部の床面

逆位

4

高台付坑

土 師 器

A[144]
B (49)

底部は平底で,高台は欠損。

底部は内彎気味に外傾して

立ち上がり,国縁部で軽く

外反する。

水挽き整形。内,外面箆磨

き。内面黒色処理。底部回

転糸切り。高台貼り付け。

砂粒・スコリア

にぶい褐色

普通

40% P628
北東部の覆土

第59号住居跡出土土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第41

1

坑

土 師 器

A 157
B 57
C 68

底部は平底。体部は内彎気

味に外傾して立ち上がり,

回縁部で軽く外反する。

水挽き整形。内・外面箆磨

き。内面黒色処理。底部回

転糸切り。

砂粒

にぶい橙色

普通

50% P635 PL88
カマド前方の床面

正位

第66号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土。色調・焼成 備 考

第418図

1

甕

土 師 器

B(163)
C[142]

平底。胴部上半欠損。胴部

は外傾して立ち上がる。

胴部内面横位の箆ナデ。外

面縦位の箆削り。

砂粒・スコリア・礫

にぶい褐色

普通

20% P230 PL88
カマド付近の床面

第72号住居跡出土上器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第418図

1

不

土 師 器

B (14)
C [68]

底部は平底。体部は内彎気

味に外傾して立ち上がる。

全体的に器厚が薄い。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。底部回転糸

切り。

砂粒・雲母

にぶい褐色

普通

20% P686
カマドの覆土

第98号住居跡出土上器観察表

器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上。色調・焼成 備 考

第48図

1

甕

土 師 器

A[248]
B (45)

張りの弱い胴部から,頸部
をほぼ直角に屈曲させて,

国縁部が水平に延びる。

国縁部から頸部にかけて

内・外面横ナデ。胴部内・外

面横位の箆ナデ。

砂粒・雲母・スコリア

橙色

普通

5% P641 PL88
北壁中央部付近の覆土

下層
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第107号住居跡出上土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第418図

1

高台付坪

上 師 器

B (25)
E (09)

底部は平底で,高台は欠損。

体部は外傾して立ち上が

る。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。高台貼り付

け。

砂粒・雲母・長石

にぶい橙色

普通

Ｐ％

土

１０

覆

第■4号住居跡出土土器観察表

図版番 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第418図

1

不

土 師 器

A[146]
B 48
C[58]

底部は平底。体部は内彎気

味に外傾して立ち上がり,

国縁部で軽く外反する。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒・雲母

橙色

普通

40% P643
東壁中央部付近の覆土

下層

2

高台付不

上 師 器

A[148]
B 59
D 88
E 18

底部は平底で,「ハ」の字状

に開く高い高台が付く。体

部は内彎気味に外傾して立

ち上がり,口縁部で軽く外

反する。

水挽き整形。高台貼り付け。 砂粒・雲母・スコリア

橙色

普通

60% P644 PL88
中央郡付近の覆土中層

逆位

3

高台付邪

上 師 器

B(31)
E(14)

底部 は平底で,高 台は欠損。 水挽 き整形。高台貼 り付け。 砂粒

にぶい褐色

普通

30% P645
東壁中央部付近の覆上

4

高台付不

土 師 器

(25)

[78]

09

Ｂ

Ｄ

Ｅ

底部は平底で,「ハ」の字状

に開く短い高台が付く。体

部は外傾して立ち上がる。

水挽き整形。内面箆磨き。

高台貼り付け。底部に箆記

号有り。

砂粒・雲母。長石

橙色

普通

25% P646
東壁中央部付近の覆土

下層 逆位

5

高台付イ

上 師 器

(25)

78
06

Ｂ

Ｄ

Ｅ

底部は平底で,短 く直立す
る高台が付く。体部は外傾

して立ち上がる。

水挽き整形。内面箆磨き。

底部回転糸切り。高台貼り

付け。

砂粒・スコリア

にぶい黄橙色

普通

30% P648
東壁中央部付近の覆土

下層 逆位

6

高台付不

土 師 器

B (25)
D 52
E ll

底部は平底で,「ハ」の字状

に開く高台が付く。底部と

体部の境に稜をもつ。

水挽き整形。高台貼り付け。 砂粒・スコリア

浅黄橙色

普通

20% P647
南西部の覆土

7

高台付不

土 師 器

(25)

60
07

Ｂ

Ｄ

Ｅ

底部は平底で,短 く直立す
る高台が付く。体部は内彎

気味に外傾して立ち上が

る。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。高台貼り付

け。

砂粒・スコリア

灰白色

普通

20% P651
東壁中央部付近の覆土

中層

耳 皿

土 師 器

A [52]
B 45
D E57]
E 10

底部は平底で,「ハ」の字状

に開く高台が付く。

水挽き整形。皿部折り曲げ。

高台貼り付け。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

40% P650
北東部の床面

逆位

皿

土師質土器

A 88
B 17
C 51

底部は平底。体部は外傾し

て立ち上がり,国唇部を丸

くおさめる。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒・スコリア

浅黄橙色

普通

100%P652 PL88
覆土

10

皿

土師質土器

[89]

18
[54]

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。体部は外傾し

て立ち上がり,国唇部を丸

くおさめる。

水挽 き整形。底部ナデ。 砂粒・スコリア

淡橙色

普通

75% P658 PL88
中央部付近の床面

皿

土師質土器

A 92
B 18
C 59

底部は平底。体部は外傾し

て立ち上がり,国唇部を丸

くおさめる。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒。雲母

にぶい橙色

普通

80% P654
中央部付近の床面

-625-



第123号住居跡出上上器観察表

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第419図

1

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

[244]

(125)

張 りの弱い胴部か ら,日縁
部が外傾 して開 く。

口縁部内・外面陵ナデ。胴部

外面積位のナデ。

砂粒・雲母。長石

にぶい橙色

普通

Ｐ％

土

５

覆

2

不

土 師 器

A[128]
B (31)

体部から外傾して立ち上が

り,口縁部で軽く外傾する。

口縁部外面横ナデ。内面ナ

デ。内面黒色処理。

砂粒・雲母

浅黄橙色

普通

5% P901
覆土

第156号住居跡出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土。色調・焼成 備 考

第 4

1

甕

土 師 器

A[134]
B (84)

胴部下半欠損。日縁部は緩

く外反し,口唇部を丸くお

さめる。

口縁部内・外面横ナデ。胴部

内面積位の箆ナデ。外面横

位の箆削り。

砂粒。長石・礫

明褐色

普通

10% P1013

北西部の覆土

2

邦

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎して立ち

上がり,外傾して回縁部に
至る。

口縁部内・外面積ナデ。底部

外両手持ち箆削り。

砂粒・雲母

橙色

普通

70% P1014 PL88
北西部の床面

時期不明

第24号住居跡出土土器観察表

図版番 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上。色調・焼成 備 考

第420図

1

高 不
土 師 器

Ｂ

Ｅ

(74)

(65)

脚部片。脚部は円筒状を呈

する。

内面ナデ,外面ナデ後箆磨
きの痕跡が残る。

砂粒・長石

橙色

普通

20% P46
覆土

第152号住居跡出土上器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第420図

1

甕

土 師 器

Ｂ

Ｃ

(27)

[62]

平底。胴部 は外上方に立 ち

上がる。

胴部内面ナデ後箆磨きの痕

跡が認められる。外面ナデ

後箆磨き。

砂粒 。雲母

明赤褐色

普通

％
盈
P1000

2

変

土 師 器

Ｂ

Ｃ

(23)

[60]

平底。胴部は内彎気味に外

上方に立ち上がる。

胴部内外面箆ナデ。 砂粒 。長石

明赤褐色 普通
5% P1001
覆土
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豪族居館跡

豪族居館跡南北堀下層出上土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第421図

1

甕

器

付

師

ムロ
上

20 5

33 1

10 0

73

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

脚台部は「ハ」の字状に開く。

胴音БはタトltRしな力Sら 立ち上が

り,最大径はやや上位にもつ。

口縁部は緩く外反気味に開

く。

日縁部内外面横ナデ,外面

には輪積み痕を残す。頸部

には粘上を貼り付け指頭に

よる圧痕を残す。胴部外面

ハケロ整形後箆ナデ。胴部

内面・脚台部内外面箆ナデ。

砂粒 。長石・雲母

橙色

普通

9o% Pl125 PL91

覆上下層

胴部外面煤付着。

2

甕

土 師 器

A 178
B 224
C 66

平底。胴部は内彎気味に立ち

上がり,日縁部は外反して開

く。

口縁部内外面ハケロ整形

後箆ナデ。胴部内面ナデ,

外面丁寧なハケロ整形。

砂粒 。長石・パミス

赤褐色

普通

90% P■ 26 PL91

覆土下層

3

憂

土 師 器

B(302)
C 87

口縁部欠損。平底。胴部は外

傾しながら外上方に立ち上が

り,上位で張る。

胴部内面箆ナデ,外面ナ

デ後寛磨き。

砂粒・長石

黒褐色

普通

60% P■ 44

覆上下層

第422図

4 上 師 器

B(262)
C 75

口縁部欠損。平底。胴部は球

形状を呈する。

胴部内外面丁寧な箆ナ 砂粒・長石

橙色    普通
50% Pl152

覆上下層

5

不

器師

古
向

上

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

24 9

137

11 4

73

不部は下位に稜を有し,緩 く肉彎

気味に外上方に開く。脚部は「ハ」

の字状に開き,裾部でやや外反す

る。脚部上位に径15伽の円孔が

3か所穿たれている。

口縁部内外面横ナデ。不

部内外面箆磨き。脚部外

面ハケロ整形後箆磨き,

内面箆ナデ。

砂粒 。長石

橙色

普通

95% P■ 60 PL91

覆上下層

6

不

器師

高

上

Ａ

Ｂ

20 1

(75)

不部片。不部 は下位 に稜 を有

し,緩 く内彎 しなが ら口縁部
に至る。

不部内外面ナデ後箆磨

き。

粒

色

通

砂

橙

普

50% P■ 69

覆上下層

7

ム
ロ

器師

器

上

A 70
B 65
D 93
E 45

器受部は緩く内彎気味に立ち

上がり,脚部は「ハ」の字状

を呈して軽く外反する。脚部

中位に円孔が3か所穿たれる。

接合部に中央孔が穿たれる。

器受部内外面 。脚部外面

ナデ後箆磨き。脚部内面

ハケロ整形後ナデ。

砂粒・パ ミス

にぶい橙色

普通

100%P■ 79 PL91

覆上下層

豪族居館跡東西堀下層出上上器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第423図

8

甕

土 師 器

A 181
B 307
C 78

平底。胴部は球形状を呈し,

最大径は中位にもつ。日縁部

はクト傾しながら立ち上がった

後,上位で大きく外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面丁寧
な箆ナデ。胴部外面上半

には箆状工具による沈線

が縦位に施される。

砂粒・長石・スコリア

にぶい橙色

普通

％

土

８０

覆

P1225

9

甕

土 師 器

17 3

24 7

78

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は球形状を呈し,中

位で張る。胴部下半は引き締

まる。日縁部は外反して開く。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内外面ナデ。

砂粒 。長石

灰 白色

普通

60% P1226

覆上下層

10

甕

土 師 器

A 205
B 172
C 68

平底。胴部は球形状を呈し,

最大径は中位にもつ。国縁部

は外傾して開く。

口縁部内面,外面ハケロ
整形。胴部内面箆ナデ,

外面上半ハケロ整形,下

半ハケロ整形後ナデ。

砂粒・長石・パミス

極暗褐色

普通

90% P1227 PL91

覆上下層

第424図

11
甕

土 師 器

E159]

21 5

70

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は球状を呈し,最

大径は中位にもつ。日縁部は

頸部から外反して開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ,外面ハケロ

整形後ナデ。

砂粒。長石・スコリア

灰赤色

普通

60% P1228 PL91

12

甕

土 師 器

B(270)
C 78

日縁部欠損。平底。胴部は球形状

を呈し,最大径は中位にもつ。

胴部内面ナデ,外面箆削
り。

砂粒 。長石・礫

黒褐色   普通
50% P1229

覆上下層

13

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は球形状を呈し,最大

径は中位にもつ。胴部下半は引き

締まる。日縁部は外傾する。

口縁部内外面ハケロ整形

後ナデ。胴部内面ナデ,

外面ハケロ整形後ナデ。

砂粒・長石

黒褐色

普通

65% P1230

覆上下層
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第424図

14
甕

土 師 器

A 182
B(185)

胴部は内彎し,国縁部は外反

して開く。

日縁部内外面横ナデ。胴部内

外面丁寧な箆ナデ。日唇部は

指頭により押圧される。

砂粒・長石

褐色

普通

30% P1231

覆上下層

第425図

15
甕

土 師 器

A[162]
B(159)

胴部下半欠損。胴部は球形状

を呈し,日縁部は外反する。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒。長石・スコリア

明褐色

普通

20% P1232

覆上下層

外面煤付着

16

甕

土 師 器

A 191
B(64)

口縁部片。日縁部は外傾しな

がら立ち上がる。

口縁部横ナデ。国唇部に

指頭により押圧される。

砂粒・スコリア

にぶい黄橙色

普通

10% P1238

覆上下層

17

甕

土 師 器

A 146
B(138)

底部欠損。胴部は球形状を呈

し,日縁部は外傾して開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ,外面箆削り。

砂粒・長石

橙色

普通

60% P1234 PL91

覆上下層

18

甕

土 師 器

A[160]
B 162
C 40

平底。胴部は球形状を呈し,

口縁部は緩く外反して開く。

口縁部内外面ハケロ整形

後横 ナデ。胴部内面ナデ,

外面ハケロ整形。

砂粒・長石・スコリア

にぶい橙色

普通

40% P1235

覆上下層

小 形 甕

土 師 器

A 144
B 138
C 54

平底。胴部は球形状を三し,

口縁部は緩く外反して開く。

口縁部内外面ハケロ整形

後横ナデ。胴部内面箆ナ

デ,外面ハケロ整形。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

80% P1237 PL91

覆上下層

小 形 奏

土 師 器

A 150
B(125)

胴部は球形状を呈し,国縁部
は外反して開く。

口縁部内外画横ナデ。胴

部内外面ナデ。

砂粒 。長石

明赤褐色

普通

70% P1238

覆上下層

小 形 密

土 師 器

A[165]
B(133)

底部欠損。胴部は馬平な球形

状を呈し,口縁部は外傾して

開く。

口縁部内外面・胴部内外

面ハケロ整形後ナデ。胴

部外面下半ナデ。

砂粒・長石

明赤褐色

普通

40% P1289

覆上下層

22

小 形 甕

土 師 器

B(133)
C 56

平底。胴部は球形状を呈する。 胴部内面ナデ,外面ナデ

後箆磨き。

砂粒・長石・パ ミス

浅黄橙色

普通

50% P1240

覆上下層

第426図

23
小 形 甕

土 師 器

A 161
B ■ 4
C 44

平底。胴部は球形状を呈し,

日縁部は外傾して開く。国縁

部は折り返し口縁となる。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面箆削
り。

砂粒 。長石・礫

橙色

普通

90% P1241 PL91

覆上下層

小 形 密

土 師 器

A [95]
B(137)

底部欠損。胴部は球形状を呈

し,日縁部は外傾して開く。

口縁部内外面ナデ。胴部

内面箆ナデ,外面ハケロ
整形後ナデ。

砂粒。長石・礫

赤色

普通

40% P1242

覆上下層

25

小 形 甕

土 師 器

A E13 2]

B 104
C [56]

平底。胴部は球杉伏を呈し,日縁

部は緩く外反気味に開く。日縁部

は折り返し日縁となる。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面箆削
り。

砂粒・スコリア

にぶい橙色

普通

35% P1243

覆上下層

台 付 甕

土 師 器

A E23 2]

B(291)
E(36)

脚台部は「ハ」の状に開く。

胴部は外傾気味に立ち上がり,

最大径は中位にもつ。日縁部

は外反して開く。

口縁部内外面ハケロ整形

後ナデ。胴部内面箆ナデ,

外面ハケロ整形,下半部
はハケロ整形後ナデ。脚

台部ハケロ整形後ナデ。

砂粒 。長石

褐灰色

普通

70% P1247

覆上下層

27

台 付 密

上 師 器

A 146
B 203
D 78
E 50

脚台部は「ハ」の状に開く。

胴部は外傾しながら立ち上が

り,最大径はやや上位にもつ。

口縁部は外傾して開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面・脚台部箆ナデ。

砂粒。長石・雲母

にぶい橙色

普通

95% P1248 PL91

覆上下層

台 付 甕

土 師 器

A 140
B 178
D 74
E 53

脚台部は「ハ」の字状に開く。

胴部は球形状を呈し,最大径
は中位にもつ。口縁部は外傾

して開き,日唇部は尖る。

口縁部内面ハケロ整形後

箆磨き,外面横ナデ。胴部

内面丁寧なナデ,外面ハ

ケロ整形後ナデ。脚部外

面箆磨き。

砂粒。長石

淡橙色

普通

80% P1249 PL91

覆上下層

第427図

29
壷

土 師 器

A 150
B(258)

底部欠損。胴部は球形状を呈

し,国縁部は外反気味に開く。

口縁部内外面ナデ後箆磨

き。胴部内面箆ナデ,外
面ナデ後丁寧な箆磨き。

砂粒 。長石

浅責橙色

良好

70% P1250 PL91

覆上下層

-628-



図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

壷

土 師 器

A ■ 5
B 205
C 50

上げ底。胴部はやや内彎しな

がら立ち上がり,中位で強く

張る。日縁部は緩く外傾して

開く。

口縁部ハケロ整形後箆磨き。

胴部内面ナデ,外面ハケロ整

形後箆磨き。頸部隆帯には櫛

歯刺突が施される。

砂粒 。長石・スコリア

淡橙色

普通

70% P1251 PL92

覆土下層

土 師 器

B(139) 底部欠損。胴部は球珍伏を呈し,
最大径は下位にもつ。日縁部は頸

部から外傾しながら立ち上がった

後,更に外反して開く。

回縁部内外面積ナデ。胴

部内面ナデ,外面ナデ後
丁寧な箆磨き。口縁部,

胴部外面赤彩。

砂粒

暗赤褐色

普通

60% P1252 PL92

覆上下層

上 師 器

B(119)
C 27

日縁部欠損。上げ底。胴部は球形

状を呈し,最大径は下位にもつ。

胴部内面ナデ,外面ナデ後一

部に箆磨きの痕跡が残る。

砂粒・雲母・スコリア

橙色    普通
85% P1253

覆上下層

脚 付 壷

上 師 器

A 80
B(142)
E(37)

脚部は「ハJの字状にやや外

反しながら開く。胴部は球形

状を呈し,口縁部は外llRし て

開く。日唇部は尖る。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ,外面ハケロ
整形後ナデ。脚部内外面

ナデ。

砂粒 。長石・雲母

明赤褐色

普通

90% P1254 PL92

覆上下層

高  不
上 師 器

A 226
B 130
D 136
E 68

不部は緩く内彎気味に外上方

に開く。脚部は緩く「ハコの

字状に外反して開き,上位に

円孔が3か所穿たれている。

不部内外面ナデ後箆磨

き。脚部内面ナデ,外面
ナデ後箆磨き。

砂粒 。長石・雲母

浅責橙色

普通

50% P1255 PL92

覆上下層

高  不
土 師 器

A 155
B(122)
E (70)

不部は下位に稜を有し,緩 く内彎

しながら外上方に開く。脚部は「ハJ

の字状に外反して開き,円孔が3

か所穿たれている。

口縁部内外面横ナデ。不

部内外百ナデ後箆磨き。

脚部内外面ナデ後箆磨

き。

砂粒 。長石

明黄褐色

普通

70% P1256 PL92

覆土

第428図

36
高  不
土 師 器

A 214
B(104)
E (41)

イ部は下位に稜を有し,外傾し外

上方に開く。脚部は「ハ」の字状に

開き,円孔が3か所穿たれている。

不部内外面ナデ後箆磨

き。脚部内面ナデ,外面
ナデ後箆磨き。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

50% P1257

覆土

87

高  郭
土 師 器

A 224
B(91)

不部片。イ部は下位に稜を有

し,緩 く内彎しながら外上方に

開く。不底部外面に脚部と接

合のための突起を有す。

口縁部内外面横ナデ。杯

部内外面ナデ後箆磨き。

砂粒。長石・スコリア

にぶい橙色

普通

50% P1258

覆土

高  邪
土 師 器

B(92)
E(56)

不部は下位に稜を有し,外上方に

開く。脚部は「ハ」の字状に開き,

円孔が3か所穿たれている。

杯部内外面ナデ。脚部内

外面ハケロ整形後ナデ。

砂粒 。長石・雲母

浅黄橙色

普通

50% P1259

覆土

高  不
土 師 器

B(85)
D[116]
E 72

脚部片。脚部は「アヽ」の字状

に開き,円孔が 3か所穿たれ

ている。

脚部内面箆ナデ,外面ナ
デ後箆磨き。

砂粒

浅黄橙色

普通

40% P1261

覆上下層

装飾器台

土 師 器

A[158]
B ■ 4
D[172]
E 67

器受部は脚部から横外方に開いた

後,強 く外反して外上方に開く。

脚部は「ハ」の字状に大きく開き,

裾部に至る。器受部底部には中央

孔を,器受部下位に87し ,脚部中位

に3孔を有する。

器受部内外面ナデ。脚部

内面ナデ,外面ナデ後箆
磨き。据部横ナデ。器受

部下位と口唇部にキザミ

が施される。

砂粒・スコリア

灰白色

普通

70% P1262 PL92

覆上下層

装飾器台

上 師 器

B (28) 脚部欠損。器受部は脚部から横外
方に開いて,器受部下位の装飾用

段に至り,再び外反する。器受部

下位に飾り窓を3か所有する。

器受部内外面ナデ後箆磨

き。

砂粒・パ ミス・スコリア

にぶい橙色

普通

30% P1263

覆土

器  台
上 師 器

A[119]
B 109
D 129
E 70

器受部は脚部から緩く内彎気

味に開く。脚部は「ハ」の字状

に開く。全体に肥厚である。器

受部底部に中央孔を有する。

口縁部内外面横ナデ。器

受部内面箆ナデ。器受部

外面脚部内外面ナデ。

砂粒・長石

橙色

普通

80% P1264 PL92

覆土

43

器  台
土 師 器

A 74
B 75
D 126
E 53

器受部は脚部から緩く外反し,日

縁部に至る。日縁部は短く外傾し

て開く。脚部は緩く外反して外下

方に開く。脚部上位に37し,下位に3

孔,器受部底部に中央孔を有する。

器受部内外面ナデ後箆磨

き。脚部内面箆ナデ,外
面ナデ後箆磨き。

砂粒・雲母

浅黄橙色

普通

90% P1265 PL92

覆上下層

―-629-



図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第428図

44
器  台
土 師 器

A 70
B 75
D 122
E 57

器受部 は脚部から緩 く内彎 し

なが ら口縁部 に至 る。脚部 は

緩 く外反 し外下方に開 く。脚

部上位 に 3孔,器受部底部に

中央孔 を有する。

器受部内外面・ 脚部外面

ナデ後丁寧 な箆磨 き。脚

部内面ハケロ整形。

砂粒・長石・雲目

橙色

普通

98% P1266 PL92

覆土

器  台
土 師 器

B(53)
D E12 4]

E 47

器受部欠損。脚部は綬く外反

して開く。脚部には上位に3

孔,下位に3孔,器受部底部
に中央孔を有する。

脚部内面ナデ,外面ナデ

後箆磨 き。

砂粒・長石・雲母

浅黄橙色

普通

60% P1267

覆土

器  台
土 師 器

A [72]
B 68
D[120]
E 52

器受部はやや外反気味に開き,

日縁部でやや内彎する。脚部

は「ハJの字状に開く。脚部
には上位に3孔,器受部底部
に中央孔を有する。

器受部内外面ナデ後箆磨

き。脚部内面ハケロ整形

後ナデ,外面ハケロ整形
後箆磨き。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

60% P1268

覆土

47

器  台
土 師 器

A 74
B(41)
E(25)

器受部は脚部から外反気味に開

き,端部は短く立ち上がる。脚部

は外下方に開く。脚部上位に3孔 ,

器受部底部に中央7しを有する。

器受部内外面。脚部外面

ナデ後箆磨き。

砂粒

灰白色

普通

50% P1269 PL92

覆土

器  台
土 師 器

A 68
B (36)
E (19)

器受部は脚部から外傾して開

き,国縁部に至る。脚部は外下

方に開く。脚部上位に3孔,器

受部底部に中央孔を有する。

器受部内面ナデ後箆磨

き,外面ナデ。脚部外面
箆磨き。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

50% P1270

覆土

器  台
土 師 器

A 63
B 66
D ■ 0
E 48

器受部は脚部から緩く内彎気

味に開く。脚部は外下方に開

き,裾部はやや外反する。器

受部底部に中央孔を有する。

器受部内外面ナデ。脚部

内外面ハケロ整形後ナ

デ。裾部横ナデ。

砂粒・長石・スコリア

橙色

普通

85% P1271 PL92

覆土

器  台
土 師 器

D 147
E (36)

脚部片。脚部は外反して大き

く開き,裾部に至る。脚部には

3孔を有する。

脚部内外面ハケロ整形後

ナデ。裾部横ナデ。

砂粒。長石・スコリア

橙色

普通

50% P1272

覆上下層

51

器  台
土 師 器

B(42)
D 74
E 31

脚部片。脚部は「ハ」の字状

を呈し,緩 く外反する。

脚部内面箆ナデ,外面ナ
デ後縦位の箆磨き。

砂粒・長石

桂色

普通

40% P1273

覆土

器  台
土 師 器

B (35)
D 64
E 30

脚部片。脚部は器厚を減じな

がら,「ハ」の字状を呈する。

裾部は緩く外反する。

脚部内面ナデ,外面ナデ

後縦位の箆磨き。

砂粒 。長石

橙色

普通

35% P1274

覆土

器  台
土 師 器

B (29)
D 63
E 25

脚部片。脚部は「ハ」の字状

を呈し,裾部に至る。

脚部内面ナデ,外面ナデ

後箆磨き。

砂粒・パミス

橙色

普通

40% P1275

覆土

第429図

54
猫

土 師 器

A 78
B 82
C 38

平底。胴部は扁平な球形状を

呈し,中位で強く張る。日縁

部は外傾し,口唇部は尖る。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面ナデ,外面下半
箆肖Jり 。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

98% P1276 PL92

手捏土器

上 師 器

B (22)
C 49

口縁部欠損。平底。胴部は外

傾する。

胴部内外面ナデ及び指頭に

よるオサエ。底部に布目痕。

砂粒・長石

にぶい橙色 普通
60% P1277

覆土

炉 器 台

土 師 器

D 100
E (95)

脚部片。脚部は円筒状 を星 し,

外下方に開 く。

脚部内面箆ナデ,外面ハ

ケロ整形。

砂粒 。長石

にぶい橙色 普通
65% P1278

覆上

壷形上器

弥生式土器

B(217) 胴下半部・日縁部欠損。頸部は胴
部から緩やかに内彎する。日縁部

は頸部から外反気味に開く。

内面横ナデ。頸部隆帯 2

条。胴部全面に粗い撚糸

文を施文。

砂粒・長石・パミス

橙色

普通

15% P1279

覆土

壷形土器

弥生式上器

B(147) 胴下半部・口縁部欠損。頸部
は胴部から緩やかに内彎する。

日縁部は頸部から外反気味に

開く。

内面丁寧なナデ。頸部に低い

隆帯2条 ,7本櫛歯による縦区

画内に波状文充填。胴部上半

連孤文,下半は付加条2種の

縄文を羽状構成。

砂粒・雲母・

白色針状物質

浅黄橙色

良好

20% P1280 PL92

覆上下層

一-630-
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甕

土 師 器

A 177
B(174)

底部欠損。胴部は球形状 を里

し,「 」縁部は外反 して開 く。

田縁部 内外面横 ナデ。胴

部内面 ナデ。頸郡・胴部

外両ハケロ整形。

砂粒 。長石 ,雲母

にぶい褐色

普通

50% PH27
覆上下層

胴部外面煤付着

60

甕

土 師 器

A 192
3 283
C 66

平底。胴部は球形状 を呈 し,

口縁部は外反 して開 く。

「]縁部内外面 ナデ後箆磨

き。胴部内外面箆 ナデ。

砂粒・長子i

橙色

普通

90% Pl130

覆土上層

第430図

61
甕

土 師 器

A 189
B 264
C 73

平底。胴部は内彎 しなが ら立

ち上が り,やや長胴 を呈する。

国縁部は外傾 して立ち上がり ,

上位で外反する。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内面ナデ後箆磨きの痕

跡が残る。胴部外面箆削

り。

砂粒 。長石・礫

にぶい黄橙色

普通

90% Pl131 PL92

覆土上層

甕

土 師 器

A 188
B 302
C 70

平底。胴部 は球形状 を呈する。

日縁部は外傾 した後,外反 し
て開 く。

口縁部内外面横ナデ。頸

部外面・胴部内外面箆ナ

デ。

砂粒・ スコリア

褐灰色

普通

60% Pl132 PL92

覆土上層

甕

土 師 器

A 191
B 291
C 68

平底。胴部 は球形状 を呈する。

国縁部 は外反 しながら大 きく

開 く。

口縁部内外面横 ナデ。胴

部内外面ナデ,外面下端

箆削 り。

砂粒・ 長石

浅黄橙色

普通

90% PH33

覆土上層

胴部外面煤付着

甕

土 師 器

A 154
B 298
C 77

平底。胴部は球形状を呈する。

口縁部は外傾気味に立ち上が

り,外反して開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面ナデ,外面箆ナデ。

砂粒・長石

橙色

普通

80% Pl134

覆土上層

第431図

65
密

土 師 器

A 202
B(296)

胴部下端欠損。胴部は長胴 を

呈 し,日縁部は外傾 して立 ち

上がる。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒・長石・ パ ミス

明赤褐色

普通

40% Pl135

覆上上層

甕

土 師 器

A[186]
B(225)

胴部下端欠損。胴部は球形状

を呈する。口縁部は垂直気味

に立ち上がり,大きく外反し

て開く。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒・ 長石・ パ ミス

にぶい橙色

普通

40% Pl136

覆土上層

67

甕

土 師 器

A 195
B(262)

胴部下端欠損。胴部は球形状

を呈する。日縁部は垂直気味

に立ち上がり,外反して開く。

口縁部内外面横ナデ。頸

部箆ナデ。胴部内外面箆

肖」り。

砂粒 。長石・礫

明赤褐色

普通

40% Pl137

覆土上層

甕

土 師 器

A 192
B(218)

胴部下端欠損。胴部は球形状

を呈し,日縁部は大きく外反

して開く。

口縁部内面積ナデ,外面

縦位の箆磨き。胴部内面

箆ナデ,外面丁寧なナデ。

砂粒・長石

にぶい赤褐色

普通

40% Pl138

覆上上層

甕

土 師 器

A 186
B(317)

胴部下端欠損。胴部は球形状

を呈し,国縁部は外反して開

く。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内外面箆ナデ。内面劉

離が著しい。

砂粒・長石・礫

明赤褐色

普通

30% Pl139

覆土上層

第432図

70
霙

土 師 器

A 199
B(234)

底部欠損。胴部は球形状を呈

する。日縁部は垂直気味に立

ち上がり,端部で外反する。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内外面箆ナデ。胴部内

外面劉離が著しい。

砂粒・スコリア

橙色

普通

60% Pl140 PL92

71

甕

土 師 器

A[262]
B 286
C 77

平底。胴部は内彎気味に立ち

上がり,球形状を呈する。日

縁部は外反する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部外面ナデ,内面劉離が

著しく,整形不明。

砂粒・礫・スコリア

橙色

普通

50% P■ 41 PL92

覆土上層

72

甕

土 師 器

A 200
B(261)

胴部下端欠損。胴部は球形状

を呈し,口縁部は外傾する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ,外面ナデ。

砂粒

灰白色  普通
40% P■ 42 PL92

覆土上層

甕

土 師 器

A 200
B 238
C 83

平底。胴部は内彎しながら立

ち上がり,やや上位で張る。

口縁部はほぼ垂直に立ち上が

り,外反して開く。

回縁部内面横ナデ,外面
ナデ後縦位の箆磨き。胴

部内面ナデ,外面上半部
ナデ後箆磨き,下半部箆

ナデ。

砂粒。長石・雲母

灰褐色

普通

90% Pl143

覆土上層

74

棗

土 師 器

A 173
B(164)

底部欠損。胴部は球形状を呈

し,日縁部は外反する。

口縁部内外面積ナデ,外
面には輪積み痕を残す。

胴部内外面箆ナデ。

砂粒・ 長石・ パ ミス

にぶい赤褐色

普通

50% Pl145

覆土上層
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75

甕

土 師 器

142
22 2

71

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は外傾しながら立

ち上がり,中位で張る。口縁

部は外反しながら大きく開く。

胴部上位に径7 1cmの 円孔が

焼成前に穿たれている。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。口縁部

内外面・胴部外面赤彩。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

90% P■ 46 PL92

覆土下層

円窓土器

二次焼成を受ける

第433図

76
甕

土 師 器

19 4

(86)

Ａ
一

Ｂ

口縁部片。口縁部は頸部から

やや外傾して立ち上がり,中

位で段をなし,上半は折り返
し口縁となる。

口縁部内外面横 ナデ。 砂粒

浅黄橙色

普通

10% P■ 47

覆土上層

77

甕

土 師 器

19 7

(83)

Ａ

Ｂ

日辺部は緩く外反して立ち上

がり,上半は折り返し回縁と

なる。

口縁部内外面横ナデ。 砂粒・長石

橙色

普通

10% PH48
覆土上層

甕

土 師 器

A[■ 9]
B(149)

底部欠損。胴部は球形状を呈

し,国縁部は垂直に立ち上が

り,上位でやや外反する。

口縁部内面横ナデ,外面

横ナデ。胴部内外面箆ナ

デ。

砂粒

にぶい赤褐色

普通

60% P■ 49

覆土上層

79

壺

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[147]

33 3

112

平底。胴部は球形状を呈する。

口縁部は頸部からほぼ垂直に

立ち上がった後,大きく外反
する。

口縁部内外面ナデ後箆磨

き。胴部内面ナデ,外面
ナデ後箆磨き。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

70% PH50 PL92
覆土上層

壺

土 師 器

A 194
B(257)

底部欠損。胴部 は球形状 を呈

し,口縁部 は大 きく外反 して

開 く。

口縁部胴部外面ナデ後箆

磨き。胴部内面箆ナデ。

砂粒。長石・スコリア

浅黄橙色

良好

50% P■ 51 PL93

覆土上層

重

土 師 器

Ａ

Ｂ

[94]

(132)

胴部下端欠損。胴部は球形状

を呈し,国縁部は外傾して開

く。

口縁部外面横ナデ。頸部

外面 。胴部内面箆ナデ。

胴部外面ナデ後箆磨き。

砂粒

明赤褐色

普通

60% Pl153

覆土上層

82 土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[87]

136

31

上げ底。胴部は外傾気味に立

ち上がり,下位で張る。国縁
部は頸部から緩く内彎して立

ち上がる。

口縁部内外面・胴部内面

箆ナデ。胴部外面丁寧な

ナデ。

砂粒・ スコリア

橙色

普通

80% P■ 54 PL93

覆土上層

第434図

83
甑

土 師 器

A 237
B 185
孔径 82

無底式の甑。胴部は外傾しな

がら外上方に開き,上位で直
立する。

口縁部外面横ナデ。胴部

内外面箆ナデ。

砂粒・長石

橙色

普通

90% P■ 55 PL98

覆土上層

甑

土 師 器

B(108)
C 84

多孔式の甑で,底部には不定
形の孔が7か所穿たれている。

胴部は内彎気味に外上方に立

ち上がる。

胴部内面ナデ後箆磨き,

外面箆削り。

砂粒・長石・スコリア

にぶい橙色

普通

10% P■ 56 PL93

覆土上層

甑

土 師 器

B (94)
C 64
孔径 54

無底式の甑。胴部は緩く内彎

気味に外上方に開く。底部は

胴部下端に貼り付けている。

胴部内面ナデ,外面箆ナ 砂粒
明赤褐色

普通

15% Pl157 PL93

覆土上層

甑

土 師 器

B (41)
C 69
孔径 23

単孔式の甑。胴部は外反気味

に立ち上がり,外上方に開く。

胴部内面箆削り,外面箆
ナデ,胴部下端外面には

指頭圧痕が残る。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

10% P■ 58

覆土上層

87

鉢

土 師 器

[207]

11 3

[75]

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部 は内彎 しなが ら立

ち上が り,国縁部 はほぼ直立

する。口唇部 は尖 る。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面ナデ。全体に劉

離が進む。

砂粒・長石

橙色

普通

40% Pl159 PL93

覆土上層

高  不
土 師 器

20 8

15 8

15 0

96

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

郭部は下位に稜を有し,外傾
しながら立ち上がり,口縁部
は外反して開く。脚部は円筒

状を呈し,裾部は外反して開
く。

口縁部内外面横ナデ。不

部内面ナデ後箆磨き,外
面ナデ。脚部外面縦位の

箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒・長石

橙色

普通

90% P■ 61 PL93

覆土上層

89

高  邪
土 師 器

B(143)
D 170
E 102

口縁部欠損。イ部は下位に稜

を有し,外傾しながら外上方
に開く。脚部は円筒状を呈し,

裾部は外反する。

不部内外面ナデ。

面縦位の箆磨き。

ナデ。

外

横

部

部

脚

裾

粒

色

通

砂

橙

普

40% P■ 64

覆土上層
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90
高  不
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｅ

[194]

(145)

(88)

邪部は下位に稜を有し,外傾
しながら外上方に開く。脚部

は円筒状を呈し,裾部は開く。

脚部中位に穿子ししようとした

痕跡が認められる。

口縁部内外面横ナデ。郷

部内外面ナデ後箆磨き。

脚部外面箆ナデ。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

50% P■ 65 PL93

覆土上層

不

器師

一局

土

A[189]
B(147)
E (88)

脚部は下位に稜を有し,外傾

しながら外上方に開く。脚部

は「ラッパJ状に開く。

不部内外面ナデ。脚部内

面ナデ,外面箆磨き。

砂粒

にぶい橙色

普通

40% Pl166 PL93

覆土上層

坪

器師

一局

土

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(100)

[16 3]

82

不部欠損。脚部は円筒状を呈

し,裾部で大きく開く。

脚部内面ナデ,外面縦位
の箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒 。長石

明赤褐色

普通

30% Pl167 PL98

覆土上層

イ

器師

高

土

B (97)
D[■ 7]
E 50

不部は器厚を減じながら,外
上方に開く,脚部は「ハJの

字状を呈し,裾部は外反して

開く。

イ部内外面ナデ後箆磨き

の痕跡が残る。脚部内面

ナデ,外面ナデ後箆磨き。

裾部横ナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

30% P■ 68

覆土上層

イ

器師

高

土

A[244]
B (63)

不部は下位に稜を有し,外傾
して外上方に開く。日縁部は

外反する。

口縁部内外面横ナデ。不

部内外面ナデ後箆磨き。

砂粒・長石

明赤褐色

普通

30% P■ 71

覆上上層

不

器師

高

土

A[222]
B 181
D[161]
E ■ 0

不部は下位に稜を有し,外傾
して外上方に開く。脚部はラ

ッパ状を呈し,裾部は外反す

る。

日縁部内外面横ナデ。llN部内

面ナデ後箆磨き,外面箆ナ尤

脚部剣離が著しく整形不明。

裾部機ナデ。

砂粒・長石

橙色

普通

50% Pl162

覆上下層

高  不
土 師 器

A[197]
B (62)

イ部片。邪部は下位に稜を有し,

外傾しながら外上方に開く。

口縁部内外面横ナデ。不

部内外面ナデ後箆磨き。

砂粒・長石

明赤褐色  普通
30% Pl174

覆上中層

折

器

一局

土

B(127)
D[156]
E ■ 0

口縁部欠損。脚部は「ハ」の

字状を呈し,裾部は外反しな

がら開く。

脚部内面ナデ,外面ナデ

後箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒 。長石

橙色

普通

30% P■ 75

覆土中層

不

器師

一局

土

D[162]
E (84)

脚部片。脚部は円筒状を呈し,

裾部は大きく開く。

脚部内面ナデ,外面ナデ

後箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒・パミ、ス

橙色    普通
20% PH77 PL93
覆上上層

不

器師

高

土

B (36)
E (31)

脚部片。脚部は「ハ」の字状

に外反する。

脚部内面ナデ,外面箆磨
き。

砂粒・雲母

にぶい橙色 普通
20% P■ 78

覆土上層

100
ム
ロ

器師

器

土

(53)

11 7

45

Ｂ

Ｄ

Ｅ

器受部欠損。脚部は「ハ」の字状

を呈して軽く外反する。脚部上位

に円孔が3か所穿たれる。

脚部内面ナデ,外面ナデ

後箆磨き。裾部横ナデ。

砂粒・雲母

橙色

普通

60% Pl180

覆土上層

第486図

101
坑

土 師 器

11 8

83
42

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎しながら立

ち上がり,上位で張る。日縁

部は内傾する。

口縁部外面横ナデ。体部

内面・口縁部内面ナデ後

箆磨き。体部外面ナデ。

砂粒・長石

浅黄橙色

普通

80% P■ 81 PL93

覆土上層

102
士宛

土 師 器

A[135]
B 73

丸底。体部は内彎しながら立ち上

がり,日縁部は大きく外反する。

口縁部横ナデ。体部内面

ナデ後箆磨き,外面ナデ。

砂粒 。長石

にぶい橙色 普通
40% P■ 82

覆土上層

103
上宛

土 師 器

A[■ 7]
B 68
C 27

平底。体部 は内腎 しなが ら立

ち上が り,日縁部 は短 くやや

外反する。

口縁部内外面横ナデ。

部内面ナデ後箆磨き,

面箆削り。

体

外

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

80% P■ 84 PL93

覆土上層

104
ナ宛

土 師 器

A[125]
B 69
C 46

平底。体部は外傾気味に外上

方に開き,日縁部はやや内彎

する。

口縁部内外面積ナデ。体

部内外面箆ナデ。

粒

色

通

砂

橙

普

55% P■ 85

覆土上層

105
士完

土 師 器

A 102
B 65
C 56

上げ底。体部は内彎しながら

立ち上がり,国縁部に至る。

日唇部は尖る。

回縁部内外面横ナデ。体

部内外面箆ナデ。

砂粒・長石

明赤禍色

普通

100%Pl189 PL93

覆土上層

106
筑

土 師 器

12 5

51
52

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は外傾しながら外

上方に開く。

口縁部内外面横ナデ。体

部内外面ナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

50% Pl191 PL93

覆土上層
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107
士完

土 師 器

139

62

Ａ
一

Ｂ

丸底。体部 は内彎 しなが ら立

ち上が り,上位でやや張 る。
国縁部 は短 くやや外反する。

器表全体が摩滅し,整形
不明。

砂粒 。長石・礫

明赤褐色

やや不良

60% P■ 92

覆土上層

108
杯

土 師 器

A 155
B 69
C 49

平底。体部は内彎気味に立ち

上がり,国縁部はやや内傾す

る。

口縁部内外面横ナデ。体

部内面ナデ後箆磨き,外
面ナデ,下端は箆削り。

砂粒。長石・スコリア

にぶい黄橙色

普通

70% Pl193 PL93

覆土上層

邪

土 師 器

A 148
B 58
C 54

平底。体部は緩く内彎気味に

立ち上がり,口縁部は内腎す

る。口唇部は尖る。

口縁部内外面横ナデ。

部内画ナデ後箆磨き,

面箆削り。

体

外

砂粒・ 長石

にぶい橙色

普通

50% P■ 94

覆土上層

110
不

土 師 器

A 153
B 45
C 49

平底。体部は緩 く内彎気味に

立ち上がる。口縁部 は短 く,

ほぼ直立する。

国縁部内外面横ナデ。

部内面ナデ後箆磨き,

面ナデ。

体

外

砂粒 。長石・雲母

橙色

普通

60% P■ 95 PL93

覆土上層

111
イ

土 師 器

A 157
B 49

丸底。体部は緩く内彎気味に

立ち上がり,国縁部は短く外
反する。

口縁部内外面横ナデ。体

部外面ナデ,内面は劉離
が著しく整形不明。

砂粒・長石・スコリア

明赤褐色

普通

40% Pl196

覆土上層

112
増

土 師 器

A 92
B 90
C 24

平底。胴部は球形状を呈し,

中位で張る。口縁部は外傾し

ながら外上方に開き,国唇部
は尖る。

口縁部内外面積ナデ。胴

部内外面ナデ,外面下半
著福は″g肖」り。

砂粒・長石

橙色

普通

80% Pl199 PL93

覆土上層

113
姑

土 師 器

A 9o
B 92
C 36

上げ底。胴部は球形状を呈し,

中位で張る。日縁部は緩く内

彎気味に外上方に開く。

口縁部内外面横ナデ。頸

部内外面箆ナデ。胴部内

面は箆削り。

砂粒・長石・礫

明赤褐色

普通

95% P1200 PL93

覆土上層

114
尊

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は球形状を呈し,

中位で弱く張る。日縁部は外

傾しながら外上方に開いた後,

やや内彎する。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆肖」り。

砂粒 。長石・雲母

橙色

普通

80% P1201 PL93

覆土上層

115
増

土 師 器

[93]

93
45

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は球形状を呈し,

中位で張る。国縁部は外傾し

ながら外上方に開く。口唇部

は尖る。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内外面ナデ,外面下半
部は箆削り。

砂粒・雲母

灰褐色

普通

80% P1202

覆土上層

116
常

土 師 器

A 89
B 90
C 44

平底。胴部は扁平な球形状を

呈し,口縁部は緩く内彎気味
に外上方に開く。国唇部は尖

る。

口縁部内外面ナデ。胴部

内外面ナデ。

砂粒

浅黄橙色

普通

60% P1203

覆土上層

117
増

土 師 器

4)B 丸底。胴部 は球形状 を呈 し,

口縁部は外傾 しなが ら外上方

に開 く。

口縁部横ナデ。胴部内外

面箆ナデ,外面下半部は

箆削り。

砂粒 。長石

橙色

普通

80% P1205

覆土上層

118
lt

土 師 器

(60)

37

Ｂ

Ｃ

日縁部欠損。平底。胴部は馬平な

球形状を呈し,下位で張る。

胴部内外面箆ナデ。 砂粒 。長石・雲母

橙色 普通

60% P1206

覆土上層

119
増

土 師 器

B (43)
C 80

平底。胴部は扁平で中位で強

く張る。口縁部は外傾しなが

ら外上方に開く。

日縁部内外面箆ナデ。胴

部内外面箆ナデ,外面下
半部は箆削り。

砂粒・長石・雲母

淡赤橙色

普通

60% P1207

覆土上層

第437図

120
対

土 師 器

B (85)
C 39

目縁部欠損。平底。胴部は球

形状を呈し,中位で張る。
胴部内外面ナデ,外面下
半部は箆肖」り。

砂粒 。長石

にぶい橙色 普通
70% P1209

覆土上層

121
精

土 師 器

(60)

38

Ｂ

Ｃ

国縁部欠損。上げ底。胴部は

馬平な球形状を呈し,下位で

強く張る。

胴部内外面箆ナデ,外面
下半部箆削り。

砂粒・長石・雲母

橙色

普通

50% P1210

覆土上層

122
小 形 壺

土 師 器

A 69
B 88
C 42

平底。胴部は球形状を呈し,

口縁部はやや外傾する。

口縁部・胴部内外面ナデ。 砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

70% P1215 PL93

覆土上層

123
小 形 壷

土 師 器

A 88
B 95
C 54

平底。胴部は球形状を呈し,

日縁部は外傾して開く。口唇

部は尖る。

日縁部内外面横ナデ。胴

部内外面箆ナデ。

砂粒 。長石・礫

にぶい橙色

普通

55% P1216

覆土上層
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器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第437唇

124
小 形 壺

土 師 器

[72]

92
44

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は球形状を呈し,

国縁部は短く外傾して開く。

胴部内外面箆ナデ。 砂粒・長石

橙色

普通

50% P1217

覆土上層

125
小 形 童

上 師 器

B (67)
C 38

口縁部欠損。平底。胴部は球

診伏を呈する。

胴部内面箆ナデ,外面ナ

デ後箆磨き。

砂粒・長石・雲母

にぶい橙色 普通
70% P1219

覆土上層

126
甦

土 師 器

(109)

43

Ｂ

Ｃ

口唇部欠損。平底。胴部は扁

平な球形状を呈し,中位で強

く張る。国縁部は緩く外反し

て開く。胴部上位に径1 2clnの

円孔が安たれている。

口縁部内外面横ナデ。胴

部内面箆ナデ。頸部外面

箆ナデ。胴部外面は摩滅

し,整形不明。

砂粒 。長石・雲母

にぶい橙色

普通

80% P747 PL93
覆土上層

127
邪 (脚付)

上 師 器

B (35)
D 51
E 16

不部は緩く内彎気味に外上方

に開く。脚部は「ハ」の字状

に開く。

郷部内外面ナデ。脚部横

ナデ。 色
剪
庫
範

20% P835

覆土上層

128
手捏土器

土 師 器

A 47
B 36
C 44

平底。体部はほぼ垂直に立ち

上がる。

内外面指頭によるナデ及

びォサェ。全体に粗雑な

整形。

砂粒・長石・礫

橙色

普通

loO%P1221

覆土上層

129
手捏土器

土 師 器

A 46
B 38
C 41

平底。体部は全体的に歪みを

もち,ほぼ垂直に立ち上がる。

内面指頭・箆によるナデ

及びオサエ。外面指頭に

よるナデ及びオサエ。全

体に粗雑な整形。

砂粒 。長石

橙色

普通

9o% P1222 PL93

覆土中層

手捏土器

土 師 器

A 55
B 29
C 42

平底。体部は全体的に歪みを

もち,やや外傾しながら立ち

上がる。

内外面指頭によるナデ及

びォサエ。全体に粗雅な

整形。

砂粒 。長石

橙色

普通

95% P1223 PL93

覆土上層

手捏土器

上 師 器

A 41
B 28
C 36

体部は全体的に歪みを

やや内彎気味に立ち上
聴
協
瘍

内外面指頭によるナデ及

びォサェ。全体に粗雑な

整形。

砂粒 。長石・雲母

橙色

普通

loo%P1224

覆土上層

溝

溝出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調。焼成 傭 考

第441図

1

不

土 師 器

A 140
B 42
C 62

底部は平底で,体部は直線

的に外傾して立ち上がる。

水挽き整形。外面水挽き痕

強い。内面箆磨き。底部回

転糸切り。

砂粒。長石

にぶい橙色

普通

90% P719 PL90
SD7

2

高台付イ

土 師 器

A 140
B 50
D 70
E 08

底部は平底で,外側へ踏ん

張る高台が付く。体部は内

彎気味に外傾して立ち上が

り,日縁部で軽く外反する。

水挽き整形。内面箆磨き。

底部回転糸切り。高台貼り

付け。

砂粒・雲母・スコリア

橙色

普通

95% P716  PL90
SD7

3

皿

土師質土器

A 104
B 23
C 57

底部は平底。体部は外傾し

て立ち上がり,日縁部で軽

く外反する。体部下位にあ

まい稜をもつ。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒

浅黄橙色

普通

100%P717 Pと 90

SD7
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道路跡

上坑

道路跡出土土器観察表

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上。色調・焼成 備 考

第441図

1

ナ完

土 師 器

A l13
B 76

底部 は丸底気味。体部は内

彎 しなが ら立ち上が り,国
縁部で短 く直立する。

口縁部内・外面横ナデ。体部

内・外面横位の箆ナデ後―

部箆磨き。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

100%P655
北端部の確認面

2

脚 付 不

土 師 器

A 158
B 70
D 52
E 20

郭部の底部は丸底気味で,中央

部に外反する脚が付く。体部は

内弩しながら立ち上がり,日縁

部で直立する。

口縁部内・外面横ナデ。体部

内・外面箆ナデ後一部箆磨

き。脚部内・外面横ナデ。

砂粒・雲母

橙色

普通

100%P656 PL90
北端部の確認面

上坑出土上器観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第441図

1

甕

土 師 器

B (20)
C 86

底部は平底で,胴部は内彎
気味に外傾して立ち上が

る。

胴部外面積位の箆削り。胴

部内面横位の箆ナデ。

砂粒・雲母

褐灰色

普通

10% P1038

SKl
覆土

2

邦

土 師 器

A[120]
B (29)

体部は内彎気味に外傾して

立ち上がり,日唇部を丸く
おさめる。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。

砂粒・雲母

明褐灰色

普通

10% P1039

SKl
覆土

3 器

一望

髄灰

B (43) 頸部は直立気味に立ち上が
る。胴部上位に耳が付く。

砂粒

灰オリープ色

普通

5% P1040 PL90
S K26

覆土

4

不

土 師 器

B (17)
C 59

底部は平底で厚い。体部は

内彎気味に外傾して立ち上

がる。

水挽き整形。底部回転糸切

り。内面箆磨き。内面黒色

処理。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

10% P104
S K26

覆上

5

杯

土 師 器

A[148]
B (45)

外部は内彎気味に外傾して

立ち上がり,国縁部で軽く

外反する。体部中位ににぶ

い稜をもつ。

水挽き整形。体部下端回転

箆削り。

砂粒

浅黄橙色

普通

P1042％

Ｋ

土

１０

Ｓ

覆

6

皿

土師質土器

[90]

20
42

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底で,体部は外傾
して立ち上がる。体部下位

ににぶい稜をもつ。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒・長石

灰白色

普通

P1048 PL90％

Ｋ

土

４０

Ｓ

覆

7

皿

土師質土器

[80]

17
[53]

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底で,体部は外傾
して立ち上がる。体部下位

ににぶい稜をもつ。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒・雲母

灰褐色

普通

P1044％

Ｋ

土

３０

Ｓ

覆

8

皿

土師質土器

A 77
B 19
C 43

底部は平底で,体部は外傾
して立ち上がる。体部下位

ににぶい稜をもつ。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒。長石

にぶい橙色

普通

ＬＰＰ賜
Ｋ２
面

Ю

Ｓ

底

9

不

土 師 器

A l1 4
B 31
C 56

底部は平底。体部は内彎気

味に外傾して立ち上がり,

回唇部を丸くおさめる。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。底部回転糸

切り。

砂粒・雲母

橙色

普通

100%P1045 PL90
S K35

覆上中層

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。体部は内彎気

味に外傾して立ち上がり,

国唇部を丸くおさめる。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。底部回転糸

切り。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

80% P1046 PL9o
S K35

覆土中層

第442図

11

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

10 8

23
[55]

底部は平底。体部は外傾し

て立ち上がり,日唇部はや

や凸状を呈する。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒・長石

灰褐色

普通

40% P1047
S K42

覆土

12

高台付不

土 師 器

B (12)
D[72]
E 06

底部は平底で薄い。外側ヘ

踏ん張る高台が付く。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。高台貼り付

け。

砂粒・雲母・スコリア

にぶい橙色

普通

P1048％

Ｋ

上

１０

Ｓ

覆
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図版番号 器   種 法量 (ch) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

第442図

13

不

上 師 器

B (14)
C 66

底郡は平底で厚い。体部は

内彎気味に外傾して立ち上

がる。

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。底部回転箆

切り後ナデ。

砂粒・雲母

灰赤色

普通

20% P1049

S K60

覆土

14

塔

土 師 器

A[138]
B (45)

体部は内彎しながら立ち上

がり,口 縁部でやや外傾す

る。体部と口縁部の境に稜

をもつ。

口縁部内・外面横ナデ。体部

外面横位の箆ナデ。

砂粒

浅責色

普通

5% P1054
S K83

覆土

甑

土 師 器

A 272
B 293
孔径 92

単孔式。胴部 は内彎 しなが

ら立ち上が り,日 縁部で外

反する。

口縁部 内面横 ナ デ後 箆磨

き。外面横ナデ。胴部内面

ナデ後箆磨 き。外面箆ナデ。

砂粒。長石

にぶい黄橙色

普通

85% P1055
S K84

覆土中層

高 杯

土 師 器

A[139]
B(54)
E (04)

脚部は欠損。体部は内彎し

ながら立ち上がり,日縁部
で内傾する。

口縁部内・外面横ナデ。体部

内面箆磨き。体部外面ナデ。

砂粒・雲母・スコリア

橙色

普通

25% P1056

S K87

覆土

17

皿

土 師 器

B (19)
C[56]

底部は平底で,柱状に突出

する。

内面箆磨き。底部は摩滅が

著しく調整不明。

砂粒・雲母

橙色

普通

30% P1057
S K93

覆上

密

土 師 器

B(177)
C 62

底部 は平底。胴部 は内彎 し

なが ら立ち上が り,中位で

丸 く張 る。

胴部外面斜位の箆削り。胴

部内面縦位の箆ナデ。

砂
'位

・スコリア

にぶい橙色

普通

40% P1058
S K99

覆土中層

不

土 師 器

A 132
B 46
C 49

底部は平底。体部は内彎気

味に外傾して立ち上がり,

日縁部で直立する。

体部内・外面箆磨き。 砂粒

明赤褐色

普通

90% P1062 PL90
S K99

覆土中層

不

土 師 器

A 134
B 49
C 51

底部は丸底気味。体部は内

彎しながら立ち上がり,口

縁部で直立する。

口縁部内・外面横ナデ。体部

外面箆削り。体部内面箆磨

き。

砂粒・スコリア

明赤掲色

普通

70% P1063 PL90
S K99

覆土中層

筑

上 師 器

A[152]
B (57)

体部は内彎しながら立ち上

がる。日縁部で外反して,国

唇部を丸くおさめる。

日縁部内・外面横ナデ。体部

外面箆ナデ。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

40% P1060

S K99

覆上下層

筑

土 師 器

A 96
B 45
C 34

底部は平底。体部は内脅し

ながら立ち上がり,国縁部

でほぼ直立する。

口縁部内・外面横ナデ。体部

外面横位の箆ナデ。内面ナ

デ。

砂粒・雲母・スコリア

にぶい橙色

普通

100%P1061

S K99

覆土中層

高 不
土 師 器

A 135
B 95
D 109
E 43

杯部は内彎気味に外傾して

立ち上がり,国縁部でやや

内傾する。脚部は「ハ」の

字状に外下方に開き,裾部
で大きく開く。

口縁部内・外面積ナデ。不部

内面箆磨き。裾部内・外面横

ナデ。脚部内面積位の箆ナ

デ。不部・脚部外面丁寧なナ

デ。

砂粒。長石・雲母

明赤褐色

普通

100% P1059 PL90

S K99

覆上下層

第443図

24

高 不

土 師 器

B(56) 脚部片。「ハJの字状に外下
方に開く。

脚部外面縦位の箆磨き。脚

部内面縦位の箆ナデ。

砂粒・雲母

橙色

普通

30% P1065
S K125

底面

脚 付 不

土 師 器

B (28)
D 54
E 16

脚部片で,やや外反する。 脚部内・外面横ナデ。脚貼り

付け。

砂粒。長石

橙色

普通

10% P1066

S K127

覆土

皿

土 師 器

A 52
B 15
C 41

底部は平底で厚い。体部は

短く外傾して立ち上がる。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒・雲母 。長石

橙色

普通

100%P1067

S K130

覆上

規

土 師 器

A[■ 9]
B 56
C [86]

底部は平底で,木葉痕有り。

体部は内彎気味に外傾して

立ち上がり,日縁部で直立

する。

体部から口縁部にかけて

内・外面積位の箆ナデ。

砂粒・雲母

灰褐色

普通

30% P1068

S K131

覆土

甑

上 師 器

B (61) 底部は丸底で,径 0 9cmの小
孔が多数有り。胴部は内彎

しながら立ち上がる。

胴部内・外面ナデ。 砂粒。長石・雲母

にぶい褐色

普通

15% P1069 PL90

S K133

覆土
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29

不

土 師 器

A[134]
B (36)

体部は内彎気味に外傾して

立ち上がり,日縁部との境
に明瞭な稜をもつ。口縁部

は内傾する。

回縁部内・外面横ナデ。体部

外面横位の箆削り。内面ナ

デ。

砂粒,ス コリア

灰白色

普通

15% P1074

S K155

覆土

鉢

器

招

陶

B (63)
C[152]

底部は平底で,体部は外傾
して立ち上がる。内面に櫛

目が施されている。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒

暗褐色

普通

10% P1075

S K164

覆土

皿

土師質土器

A [66]
B 22
C 44

底部は平底。体部は外傾し

て立ち上がり,口唇部を丸

くおさめる。

水挽き整形。底部ナデ。 砂粒・雲母

褐灰色

普通

50% P1076
S K166

覆土

壷形土器

弥生式上器

B (62)
C [74]

底部は平底で,端部は若干

突出する。胴部は外傾して

立ち上がる。

内面ナデ。胴部下半付加条

2種の縄文の羽状構成。底

面に砂粒目立つ。

砂粒・雲母

褐灰色

普通

10% P1077 PL90
S K166

覆土

不

土 師 器

A[133]
B 30
C [78]

底部は平底。体部は外傾し

て立ち上がり,日唇部を丸

くおさめる。

水挽き整形。底部回転糸切

り。

砂粒・雲母・スコリア

にぶい橙色

普通

25% P1078

S K168

覆土

高台付皿

陶  器
A[■ 3]
B 23
D [67]
E 02

底部は平底で,肖」り出しの

短い高台が付く。体部は内

脅気味に外傾して立ち上が

り,国縁部で軽く外反する。

砂粒

灰白色

普通

30% P1079
S K168

覆土

皿

陶  器

A[118]
B 25
C[76]

底部は平底。体部は外傾し

て立ち上がり,日唇部を丸

くおさめる。

砂粒

灰白色

普通

30% P1080

S K169

覆土

不

土 師 器

A[155]
B(48)

体部は内彎気味に外傾して

立ち上がり,回唇部を丸く

おさめる。体部と口縁部の

境に稜をもつ。

口縁部内・外面横ナデ。体部

内面箆磨き。体部外面箆ナ

デ。

砂粒

褐灰色

普通

20% P1081

S K175

覆土

イ

土 師 器

A 152
B 54
C 40

底部はやや上げ底で狭い。

体部は内彎しながら立ち上

がり,口縁部で直立する。

口縁部内・外面積ナデ。体部

内面箆磨き。体部外面上位

ナデ。下位横位の箆削り。

砂粒。長石

浅黄橙色

普通

70% P1082 PL90
S K179

覆上下層

不

上 師 器

A[122]
B (39)

体部は内彎気味に立ち上が

り,日縁部で直立する。

日縁部内・外面横ナデ。 砂粒・雲母・スコリア

にぶい橙色

普通

15% P1085
S K186

覆土

高 不

上 師 器

E (80) 脚部片。円筒状を呈し,裾
部で開く。中位に一孔穿た

れる。

脚部外面縦位の箆磨き。内

面輪積み痕が明瞭に残る。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

20% P1083

S K186

覆上下層

高 不

土 師 器

B (50)
E (42)

脚部片。円筒状を呈し,裾
部で大きく開く。

脚部外面ナデ。内面輪積み

痕が明瞭に残る。

砂粒・石英・雲母

橙色

普通

30% P1084
S K186

覆土

第444図

41

甕

土 師 器

B (58)
C [82]

底部は平底。胴部は内彎気

味に外傾して立ち上がる。

胴部外面斜位の箆ナデ。内

面箆ナデ。

砂粒・長石

褐灰色

普通

20% P1086

S K189

底面

筑

土 師 器

A ■ 8
B 87
C 31

底部は平底で狭い。体部は

内脅しながら立ち上がり,

国縁部でわずかに外傾する。

口縁部内・外面横ナデ。体部

内・外面横位の箆ナデ。

砂粒・雲母

橙色

普通

100%P1090 PL90

S K189底 面

外面煤付着

高 不
土 師 器

B (47)
D ■ 0
E 40

脚部片。「ハ」の字状に外下

方に開き,裾部で大きく開
く。

脚部外面縦位の毎磨き。内

面箆ナデ。裾部内・外面横ナ

デ。

砂粒。長石・雲母

にぶい橙色

普通

40% P1087

S K189

底面

高 イ

土 師 器

D 98
E(42)

脚部片。「ハ」の字状に外下

方に開き,裾部で大きく開
く。

脚部内・外面箆ナデ。裾部

内・外面横ナデ。

砂粒・長石・雲母

赤色

普通

40% P1088

S K189 底面

外面赤彩
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45

高 イ
土 師 器

(48)

(25)

不部は外傾して立ち上が

る。脚部は「ハ」の字状に

外下方に開く。

郷部内面箆磨き。外面箆ナ

デ。脚部外面箆磨き。内面

ナデ。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

30% P1089
S K189

底面

脚 付 不

土 師 器

B (33)
E(19)

邦部は外傾して立ち上が

り,脚部は「ハ」の字状に

外下方に開く。

イ部内,外面箆ナデ。脚部

内・外面横ナデ。脚貼り付

け。

砂粒 。長石・スコリア

橙色

普通

30% P1091
S K196

覆土中層

甕

土 師 器

17 7

26 5

73

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。胴部は内彎し

ながら立ち上がり,頸部を

「く」の字状に屈曲させる。

口縁部から頸著勲こかけて

肉・外面横ナデ。胴部内面箆

ナデ。外面縦位の箆ナデ。

砂粒

明褐灰色

普通

95% P1092
S K202

覆土中層

甕

土 師 器

195

(26 0)

Ａ

Ｂ

胴部は内彎しながら立ち上

がり,頸部から口縁部にか

けて外反する。

口縁部から頸部にかけて

内・外面横ナデ。胴部内面ナ

デ。胴部外面箆ナデ。

砂粒。長石

にぶい橙色

普通

75% P1093 PL90
S K202覆上下層

外面煤付着

甑

土 師 器

A[140]
B 160
子し径 [75]

胴部は緩やかに内彎しなが

ら立ち上がり,日縁部でわ

ずかに内傾する。底部は単

孔式。

口縁部内・外面横ナデ。胴部

外面縦位の箆削り。胴部内

面横位の箆ナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

40% P1094

S K202

覆上下層

不

器

一局

土

A 232
B 125
D[■ 2]
E 40

不部は外傾して立ち上が

り,中位から外反する。脚

部は「ハ〕の字状に外下方

に開く。

口縁部内・外面積ナデ。不部

内面箆ナデ後一部箆磨き。

外面ナデ。脚部内面箆ナデ。

外面箆磨き。裾部内・外面横

ナデ。

砂粒。長石

明褐灰色

普通

90% P1095 PL90
S K202

覆上下層

第445図

51

不

器師

一局

土

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

146

99
10 0

36

不部は内彎しながら立ち上

がり,日縁部で直立する。

脚部は「ハ」の字状に開き,

裾部で大きく開く。

不部口縁部内・外面横ナデ。

体部外面箆ナデ。内面箆磨

き。脚部外面縦位の箆磨き。

内面箆ナデ。裾部内・外面横

ナデ。

砂粒・長石・礫

灰白色

普通

95% P1096

S K202

覆上下層

高  邪
上 師 器

A 133
B 100
D 105
E 45

不部は内彎しながら立ち上

がり,日縁部で直立する。

脚部はやや開き気味に下が

り,裾部で大きく開く。

不部口縁部内・外面横ナデ。

体部外面横位の箆ナデ。内

百箆磨き。裾部内・外面積ナ

デ。

砂粒。長石・雲母

浅黄橙色

普通

100%P1097

S K202

覆土中層

高  邪
土 師 器

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(72)

93
51

脚部はやや開き気味に下が

り,裾部で大きく開く。

不部外面箆削り。内面箆ナ

デ。脚部外面縦位の箆磨き。

内面箆ナデ。裾部内・外面横

ナデ。

砂粒・雲母

赤褐色

普通

60% P1098
S K202

覆土中層

士充

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。体部は内彎し

ながら立ち上がり,国縁部

で内傾する。

日縁部内・外面横ナデ。体部

外面横位の箆ナデ。内面箆

磨き。

砂粒。長石

にぶい黄橙色

普通

100%P1099 PL90
S K202

覆土中層

鉢

土 師 器

A[174]
B (64)

体部から口縁部にかけて,

内彎しながら立ち上がる。

体部と口縁部の境に明瞭な

稜をもつ。

口縁部内・外面横ナデ。体部

内・外面横位の箆ナデ。

砂粒・長石

にぶい糧色

普通

30% P■ 00
S K202

覆土中層

不

土 師 器

A[142]
B (63)

体部は内彎しながら立ち上

がり,口縁部でやや内傾す

る。

口縁部内・外面横ナデ。体部

内・外面箆ナデ。 色蠅
癖
範

40% P■ 01
S K202

覆上下層

邪

土 師 器

A[126]
B (37)

口縁部片。体部と口縁部の

境に明瞭な稜をもつ。

口縁部内・外面横ナデ。 砂粒

暗赤褐色

普通

lo% P■ 02
S K202

覆土中層

不

土 師 器

A[114]
B(44)

体部は外傾して立ち上が

り,日縁部で内傾する。

日縁部内・外面横ナデ。体部

外面積位の箆ナデ。体部内

面箆磨き。

砂粒

灰白色

普通

15% P■ 03
S K202

覆上下層

担

器師

手

上

A 74
B 69
C 52

高不形。底部は平底で,野

部は外傾して立ち上がる。

内面雑な箆ナデ。外面ナデ。 砂粒・長石・礫

にぶい黄橙色

普通

100%P l104

S K202

覆上下層

-639-



図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 者

第445図

60

壺形土器

弥生式上器

Ｂ

Ｃ

(83)

[160]

底部は平底で,端部は若干
突出する。体部は外傾して

立ち上がる。

内面ナデ。胴部下半は,付
加条 2種 の縄文の羽状構

成。底面に砂粒目立つ。

砂粒・スコリア

浅責橙色

普通

20% P■ 05
S K206

覆上下層

甕

土 師 器

A 198
B 147
C 59

底部は平底で木葉痕有り。

胴部は内彎しながら立ち上

がり,頸部から口縁部にか

けて外反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部

内・外面箆ナデ。

砂粒

にぶい赤褐色

普通

90% P■ 06 PL90
S K210

底面直上

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[132]

53
33

底部は丸底気味。体部は内

彎しながら立ち上がり,国

縁部で直立する。

口縁部内・外面横ナデ。底部

及び体部外面横位の箆削

り。内面箆ナデ。

砂粒。長石

にぶい橙色

普通

80% Pl107 PL90
S K210

底面直上

第446図

63

皿

土師質土器

A 69
B 09
C 53

底部は平底で厚い。体部は

外傾して立ち上がり,国唇

部を丸くおさめる。

底部回転糸切り。 砂粒・長石

にぶい橙色

普通

100%P■ 08
S K221 底面

内面油煙付着

皿

土師質土器

A 68
B 09
C 49

底部は平底で厚い。体部は

外傾して立ち上がり,日唇
部を丸くおさめる。

底部回転糸切り。 砂粒。長石

浅黄橙色

普通

90% P■ 09
S K221 底面

内面油煙付着

皿

土師質上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[74]

10
56

底部は平底で,体部は外傾
して立ち上がる。

底部回転糸切り。 砂粒・長石

にぶい橙色

普通

45% P ll10

S K221

底面

皿

土師質土器

A [60]
B 10
C 38

底部は平底で厚い。体部は

外傾して立ち上がる。

底部一方向の手持ち箆削

り。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

70% P■ 11
S K221

底面

『蝉
三足鍋の足部片。 砂粒・長石

黒色

普通

10% P■ 12
S K221

底面

筑

土 師 器

B(37)
C 53

底部は平底で,体部は内脅
しながら立ち上がる。

底部及び体部下位箆削り。

内面箆磨き。

砂粒。長石・雲母

浅責橙色

普通

20% P■ 13
S K224

覆上下層

具

品

明

製

灯

陶

A 49
B 49
C 43

砂粒

オリーブ色

普通

100°/cP■ 14
S K237

底面

高台付皿

磁  器
Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

[114]

36
40
06

底部は平底で,短 く直立す
る高台が付く。体部は内彎

気味に外傾して立ち上が

り,国唇部はやや尖る。

高台は削 り出し。

色

粒

白

通

砂

灰

普

40% P■ 15 PL9o
S K243

底面

71

高台付皿

磁  器
A[■ 4]
B 30
D [50]
E 05

底部は平底で,やや内傾す
る高台が付く。体部は内彎

気味に外傾して立ち上が

り,口唇部を丸くおさめる。

高台は削 り出 し。

色
蠅
附
範

20% P■ 16
S K243

底面

鉢

土 師 器

Ａ
一

Ｂ

[128]

(67)

体部は内彎しながら立ち上が

り,日縁部で直立する。体部と

日縁部の境に稜をもつ。

口縁部内・外面横ナデ。体部

内・外面ナデ。

砂粒。雲母

にぶい橙色

普通

15% P■ 17
S K248

覆土

不

土 師 器

B (36)
C [54]

底部は平底で,体部は内彎
気味に外傾して立ち上が

る。

底部及び体部内・外面ナデ。 砂粒・長石

橙色

普通

10% P■ 18
S K253

覆土

密

土 師 器

Ａ

一Ｂ

17 8

(25 7)

胴部は内彎しながら立ち上

がり,下位に最大径をもつ。

頸部は「く」の字状に屈曲

する。

口縁部から頸部にかけて

内・外面横ナデ。胴部内面横

位の箆ナデ。胴部外面ナデ。

砂粒・長石

にぶい褐色

普通

60% P■ 19
S K254

覆土中層

甕

土 師 器

A[182]
B (87)

胴部は内彎しながら立ち上

がり,頸部からにヨ縁部にかけ

て外反する。国唇部の中央

は凹む。

口縁部から頸部にかけて

内・外面横ナデ。胴部内・外

面ナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

10% P■ 20
S K254

覆土中層
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甑

土 師 器

A 256
B 283
孔径 77

単孔式。胴部 はやや外傾 し

て立 ち上が り,国縁部で外

反する。

口縁部内・外面横ナデ◇胴部

内面横位の箆ナデ。

砂粒

にぶい黄橙色

普通

80% Pl121 PL90
S K254

覆土中層

イ

土 師 器

A 135
B 63

底部は丸底。体部は内彎し

ながら立ち上がり,口縁部

で外反する。

日縁部内,外面横ナデ。体部

内面箆ナデ。体部外面箆削

り。

砂粒。長石・雲母

にぶい赤褐色

普通

70% P H23 PL90
S K260

覆土中層

高  邦
土 師 器

Ｒ
一
Ｄ

Ｅ

(43)

71
39

脚部片で,「ハ」の字状に外

下方に開く。

脚部外面縦位の箆磨き。内

面箆ナデ。

砂粒・スコリア

にぶい褐色

普通

30% P H22
S K260

覆土上層

筑
土 師 器

A 127
B 76
C 44

底部は平底。体部は内彎し

ながら立ち上がり,国縁部

で軽く外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部

内・外面箆磨き。

砂粒・雲母

明赤褐色

普通

95% Pm24 PL90
S K272

覆土

井戸

ビット

ビット出土土器観察表

井戸出土土器観察表

図版番 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第451図

1

土  鍋 A[268]
B 51
C[206]

底部は平底で,体部は外傾
して立ち上がる。全体的に

浅い皿状を呈し,器肉は厚

体部下端横位の箆削り。 砂粒・雲母

灰褐色

普通

10% P1064

SEl
覆土

不

上 師 器

A[■ 8]
B(47)

体部は内彎しながら立ち上

がり,日縁部で直立する。

口縁部内・外面積 ナデ。胴部

外面横位の箆削 り。胴部内

面ナデ。

砂粒・雲母・スコリア

橙色

普通

30% P1072
SE2
覆土

3

内耳土器 Ａ

Ｂ

[216]

(52)

耳接合部の外面は膨らむ。

口唇部は平坦。

口縁部内・外面横ナデ。体部

外面ナデ。体部内面積位の

箆ナデ。

砂粒・雲母

灰褐色

普通

10% P1071

SE2
覆土

第452図

4

招 鉢
土師質土器

B(21) 底部は劉離。内面に櫛目が
施されている。

砂粒。長石

橙色

普通

％

Ｅ

土

１０

Ｓ

覆

P1070

5

三 足 鍋

土師質土器

三足鍋の足部片。 砂粒

黒褐色

普通

％

Ｅ

土

１０

Ｓ

覆

P1073

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上。色調・焼成 備 考

第452図

1

甑

土 師 器

B(57)
C[210]

多孔式。胴部は外傾して立

ち上がる。

胴部外面横位の箆削り。胴

部内面箆ナデ。

砂粒・長石

浅黄橙色

普通

10% P709
ピット83

2

不

土 師 器

B(26)
C [48]

底部は平底。体部は内彎気

味に外傾して立ち上がる。

体部下位にあまい稜をも

水挽き整形。内面箆磨き。

内面黒色処理。底部回転寛

削り(右 )。

砂粒・雲母

橙色

普通

15% P708
ピット48

3

皿

土師質土器

A[106]
B 32
C 40

底部は平底。体部は直線的

に外傾して立ち上がり,国

唇部を丸くおさめる。

水挽 き整形。底部回転糸切

り後軽いナデ。

砂粒・雲母・スコリア

にぶい橙色

普通

55% P707
ピット40
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遺構外

遺構外出土土器観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第452図

1

壺形Ji器

弥生式土器

B(46)
C 74

底部 は平底で,端部は突出
する。体部 は外傾 して立ち

上が る。

内面チデ。胴部下半は,付
加条 2種 の縄文の羽状構

成。底面に砂粒日立つ。

砂粒 。長石・スコリア

橙色

普通

％

採

１０

表

P1295

2

憂

土 師 器

A 201
B(213)

胴部は内彎しながら立ち上

がり, 頸部から「 ]縁部にか

けて外反する。

口縁部 か ら頸部 にか けて

内・外面横ナデ。胴部外面箆

ナデ。

砂粒。雲母・スコリア

にぶい赤褐色

普通

50% P947  PL90

表採

第453図

3

甕

土 師 器

A[214]
B(272)

胴部は内彎しながら立ち上

がり,頸部から口縁部にか
けて,外反する。

口縁部内面ハケ状工具によ

る整形。外画横ナデ。頸部

から胴部上位にかけて,ハ
ケ状工具による整形後一部

箆ナデ。胴部下半箆削り。

砂粒・長石・スコリア

灰褐色

普通

％

採

５０

表

4

甕

土 師 器

A[144]
B(164)

胴部 は内彎 しなが ら立ち上

が り,頸部か ら口縁部にか

けて外反する。

日縁部内・外面横ナデ。胴部

外面箆チデ。胴部内面横位

の寛ナデ。

砂粒・長石・雲母

にぶい褐色

普通

40% P1282

表採

輪積み痕有り

5

甕

土 師 器

Ｂ

Ｃ

1891

74
底部 は平底で,胴部 は内鷲
しなが ら立ち上が る。

胴部内・外面箆ナデ。 砂粒・雲母・スコリア

にぶい橙色

普通

％

採

２０

表

P1283

6

鉢

土 師 器

A[128]
B H0

底部は平底気味。胴部は内

彎しながら立ち上がり,国

縁部はやや内傾する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部

外面斜位の箆ナデ。胴部内

面横位の箆ナデ。

砂粒・長石・雲母

にぶい赤褐色

普通

面

％

認

８０

確

P1284

7

イ

器

一局

土

B (83)
D[113]
E 47

不部は外傾して立ち上が

り,脚部は「ハ」の字状に

外下方に開く。

郷部内・外面箆磨き後内面

具色処理。 脚部内面箆ナ
デ。脚部外面縦位の箆磨き。

裾部内・外面横ナデ。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

％

採

５０

表

P1285

8

高  不
土 師 器

B(57)
E(41)

脚部片。「ハJの字状に外下

方に開く。中位に3孔穿た

オ■る。

脚部外面縦位の箆磨き。脚

部内面箆ナデ。

砂粒・雲母

橙色

普通

％

採

２０

表

P1286

9

高  不
土 師 器

E (92) 脚部片。円筒状を呈し,中
位に1孔斧たれる。

脚部外面縦位の覚磨き。脚

部内面箆ナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

20% P1287

表採

高イ形土器

弥生式上器

E (56) 脚部片。円筒状を呈し,裾
部で開く。

脚部内・外面ナデ。

色

粒

白

通

砂

灰

普

20% P1300

表採

11

ナ完

土 師 器

A 104
B 80
C 50

底部 は平底。体部 は内彎 し

なが ら立ち上が り,そ のま

ま口縁部 に至 る。

体部外面縦位の箆削り。体

部内面横位の箆ナデ。

砂粒・雲母・スコリア

橙色

普通

Ｌ
院
採

１０

表

12

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

[124]

(3 4)

体部は外傾して立ち上が

り,口縁部との境ににぶい

稜をもつ。日縁部はやや内

傾する。

口縁部内・外面横ナデ。 砂粒。長石

にぶい橙色

普通

％

採

１０

表

不

土 師 器

A[140]
B (32)

体部は外傾して立ち上が

り,口縁部との境に稜をも
つ。口縁部は直立する。

口縁部内・外面積ナデ。体部

内・外面箆磨き。

砂粒

明赤褐色

普通

Ｐ％

採

１０

表

14

不

土 師 器

A 128
B 46

底部は丸底。体部は内彎し

ながら立ち上がり,日縁部
でやや外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部

外面ナデ。体部内面箆磨き。

砂粒・長石・雲母

にぶい橙色

普通

％

採

９５

表

P1288 PL90

不

土 師 器

A[146]
B (45)

丸底の底部から内彎気味に

外傾して立ち上がり,口縁

部との境に稜をもつ。口縁

部は直立する。

口縁部内・外面横ナデ。 砂粒・雲母

浅黄橙色

普通

20% P1289

表採
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

図４５４

‐６

第 4
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[91]

98
40

底部は平底で,胴部は内彎
しながら立ち上がる。頸部

は「くぅの字状に屈曲して,

口縁部で直立気味になる。

口縁部内・外面横ナデ。ロ

縁部以下丁寧なナデ。

砂粒・雲母・スコリア

橙色

普通

Ｐ％

採

８０

表

17

対

土 師 器

Ｂ

Ｃ

(53)

35
底部は平底で,胴部は内彎
しながら立ち上がる。

胴部内・外面横位の箆ナデ。 砂粒

にぶい橙色

普通

30% P959
表採

増

土 師 器

A 132
B(52)

胴部以下欠損。頸部から外

傾して立ち上がり,日縁部

で直立気味になる。

口縁部内・外面横ナデ。口縁

部から頸部にかけて外面箆

磨き。

粒

色

通

砂

橙

普

30% P960
表採

鷲

上 師 器

Ａ

Ｂ

95
(56)

胴部以下欠損。頸部から外

傾して立ち上がる。

口縁部内。外面積ナデ。口縁

部から頸部にかけて外面箆

ナデ。

砂粒。長石・雲母

橙色

普通

Ｐ％

採

３０

表

増

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[96]

94
33

底部は平底で,胴部は内彎
しながら立ち上がる。頸部

から口縁部にかけて外傾す

る。

口縁部内・外面横ナデ。口縁

部以下内・外面斜位の箆ナ

デ。

嚇
髄
範

Ｐ％

採

５０

表

猶

土 師 器

B (55)
C 33

底部は平底で,胴部は内彎
しながら立ち上がる。

胴部内・外面横位の箆ナデ。 砂粒・雲母

明赤褐色

普通

60% P1291

表採

皿

土師質土器

A 89
B 19
C 52

底部は平底。体部は外傾し

て立ち上がり,口唇部を丸

くおさめる。

底部回転糸切り。 砂粒。長石・スコリア

にぶい橙色

普通

％

採

８０

表

P1292

手  捏
土 師 器

A 48
B 49
C 42

底部は平底で,体部は直立

気味に立ち上がり,日縁部

に至る。

体部内・外面斜位の箆ナデ。 粒

色

通

砂

橙

普

Ｐ％

採

９５

表

捏

器師

手

上

A 53
B 33

底部は丸底で,体部は外傾

して立ち上がる。

内面ナデ。外面指頭痕残る。 砂粒

明黄褐色

普通

Ｐ％

採

９５

表

捏

器師

手

土

B (49)
C 54

底部は平底で,体部は外傾

して立ち上がる。

体部外面指頭痕残 る。 砂粒。長石・雲母

橙色

普通

20% P1294

表採

灯 明 具

陶 製 品

A 42
B 47
C 40

暗赤褐色

普通

％

採

９５

表

P1296 PL90

灯 明 具

陶 製 品

B (35)
C 36

灰白色

普通

％

採

５０

表

P1297
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表32 土製品一覧表

図版番号 器  種 長さ×幅 (cm) 孔径(cm) 重量 (g) 出土地点 備 考

第334図 51 羽  日 (69)× 56 SI-70 DPl P L94 半欠品。先端部に鉄付着。

羽  日 82× 42 19 SI-70 DP2 P L94 高不脚部か らの転用。先端部は溶解。

第 羽  口 (110)× 61 S170 DP3 P L94 高郭脚部からの転用。先端部は溶解し,鉄付着。

第334図 54 羽  口 (50)× (46) SI-70 DP4 P L94 高不脚部からの転用。先端部は溶解し,鉄付着。

第347図 支 脚 (94)× 50 1175) S187 DP5 P L94 -部欠損。

第350図 紡錘車 40× 40× 41 51 2 S190 DP6 P L94

羽  口 (118)× 69 DP7 P L94 半欠品。先端部は溶解し,鉄付着。

第284図 8 紡錘草 46× 47× 16 32 3 S卜 106 D P17 P L94

第284図 6 紡錘草 56× 57× 5 46 9 S1106 DP8 P L94

第284図 7 紡錘車 56× 56× 9 07 62 7 DP9 P L94

第 284図 9 紡鐘草 48× 48× 15 25 4 D P18 P L94

第285図 5 紡錘草 51× 48× 22 52 8 S1148 D P19 P L94

第437図 1 紡錘車 53X53× 17 60 7 SD-lo D P13 P L94

紡錘車 49× 49× 15 41 6 SD-11 D P14 P L94

第437図 134 llkL状耳飾り 径32 厚 さ11 [12] 1) SD-11 D P15 半欠品

表33 石器・石製品一覧表

図版番号 器  種 長さ×幅 ×厚 さ (cln) 石   質 出土地点 備 考

第 405図 6 砥  石 H4× 62× 26 緑泥片岩 S14 Ql 134g 両面に使用痕が認められる。

第 286図 5 砥  石 (100)× 41× 58 凝 灰 岩 SI-6 Q2 P L95 4面 に使用痕が認められる。

第 288図 7 砥  石 85× 69× 25 凝 灰 岩 SI-16 Q10 2面に使用痕が認められる。

第 408図 6 砥  石 85× 40× 26 結晶片岩 SI-18 Qll 121 2g 片面と両側面に使用痕が認められる。

第 409図 8 砥  石 57× 32× 37 砂   岩 SI-19 Q12 1121g 片面に使用痕が認められる。

第 409図 9 砥  石 (53)× 18× 06 結晶片岩 S119 Q13 101g 両面に使用痕が認められる。

第292図 21 台 石 210× 176× 91 砂  岩 SI-21 Q18 両面に使用痕が認められる。

第411図 6 砥 石 94× 68× 33 結晶片岩 S125 Q22 P 253g 全面 に使用痕が認 め られる。

第411図 7 砥  石 99× 51× 14 緑泥片岩 SI-25 Q23 762g 片面と1側面に使用痕が認められる。

第294図 8 砥  石 208× 74× 20 片   岩 SI-27 Q26 両面に使用痕が認められる。

第 415図47 紡錘草 43× 44× 11 滑  石 SI-29 Q30 PL95 26 1g ttL径 6 tul。

第 302図 12 支  脚 140× 74 凝 灰 岩 SI-39 Q37 -部欠損。

第 303図 5 石  皿 ■ 9×■ 9× 58 安 山 岩 S卜 41 Q41 欠損。流れ込み。

第 416図 3 砥  石 (45)× 42× 14 結晶片岩 SI-42 Q42 298g 片面と1側面に使用痕が認められる。

第 304図 3 支  脚 213× 75× 65 凝 灰 岩 SI-45 Q539 P L95

第305図 18 砥  石 68× 36× 16 片   岩 SI-47 Q44 全面に使用痕が認められる。

第308図 6 敲  石 234× 65× 40 片 麻 岩 SI-52 Q56 使用痕が認められる。

第308図 7 砥  石 45× 39× 11 粘 板 岩 S152 Q57 半欠品。

第309図 6 砥  石 114× 36× 53 片   岩 S153 Q58 半欠品。

第 309図 7 敲  石 H2× 41× 38 砂   岩 SI-53 Q59

第309図 8 支  脚 217× 63 凝 灰 岩 S153 Q60 P L95

第311図 12 提 げ砥石 122× 36× 08 粘 板 岩 S15J Q61 P L95 76 6g 孔径 4 ml。

第311図 13 敲  石 119× 62× 33 片 麻 岩 S154 Q62 全面に使用痕が認められる。

第311図 14 敲  石 109× 72× 60 石   英 S154 Q63

第311図 15 敲  石 128× 62× 96 砂  岩 S154 Q64

礫 138× 102× 56 花 聞 岩 SI-56 Q66 火熱を受けている。
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図版番号 器   種 長さ×幅×厚さ(cm) 石   質 出土地点 備 考

第316図 38 紡錘車 47× 48× 11 滑   石 SI-56 Q67 PL95 7し 径 9 mm。

第316図 39 紡錘車 43× 44× 12 滑   石 SI-56 Q68 P L95 子L径 7 mm。

第317図 6 砥  石 187× H4× 29 片 麻 岩 SI-60 Q75 欠損。 4面に使用痕が認められる。

第317図 7 砥  石 (112)× 52× 25 片   岩 SI-60 Q76 P L95 半欠品。 2面 に使用痕が認められる。

第 320図 14 礫 124× 97× 75 凝 灰 岩 SI-62 Q96 火熱を受けている。

第327図 216 石  鏃 24× 17× 05 チャート SI-64 Q123

第327図 217 石  鏃 27× 14× 05 流 紋 岩 SI-64 Q124 欠損。

凹  石 163× 82× 40 砂   岩 S卜70 Q427 両面に四みが認められる。

第334図 57 礫 119× 78× 89 安 山 岩 S卜 70 Q428 欠損。火熱を受けている。

礫 134× (85)× 87 安 山 岩 SI-70 Q429 欠損。火熱を受けている。

第335図 61 礫 152× 101× 38 砂  岩 SI-70 Q430 欠損。火熱を受けている。

敲  石 106× 86× 44 砂   岩 S卜 70 Q431

第336図 5 管  玉 20× 04× 035 滑   石 SI-74 Q579 孔径 2 mm。

第336図 3 敲  石 102× 44× 23 砂  岩 SI-76 Q436

第344図 36 提 げ砥石 (63)× 36× 07 凝 灰 岩 S183 Q448 P L95 24 2g 2回 穿孔される。孔径 4 mm, 5 nlm。

第344図 37 砥  石 106× 36× 32 片   岩 SI-83 Q444 欠損。一面に使用痕が認められる。

第344図 38 敲  石 96× 62× 21 砂  岩 S183 Q445

第344図46 紡錘草 41× 41× 14 滑   石 S183 Q453 孔径 7 mn。

第347図 14 提げ砥石 64× 28 14 粘 板 岩 S187 Q455 P L95 37 3g 孔径 9 mm。 半欠品。

第 347図 15 砥  石 85× 35× 10 粘 板 岩 SI-87 Q456 欠損。

第348図 6 炉  石 262× 86× 73 安 山 岩 SI-89 Q460 火熱を受けている。一部欠損。

第350図 16 敲  石 159× 56× 38 砂  岩 S190 Q461 片側に凹面が認められる。

第350図 17 礫 134× 40× 35 砂  岩 SI-90 Q462 -部 に使用痕が認められる。

第352図 20 砥  石 66× 27× 14 片   岩 S191 Q463 半欠品。提げ砥石の可能性有り。

第352図 21 砥  石 ■ 1× 69X19 凝 灰 岩 S卜 91 Q464 欠損。 2面に使用痕が認め られ る。

第356図 25 紡錘草 40× 41× 18 滑   石 Q482 P L95 孔径 9 mH。

第356図 18 敲  石 109× 82× 48 砂  岩 Q483 2か 所に使用痕が認められる。

第356図 19 砥  石 (85)× 91× 55 片 麻 岩 Q484 砥石の可能性有り。

第356図 26 水晶玉 径 08 水  晶 Q490 P L95 孔径 2 ml。

第362図 39 砥  石 92× 37× 18 凝 灰 岩 Q494 小形。

第362図 40 砥  石 84× 22× 9 凝 灰 岩 Q495 小形。欠損。

第362図 41 双孔石製品 109× 53× 2 粘 板 岩 Q496 P L95 孔径 5 ml。 提げ砥石の可能性有り。

敲  石 115× 57× 14 砂   岩 Q501

敲  石 138× 43× 30 片 麻 岩 Q502 欠損。

支  脚 (113)× 77× 58 凝 灰 岩 Q540 欠損。

敲  石 97× 88× 43 砂   岩 Q504 3か所に使用痕が認められる。

砥  石 (80)× 30× 34 片   岩 Q505 欠損。

敲  石 108× 85× 70 花 間 岩 Q506 2面 に凹部有り。

石  鏃 24× 12× 04 チャート Q732 P L95

炉  石 333× 81× 48 片 麻 岩 Q736 P L95 火熱を受けている。

礫 199× 80× 62 砂  岩 Q513 火熱を受けている。

第377図 13 石  錘 59× 23× 18 凝 灰 岩 Q523 P L95 流れ込み。

第377図 20 管  玉 21× 06X06 滑   石 Q524 P L95 孔径 3 ml。

第377図 21 ガラス玉 07× 07× 05 ガ ラ ス Q531 孔径1 5ml。

第377図 12 砥  石 82× 35× 20 凝 灰 岩 Q535

第 377図■ 砥  石 127× 65× 33 片   岩 Q536
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図版番号 器  種 長さ×幅×厚さ(cm) 石   質 出土地点 備 考

第382図 34 敲  石 129× 68× 62 関 緑 岩 SI■ 7 Q541 欠損。

第 382図 35 敲  石 113× 67× 73 片 麻 岩 S卜■7 Q542

第 382図 36 支 脚 211× 66× 48 凝 灰 岩 S1117 Q544

第385図 12 支 脚 (157)× 80× 75 凝 灰 岩 S卜■9 Q566

第388図 17 石 鏃 23× 15× 04 メ ノ ウ SI-121 Q733 P L95 流れ込み。

磨製石斧 (100)× 56× 34 閃 緑 岩 SI-123 Q575 欠損。

第 390図 8 提げ砥石 102× 42× 10 粘 板 岩 S1126 Q580 P L95 孔径 9 ml。

第 390図 9 垂飾 り 15× 12X035 翡  翠 S卜 126 Q584 P L95 子L径 2 5mul。

第 393図 15 作業台か 164× 158 砂   岩 SI-130 Q585 -部 火熱を受けている。

第394図 7 管  玉 18X045× 045 滑   石 S卜 131 Q589 P L95 孔径251m。

第399図 16 敲  石 245× 55× 37 片 床 岩 S1147 Q590 P L95

第 399図 17 礫 (■ 6)× 40× 23 砂   岩 SI-147 Q591

第401図 11 砥 石 169× 96× 95 片   岩 S1155 Q593 P L95 5面 に使用痕が残る。

第401図 12 敲  石 135× 90× 73 閃 緑 岩 S1155 Q594

第■9図 3 支 脚 202× 74× 69 凝 灰 岩 S1156 Q595

第402図 6 砥  石 66× 50× 19 片   岩 S1165 Q599

第402図 7 紡錘車 37× 37× 20 滑   石 S1165 Q600 P L95 孔径 8 mll。

第402図 8 紡錘草 44× [46]× 10 滑   石 SI-165 Q601 孔径 8 ml。

第403図 3 紡錘草 39× 39× 18 滑   石 SI-168 Q602 孔径 8al。

第403図 4 石  鏃 26× 14× 05 チャート S卜 168 Q603

第448図 91 紡鍾車 (27)× (46)× (1 粘 板 岩 SK-69 Q607 孔径 7 dul。

第447図80 砥  石 149× 30× 22 砂   岩 SK lo5 Q609 片面に使用痕が認められる。

第448図 92 石  鏃 29× 20× 06 メ ノ ウ SK 136 Q612 P L95

第 447図 81 砥  石 105× 40× 19 緑泥片岩 SK-153 Q613 片面に使用痕が認められる。

第447図 82 砥  石 (112)× (22)× 12 緑泥片岩 SK 153 Q614 片面に使用痕が認められる。

第 447図 83 砥  石 ■ 0× 51× 45 結晶片岩 SK-169 Q616 全面に使用痕が認められる。

第439図 158 紡錘草 35× 36× 05 滑   石 SD-10 Q642 孔径 6 BIl。

第439図 159 紡錘章 (27)× 50× 08 滑   石 SD-10 Q643 P L95 孔径 8111。 半欠品。

第440図 160 石 鏃 23× 16× 07 チャート SD-10 Q644 P L95

第438図 138 砥  石 127× 69× 27 片   岩 SD-10 Q669 欠損。

第438図 139 砥  石 52× 28× 26 片   岩 SD-10 Q670 欠損。

第438図 141 打製石鍬 201× 105× 30 結晶片岩 SD-10 Q671 P L95 流れ込み。

第437図 135 敲  石 ■ 0× 87× 42 安 山 岩 SD-10 Q672

第438図 136 敲  石 91× 79× 45 砂  岩 SD-10 Q673 2面 に四部がある。

第438図 137 敲  石 83× 87× 64 安 山 岩 SD-10 Q674 欠損。

第438図 140 砥  石 (62)× (42)× 15 粘 板 岩 SD-11 Q676 欠損。

第電 紡錘草 40× 39× 15 滑   石 表採 Q710 孔径 7 alul。

第 4 石  斧 59× 36× 10 緑泥片岩 表採 Q71l P L95

第455図 31 石  鏃 21× 22× 06 チャート 表採 Q713

第455図32 石  鏃 21× 15× 04 チャート 表土 Q714

第455図 33 石  鏃 27× 20× 085 チャート 表採 Q734

第 455図 34 28× 16× 065 チャート 表採 Q735

第 455図 35 管  玉 28× 09× 09 粘 板 岩 表採 Q597 P L95 孔径2 5ml。
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表35 鉄製品一覧表

図版番号 器 種 長さ×幅×厚さ(cm) 出土地点 備 考

身き404E目 7 刀 子  か 3 × 21× 03 S -1 Ml P L98 茎の一部か。木質残存。
身雪286Бコ6 釘 66× 04× 04 SI-6 h/12

舅雪286優コ7 釘 (42)× 06× 06 S -6 II1 3

第406図 10 刀 子 (46)× 12× 0.4 S -10 M4 P L98 刀身の一部。
舅守407Eコ 6 刀 子 (98)× 14× 0,35 S -14 M5 P L98 刀身の一部と茎。片関の刀子。
第408図 10 槍 飽 63× 2.3× 04 S -15 M6 断面は三角形を呈し,茎部欠損。
第408図 H 釘 57× 1.1× 04 SI-15 M7
寄子408屋コ7 釘 (6.9)× 0.5× 05 SI-18 �18

第409図 10 刀 子
(33
(34
× 09× 03
× 08× 03 SI-19 M9 刀身の一部。

第411図 8 釘 6.1× 04× 03 SI-25 �賃10
第415図 48 釘 4.5× 04× 0.3 SI -29 M■ P L98 頭部は長方形を呈す。
第416図 3 釘 (41)× 09× 0.5 SI -40 M12 頭部欠損。
第303図 6 刀 子 (63)× 14× 04 SI-41 M13 刀身の一部。
第416図 4 鎌 か (42)× (3.6)× 025 S -43 M14 欠損。
第417図 3 釘 (39)× 0,7× 05 SI-46 M15
第417図 1 釘 (67)× 07× 04 SI-51 M16
第417図 3 釘 (69)× 10× 04 SI -58 A/117

第317図 20 刀 子 (5.3)× 12× 0.3 SI-60 M18 木質付着。
第317図 21 釘 3.9× 03× 0.3 SI -60 M19
第317図 22 釘 8.2× 28× 05 SI-60 �笙20

第317図 19 刀 子 (9.9)× 1.8× 0.4 SI-60 M21
身ヨ320Б ]22 隧 金 か 6.2× 2.9× 03 SI-63 �122
傷ヨ335Eコ 62 鉄 滓 (3.2)× (49)× 20 SI -70 M23 鍛冶炉・炉床出上。
身雪335Бコ4 鎌 133)× 2.9× 03 SI-73 h/124 P L98
身守335Б]5 刀 子 (31)× 11× 03 SI-73 �[25 P L98
身雪335昼目6 釘 (3.8)× 05× 05 S -73 M26
身写338暦コ4 鏃 3.8)× 16× 0.6 S -80 h/127 P L98
第420図 1 警 (銅 ) 47)× 1.0× 015 S -84 M28 流れ込み。
傷雪352Eコ 6 釘 66)× 0.3× 03 S -92 h/129 P L98
寄雪352Eヨ 5 錬 72)× 30× 0.3 S -92 h130 P L98
第354図 21 刀 子 (86)× 16× 0.5 SI-97 �131
傷雪356E∃ 27 錯 2.6)× (2.6)× 08 SI -100 山π32 P L98
寄雪356唇コ28 鎌 0.1)× 4.8× 03 SI-100 M33 P L98
身守356Sで 29 鎌 4.6)× 35× 02 SI -100 M34
身雪362唇コ46 刀 子 4.2)× 14× 03 SI -102 M35 P L98 木質付着。
身3364Eコ 4 鎌 1.6× 34× 025 SI-104 A/136 P L98
寄彗375唇コ6 鏃 46)× 3.5× 0.4 SI―■5 �【37 P L98
舅守375昼]7 不 明 26× 25× 06 SI―■5 山笙38 P L98
舅雪377E目 24 鎌 (64)× 27× 03 SI― ■6 PIt39
第390図 13 刀 子 10,0 × 1.6× 03 SI-126 �[41 P L98
第393図 17 刀 子 × 1.5× 0.4 SI-130 �142
身守394Eコ 8 釘 17 × 0.7× 05 S -131 h/143
第394図 4 刀 子 (54 × 10× 04 S -133 M44 木質付着。
第397図 14 刀 子 (45 × 10× 03 S -138 �【45
第401図 13 不 明 (24 × 31× 0.2 S -155 A/146
第402図 4 不 明 (8.4 × 4.1× 04 S -158 �[48 P L98
身旨448Бコ94 明不 (6.4 × 14× 06 SK-133 M59
身守448唇コ95 釘 (3_6)× 0.4× 0.3 SK-133 M60
身雪448Б ]96 釘 76× 13× 07 SK-141 山年62 完存。頭部は長方形を呈す
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図版番号 器 種 長さ×幅×厚さ(cm) 出土地点 備 考

舅雪448優コ97 釘 (104)× 08× 0.6 SK-212 M67
第441図 7 刀 子 (73)× 1.8× 03 SD-6 M133 茎と刀身の一部。片関の刀子。
第440図 17 鎌 (6.1)× 45× 05 SD-11 h/1134

第440図 1 刀 子 (5,8)× 1.6× 03 SD-11 M136
身雪455Eコ 37 刀装具 (銅 ) (9,9)× 15× 0.4 表 採 M137 P L98
身雪455Eコ 38 不 明 142× 14× 0.4 表 採 M138 P L98

表36 古銭一覧表

図版番号 名  称 初 鋳 年 (西暦) 出土地点 備 考

第385図 34 開○通○ ― ) SI― ■9 �140

第448図 98 文久永賓 文久 3年 863) SK-122 M57

身雪448昼コ99 寛永通賓 寛文 8年 1668) SK-133 M58 新寛永

身雪448E]100 寛永通賓 寛文 8年 SK-135 M61 新寛永

Я雪448E]101 寛永通賓 寛文 8年 1668) SK-141 M64 新寛永

第448図 102 寛永通賓 寛文 8年 1668) SK-141 M65 新寛永

第448図 103 寛永通質 寛文 8年 1668) SK-141 M66 新寛永

第449図 104 寛永通賓 寛文 8年 1668) SK-220 M69 新寛永 正字文 P L98

第449図 105 寛永通費 寛文 8年 1668) SK-220 M70 新寛永 正字文 P L98

第449図 106 寛永通賓 寛文 8年 1668) SK-220 M71 新寛永 正字文 P L98

身雪449唇]107 寛永通費 寛文 8年 1668) SK-220 M72 新寛永 正字文 P L98

第449図 10& 寛永通費 寛文8年 1668) SK-220 M73 新寛文 正字文 P L98

傷雪449じ ]109 寛永通賓 寛文8年 1668) SK-220 M74 新寛文 正字文 P L98

第449図 ■0 寛永通費 寛文 8年 1668) SK-220 M75 新寛文 正字文 P L98

第449図■1 寛永通費 寛文 8年 1668) SK-220 M76 新寛文 正字文 P L98

身雪449Бコ112 寛永通費 寛文8年 1668) SK-220 M77 新寛文 正字文 P L98

身ヨ449Eコ 113 寛永通賓 寛文 8年 1668) SK-220 M78 新寛永 正字文 P L98

第449図■4 寛永通賓 寛文 8年 1668) SK-220 M79 新寛永 正字文 P L98

第449図 115 寛永通費 寛文 8年 1668) SK-220 M80 新寛永 正字文 P L98

舅雪449Eコ 116 寛永通賓 寛文 8年 1660 SK-220 M81 新寛永 正字文

第449図■7 寛永通賓 寛文 8年 1668) SK-220 M82 新寛永 正字文

第449図 ■8 寛永通費 寛文 8年 SK-220 M83 新寛永 正字文
第449図 ■9 寛永通賓 寛文 8年 (1668) SK-220 M84 新寛永 正字文

身雪449E]120 寛永通賓 寛文 8年 166働 SK-220 M85 新寛永 正字文

第449図 121 寛永通費 寛文 8年 1668) SK-220 M86 新寛永 正字文

第449図 122 寛永通費 寛文 8年 1668) SK-220 M87 新寛永 正字文

第449図 123 寛永通賓 寛文 8年 1668) SK-220 M88 新寛永 正字文

第449図 124 寛永通賓 寛文 8年 1669 SK-220 M89 新寛永 正字文

舅守450屋目125 寛永通費 寛文8年 1668) SK-220 M90 新寛永 正字文

第450図 126 寛永通費 寛文 8年 1668) SK-220 M91 新寛永 正字文

第450図 127 寛永通賓 寛永 3年 1636) SK-220 M92 古寛永

舅雪450E∃ 128 寛永通費 寛文 8年 1668) SK-220 M93 新寛永 正字文

第450図 129 寛永通賓 寛永3年 1636) SK-220 M94 古寛永
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図版番号 名  称 初 鋳 年 (西暦) 出土地点 備 考

第450図 130 寛永通賓 寛永 3年 1636) SK-220 M95 古寛永
第450図 131 寛永通費 寛文 8年 668) SK-220 M96 新寛永 正字文
第450図 132 寛永通費 寛文 8年 668) SK-220 M97 新寛永 正字文

第450図 133 寛永通費 寛永 3年 SK-220 M98 古寛永
第450図 134 寛永通費 寛永 3年 SK-220 M99 古寛永
身害450E]135 寛永通費 寛永 3年 SK-220 M100 古寛永

第450図 136 寛永通賓 寛永 3年 SK-220 M101 古寛永

第450図 137 寛永通費 寛永 3年 SK-220 M102 古寛永

身雷450屋∃138 寛永通費 寛永 3年 SK-220 M103 古寛永

第450図 139 寛永通費 寛永 3年 SK-220 M104 古寛永

第450図 140 寛永通費 寛永 3年 SK-220 M105 古寛永

第450図 141 寛永通費 寛永 3年 SK-220 M106 古寛永

第450図 142 寛永通費 寛文 8年 (1668) SK-220 M107 新寛永

寄雪450E]143 寛永通賓 寛文 8年 668) SK-220 M108 新寛永 正字文

第450図 144 寛永通賓 寛文 8年 SK-220 M109 新寛永 正字文
第450図 145 寛永通費 寛文 8年 668) SK-220 M■0 新寛永

― ) SK-220 Mlll

Ml12

Ml13

M■ 0か らM■ 4まで 5枚
が癒着しているため

図示不可能

― ) SK-220

― ) SK-220

第450図 146 寛永通賓 寛文 8年 668) SK-220 M■4 新寛永

第451図 147 寛永通賓 寛文 8年 SK-220 Ml15 新寛永

SK-220

濫〕曽墳零篤
敵

第451図 148 SK-220

Я雷451昼雪149 寛永通賓 寛永 3年 1636 SK-220 M■8 古寛永

第451図 150 寛永通賓 寛永 3年 1636 SK-220 M■ 9 古寛永

第451図 151 寛永通賓 寛文 8年 1668 SK-220 M120 新寛永

第451図 152 寛永通賓 寛文 8年 SK-220 M121 新寛永 正字文

第451図 153 寛永通賓 寛文 8年 1668 SK-220 M122 新寛永

第451図 154 寛永通賓 寛文 8年 SK-220 M123 新寛永 正字文
第451図 155 ― ) SK-223 M130 半」読困難

舅著451Eコ 156 ― ) SK-223 M131 半」読困難

第451図 157 寛永通賓 寛文 8年 SK-227 M132 新寛永 正字文

第451図 158 寛永通賓 寛文 8年 SK-227 M51 新寛永 正字文

第451図 159 寛永通費 寛文 8年 SK-227 M52 新寛永 正字文
第451図 160 寛永通賓 寛文 8年 SK-227 M53 新寛永 正字文
第451図 161 寛永通賓 寛文 8年 SK-227 M54 新寛永 正字文
第451図 162 寛永通費 寛永 3年 1636) SK-227 M55 古寛永
第451図 163 ― ) SK-227 M56 判読困難
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第64号住居跡

遺物出土状況



第67号住居跡
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第73号住居跡

一
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第74号住居跡 第76号住居跡

第79号住居跡 第79号住居跡炭化材出土状況
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第70号住居跡

遺物出土状況

41幸



1幸疑輩と,1五.

第 78号住居跡

|― 霜 ―管

第82号住居跡 第83号住居跡

第83号住居跡貯蔵穴内遺物出上状況 第83号住居跡炭化材出土状況
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第85号住居跡

第86・ 87・ 88号住居跡

第 88・ 89号住居麒

第 90号住居跡

第90号住居跡カマ ド 第90号住居跡遺物出土状況
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第91号住居跡遺物出土状況
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第109号 住居跡

第104号住居跡・カマ ド
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第97号住居跡出入 り口部施設
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第100。 101号住居跡

第100号 住居跡

カマ ド

第100。 101号住居跡
遺物出土状況
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第102号住居跡

第102号住居跡

遺物出土状況

第102号住居跡

貯蔵穴内

遺物出土状況
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第105号住居跡

第109号住居跡 第 110号住居 ptl

第111号住居跡
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第112号住居跡

第112号住居跡カマ ド

第11卜 112号住居謝遺物出土状況
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第115号住居跡
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第116号住居跡 第118号住居跡遺物出土状況

第 117住居跡

第117号住居跡カマ ド 第117号住居跡遺物出土状況
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ゴ41

十ヽ1
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第121号 住居跡

第121号 住居跡遺物出土状況

第124号 住居跡
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第 126号住居跡 第130号 住居跡



第131号住居跡 第135号住居跡

第 138号住居跡
第155号住居跡

第158号住居跡
第165号住居跡

第174号住居跡
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第 3号住居跡

第 5号住居跡 第 8号住居跡

第10号住居跡 第14号住居跡



第15号住居跡 第18号住居称

第19号住居跡 第25号住居跡

第26号住居跡 第27・ 28・ 29号住居跡
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第29号住居跡
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第29号住居跡遺物出土状況

第29号住居跡カマ ド
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第30号住居跡

第30号住居跡遺物出土状況
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第40号 住居跡

第48号住居跡
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第50号住居跡

一紳
∵

第107号住居跡





豪族居館跡南北堀張出部(南から)

豪族居館跡南北堀張出部

(司しから)

豪族居館跡東西堀
(東から)
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豪族居館跡南北堀土層断面(SPB‐ Bり

豪族居館跡南北堀遺物出土状況 (下層 ) 豪族居館跡南北堀遺物出土状況 (上層 )

豪族居館跡東西堀遺物出土状況



第 2。 3号溝 (南から)

第 2・ 3号溝 (北から)

第 4号溝 (南から)
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第 7号溝 (北から)

第 8号溝 (北から)
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第 9号溝 (西から)
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第53号土坑 第 71号土坑

第90号土坑 第 265号土坑

第95号 土坑 第174号土坑

臆 ..注基速荘t

第175号土坑



第189号 土坑遣物出土状況
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第197号 土坑

第198号 土坑 第 201号土坑

第202号土坑遺物出土状況 第202号土坑遺物出土状況

第202号土坑
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第 210号土坑遺物出土状況



第214号土坑土層断面

第216号土坑

第19牛 215号土坑

第246号土坑

第253号土坑 第 255号土坑

第 263号土坑



第 2号土坑
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第15号土坑

第16号土坑 第18号土坑

第19号土坑 第23号土坑

第58号土坑 第212号土坑
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第131号 土坑 第143号土坑

第220号土坑遺物出土状況 第235号土坑遺物出土状況

出土状況物
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第243号土坑遺物出土状況

第 242号土坑

第 243号土坑
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第13号土坑 第 20・ 52・ 62号土坑

第26号土坑 第35号土坑遺物出土状況

第84号土坑遺物出土状況
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第99号土坑遺物出土状況

第146。 147・ 148号 土坑 第169号 土坑
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先土器時代石器 (1)メ ノウ
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先土器時代石器 (2)メ ノウ
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先土器時代石器 (3)メ ノウ
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先土器時代石器 (4)メ ノウ
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先土器時代石器 (5)頁岩
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先土器時代石器 (6)安 山石・石英・凝灰岩
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先土器時代石器 (7)砂岩
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先土器時代石器 (8)該期外調査出土
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先土器時代石器 (9)該期外調査出土
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先上器時代石器(10)該期外調査出土
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第106号住居跡出土土器

第 143号住居跡出土土器 第 148号住居跡出土土器
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第12号住居跡出土土器

第16号住居跡出土土器

第20号住居跡出土土器
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第17号住居跡出土土器

第27号住居跡出土土器
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第21号住居跡出土土器

第 33号住居跡出土土器
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第37号住居跡出土土器

第39号住居跡出土土器

鋲

第44号住居跡出土土器 第47号住居跡出土土器 第49号住居跡出土土器
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第53号住居跡出土土器

第54号住居跡出土土器 第55号住居跡出土土器

第62号住居RI出土土器 第64号住居跡出土土器 第67号住居跡出土土器
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第56号住居跡出土土器

第80号住居跡出土土器

第81号住居跡出土土器 第82号住居謝出土土器 第86号住居跡出土土器
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第70号住居跡出土土器

第 83号住居跡出土土器
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第78号住居跡出土土器

第87号住居跡出土土器
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第88号住居跡出土土器
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第89号住居謝出土土器 第90号住居跡出土土器
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第91号住居跡出土土器

第97号住居跡出土土器
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第100号住居跡出土土器 第101号住居跡出土土器

第 102号住居跡出土土器
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第103号住居跡出土土器

第105号住居跡出土土器

第108号住居跡出土土器

第104号住居跡出土土器

第109号住居跡出土土器

第 110号住居跡出土土器
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第119号住居跡出土土器

第 111号住居跡出土土器

第 115号住居跡出土土器 第116号住居跡出土土器

第118号住居跡出土土器
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第121号住居跡出土土器第 120号住居跡出土土器



第117号住居跡出土土器

S

第130号住居跡出土土器第126号住居跡出土土器
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第131号住居跡出土土器

第136号住居跡出土土器

第135号住居跡出土土器

第138号住居跡出土土器

7
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第147号住居跡出土土器

第155号住居跡出土土器

第174号住居跡出土土器
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第 1号住居跡出土土器 第 2号住居跡出土土器 第 3号住居跡出土土器

|

第 8号住居跡出土土器 第 9号住居跡出土土器第 4号住居跡出土土器

第10号住居跡出土土器

第11号住居跡出土土器

畔

5

第14号住居跡出土土器

第15号住居跡出土土器

第13号住居跡出土土器
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4 3
第30号住居跡出土土器

第43号住居跡出土土器

第18号住居跡出土土器

第19号住居跡出土土器

第25号住居跡出土土器

i

第34号住居跡出土上器

第23号住居跡出土土器

第50号住居跡出土土器

第59号住居跡出土土器

0

9

第35号住居跡出土土器

第98号住居跡出土土器 第66号住居跡出土土器 第114号住居跡出上上器  第158号住居跡出土土器
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第35号土坑出土土器

32

第 166号土坑出土土器

第 1号道路跡出土土器

第189号土坑出土土器

第260号土坑出土土器

孔細社坑出
量器

第243号土坑出土土器

第 7号溝出土土器

第26号土坑出土土器

第210号土坑出土土器

第133号土坑出土土器

第99号土坑出土土器
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第202号土坑出土上器

第272号土坑出土土器  第254号土坑出土土器 遺構外出土土器
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豪族居館跡南北堀下層出土土器

豪族居館跡東西堀下層出土土器
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豪族居館跡東西堀下層出土土器
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豪族居館跡南北堀上層出土土器
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豪族居館跡南北堀上層出土土器
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